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フォグランプ P. 262

G's を除く

G's



7

タイヤ
●ローテーション P. 405
●交換 P. 487

バックドア P. 87ドア P. 72

給油口 P. 156
リヤウインドウ
デフォッガー P. 340

リヤワイパー P. 266

方向指示灯 P. 231 

尾灯 P. 254 

番号灯 P. 254 

スライドドア P. 76

尾灯 P. 254 



8

BTO00DA001

イラスト目次 室内

パワーウインドウ
スイッチ P. 150

シートベルト P. 133

助手席SRS
エアバッグ
P. 166

シフトレバー
P. 222、228

運転席SRSエアバッグ
 P. 166

ヘッドレスト P. 114

フロントシート P. 97

グローブボックス
 P. 350

SRSサイドエアバッグ
P. 166

サードシート P. 112

セカンドシート P. 103



9

BTO00DA002

�：車両型式などで異なる装備やオプション装備
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イラスト目次 室内

ドアミラー
スイッチ P. 144

オート電動格納式ミラー装着車

オート電動格納式ミラー非装着車

ドアミラー
スイッチ P. 144

ドアロックスイッチ P. 72

パワーウインドウ
スイッチ P. 150

ウインドウロック
スイッチ P. 150



11

C

コンソール
ボックス P. 351

カップホルダー P. 354

スライド式コンソールボックス装着車（ガソリン車）

カップホルダー P. 354

コンソール
ボックス P. 351

回転式コンソールボックス装着車（ガソリン車）



12

カップホルダー P. 354

コンソール
ボックス P. 351

オープントレイ P. 359

運転席シートヒータースイッチ �  P. 387

ＥＶドライブモードスイッチ P. 219

ECO MODEスイッチ P. 229

助手席シートヒータースイッチ �  P. 387

アクセサリーコンセント �  P. 372

ＵＳＢ端子※
アクセサリーソケット P. 370
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※：別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照ください。
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知っておいていただきたいこと

本書の内容について

本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。
そのため、お客様のお車にはない装備の説明が記載されている場合があります。
また、車の仕様変更により、内容がお車と一致しない場合がありますのでご了承
ください。
トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて
は、その商品に付属の取扱書をお読みください。

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し
ない場合があります。

不正改造について

● トヨタが国土交通省に届け出をした部品以外のものを装着すると、不正改造
になることがあります。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故を起こし、重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

● ハンドルの改造は絶対にしないでください。ハンドルにはＳＲＳエアバッグ
が内蔵されているため、不適切に扱うと、正常に作動しなくなったり、誤っ
てふくらみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

● 次の場合はトヨタ販売店にご相談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り付けナットの交換。
異なった種類や指定以外のものを使用すると、走行に悪影響をおよぼした
り、不正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機などの取り付け、取りはずし。
電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなが
るおそれがあり危険です。

● フロントウインドウガラス、および運転席・助手席の窓ガラスに着色フィル
ム（含む透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげる
ばかりでなく、不正改造につながるおそれがあります。
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運転についてのご注意

他の車や歩行者など、周囲の状況に常に注意を払い、安全運転を心がけてくださ
い。

酒気帯び運転は絶対しないでください。お酒を飲むと注意力と判断力がにぶり、
思いがけない事故を引き起こすおそれがあります。また、眠気をもよおす薬を飲
んだときも運転を控えてください。

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の状
況などへの注意が不十分になり、大変危険です。ハンズフリー以外の自動車電話
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。

車両データの記録について

お車には、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコンピューターが複
数装備されており、主に次のようなデータを記録します。

グレード・オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。

● データの取り扱いについて

トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断・研究開発・品質
の向上を目的に取得・利用することがあります。

なお、次の場合を除き、トヨタは取得したデータを第三者へ開示または提供する
ことはありません。

● G-BOOKによるデータの取り扱いについて

お客様がG-BOOKをご利用の場合、記録データとその使用について、G-BOOK
利用規約をご覧ください。

･ エンジン回転数 ・電気モーター回転数（ハイブリッド車）
･ アクセルの操作状況 ・ブレーキの操作状況
･ 車速 ・シフトポジション
･ 駆動用電池の状態（ハイブリッド車）

･ お車の使用者の同意（リース車は借主の同意）がある場合
･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強制力のある要請に基づく場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合
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イベントデータレコーダー

お車には、最適な車両性能を維持するためのコンピューターを搭載しています。
このコンピューターはシステムが正常に作動していることを診断すると共に、衝
突のときや衝突に近い状態のときのデータを記録するイベントデータレコー
ダー（EDR）を装備しています。

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダーが、衝突の
ときや衝突に近い状態のときに次のデータを記録します。

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。

● EDR データの開示について

トヨタおよびトヨタが委託した第三者は、イベントデータレコーダーに記録され
たデータを、車の研究開発を目的に取得・流用することがあります。なお、トヨ
タおよびトヨタが委託した第三者は、取得したデータを次の場合を除き、第三者
へ開示・提供することはありません。

保証および点検について

保証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています
ので、併せてお読みください。

日常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施してください。(法
律で義務付けられています。)

･ エンジンの回転数
･ 車速
･ ブレーキペダルの操作状況
･ アクセルペダルの操作状況
･ トランスミッションのシフトポジション
･ エアバッグ作動に関する情報
･ エアバッグシステムの故障診断情報

･ お車の使用者の同意がある場合
･ 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合
･ 統計的な処理を行うなどの、使用者や車が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合
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警告

■お子さまを乗せるときは

お子さまを車の中に残したままにしないでください。車内が高温になって熱射
病や脱水症状になり、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

また、お子さまが車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライ
ター・発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いがけない事故に
つながるおそれがあり危険です。

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまの安全を確保するための注意事項や
チャイルドシートの取り付けかたなどをまとめた「チャイルドシートの取り付
け」 （�P. 187）をお読みください。

■駆動用電池について（ハイブリッド車）

絶対に転売・譲渡・改造などをしないでください。廃車から取りはずされた駆
動用電池は事故防止のため、トヨタ販売店を通じて回収を行っていますので、ご
協力ください。

適切に回収されないと、次のようなことがおこり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●不法投棄または放置され、第三者が高電圧部位にふれてしまい、感電事故が発
生する

●装備された車両以外で駆動用電池を使用（改造などを含む）し、感電事故、発
熱・発煙・発火・爆発事故、電解液漏出事故などが発生する

特に、転売・譲渡などを行うと、相手にこれらの危険性が認識されず、事故に
つながるおそれがあります。

■駆動用電池の廃棄について（ハイブリッド車）

駆動用電池を取りはずさないままでお車を廃棄された場合、高電圧部品・ケー
ブル・それらのコネクターにふれると、深刻な感電の危険があります。お車を
廃棄するときには、トヨタ販売店で駆動用電池を廃棄してください。駆動用電
池は適切に廃棄しないと、感電を引き起こし、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。
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本書の中の表示について

ハイブリッド車特有の記載について

ハイブリッド車特有の部品名称やスイッチ名称を“ 〈○○○〉 ”で表示して
います。（〈“ パワー”スイッチ〉など）

警告、注意、知識について

イラスト内の表示について

警告

ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命の危険、または重大な
傷害につながるおそれがあります。お客様自身と周囲の人々への危険を避けたり
減少させたりするため必ずお読みください。

注意

ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損
につながるおそれや、正しい性能を確保できない場合があります。

知識

機能の説明や操作方法の説明以外で知っておいていただきたいこと、知っておく
と便利なことを説明しています。

セーフティーシンボル

“してはいけません”“このようにしないでください”“このようなこと
を起こさないでください”という意味を表しています。

操作を示す矢印

スイッチなどの操作（押す、まわすなど）を示
しています。

操作後の作動（フタが開くなど）を示していま
す。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

ハイブリッドシステムの特徴

ヴェルファイアハイブリッドのハイブリッドシステムは、電気モー
ターとガソリンエンジンという2つのパワーのシナジー（相乗）効果
により、優れた動力性能と低燃費化の両立を高い次元で実現したシス
テムです。さらに、排出ガスを低減・クリーン化した、環境に配慮し
た技術となっています。

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ガソリンエンジン
フロントモーター
リヤモーター
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

■停車時・発進時・低速走行時
停車中はガソリンエンジンを停止※します。
発進時は電気モーターを使って発進します。
低速走行時や下り坂走行時もガソリンエンジンを停止※し、電気
モーターを使って走行します。

シフトレバーが Ｎ にあるときは駆動用電池への充電が行われませ
ん。車両停止時は必ずＰにしてください。また、渋滞時などでも、
D、ＳまたはBで運転してください。
※ 駆動用電池の充電が必要なときやエンジン暖機中など、ガソリンエンジン
が自動停止しないことがあります。（�P. 33）

■通常走行時
主にガソリンエンジンを使用して走行します。
必要に応じて電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充
電します。

■急加速時
アクセルペダルを大きく踏み込んだときは、ガソリンエンジンに加
え、駆動用電池からも電気モーターに電力を供給し、電気モーター
の出力を上げ、力強く加速します。

■減速時・制動時（回生ブレーキ）
車輪が電気モーターを発電機として動かし、駆動用電池へ充電し
ます。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

車両接近通報装置

ガソリンエンジンが停止した状態での走行時、車両の接近を周囲の人に
知らせるため、車速に応じた音階で通報音を鳴らします。車速が約
25km/h をこえると消音します。スイッチ操作で車両接近通報装置を
OFFにして消音することもできます。

OFFにするには、“パワー”スイッ
チが ON モードのとき、スイッチ
を押す
スイッチ上のインジケーターが点灯
します。再度スイッチを押すとON に
なります。“パワー”スイッチを ON
モードにするごとに、車両接近通報装
置はONになります。

知識

■回生ブレーキについて

次の場合、車の運動エネルギーを電気エネルギーに変換し、駆動用電池へ充電
すると共に減速力を得ることができます。

●シフトレバーがD、ＳまたはBで走行中に、アクセルペダルから足を離した
とき

●シフトレバーがD、ＳまたはBで走行中に、ブレーキペダルを踏んだとき

■EVインジケーター

ガソンリエンジン停止中や、電気モーター
のみで走行しているときに、EVインジケー
ターが点灯します。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

■ハイブリッドシステムインジケーターについて

■ガソリンエンジンの自動停止について

車両状態に応じて、ガソリンエンジンは自動的に始動・停止します。
ただし、次の状態では自動停止しないことがあります。※

●ガソリンエンジン暖機中

●駆動用電池の温度が高いとき、または低いとき

●駆動用電池充電時

●暖房をかけたとき
※状況により、上記の他にもガソリンエンジンが自動停止しない場合があります。

ハイブリッドシステムの出力や回生レベル
を示します。（�P. 239）
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

■駆動用電池の充電について

●ガソリンエンジンの動力による充電や回生ブレーキにより、駆動用電池が充
電されるため、車外からの充電は必要ありません。しかし、車両を長時間放
置すると、少しずつ放電します。そのため、少なくとも 2 ～ 3ヶ月に一度、
約30分間ほど運転してください。
万一、駆動用電池が完全に放電し、ハイブリッドシステムを始動できない
ときはトヨタ販売店にご連絡ください。

■補機バッテリーの充電について

�P. 530

■補機バッテリーがあがってしまったり、交換などで取りはずしたときは

ガソリンエンジンの自動停止が行われないことがあります。
自動停止しない状態が2、3日続く場合は、トヨタ販売店へご連絡ください。

■ハイブリッド車特有の音と振動について

ハイブリッド車は、READYインジケーターが点灯し、走行可能な状態でも、通
常の車のように、エンジン音や振動がないことがあるため、走行可能な状態で
あることに気がつかない場合があります。安全のため、駐車時はパーキングブ
レーキをかけて、確実にシフトレバーをPにしてください。
ハイブリッドシステム始動前・始動後は、次のような音や振動が発生する場合
がありますが、異常ではありません。

●エンジンルームからの電気モーターの作動音（加速時の“キーン”音、減速
時の“ヒューン”音）

●ハイブリッドシステム始動時や停止時に聞こえる駆動用電池からの音

●ガソリンエンジンの始動・停止時や低速走行時、およびアイドリング中にト
ランスミッションから聞こえる“ コツコツ ”“ カタカタ ”という音

●シフトレバーがNのときは、駆動用電池の充電が行わ
れません。駐車・停車時は必ずPにしてください。ま
た、渋滞時などでも D、Ｓ または B で運転してくだ
さい。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

●急加速時のエンジン音

●ブレーキペダルを踏んだときや、アクセルペダルをゆるめたときに聞こえる
回生ブレーキの音

●ブレーキペダルを操作したときに聞こえる、作動音やモーター音

●ガソリンエンジンの始動・停止による振動

●駆動用電池冷却用吸入口（�P. 37）から聞こえるファンの音

●エアコンの作動音（エアコンコンプレッサー、ブロワモーター）

■車両接近通報装置について

次のような場合は、周囲の人に通報音が聞こえにくくなることがあります。

●周囲の騒音が大きい場合

●雨または強風の場合

また、車両接近通報装置は車両前側にあるので、車両前方と比較して、車両後
方は聞こえにくくなることがあります。

■車両接近通報装置の異常について＊

車両接近通報装置に異常があると、スイッチ上のインジケーターが約 16 秒間
点滅後点灯します。トヨタ販売店で点検を受けてください。

■販売店で設定可能な機能＊

車両接近通報装置の音量を大きくすることができます。（�P. 556）

■メンテナンスや修理・廃車について

お車のメンテナンスや修理・廃車の際は必ずトヨタ販売店にご相談ください。
特に廃車する場合は、トヨタ販売店を通じて駆動用電池の回収を行っています
ので、ご協力ください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

ハイブリッドシステムの注意

ハイブリッドシステムには、駆動用電池・パワーコントロールユニッ
ト・オレンジ色の高圧ケーブル・電気モーターなどの高電圧部位（最
高約650V）や、冷却用ラジエーターなどの高温部位がありますので、
ご注意ください。なお、高電圧部位などには、取り扱い上の注意を記
載したラベルが貼付してありますので、ラベルの指示に従って正しい
取り扱いをしてください。

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

エアコンコンプレッサー
高電圧ケーブル（オレンジ色）
パワーコントロールユニット
フロントモーター

駆動用電池・
DC／DC コンバーター
コーションラベル
サービスプラグ
リヤモーター
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

駆動用電池冷却用吸入口

駆動用電池冷却用の吸入口をふさいだりすると、駆動用電池の過熱や出
力低下の原因になります。

センターコンソールうしろ側に吸
入口があります。

緊急停止システム

事故により衝撃を受けたときなどは、ハイブリッドシステムを停止して
高電圧を遮断します。また、フューエルポンプ制御により燃料供給を停
止し、燃料もれを最小限に抑えます。
この場合、ハイブリッドシステムを再始動させることができなくなるた
めトヨタ販売店へご連絡ください。

吸入口
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

警告メッセージ

ハイブリッドシステムの異常やお知らせしたい事項が発生すると自動的
に表示されます。

警告メッセージは、マルチイン
フォメーションディスプレイに表
示されます。
表示された画面の指示に従ってくだ
さい。（�P. 475）

知識

■警告灯が点灯したときや、警告メッセージが表示されたとき、補機バッテリー
との接続が断たれたときは

ハイブリッドシステムを再始動できないおそれがあります。
もう一度始動操作をしても READY インジケーターが点灯しない場合はトヨタ
販売店にご連絡ください。

■ガス欠になったときは

ガス欠でハイブリッドシステムが始動できないときは、燃料残量警告灯（�P.
472）が消灯するまで給油してから再始動してください。少量の給油では始動
できない場合があります。（給油量は車両水平状態で約10Ｌです。車両の傾き
によって給油量はかわります）
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

■電磁波について

●高電圧部位や高電圧配線は、電磁シールド構造になっています。従来の車や
家電製品とくらべて、電磁波が多いということはありません。

●アマチュア無線の一部（遠距離通信）において、受信時に雑音が混入する場
合がありますので、あらかじめご了承ください。

■駆動用電池について

駆動用電池には寿命があります。寿命は車の使い方、走行条件により異なります。

警告

■高電圧・高温について

この車は、高電圧システムを使用しています。
次のことをお守りいただかないと、やけどや感電など生命にかかわる重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。

●高電圧部位・高電圧の配線（オレンジ色）およびそのコネクターの取りはず
し・分解などは絶対に行わないでください。

●走行後はハイブリッドシステムが高温になります。車に貼ってあるラベルの指
示に従い、常に高電圧・高温部位に注意してください。

●コンソールボックス下部にサービスプラ
グがあります。サービスプラグはトヨタ
販売店で車両の修理時などに、駆動用電
池の高電圧を遮断するためのものです。
取り扱いを誤ると感電のおそれがあるた
め、絶対にさわらないでください。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

警告

■事故が発生したときは

次のことをお守りいただかないと、感電など重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●続発事故防止のため安全な場所に停車する
停車時は、ブレーキペダルを踏みながらパーキングブレーキをかけ、シフトレ
バーをＰにしてハイブリッドシステムを停止します。そのあとブレーキペダ
ルからゆっくり足を離してください。

●高電圧部位・高電圧の配線（オレンジ色）などには、絶対にさわらない

●液体の付着やもれがある場合は絶対にさわらない
駆動用電池の電解液（強アルカリ性）が目や皮膚にふれると失明や皮膚傷害の
おそれがあり危険です。万一、目や皮膚に付着した場合はただちに多量の水で
洗い流し、早急に医師の診察を受けてください。

●車室内および車室外に、はみ出している電気配線には絶対にさわらない

●万一、車両火災が発生したときは、ABC消火器を使用して消火する
水をかける場合は、消火栓などから大量にかけてください。

●タイヤが接地した状態でけん引しない
電気モーターから発電され、破損の状態によっては、漏電による火災のおそれ
があり危険です。必ず４輪とも持ち上げた状態で運搬してください。
（�P. 460）

●車の下の路面などを確認し、液体のもれ（エアコンの水以外）が見つかった場
合、燃料系統が損傷している可能性があります。そのままハイブリッドシステ
ムを始動すると燃料に引火するおそれがあり危険ですので、始動しないでくだ
さい。
この場合は、トヨタ販売店に状況を連絡するときに併せてお伝えください。

■駆動用電池について

駆動用電池を不法に投棄または放置すると、環境汚染となるばかりか、第三者
が高電圧部位にふれた場合に、生命にかかわる感電事故などにつながるおそれ
があり危険です。



41

1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

注意

■駆動用電池冷却用の吸入口について

●吸入口のまわりに荷物などを置いたりしないでください。
吸入口がふさがれると駆動用電池が過熱したり、故障の原因になります。

●吸入口は、目づまりしないよう定期的に清掃してください。

●吸入口に水や異物を入れないでください。
駆動用電池を損傷するおそれがあります。

●駆動用電池周辺に多量の水をこぼさないよう注意してください。
誤ってこぼしてしまったときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

 燃費画面 ＊／ ESPO画面＊／エネルギ－モニター

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ハイブリッドシステムの状態を、マルチインフォメーションディスプ
レイやメーカーオプションのナビゲーション画面に表示します。

マルチインフォメーション
ディスプレイ
● エネルギーモニター
（�P. 50）

ナビゲーション画面
（メーカーオプションのナビ
ゲーションシステム装着車）
● 燃費画面
（�P. 43、45）

● ESPO画面
（�P. 47）

● エネルギーモニター
（�P. 52）

■燃費画面
燃料の消費率などを表示します。

■ ESPO画面
エコドライブをサポートするさまざまな情報を表示します。

■エネルギーモニター
車両の走行状況などにより、エネルギーの流れを表示します。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

毎分燃費の見方（ナビゲーションシステム装着車）

画面外の“情報・Ｇ”スイッチを
押す。

  を選択する。

エネルギーモニター、燃費画面、
ESPO 画面のいずれかが表示されま
す。

 エネルギーモニターまたは ESPO画面が表示されたときは、
を選択する。

区間燃費が表示されたときは、 を選択します。

過去30分間の1分ごとの燃費
　（平均燃費）

過去30分間の1分ごとのエネ
　ルギー回収量

マーク1つが50whです。

航続可能距離（�P. 248）

表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

手順 1

BTO11CF116

手順 2

手順 3
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

知識

■燃費データをリセットするには

毎分燃費画面で を選択すると、平均燃費、エネルギー回収量がリセット
されます。

■航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距離を表示します。
表示される距離は、過去の平均燃費をもとに算出されるため、表示される距離
を実際に走行できるとは限りません。

■画面を左右２分割して表示するには（地図／車両情報）

地図画面の右側に車両情報（燃費表示など）を表示させることができます。
画面を左右 2 分割しての表示は全画面での表示よりも、表示される情報は少な
くなります。
画面を左右2分割で表示するには次の順で操作してください。

地図画面→ → →

また、画面を左右 2 分割で表示している状態から全画面での表示にもどすには
次の順で操作してください。

→ →
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

区間燃費の見方（ナビゲーションシステム装着車）

画面外の“情報・Ｇ”スイッチを
押す。

  を選択する。

エネルギーモニター、燃費画面、
ESPO 画面のいずれかが表示されま
す。

 エネルギーモニターまたは ESPO画面が表示されたときは、
を選択する。

毎分燃費が表示されたときは、 を選択します。

過去最高燃費

通算燃費
マルチインフォメーションディスプ
レイの平均燃費をリセットするごと
の平均燃費を表示します。
（�P. 247）

リセット時の通算燃費が過去最高燃
費を上まわっていた場合、過去最高燃
費が更新されます。

表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

手順 1

BTO11CF116

手順 2

手順 3
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

知識

■燃費データをリセットするには

区間燃費画面で を選択すると、通算燃費と過去最高燃費がリセットされ
ます。

■画面を左右２分割して表示するには（地図／車両情報）

地図画面の右側に車両情報（燃費表示など）を表示させることができます。
画面を左右 2 分割しての表示は全画面での表示よりも、表示される情報は少な
くなります。
画面を左右2分割で表示するには次の順で操作してください。

地図画面→ → →

また、画面を左右 2 分割で表示している状態から全画面での表示にもどすには
次の順で操作してください。

→ →
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

ESPO画面の見方（ナビゲーションシステム装着車）
。

画面外の“情報・Ｇ”スイッチを
押す。

  を選択する。

エネルギーモニター、燃費画面、
ESPO 画面のいずれかが表示されま
す。

 エネルギーモニターまたは燃費画面が表示されたときは、
を選択する。

手順 1

BTO11CF116

手順 2

手順 3
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

※：G-BOOKオンラインサービスをご利用されているときに表示されま
す。

ステータス表示※

エコ運転の採点結果や走行情報をG-
BOOKセンターに送信し、計算され
たステータスなどを表示します。
ステータスはエコ運転を継続する
ことでブロンズ、シルバー、ゴー
ルドの順にランクがアップします。

エコレベル平均値

エコレベルメーターの平均値を表
示します。

が増えるほど、環境に配慮
した運転をしていることになりま
す。

エコレベルメーター

エコ運転のレベルを表示します。
が増えるほど、環境に配慮し

た運転を継続していることになりま
す。

エコレベルインジケーター

エコレベルメーターのレベルに応
じてGood・Excellent が表示さ
れます。レベルが低い場合は表示
されません。

毎分燃費（前回ハイブリッド
システム始動～ハイブリッド
システム停止）

１分ごとの平均燃費を最大15分前
までグラフ表示します。
今回と前回の平均燃費を色分けして
表示します。

毎分燃費（今回ハイブリッド
システム始動～現在）
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

■ 更新スイッチ／アドバイススイッチ／エコカルテスイッチについて

※：G-BOOKオンラインサービスをご利用されているときに表示されま
す。

更新スイッチ※
走行情報などをG-BOOKセン
ターへ送信し、ステータスなどを
更新します。

アドバイススイッチ

ドライバーの運転操作についてエ
コ運転の観点で診断した結果や、
エコ運転、環境についての豆知識
を表示します。良いところを確認
したり、さらに良くするにはどう
したら良いかを知ることができま
す。

エコカルテスイッチ※
G-BOOKの ESPOメニューが表
示され、燃費ランキングなどが確認
できます。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

エネルギーモニターの見方

■マルチインフォメーションディスプレイ表示
“DISP”スイッチを押し、エネル
ギーモニターを表示させる

知識

■G-BOOKセンターへ送信する走行情報について

G-BOOKセンターへ送信する走行情報は、ナビゲーションシステムが算出する
ものであり、マルチインフォメーションディスプレイに表示される走行距離や
燃費などとは一致しないことがあります。

■画面を左右２分割して表示するには（地図／車両情報）

地図画面の右側に車両情報（燃費表示など）を表示させることができます。
画面を左右 2 分割しての表示は全画面での表示よりも、表示される情報は少な
くなります。
画面を左右2分割で表示するには次の順で操作してください。

地図画面→ → →

また、画面を左右 2 分割で表示している状態から全画面での表示にもどすには
次の順で操作してください。

→ →
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

<マルチインフォメーションディスプレイ表示一覧>

表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

電気のエネルギーで走行しているとき

ガソリンと電気の両方のエネルギーで
走行しているとき

ガソリンのエネルギーで走行している
とき

駆動用電池に充電しているとき

エネルギーの流れがないとき

駆動用電池の残量表示

少ない 多い
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

■ナビゲーション画面表示（ナビゲーションシステム装着車）

画面外の“情報・Ｇ”スイッチを
押す。

  を選択する。

エネルギー画面、燃費画面、ESPO画
面のいずれかが表示されます。

 燃費画面またはESPO画面が表示されたときは、 を選択
する。

手順 1

BTO11CF116

手順 2

手順 3
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

運
転
す
る
前
に

1

<ナビゲーション画面一覧>

表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

電気のエネルギーで走行しているとき

ガソリンと電気の両方のエネルギーで
走行しているとき

ガソリンのエネルギーで走行している
とき

駆動用電池に充電しているとき

エネルギーの流れがないとき
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

駆動用電池の残量表示

知識

■画面を左右２分割して表示するには（地図／車両情報）

地図画面の右側に車両情報（燃費表示など）を表示させることができます。
画面を左右 2 分割しての表示は全画面での表示よりも、表示される情報は少な
くなります。
画面を左右2分割で表示するには次の順で操作してください。

地図画面→ → →

また、画面を左右 2 分割で表示している状態から全画面での表示にもどすには
次の順で操作してください。

→ →

■適合宣言

この車両は、ECE100（バッテリー電気車両安全）に基づいた水素排出量に適
合しています。

少ない 多い
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

1

ハイブリッド車運転のアドバイス

環境に配慮した経済的な運転のためには、次のことを心がけてくだ
さい。

■エコドライブモードの利用
エコドライブモードを使用すると、通常にくらべてアクセルペダル
の踏み込みに対するトルクの発生がゆるやかになります。また、エ
アコン（暖房／冷房）の作動を抑え、燃費向上につながります。
（�P. 229）

■ハイブリッドシステムインジケーターの利用
メーター内のハイブリッドシステムインジケーターの針をエコエ
リア（グリーンエリア）の範囲に保つことで、より環境に配慮した
走行が可能です。
（�P. 239）

■減速時のブレーキ操作
減速時は、早めに、ゆるやかなブレーキ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギーをより多く回収することができ
ます。

■渋滞
加速・減速のくり返しや、長い信号待ちは燃費を悪化させます。お
出かけ前に交通情報を確認するなどして、なるべく渋滞を回避する
ようにしましょう。また渋滞の際は、ブレーキペダルをゆるめて微
前進し、アクセルペダルをあまり踏まないようにしましょう。余分
なガソリン消費を抑えることができます。

■高速道路での運転
速度を抑え、一定速度で走行しましょう。また、料金所手前では
早めにアクセルをもどしゆるやかなブレーキ操作を行いましょ
う。減速時に発生する電気エネルギーをより多く回収することが
できます。
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1-1. ハイブリッドシステムについて（ハイブリッド車）

■エアコンのON／OFF
必要時以外は OFF にしましょう。余分なガソリン消費を抑えるこ
とができます。

夏季：外気温が高いときは、内気循環モードに設定しましょう。
エアコンへの負荷が減り燃費向上につながります。

冬季：ガソリンエンジン・車室内が暖まるまで、ガソリンエンジン
が自動停止しないので、燃料を消費します。なお、設定温度
の上げすぎなど必要以上の暖房を避けると、燃費向上につな
がります。

■タイヤ空気圧の点検
タイヤ空気圧はこまめに点検しましょう。タイヤ空気圧が適切でな
いと、燃費の悪化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が大きいため、乾燥した路面では燃
費の悪化につながります。季節、道路状況に応じて適切なタイミン
グでタイヤを交換しましょう。

■荷物
重い荷物が積まれていると、燃費が悪化します。不要な荷物は、積
んだままにせずに降ろしましょう。
また、大型ルーフキャリアの装着も重い荷物と同様に燃費の悪化に
つながります。

■走行前の暖機運転
ガソリンエンジンが冷えているときは、ガソリンエンジンの始動／
停止を自動的に行いますので、暖機運転は必要ありません。
なお、短距離走行のくり返しは、暖機運転のためのガソリンエンジ
ン始動がひんぱんに行われることになりますので、燃費の悪化につ
ながります。
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1

1-2. キーの取扱い

キー

メカニカルキーを使うには

メカニカルキーを取り出す
使用後はもとにもどし、電子キーと一
緒に携帯してください。電子キーの電
池が切れたときやスマートエント
リー＆スタートシステムが正常に作
動しないとき、メカニカルキーが必要
になります。（�P. 521）

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スター
トシステムの作動（�P. 59）

･ ワイヤレス機能の作動
（�P. 69）
メカニカルキー
キーナンバープレート
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1-2. キーの取扱い

知識

■キーナンバープレート

車の中以外の安全な場所（財布の中など）に保管してください。万一キーを紛
失した場合、キーナンバーと残りのキーからトヨタ販売店でトヨタ純正品の新
しいキーが作製できます。（�P. 520）

■航空機に乗るときは

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーのスイッチを押さな
いでください。また、かばんなどに保管する場合でも、簡単にスイッチが押さ
れないように保管してください。スイッチが押されると電波が発信され、航空
機の運行に支障をおよぼすおそれがあります。

注意

■キーの故障を防ぐために

●キーに衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、ぬらした
りしないでください。

●キーを磁気のあるものに近付けたり、電磁波を遮断するものをキー表面に貼り
付けたりしないでください。
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1

1-3. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

スマートエントリー＆スタートシステム

電子キーをポケットなどに携帯するだけで次の操作が行えます。（必
ず運転者が携帯してください。）

ドアの解錠・施錠　（�P. 60）
バックドアの解錠・施錠　（�P. 60）
エンジンの始動（ガソリン車）　（�P. 209）
ハイブリッドシステムの始動（ハイブリッド車）　（�P. 214）

電子キー

電子キー

電子キー
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ドアの解錠・施錠（フロントドアハンドルのみ）

ハンドルを握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実に
ふれてください。

施錠操作後３秒間は解錠できません。

ロックスイッチを押して施錠する
必ず施錠されたことを確認してくだ
さい。

押し続けるとドアガラスが閉まりま
す。
販売店で設定することにより、作動さ
せることができます。（�P. 557）

バックドアの解錠・施錠

バックドアオープンスイッチを押
して解錠する
施錠操作後３秒間は解錠できません。
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バックドアロックスイッチを押し
て施錠する
必ず施錠されたことを確認してくだ
さい。

押し続けるとドアガラスが閉まりま
す。
販売店で設定することにより、作動さ
せることができます。（�P. 557）

アンテナの位置と作動範囲

■アンテナの位置
 ガソリン車

車外アンテナ
車内アンテナ
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 ハイブリッド車

車外アンテナ
車内アンテナ

■作動範囲（電子キーの検知エリア）
:ドアの施錠・解錠時

各ドアハンドルから周囲約 70
cm 以内で電子キーを携帯して
いる場合に作動します。

:エンジン<ハイブリッドシ
ステム>始動時、または
“ エンジン スタート ス
トップ ”スイッチ < “
ワー ”スイッチ > 切りか
え時

車内で電子キーを携帯している
場合に作動します。
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知識

■作動の合図

ドア：ブザーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回）
ドアガラス：ブザーで知らせます。＊

■節電機能

電子キーの電池と車両のバッテリー<補機バッテリー>保護のため、次の状況
ではスマートエントリー＆スタートシステムを停止します。

●2週間以上スマートエントリー＆スタートシステムを使用しなかった

●車両の外約70 cm以内に電子キーを10分以上放置した

次のいずれかを行うと、スマートエントリー＆スタートシステムが復帰します。

●ドアハンドル上のロックスイッチで施錠する

●ワイヤレス機能で解錠・施錠する（�P. 69）

●メカニカルキーで解錠・施錠する（�P. 521）

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は1～2年です。（電子キーを使用しなくても電池は消耗
します。）スマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレス機能が作動
しなかったり、作動範囲が狭くなったりする場合は、電池が消耗している可
能性があります。電池が消耗していたら新しい電池に交換してください。
（�P. 448）

●電池残量が少なくなると、エンジン<ハイブリッドシステム>を停止した際
に車内から警告音が鳴ります。（�P. 66, 484）

●電池の著しい消耗を防ぐため、次のような磁気を発生する電化製品の1 ｍ以
内に電子キーを保管しないでください。

･ テレビ
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および充電器
･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させてください。また、車外から操作する場
合は電子キーを車両に近付けすぎないようにしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがあります。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ
込み防止機能が働かないこともあります。）

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）にあっても、次のような場合は正し
く作動しないことがあります。

･ ドアの解錠・施錠時に電子キーがドアガラスやドアハンドルに近付きすぎ
る、または地面の近くや高い場所にある場合
･ バックドアの解錠・施錠時に電子キーがリヤバンパー中央に近付きすぎ
る、または地面の近くや高い場所にある場合
･ エンジン<ハイブリッドシステム>始動時またはモード<“ パワー ”ス
イッチ>切りかえ時に電子キーがインストルメントパネルやフロア上、ま
たはグローブボックス内などに置かれていた場合

●インストルメントパネル上面・ドアポケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車外アンテナに検知されて車外からのド
アロックが可能になる場合があり、電子キーが車内に閉じ込められるおそれ
があるため注意してください。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。

●車外でもドアガラスに近い位置に電子キーがあるときは、エンジン<ハイブ
リッドシステム>の始動が可能になる場合があります。

●洗車や大雨などでドアハンドルに大量の水がかかると、ドアが解錠すること
があります。（ドアの開閉操作がなければ約 30 秒後に自動的に施錠されま
す。）

●手袋をはめていると、ドアハンドルを握っても解錠されない場合がありま
す。

●車両に近い位置に電子キーがあるときにワイヤレス機能などで施錠を行う
と、スマートエントリー＆スタートシステムによる解錠ができなくなること
があります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します。）
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●作動範囲（�P. 62）への急な接近や、急なドアハンドル操作をしたときは、
ドアが解錠されないことがあります。その場合は、一度ドアハンドルをもと
の位置にもどして、再度、解錠操作をしてください。

■長期間運転しないときは

盗難防止のため、電子キーを車両から2 m以上離しておいてください。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30 秒以内にドアを開けなかったときは盗難防止のため、施錠
されます。

■警告音と警告表示について

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を防ぐため、車内や車外で警告音が鳴っ
たり、警告灯が点灯したり、マルチインフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。（�P. 475）

●警告灯が点灯した場合
（セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車）
状況に応じて適切に対処してください。（�P. 468）

●マルチインフォメーションディスプレイに警告が表示された場合
（ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車）
ディスプレイの表示をもとに適切に対処してください。（�P. 475）

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法は次のようになります。

警告音 状況 対処方法

車外から“ピー”
と2秒間鳴る

車内に電子キーを置いたま
ま、スマートエントリー＆
スタートシステムでドアを
施錠しようとした

車内から電子キーを取り出
したあと、再度施錠してく
ださい。

車外から“ピー”
と60秒間鳴る

“ エンジン スタート ストッ
プ ”スイッチ<“ パワー ”
スイッチ>をOFFにせず
に、電子キーを外に持ち出
してドアを施錠しようとし
た

“ エンジン スタート ストッ
プ ”スイッチ<“ パワー ”
スイッチ>をOFFにした
あと、再度施錠してくださ
い。
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※：セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車

■スマートエントリー＆スタートシステムが正常に作動しないときは

●ドアの解錠・施錠：�P. 521

●エンジン始動：�P. 516

●ハイブリッドシステム始動：�P. 518

■電池が切れたときは

�P. 448

■カスタマイズ機能

ドアガラスの閉機能を作動させたり、スマートエントリー＆スタートシステム
を非作動にするなどの変更ができます。（カスタマイズ一覧�P. 556）

警告音 状況 対処方法

車外から“ピー”
と5秒間鳴る

いずれかのドアが開いてい
るときにスマートエント
リー＆スタートシステムで
施錠しようとした

全ドアを閉めたあと、再度
施錠してください。

車内から“ポーン”
と1回鳴る※

電子キーの電池の残量が少
ない

新しい電池と交換してくだ
さい（�P. 448）

車内から“ピー”
と鳴り続ける※

シフトレバーをP以外の位
置にしたまま、ドアを開け
て外に出ようとした

シフトレバーをPにしてく
ださい。

車内から“ポーン、
ポーン”と鳴り続
ける

運転席ドアが開いている状
態で“ エンジン スタート 
ストップ ”スイッチ<“ 
パワー ”スイッチ>をア
クセサリーモードにした
（アクセサリーモードのとき
運転席ドアを開いた）

“ エンジン スタート ストッ
プ ”スイッチ<“ パワー ”
スイッチ>をOFFにした
あと、運転席ドアを閉めて
ください。

運転席ドアが開いている状
態で“ エンジン スタート 
ストップ ”スイッチ
<“ パワー ”スイッチ>
をOFFにした

運転席ドアを閉めてくださ
い。
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警告

■電波がおよぼす影響についての警告

●植込み型心臓ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータ
および植込み型除細動器を装着されているかたは、室内アンテナ・車外アンテ
ナ（�P. 61）から約22 cm以内に近付かないようにしてください。電波に
より植込み型心臓ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれがあります。

●植込み型心臓ペースメーカー、植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータ
および植込み型除細動器以外の医療用電気機器を使用される場合は、電波によ
る影響について医療用電気機器製造業者などに事前に確認してください。電波
により医療用電気機器の動作に影響を与えるおそれがあります。

スマートエントリー＆スタートシステムを非作動にすることもできます。詳しく
はトヨタ販売店にお問い合わせください。
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注意

■機能が正常に働かないおそれのある状況

スマートエントリー＆スタートシステムは微弱な電波を使用しています。次の
ような場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエントリー＆ス
タートシステムやワイヤレスリモコンが正常に作動しない場合があります。（対
処方法：�P. 521）

●電子キーの電池が消耗しているとき
●近くにテレビ塔や発電所、ガソリンスタンド、放送局、大型ディスプレイ、空
港があるなど強い電波やノイズの発生する場所にいるとき

●無線機や携帯電話、コードレス電話などの無線通信機器を携帯しているとき
●電子キーが金属製のものに接したり、覆われているとき
●複数の電子キーが近くにあるとき
●電子キーを、次のような電波を発信する製品と同時に携帯または使用している
とき
･ ほかの車の電子キー
･ 電波式ワイヤレスリモコン
･ パソコン

●リヤガラスに金属を含むフィルムが貼ってあるとき



69

運
転
す
る
前
に

1-3. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

1

ワイヤレスリモコン

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ドアを施錠・解錠できます。

全ドア施錠

必ず施錠されたことを確認してく
ださい。

ドアガラスが閉まる（長押し）

販売店で設定することにより、作動さ
せることができます。（�P. 557）

全ドア解錠
ドアガラスが開く（長押し）

販売店で設定することにより、作動さ
せることができます。（�P. 557）

助手席側パワースライドドア
開閉（約1秒長押し）

ドア解錠時に作動させることがで
きます。

運転席側パワースライドドア
開閉＊（約1秒長押し）

ドア解錠時に作動させることがで
きます。

パワーバックドア開閉＊

（約1秒長押し）

ドア解錠時に作動させることがで
きます。

販売店で設定することにより、施錠時
でも開作動させることができます。
（�P. 557）
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知識

■ドア施錠時のパワーバックドアの開閉について

販売店で設定することにより、施錠されている状態でもパワーバックドアを開
けることができます。この場合、バックドアを閉めても施錠されないため、も
う一度施錠操作を行ってください。（�P. 557）

■作動の合図

ドア：ブザーと非常点滅灯の点滅で知らせます。（施錠は1回、解錠は2回）

パワースライドドア：ブザーで知らせます。（作動開始時に1回、閉作動中は継続）

パワーバックドア：ブザーと非常点滅灯の点滅（2回）で知らせます。（ブザー
は作動開始時に1回、作動中は継続）

ドアガラス：ブザーで知らせます。＊

■半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しようとすると、ブザーが鳴
ります。ドアを完全に閉めてからもう一度施錠してください。

■電池の消耗について

�P. 63

■解錠操作のセキュリティ機能

�P. 65

■電池が切れたときは

�P. 448

■機能が正常に働かないおそれのある状況

�P. 68

■カスタマイズ機能

ワイヤレスリモコンでのドアガラス、パワーバックドアの操作や、ワイヤレス
リモコンを非作動にするなど、トヨタ販売店で設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧�P. 556）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■パワースライドドア、パワーバックドアの反転作動について

作動中に再度ワイヤレスリモコンのスイッチを押すと、反転作動に切りかわり
ます。ただし、自動開閉作動が開始して約 1 秒間は、再度ワイヤレスリモコン
のスイッチを押しても反転作動に切りかわりません。

■制限事項について

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>がOFF 以
外のときは、ワイヤレスリモコンが作動しません。

注意

■パワーバックドアの開閉について

バックドアの後方に十分な間隔があることを確認してください。壁などの障害
物にあたり、バックドアが傷付くおそれがあります。
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フロントドア

スマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ド
アロックスイッチを使って解錠・施錠できます。

■スマートエントリー＆スタートシステム
�P. 60

■ワイヤレス機能
�P. 69

■キー
メカニカルキーを使ってドアを解錠・施錠できます。（�P. 521）

■ドアロックスイッチ
全ドア施錠
全ドア解錠

■ロックレバー
施錠
解錠

運転席ドアは、ロックレバーが施
錠側になっていても、車内のドア
レバーを引くと開けられます。



73

1-3. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

運
転
す
る
前
に

1

キーを使わずに外側からフロント席を施錠するときは

ロックレバーを施錠側にする
ドアハンドルを引いたままドアを閉める
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがアクセサリーモード
またはイグニッションONモード<“ パワー ”スイッチがアク
セサリーモードまたは ON モード > のときや車内に電子キーが
放置されているときは施錠されません。

電子キーの位置によっては、キーが正しく検知されずに施錠される場合があ
ります。

オートドアロック・アンロック機能

次の機能を設定・解除することができます。

機能 作動内容

シフト連動オートロック
エンジン回転中<ハイブリッドシステム作動中>
にシフトレバーをPから動かすと全ドアが施錠さ
れます。

シフト連動オートアンロック
シフトレバーをPに入れると全ドアが解錠されま
す。

車速感応オートロック
速度が20km/h 以上になると全ドアが施錠され
ます。

運転席ドア連動
オートアンロック

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>をOFFにしてから10秒以内
に運転席ドアを開けると全ドアが解錠されます。

手順 1

手順 2
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■設定・解除のしかた
 メーカーオプションのナビゲーションシステム非装着車
次の手順で、各機能の設定と解除が交互に切りかわります。

すべてのドアを閉め、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ
をイグニッションONモード<“ パワー ”スイッチをONモー
ド>にする（その後20秒以内に手順2を行う）

シフトレバーを P または N に入
れ、運転席ドアロックスイッチの
 または  を約5秒間押して

離す
設定を行う機能によってシフトレ
バーとスイッチの位置を次の表から
選択します。

機能を解除するには、同じ手順を行い
ます。

設定または解除の切りかえ操作が完了すると、すべてのドアが施錠された
あと、解錠されます。

 メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車
設定の変更は、ナビゲーションシステムの画面で行います。
（�P. 557）

手順 1

手順 2

機能 シフトレバーの位置 運転席ドアロック
スイッチの位置

シフト連動オートロック

P

 

シフト連動オートアンロック   

車速感応オートロック

N

 

運転席ドア連動
オートアンロック
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運
転
す
る
前
に

1

知識

■衝撃感知ドアロック解除システム

車が前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアが解錠されます。衝撃の
度合いや事故の形態によっては作動しないことがあります。

■ムーンルーフ開警告ブザー（ムーンルーフ装着車）

リヤムーンルーフが閉まっていない状態で“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチ<“ パワー ”スイッチ>を OFF にし、運転席ドアを開けるとブザーが
鳴ります。

■不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使うと、キーシリンダーが空まわりして解
錠できません。

警告

■事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思いもよらずドアが開き、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●シートベルトを必ず使用する

●すべてのドアを施錠する

●すべてのドアを確実に閉める

●走行中はドア内側のドアハンドルを引かない
ドアが開き車外に放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
特に、運転席はロックレバーが施錠側になっていてもドアが開くため、注意し
てください。

■ドアを開閉するときは

傾斜地、ドアと壁などの間が狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予期
せぬ動きにも対処できるよう、ドアハンドルを確実に保持してドアを開閉して
ください。
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スライドドア

ドアハンドルやパワースライドドアスイッチ、ワイヤレス機能を使っ
て開閉することができます。

■スライドドアハンドル
開く
閉じる

ロックが解除するまで確実にドア
ハンドルを引きます。

■インサイドドアハンドル、ロックレバー
施錠
解錠
開く
閉じる

■パワースライドドアスイッチ
（両側パワースライドドア装着車）

助手席側スイッチ
（約1秒長押し）
運転席側スイッチ
（約1秒長押し）

開閉作動中に再度スイッチを押す
と、反転作動します。
ただし、作動開始から約 1 秒間は
反転作動に切りかわりません。
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運
転
す
る
前
に

1

パワースライドドアを使用するときは

パワースライドドアメインスイッチをONにする

OFFにするとパワーバックドアも使用できなくなります。（パワーバックドア装着車）

ON

ONにすると、スイッチ上部にオレン
ジ色のマークが表れます。

OFF

■パワースライドドアスイッチ
（助手席側パワースライドドア装着車）

助手席側スイッチ
（約1秒長押し）

開閉作動中に再度スイッチを押す
と、反転作動します。
ただし、作動開始から約 1 秒間は
反転作動に切りかわりません。

･運転席右側にスイッチがありま
す。（ツインムーンルーフ非装着
車）
･オーバーヘッドコンソール部にス
イッチがあります。（ツインムー
ンルーフ装着車）

■ワイヤレス機能
�P. 69
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チャイルドプロテクター

施錠側にすると、スライドドアが
車内から開かなくなります

解錠
施錠

お子さまが車内からスライドドアを
開けられないようにできます。両側の
スライドドアを施錠側にしてくださ
い。

知識

■給油口ストッパー

給油口が開いていると、助手席側のスライドドアは途中までしか開きません。
（給油口ストッパーの位置で停止します。）

■スライドドアイージークローザー

スライドドアが半ドア状態になったとき、イージークローザーが作動し、スラ
イドドアが自動で完全に閉まります。

●“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>がOFFに
なっていても、イージークローザーは作動します。

●車内や車外のドアハンドルを引いたままドアを閉めたときは、イージーク
ローザーが作動しないことがあります。

●イージークローザーが作動中でも、車内のドアレバーや車外のドアハンドル
を引いてドアを開けることができます。（ロックレバーやチャイルドプロテ
クターが施錠側のときを除く。）
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運
転
す
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1

■パワースライドドアの作動可能条件

パワースライドドアメインスイッチが ON で、次の作動条件をすべて満たして
いるときに、自動で開閉できます。

●パワースライドドアが解錠されている

●給油口が閉じている（助手席側パワースライドドアのみ）

●“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“
パワー ”スイッチが ONモード > のときは上記に加え、車速が 3km/h 未
満かつ次のいずれかの条件を満たしていることが必要です。ただし、ワイヤ
レスリモコンによる開閉はできません。

･ シフトレバーがPのとき
･ パーキングブレーキがかかっているとき
･ ブレーキペダルを踏んでいるとき

■パワースライドドアの作動について

●パワースライドドアメインスイッチが ON のとき、ハンドルを操作してブ
ザーが鳴る位置まで操作すると自動で作動します。

●作動開始時にブザーが鳴ります。また、閉作動中はブザーが断続的に鳴りま
す。

●パワースライドドアメインスイッチがOFFのときは、パワースライドドアは
作動しませんが、手動で開閉できます。

●パワースライドドアの自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知する
と、ブザーが鳴り、その位置から自動的にドアは反対方向に動きます。ただ
し、自動で開けているときに全開位置から約 5cm手前の範囲で異常を感知
すると、その位置で作動を停止する場合があります。

●連続して2回以上の異常を感知すると、ブザーが鳴り、手動操作に切りかわ
ります。このとき約8秒間スライドドアにブレーキをかけ、ドアの速度を抑
制します。
もう一度ドアを自動で作動させるときは、メインスイッチを OFF にしたあ
と、ドアをいったん手動で全閉または全開にしてから行ってください。

●ドアロックを解除後、すぐにドアハンドルを操作して開けようとするとパ
ワースライドドアが作動しないことがあります。
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■給油口開警告ブザー

助手席側パワースライドドア開閉中に給油口を開けるとブザーが鳴り、手動操
作に切りかわります。このとき約 8 秒間スライドドアにブレーキをかけ、ドア
の速度を抑制します。

■バッテリー<補機バッテリー>を再接続したときは

パワースライドドアを適切に作動させるために、下記の初期設定を行ってくだ
さい。

●スライドドアのドアハンドルを操作して、手動で一度全閉にします。

■挟み込み防止機構

■サイドリフトアップシート装着車について

サイドリフトアップシートが完全に上昇しきっていない状態で、パワースライ
ドドアを閉めようとしても、ブザーが鳴りドアは自動で閉まりません。

パワースライドドアの前端部には、セン
サー（  ）が付いています。ドアを自動
で閉めているときに、挟み込みなどにより
センサーが押されると挟み込み防止機構が
作動し、その位置からドアは自動的に反対
方向に動き、全開位置で停止します。
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運
転
す
る
前
に

1

警告

■走行中の警告

走行中は次のことをお守りください。
お守りいただかないと思いもよらずドアが開き、外に投げ出されるなどして、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●すべてのドアを確実に閉める

●すべてのドアを施錠する

●お子さまを乗せるときは、チャイルドプロテクターを使用してドアが開かない
ようにする

●シートベルトを必ず着用する

●走行中はドア内側のドアハンドルを操作しない

■お子さまを乗せているときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●お子さまを車内に残さないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引き起こすおそれがあります。

●お子さまにはスライドドアの開閉操作をさせないでください。
不意にスライドドアが動いたり、閉めるときに手・頭・首などを挟んだりする
おそれがあります。

■スライドドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●スライドドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。

●ドアガラスを開けた状態でスライドドアを開閉するときは、窓から手・足・顔
などを出さないでください。

●人がいるときは安全を確認し、動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ
い。
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警告

●半開状態ではスライドドアが静止しないため、必ず全開にしてください。傾斜
した場所ではドアが突然動き出すおそれがあります。

●スライドドアを開けるときは、必ず全開位置まで開き固定してください。（全
開にするとスライドドアがストッパーで固定されます。）スライドドアが確実
に固定されていないと不意に動き出すおそれがあります。

●スライドドアが給油口ストッパーの位置で停止した場合、スライドドアは固定
されません。坂道などではドアが不意に動き出すおそれがありますので、十分
注意してください。

●傾斜した場所ではスライドドアの開閉ス
ピードが速くなります。ドアにあたった
り挟んだりしないように注意してくださ
い。

●下り坂で乗り降りするときは、スライド
ドアを全開にしておいてください。また、
途中でドアハンドルを操作しないでくだ
さい。ドアが突然動き出すおそれがあり
ます。

●スライドドアを閉めるときは、指などを
挟まないよう十分注意してください。
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運
転
す
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前
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1

警告

■イージークローザーについて

●イージークローザーは、パワースライドドアメインスイッチがOFFであって
も作動するため、指などの挟み込みには十分注意してください。

●ロックレバーやチャイルドプロテクターが施錠側のとき、イージークローザー
作動中にインサイドドアハンドルを引いても作動は停止しません。指などを挟
まないように注意してください。骨折など重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

■パワースライドドアについて

パワースライドドアの操作時は、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●ドアハンドルを使ってパワースライドドアを開閉するときは、操作後すぐにド
アハンドルから手を離してください。ドアハンドルを握ったままスライドドア
が作動すると、手・指・腕などに無理な力がかかるおそれがあるので十分注意
してください。

●スライドドアのアーム（ ）やレール
（ ）およびピラー部（ ）には、手足
をかけないでください。

●スライドドアが半ドア状態になったと
き、イージークローザーが働き自動で完
全に閉まります。また、作動し始めるま
でに数秒かかります。指などを挟まない
ように注意してください。骨折など重大
な傷害を受けるおそれがあります。
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警告

●周辺の安全を確かめ、障害物がないか、身の回りの品が挟み込まれる危険がな
いか確認してください。

●人がいるときは、作動させる前に安全を確認し、動かすことを知らせる「声か
け」をしてください。

●自動開閉中にパワースライドドアメインスイッチをOFFにすると、作動が停
止し手動操作に切りかわります。この場合、傾斜した場所では、スライドドア
が急に開いたり閉じたりするおそれがあるので、十分注意してください。

●自動開閉中に作動可能条件（�P. 79）を満たさなくなったときは、ブザーが
鳴り、作動が停止し手動操作に切りかわる場合があります。
この場合、傾斜した場所ではスライドドアが急に開いたり閉じたりするおそれ
があるので、十分注意してください。

●傾斜した場所では、開いたあとにドアが閉まる場合があります。必ずドアが全
開で静止していることを確認してください。

●次のような場合、システムが異常と判断して自動作動が停止し、手動操作に切
りかわることがあります。この場合、傾斜した場所では、スライドドアが急に
開いたり閉じたりするおそれがあるので、十分注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき
･ エンジン停止時 < ハイブリッドシステム停止時 > でパワースライドドア
が自動作動しているときに、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチを
イグニッションONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にした
りエンジン < ハイブリッドシステム > を始動したりして、バッテリー<
補機バッテリー>電圧が急に低下したとき

●ドアガラスを開けた状態で自動開閉するときは、絶対に窓から手足や顔などを
出さないでください。

●チャイルドプロテクターを施錠側にしているときは、パワースライドドアの誤
操作防止のため、パワースライドドアメインスイッチをOFFにしてください。
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運
転
す
る
前
に

1

警告

■挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●挟み込み防止機構を故意に作動させようとして、体の一部を挟んだりしないで
ください。

●挟み込み防止機能は、スライドドアが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し
ない場合があります。指などを挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるものの形状や挟まれかたによっては作動しない
場合があります。指などを挟まないように注意してください。

注意

■スライドドアについて

●スライドドアを開閉する前に、運転者はスライドドアが安全に開閉できるよう
に車外および車内のスライドドア付近の状態を必ず確認してください。

●スライドドアのドアポケットには、雑誌
などをドアポケットからはみ出した状態
で収納しないでください。また、ドアポ
ケットが変形するような大きいものを入
れないでください。スライドドアの開閉
のさまたげになるばかりでなく、開閉の
際にボデーまたはドアポケットに傷が付
いたり、故障につながるおそれがありま
す。（�P. 363）
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注意

■スライドドアについて

●走行するときやドアを開閉するときは、ジュースなどが入っている紙コップや
ガラス製のコップなどを収納しないでください。

■スライドドアイージークローザーについて

●イージークローザーの作動中は無理な力をかけないでください。

●ドアの開け閉めを短時間に繰り返すとイージークローザーが作動しないこと
があります。この場合、1度ドアを開け、少し時間をおいてから閉めなおすと
作動します。

■パワースライドドアについて

●スライドドアのリヤステップ下のロー
ラー滑走面に、石などの異物が入り込ま
ないように注意してください。異物が入
り込んだままスライドドアを開閉する
と、スライドドアの故障の原因になりま
す。

パワースライドドア前端部のセンサー
（  ）を刃物などの鋭利なもので傷付けな
いよう注意してください。センサーが切断
されると自動で閉めることができなくなり
ます。また、自動で閉めているときにセン
サーが切断されると、ドアはただちに停止
します。
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1-3. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

1

バックドア

バックドアは次の方法で解錠・施錠および開けることができます。

■バックドアの解錠・施錠
ドアロックスイッチ
�P. 72

 スマートエントリー＆スタートシステム
�P. 59

 ワイヤレス機能
�P. 69

■車外からバックドアを開けるには

バックドアオープンスイッチを
押したまま、バックドアを持ち
上げる

■車内からバックドアを開けるには（パワーバックドア装着車）

スイッチを約1秒長押しする
開閉作動中に再度スイッチを押す
と、反転作動します。
ただし、作動開始から約 1 秒間は
反転作動に切りかわりません。
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バックドアを閉めるときは

バックドアグリップを持ってバッ
クドアを引き下げ、必ず外から押
して閉めてください。

■車外からバックドアを閉じるには
（パワーバックドア装着車）

スイッチを押す
バックドアが閉まる途中でスイッ
チを押すと、バックドアは再び開
きます。
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運
転
す
る
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に

1

パワーバックドアを使用するときは（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアメインスイッチをONにする

パワーバックドアメインスイッチは、パワースライドドアメインスイッチ（�P. 77）
と兼用のため、OFFにするとパワースライドドアも使用できなくなります。

ON

ONにすると、スイッチ上部にオレン
ジ色のマークが表れます。

OFF

知識

■ラゲージルームランプについて

スイッチを ON にしておくとバックドアを開けたとき、ラゲージルームランプ
が点灯します。

OFF
ON
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■バックドアが開かなくなったら

バックドアを内側から開けることができます。

レバーを押す。

■バックドアイージークローザー（イージークローザー装着車）

バックドアが半ドア状態になったとき、イージークローザーが作動し、バック
ドアが自動で完全に閉まります。

●“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>がOFFに
なっていても、イージークローザーは作動します。

●イージークローザーが作動中でも、バックドアオープンスイッチを押して
バックドアを開けることができます。

カバーをはずす。手順 1

手順 2

（イージークローザー非装着車）

（イージークローザー装着車）



91

1-3. ドアの開閉のしかた、ロックのしかた

運
転
す
る
前
に

1

■パワーバックドアの作動可能条件（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアメインスイッチが ON で、次の作動条件をすべて満たしてい
るときに、自動で開閉できます。

●パワーバックドアが解錠されている

●“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションＯＮモード<“
パワー ”スイッチがＯＮモード>のとき開作動するには上記に加え、車速
が3km/h 未満かつシフトレバーがPになっていることが必要です。

■パワーバックドアの作動について（パワーバックドア装着車）

●作動開始時にブザーが鳴り、非常点滅灯が2回点滅します。また開閉作動中
は、ブザーが断続的に鳴ります。

●パワーバックドアメインスイッチがOFFのときは、パワーバックドアは作動
しませんが手動で開閉できます。

●パワーバックドア自動開閉中に、バックドアオープンスイッチを押すと、手
動操作に切りかわります。

●パワーバックドア自動開閉中に、人や異物などにより異常を感知すると、ブ
ザーが鳴り、その位置から自動的にドアは反対方向に動きます。

●連続して2回以上の閉方向の異常を感知するとブザーが鳴り、手動操作に切
りかわります。

■バッテリー<補機バッテリー>を再接続したときは

パワーバックドアを適切に作動させるために、下記の初期設定を行ってください。

●ドアロックスイッチでドアを解錠します。

●バックドアのバックドアハンドルを持って、手動で一度全閉にします。

■挟み込み防止機構（パワーバックドア装着車）

パワーバックドアの左右端部には、セン
サー（  ）がついています。ドアを自動
で閉めているときに、挟み込みなどにより
センサーが押されると挟み込み防止機構が
作動し、その位置からドアは自動的に反対
方向に動き、全開位置で停止します。
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警告

■走行中の警告

●走行中はバックドアを閉めてください。
開けたまま走行すると、バックドアが車外のものにあたったり荷物が投げ出さ
れたりして、思わぬ事故につながるおそれがあります。
また、排気ガスが車内に侵入し、重大な健康障害や死亡につながるおそれがあ
ります。走行する前に必ずバックドアが閉まっていることを確認してくださ
い。

●走行前にバックドアが完全に閉まっていることを確認してください。バックド
アが完全に閉まっていないと、走行中にバックドアが突然開き、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

●ラゲージルームには絶対に人を乗せないでください。急ブレーキをかけたとき
や衝突したときなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■お子さまを乗せているときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●ラゲージルームでお子さまを遊ばせないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病などを引き起こすおそれがあります。

●お子さまにはバックドアの開閉操作をさせないでください。
不意にバックドアが動いたり、閉めるときに手・頭・首などを挟んだりするお
それがあります。
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警告

■バックドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●バックドアを開ける前に、バックドアに貼り付いた雪や氷などの重量物を取り
除いてください。開いたあとに重みでバックドアが突然閉じるおそれがありま
す。

●バックドアを開閉するときは、十分に周囲の安全を確かめてください。

●人がいるときは、安全を確認し、動かすことを知らせる「声かけ」をしてくだ
さい。

●強風時の開閉には十分注意してください。バックドアが風にあおられ、勢いよ
く開いたり閉じたりするおそれがあります。

●半開状態で使用すると、バックドアが突
然閉じて重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。特に傾斜した場所では、平坦な
場所よりもバックドアの開閉がしにく
く、急にバックドアが開いたり閉じたり
するおそれがあります。必ずバックドア
が全開で静止していることを確認して使
用してください。

●バックドアを閉めるときは、指などを挟
まないように十分注意してください。

●バックドアは必ず外から軽く押して閉め
てください。バックドアハンドルを持っ
たままバックドアを閉めると、手や腕を
挟むおそれがあります。
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警告

●バックドアダンパーステーを持ってバックドアを閉めたり、ぶらさがったりし
ないでください。
手を挟んだり、バックドアダンパーステーが破損したりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●バックドアにキャリアなどの重いものを取り付けると、開けたあとにドアが突
然閉じて、手・頭・首などを挟むおそれがあります。バックドアへのアクセサ
リー用品の取り付けは、トヨタ純正品を使用することをおすすめします。

■イージークローザーについて（イージークローザー装着車）

●イージークローザーは、パワーバックドアメインスイッチがOFFのときにも
作動するため、指などの挟みこみには十分注意してください。

■パワーバックドアについて（パワーバックドア装着車）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●周辺の安全を確かめ、障害物がないか、身の回りの品が挟み込まれる危険がな
いか確認してください。

●人がいるときは、作動させる前に安全を確認し、動かすことを知らせる「声か
け」をしてください。

●自動開閉中にパワーバックドアメインスイッチをOFFにすると、作動が停止
し手動操作に切りかわります。この場合、バックドアが急に開いたり閉じたり
するおそれがあるので、十分注意してください。

●バックドアが半ドア状態になったとき、
イージークローザーが動き自動で完全に
閉まります。また、作動し始めるまでに
数秒かかります。指などを挟まないよう
に注意してください。骨折など重大な傷
害を受けるおそれがあります。
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警告

●自動開閉中に作動可能条件（�P. 91）を満たさなくなったときは、ブザーが
鳴り、作動が停止し手動操作に切りかわる場合があります。
この場合、傾斜した場所ではバックドアが急に開いたり閉じたりするおそれが
あるので十分注意してください。

●傾斜した場所では、開いたあとにドアが突然閉じる場合があります。必ずドア
が全開で静止していることを確認してください。

●次のような場合、システムが異常と判断して自動作動が停止し、手動操作に切
りかわることがあります。この場合、バックドアが急に開いたり閉じたりする
おそれがあるので、十分注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき
･ エンジン < ハイブリッドシステム > 停止時でパワーバックドアが自動作
動しているときに、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッ
ションONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にしたりエンジ
ン<ハイブリッドシステム>を始動したりして、バッテリー<補機バッ
テリー>電圧が急に低下したとき

●バックドアにキャリアなどの重いものを取り付けると、自動で作動できずにパ
ワーバックドアが故障したり、開いたあとにドアが突然閉じて、手・頭・首な
どを挟むおそれがあります。バックドアへのアクセサリー用品の取り付けは、
トヨタ純正品を使用することをおすすめします。

■挟み込み防止機能（パワーバックドア装着車）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●挟み込み防止機構を故意に作動させようとして、体の一部を挟んだりしないで
ください。

●挟み込み防止機能は、バックドアが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな
い場合があります。指などを挟まないように注意してください。

●挟み込み防止機能は、挟まれるものの形状や挟まれかたによっては作動しない
場合があります。指などを挟まないように注意してください。
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注意

■ダンパーステーについて

バックドアにはバックドアを支えるためのダンパーステー（  ）が取り付けら
れています。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため次のことをお守りく
ださい。

■イージークローザーの故障を防ぐために（イージークローザー装着車）

●イージークローザーの作動中は無理な力をかけないでください。無理な力をか
けると、イージークローザーの故障の原因となります。

●バックドアの開け閉めを短時間に繰り返すとイージークローザーが作動しな
いことがあります。この場合、1度ドアを開け、少し時間をおいてから閉めな
おすと作動します。

■パワーバックドアの故障を防ぐために（パワーバックドア装着車）

●パワーバックドアを作動させる前に、凍結によるバックドアの貼り付きがない
ことを確認してください。バックドアに無理な力がかかっている状態で作動さ
せると、故障の原因になります。

●パワーバックドアの作動中は、バックドアに無理に力をかけないでください。

●パワーバックドア左右端部のセンサー（�P. 91）を刃物などの鋭利なもので
傷付けないように注意してください。センサーが切断されると自動で閉めるこ
とができなくなります。

●ビニール片・ステッカー・粘着材などの
異物をステーのロッド部（棒部）に付着
させない

●ロッド部を軍手などでふれない

●バックドアにトヨタ純正品以外のアクセ
サリー用品を付けない

●ステーに手をかけたり、横方向に力をか
けたりしない
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1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

フロントシート

パワーシート装着車

前後位置調整
リクライニング調整
クッション前端の上下調整
（運転席のみ）
シート全体の上下調整
（運転席のみ）
オットマン角度調整
（助手席のみ）
オットマン角度調整、格納
（助手席のみ）
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アクティブヘッドレスト

背もたれに強い衝撃を受けると、
フロント席乗員のむち打ちの症状
を軽減させるためにヘッドレスト
が少し前方上側に動きます。

マニュアルシート装着車
前後位置調整
リクライニング調整
クッション前端の上下調整
（運転席のみ）
シート全体の上下調整
（運転席のみ）



99

1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

助手席側面スイッチ＊

運転席またセカンドシートから助手席を操作できます。

リクライニング調整
前後位置調整

オートシートスライドアウェイ＆リターン機能＊

運転者が乗り降りする際に、運転席シートが自動で、次のように動きま
す。

降車時：運転席シートが後方に移
動（オートアウェイ機能）

乗車時：運転席シートがもとの位
置※に移動（オートリ
ターン機能）

※オートアウェイ機能が作動する前
のシートの位置

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

知識

■アクティブヘッドレストについて

●背もたれに弱い衝撃を受けてもヘッドレストが動く場合がありますが、故障
ではありません。

●解除ボタンを押さずにヘッドレストを無理に押し上げようとすると、ヘッド
レストステーのサポートが見えますが、故障ではありません。
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■降車時の運転席シートのオートアウェイ機能について＊

降車時に、シートの位置が最後方に近い位置にある場合、オートアウェイ機能
を行わない場合があります。

■オートアウェイ機能の作動条件＊

●次の条件を満たすと作動します。

･ シフトレバーをPにする
･“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ <“ パワー ”スイッチ > を
OFFにする
･ シートベルトのバックルをはずす
（車両カスタマイズ機能の「降車時運転席シート移動量調節」で「OFF」以
外を選択しているときのみ）

●作動中に次の操作をすると作動が停止します。

･ シフトレバーを操作する
･ 運転席のシート調整スイッチ（�P. 97）のいずれかを操作する
･ ドライビングポジションメモリーの 1・2・3 いずれかのボタン（�P.
128）を押す

■オートリターン機能の作動条件＊

●次の条件のいずれかを行うと作動します。

･“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>をア
クセサリーモードまたはイグニッションONモード<ONモード>にする
･ 運転席シートベルトのバックルを装着する
（車両カスタマイズ機能の「降車時運転席シート移動量調節」で「OFF」以
外を選択しているときのみ）

●作動中に次の操作をすると作動が停止します。

･ 運転席のシート調整スイッチ（�P. 97）のいずれかを操作する
･ ドライビングポジションメモリーの 1・2・3 いずれかのボタン（�P.
128）を押す
･ 車両を発進させる

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■オートシートスライドアウェイ＆リターン機能でのシートの作動について＊

●オートアウェイ機能作動中・オートアウェイ機能作動終了後に、運転席の
シート調整スイッチ（�P. 97）のいずれかを操作、またはドライビングポ
ジションメモリー（�P. 128）の操作をした場合、オートリターン機能は
作動しません。

●エンジン<ハイブリッドシステム>始動時にシートの作動が一時停止し、エ
ンジン<ハイブリッドシステム>始動後に作動が再開することがあります。

●オートリターン機能作動中に、車両を発進させるとシートの作動が停止しま
す。停止したときは、車両を停止しシートの前後位置を適切な位置に調整し
てください。

■カスタマイズ機能

オートシートスライドアウェイ＆リターン機能のシートスライドを非作動にし
たり、シートスライド量の変更ができます。
（カスタマイズ機能一覧�P. 559）

警告

■シート調整について

●シートが乗員や荷物にあたらないように注意してください。

●背もたれは必要以上に倒さないでください。
事故のときに体がシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●マニュアルシート装着車は、シート調整後はシートが確実に固定されているこ
とを確認してください。

■前後調整やオットマン＊の操作をするときは

足元のスペースを確保し足を挟まないように注意してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告

■オットマンの使用について＊

●走行中は角度調整をしないでください。
急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●オットマン部分に座らないでください。
シートベルトが適切に着用できないため、急ブレーキや事故のときに体がシー
トから投げ出され、重大な傷害を受けたり最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●オットマンの上には絶対に乗らないでください。
オットマンが破損し、転倒などして生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。

●つまずいてけがをするのを防ぐため、車を乗り降りする際はオットマンを格納
してください。

●格納するときにシートの下に手や足を入れないでください。挟まれてけがをす
るおそれがあります。

■オートシートスライドアウェイ＆リターン機能でシートが作動
しているときは＊

体や荷物などが挟まれないようにしてください。けがをしたり、荷物が破損す
るおそれがあります。

注意

■オットマンの故障を防ぐために＊

●足元のスペースを確保しオットマンの作動をさまたげないようにしてくださ
い。

●オットマン部分に重いものを乗せないでください。

●オットマンを上げているときに、下にものを置かないでください。格納時にも
のを挟み破損するおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1

セカンドシート

7人乗りパワーシート装着車（タイプA）

前後位置調整（手動）
リクライニング調整（電動）
オットマン角度調整（電動）
オットマン角度調整、格納（電動）
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7人乗りパワーシート装着車（タイプB）

前後位置調整（手動）
リクライニング調整（電動）
オットマン角度調整（電動）
オットマン角度調整、格納（電動）
リターンスイッチ（�P. 109）
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1

7人乗りマニュアルシート装着車

前後位置調整
リクライニング調整
左右位置調整
オットマン角度調整、格納
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8人乗り車

前後位置調整
リクライニング調整
チップアップ操作（�P. 124）
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サードシートへの乗り降り

7人乗りパワーシート装着車

センターテーブルを使用している
ときは格納する。

7人乗りマニュアルシート装着車、8人乗り車

リクライニングレバー（ ）を引
く、または前倒しペダル（ ）を
踏む。
背もたれが前に倒れて、シートを前方
に移動させることができます。
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フロントシート背裏付フットレスト＊

フットレストのロック解除レバー
を引く。
ロックを解除すると、フットレストが
中立位置まで下がります。

中立状態のフットレストに足を乗せる。

■格納するときは

フットレストから足を離すと中立
状態になり、その状態から手で押
し込み格納する。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

手順 1

手順 2
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運
転
す
る
前
に

1

ニュートラルポジションにもどすとき＊

 を押す。
あらかじめ登録されたポジション（→
P. 131）に背もたれが戻るとともに、
オットマンが収納されます。
お好みの背もたれ位置を登録してい
ない場合は、所定の位置（初期設定の
位置）に戻ります。

■ポジションの登録
”エンジンスタートストップ”スイッチをイグニッション ON
モード＜”パワー”スイッチをONモード＞にする。
背もたれをお好みの位置に調整する。
SET ボタンを押しながら、または SET ボタンを押したあと、

 をブザーが鳴るまで押す。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

BTO14DA002

知識

■セカンドシートアームレスト（7人乗りパワーシート装着車を除く）

使用するときは、いっぱいまで前方に倒します。

手順 1

手順 2

手順 3
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警告

■シート調整について

●シートが乗員や荷物にあたらないように注意してください。

●背もたれは必要以上に倒さないでください。
事故のときに体がシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●シート調整後はシートが確実に固定されていることを確認してください。

■サードシートへの乗り降りについて

サードシートへ乗り降りしたあとは、必ずセカンドシートを固定させてくださ
い。

■前後調整やオットマンの操作をするときは

足元のスペースを確保し足を挟まないように注意してください。

■オットマンの使用について

●走行中は角度調整をしないでください。
急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、生命にかかわる重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

●オットマン部分に座らないでください。
シートベルトが適切に着用できないため、急ブレーキや事故のときに体がシー
トから投げ出され、重大な傷害を受けたり最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

●オットマンの上には絶対に乗らないでください。
オットマンが破損し、転倒などして生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。

●つまずいてけがをするのを防ぐため、車を乗り降りする際はオットマンを格納
してください。

●格納するときにシートの下に手や足を入れないでください。挟まれてけがをす
るおそれがあります。
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運
転
す
る
前
に

1

警告

■フロントシート背裏付フットレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●走行中はフットレスト操作をしない

●操作時は可動部や結合部に手や足を挟まない

●フットレストの上には絶対に乗らない

●格納時は確実に固定されていることを確認

●車を乗り降りするときや使用しないときは格納しておく

●フロントシートの乗員がシートの調整をするときは、足元に気を付ける

注意

■フロントシートを前側に移動させているときは

フロントシートの土台部分に足をのせないでください。土台部分が損傷するお
それがあります。

■サードシートへの乗り降りについて

●可動部や結合部に手や足などを挟まないように注意してください。

●シートクッションを持ち上げているときは、前倒しペダルを通常よりも強く踏
み込んでください。（8人乗り車）

■オットマンの故障を防ぐために

●足元のスペースを確保しオットマンの作動をさまたげないようにしてくださ
い。

●オットマン部分に重いものを乗せないでください。

●オットマンを上げているときに、下にものを置かないでください。格納時にも
のを挟み破損するおそれがあります。
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サードシート

サードシートからのセカンドシートの操作について＊

セカンドシートを前後へ移動
セカンドシート背もたれのうしろ側
にあるレバーを引き、前後に動かしま
す。

前後位置調整（シート前方）
前後位置調整（シート裏側）
リクライニング調整（リクライニングレバー）
リクライニング調整（スペースアップレバー）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備



113

1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

知識

■サードシート調整について

シートの裏側にあるレバーや、スペースアップレバーを操作してサードシート
を調整するときは、バックドア側から行ってください。

警告

■シート調整について

●シートが乗員や荷物にあたらないように注意してください。

●背もたれは必要以上に倒さないでください。
事故のときに体がシートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受けるな
ど生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●シート調整後はシートが確実に固定されていることを確認してください。

■サードシートからのセカンドシートの操作について＊

セカンドシートに乗員がいるときは操作をしないでください。
セカンドシートの乗員がけがをするおそれがあります。

注意

■サードシートからのセカンドシートの操作について＊

操作するときはセカンドシートの足元に作動をさまたげるものがないことを確
認してください。シートに無理な力がかかり故障するおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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ヘッドレスト

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■フロントシート
上げる
下げる

下げるときは、解除ボタンを押し
ながら操作します。

■セカンドシート・サードシート
7人乗り車セカンドシート／8人乗り車セカンドシート（左右席）

上げる
下げる

下げるときは、解除ボタンを押し
ながら操作します。

前後調整＊

左右調整＊

解除ボタン

解除ボタン
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運
転
す
る
前
に

1

知識

■ヘッドレストの取りはずし

■ヘッドレストの高さについて

8人乗り車セカンドシート（中央席）・サードシート
上げる
下げる

下げるときは、解除ボタンを押し
ながら操作します。

解除ボタン

解除ボタンを押しながら取りはずします。

解除ボタン

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちばん
上のあたりになるよう調整してください。
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■セカンドシート中央席、サードシートのヘッドレストの使用について

使用するときは、常に格納位置から上げた位置にしてください。

■サードシート中央席のヘッドレストの収納について

警告

■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する

●ヘッドレストを正しい位置に調整する

●ヘッドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行しない

運転席側サードシート背面のファスナーを
開けてヘッドレストを収納します。
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1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

1

シートアレンジ

シートは状況に応じて次のようなアレンジを行うことができます。そ
れぞれの説明ページを読んでから行ってください。

■フラットシート
● セカンドシート、サードシートをフラットシート状態にするとき
（�P. 119）

● フルフラットシート状態にするとき（�P. 120）
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■ラゲージモード
● サードシートを格納状態にするとき（�P. 121）

● 最大ラゲージモードにするとき（�P. 123）

■スーパーリラックスモード（7 人乗りマニュアルシート装着
車）
�P. 124

7人乗り車 8人乗り車
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運
転
す
る
前
に

1

セカンドシート、サードシートをフラットシート状態にするとき

車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。

サードシート左右席のシートベル
トをシートベルトクリップに挟
む。
中央席シートベルトはホルダーに格
納します。（�P. 135）

サードシートをいちばん前まで移動させる。（�P. 112）
サードシートのヘッドレストをはずす。（�P. 114）
中央席ヘッドレストは、運転席側サードシート背面に収納します。
（�P. 116）

サードシートの背もたれを後方いっぱいまで倒す。（�P. 112）
サードシートがバックドアにふれる位置までうしろに移動させ
る。（�P. 112）

■エグゼクティブモード（７人乗りパワーシート装着車）
�P. 124

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

手順 6
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8 人乗り車は、セカンドシート左
右席のシートベルトをシートベル
トクリップに挟み、プレートをク
リップの穴部に挿し込む。

セカンドシートをいちばん前まで移動させる。（�P. 103）
7 人乗り車のマニュアルシートは、左右位置を中央に移動させ
る。（�P. 105）
セカンドシートのヘッドレストをはずす。（�P. 114）
セカンドシートの背もたれを後方いっぱいまで倒す。（�P.
103）

セカンドシートとサードシートの
すき間がなくなるように必要に応
じてシートを移動させる。（�P.
103、112）

フルフラットシート状態にするとき

車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。
サードシート左右席のシートベルトをシートベルトクリップに
挟む。
中央席シートベルトはホルダーに格納します。（�P. 135）

サードシートをいちばんうしろまで移動させる。（�P. 112）
セカンドシートをいちばんうしろまで移動させる。（�P. 103）
フロントシートをいちばん前まで移動させる。（�P. 97）
フロントシートのヘッドレストをはずす。（�P. 114）
フロントシートの背もたれを後方いっぱいまで倒す。（�P. 97）

手順 7

手順 8

手順 9

手順 10

手順 11

手順 12

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

手順 6

手順 7
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運
転
す
る
前
に

1

フロントシートとセカンドシートのすき間がなくなるようにセ
カンドシートを移動させる。（�P. 103）
8人乗り車は、セカンドシート左右席のシートベルトをシートベ
ルトクリップに挟む。（�P. 120）
7 人乗り車のマニュアルシートは、左右位置を中央に移動させ
る。（�P. 105）
セカンドシートのヘッドレストをはずす。（�P. 114）
セカンドシートの背もたれを後方いっぱいまで倒す。（�P.
103）
セカンドシートとサードシートのすき間がなくなるようにサー
ドシートを移動させる。（�P. 112）
サードシートの背もたれをバックドアにふれるまで倒す。
（�P. 112）

サードシートを格納状態にするとき

車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。
サードシート左右席のシートベルトをシートベルトクリップに
挟み、中央席シートベルトを格納する。（�P. 135）
各シートベルトのバックルも格納します。

サードシート中央席のヘッドレストを取りはずし収納する。
（�P. 116）

サードシートを前後に動かし、
シート側のマークをトリム側の
マークに合わせる。

知識

■サイドリフトアップシート装着車について

サイドリフトアップシートは、フラット状態にすることができません。

手順 8

手順 9

手順 10

手順 11

手順 12

手順 13

手順 14

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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シートをはね上げる。
シート裏側のスペースアップレバー
を引いて背もたれを倒し、シートをは
ね上げます。

･シートのはね上げと連動して、シー
ト脚部が格納されます。

シートを固定する。
シートクッション裏側にある
シート固定ベルトを取り出し、
ロック部に挿し込みます。

ロック部は押して引き出します。

シートを手で押さえながら、
シート固定ベルトを引っ張り
シートを固定します。

ベルトのたるみを取ったあと、マジッ
クテープを密着させ固定します。

シートを軽くゆさぶり、確実に固定されていることを確認する。

手順 5

手順 6

手順 7
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運
転
す
る
前
に

1

最大ラゲージモードにするときは

7人乗り車
車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。
サードシートを格納する。（�P. 121）
セカンドシートをいちばん前まで移動させる。（�P. 103）

8人乗り車
車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。
サードシートを格納する。（�P. 121）

セカンドシートの背もたれを一度
前方に倒し、音がするまで少し後
方にもどす。

知識

■サードシートを格納するときは

サードシートを格納するときは、バックドア側から操作してください。

■シート固定ベルトをはずすときは

シート固定ベルトのツメを押してはずし、
シートクッション裏側に格納します。

･ シートを押して、ベルトをゆるめた状態
でツメを押します。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 1

手順 2

手順 3
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シートクッション下のチップアッ
プレバーを引き、クッションを持
ち上げる。

セカンドシートをいちばん前まで移動させる。（�P. 103）

スーパーリラックスモードのしかた（7人乗りマニュアルシート装着車）

車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。
サードシートをいちばんうしろまで移動させる。（�P. 112）
センターテーブルを格納する。（�P. 383）
セカンドシートの左右位置を中央に移動させる。（�P. 105）
スライドストッパーをはずす。
セカンドシートを後方へ移動させる。（�P. 105）
オットマンを引き起こす。（�P. 105）

エグゼクティブモードのしかた（７人乗りパワーシート装着車）

車を停止させ、しっかりとパーキングブレーキをかける。
サードシートをいちばんうしろまで移動させる。（�P. 112）
セカンドシートを後方へ移動させる。（�P. 103）
オットマンの角度を調整する。（�P. 103）
フットレストを引き倒す。（�P. 108）

手順 4

手順 5

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

手順 6

手順 7

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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運
転
す
る
前
に

1

知識

■スライドストッパーについて

●スライドストッパーは紛失しないように大切に保管してください。工具袋に
入れておくことをおすすめします。

警告

■シートアレンジについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●必ず平坦な場所でシフトレバーをPに入れて、パーキングブレーキを確実にか
けてください。

●走行中はシートアレンジ操作をしないでください。

●シートアレンジをしたあとは、シートを軽くゆさぶり確実に固定されているこ
とを確認してください。

●シートの間にシートベルト、バックルが挟みこまれていないか確認してくださ
い。

●取り付けるときは、サードシート足元に
あるレール内の穴に、スライドストッ
パーのツメを挿し込み取り付けてくださ
い。
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警告

■フラットシートについて

フラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでください。

■シートの格納について

●ラゲージスペースに人を乗せて走行しないでください。

●シートベルトが背もたれや、シートクッションに挟まれていないことを確認し
てください。

●シートクッションの上に荷物などをのせたままシートを格納しないでくださ
い。

●シート格納時にシート固定ベルトで固定されていない場合、シート脚部が動
き、荷物やシートが破損したり、けがをするおそれがあります。シートを格納
したときは必ずシートを固定してください。

●シートをおろしたときは、シート脚部が
床面ロック部に確実に固定されたことを
確認してください。



127

1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
転
す
る
前
に

1

注意

■シートアレンジについて

●操作をするときに、可動部や結合部に手や足などを挟まないように注意してく
ださい。

●シートに人が乗っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。

●シートレールの上にマットなどを敷かないでください。

■フラットシートについて

●背もたれをもどすときは、背もたれを押さえながらリクライニング調整を行っ
てください。（マニュアルシート）

●フラットにした状態でシートの上を走りまわらないでください。またシートの
上を移動するときは、シートの中央を踏んでゆっくり移動してください。

■シートの格納、ラゲージモードについて

●セカンドシートのシートクッションを持ち上げたときは、シートクッションの
土台部分に乗ったり、手や足を入れないでください。

●サードシートをおろすときは、シート脚部と床面ロック部の間に足を挟まない
ように注意してください。

●サードシートをおろすときは、床面に物がないことを確認してから行ってくだ
さい。

●セカンドシートの位置や、サードシートの片側の背もたれが前に倒れている状
態だと、サードシートがあたり格納できないことがあります。

●サードシートを持ち上げるとき、またはおろすときはスライドレバーを操作し
ないでください。
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ドライビングポジションメモリー＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

お好みのドライビングポジション（運転席、ドアミラーの角度）を登
録して、ワンタッチで呼び出すことができます。また、ドアの解錠と
連動させることもできます。
ドライビングポジションは3パターンまで登録できます。

■ポジションの登録
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッション
ONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にする。
運転席、ドアミラー角度を好みの位置に調整する。

SETボタンを押しながら、また
は SET ボタンを押したあと 3
秒以内に、1～3のうち登録し
たいボタンをブザーが鳴るまで
押す。
すでに同じボタンに登録されてい
る場合は、上書きされます。

■ポジションの呼び出し
シフトレバーがPの位置にあることを確認します。

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッション
ONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にする。

1～3のうち呼び出したいポジ
ションのボタン押す。
ポジションを呼び出しているとき
に、ブザーが鳴ります。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 1

手順 2
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運
転
す
る
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1

ドアの解錠と連動させるには

お好みのポジションをあらかじめ1～3のいずれかのボタンに登録して
おきます。

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッ
チ > を OFF にし、運転席ドアを閉め、180 秒以上経過してか
ら を行う。

1～ 3のうち連動させたいボタン
を押しながら、ワイヤレスリモコ
ンの ボタンをブザーが鳴るま
で押す。

スマートエントリー＆スタートシス
テム、またはワイヤレスリモコンでド
アを解錠して運転席ドアを開けると、
ドライビングポジションが呼び出さ
れます。

手順 1

手順 2

手順 2

知識

■ドアの解錠と連動させたとき

運転席ドアを開けると運転席が登録したポジションまで動くように作動しま
すが、乗車しやすいように登録したポジションより少し後方でいったんシート
が止まります。“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッ
チ >をアクセサリーモードまたはイグニッションON<ONモード >にする、
またはシートベルトを装着すると、登録したポジションまでもう一度スライド
します。

■ドアの解錠との連動を解除するには

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ <“ パワー ”スイッチ >
をOFFにし、運転席ドアを閉める。

SETボタンを押しながら、ワイヤレスリモコンの ボタンをブザー
が鳴るまで押す。

■“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>OFF時の作動

運転席ドアを開け、180秒以内または運転席ドアを閉め60秒以内に呼び出し
たいポジションのボタンを押すと、運転席が調整されます。

手順 1

手順 2
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■ポジションの呼び出し作動を途中で止めるには

次のいずれかの操作をします。

●SETボタンを押す

●1～ 3のボタンを押す

●シート調整スイッチを操作する（シートのみ作動停止）

警告

■シート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員にあたったり、運転者の体がハンドルで
圧迫されたりしないよう注意してください。
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1

セカンドシートポジションメモリー＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

お好みのポジション（オットマンと背もたれ）を登録して、ワンタッ
チで呼び出すことができます。

■ポジションの登録
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッション
ONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にする。
セカンドシートをお好みの位置に調整する。
カバーを開ける。（�P. 389）

SETボタンを押しながら、また
は SET ボタンを押したあと 3
秒以内に、1または2のうち登
録したいボタンをブザーが鳴る
まで押す。
すでに同じボタンに登録されてい
る場合は、上書きされます。

■ポジションの呼び出し
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッション
ONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にする。

1または2のうち呼び出したい
ポジションのボタンを押す。
ポジションを呼び出しているとき
に、ブザーが鳴ります。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 1

手順 2
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知識

■オットマンの作動について

■ポジションの呼び出し作動を途中で止めるには

次のいずれかの操作をします。

●SETボタンを押す

●1または2のボタンを押す

●シート調整スイッチを操作する

■元の位置（ニュートラルポジション）にもどすには

�P. 109

警告

■シート調整時の警告

シート調整中は、リヤ席乗員がフロントシートにあたらないよう注意してくだ
さい。

登録された位置が現在の位置より上にある
場合は作動しません。現在の位置より下の
位置にある（格納方向）場合のみ作動しま
す。

BTO14DA005
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1

シートベルト

走行前にすべての乗員は必ずシートベルトを正しく着用してくださ
い。

■正しく着用するには

● 肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれな
いようにしてください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のでき
るだけ低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起
こし、深く腰かけて座る

● ねじれが無いようにする

■着け方、はずし方（フロントシート、セカンドシート、
サードシート外側席）

固定

“カチッ”と音がするまで挿し込み
ます。

解除

解除ボタンを押します。

解除ボタン
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■着け方（サードシート中央席）

プレートを取り出す

プレートA
プレートB

プレートをバックルに挿し込む

プレートA
プレートB

“カチッ”と音がするまで挿し込み
ます。

手順 1

手順 2



135

1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
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1

■分離・格納のしかた（サードシート中央席）
バックルの解除ボタンを押
す。
メカニカルキーまたはプレー
トBをバックルに挿し込む。

メカニカルキー（�P. 57）
シートベルトを格納するときは、
ベルトを持ちながらゆっくり巻き
もどします。

プレート A、B をホルダーに格
納する。

プレートA
プレートB

ベルトを持ちながらゆっくり巻き
もどします。

･もとにもどすときは、逆の手順で
プレートを取り出し、バックルに
プレートを挿し込みます。

手順 1

手順 2



136

1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

シートベルトプリテンショナー（フロント席）

前方から強い衝突を受けたとき、
シートベルトを引き込むことで適
切な乗員拘束効果を確保します。
前方からの衝撃が弱いときや、横やう
しろからの衝撃のときは作動しない
場合があります。

プリクラッシュシートベルト（プリクラッシュセーフティ装着車のフロント席）

プリクラッシュセンサーにより衝突物が検知され、衝突が避けられない
と判断したとき、衝突の前にフロントシートベルトを巻き取り、プリテ
ンショナーの効果を高めます。

急ブレーキをかけたときや、車がコントロールを失ったときも同様に作動します。
（�P. 313）

■シートベルトの高さ調節（フロント席）
下げる
上げる

“カチッ”と音がして固定されると
ころまで動かしてください。
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1

知識

■シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロックされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出してもロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引き出すことができま
す。

■サードシート中央席のシートベルトが引き出せないときは

■お子さまのシートベルトの使い方

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ
た人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用できない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。 (�P. 175)

●シートベルトが正しい位置で着用できるお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。 (�P. 133)

■シートベルトプリテンショナーについて

シートベルトプリテンショナーは一度しか作動しません。玉突き衝突などで連
続して衝撃を受けた場合でも、一度作動したあとは、その後の衝突では作動し
ません。

シートベルトとホルダーの間に指を入れ、
ベルトを矢印の方向に強く引いてから離す
と引き出すことができます。
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■セカンドシート左右席のシートベルトについて（8人乗り車）

警告

急ブレーキや事故の際のけがを避けるため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■シートベルトの着用について

●全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で使用する
お子さまでも一組のベルトを複数の人で使用しない

●お子さまはセカンドシート、またはサードシートに座らせてシートベルトを着
用させる

●背もたれは必要以上に倒さない
上体を起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用しない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に密着させ着用する

シートベルトを使用しないときは、シート
ベルトクリップに挟み、プレートをクリッ
プに挿し込んでください。
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警告

■妊娠中の女性の場合

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正しい着用をしてください。

■お子さまを乗せるときは

お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一ベルトが首に巻き付い
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。
誤ってそのような状態になってしまい、バックルからシートベルトがはずせな
い場合は、ハサミなどでシートベルトを切断してください。

●サードシート中央席のシートベルトを使
用するときは、プレート A とバックルを
結合してください。

バックル

プレートＡ

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく着
用してください。（�P. 133）
妊娠中の方も、通常の着用のしかたと同じ
ように、腰部ベルトが腰骨のできるだけ低
い位置にかかるようにお腹のふくらみの下
に着用してください。また、肩部ベルトは
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて
胸部にかかるように着用してください。
ベルトを正しく着用していないと、衝突し
たときなどに、母体だけでなく胎児までが
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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警告

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート、バックル等は、シートやドアに挟むなどして損傷しないよ
うにしてください。

●シートベルトが損傷したときはシートベルトを修理するまでシートは使用し
ないでください。

●プレートがバックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトがねじれてい
ないかを確認してください。うまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店
に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明らかな損傷が見られない場合でも、シー
ト、シートベルトを交換してください。

●プリテンショナー付シートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など
は、トヨタ販売店以外でしないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■プリテンショナー付シートベルトについて

シートベルトプリテンショナーが作動すると SRS エアバッグ／プリテンショ
ナー警告灯が点灯します。その場合はシートベルトを再使用することができな
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。

注意

■サードシート中央席シートベルトについて

使用しないときは、シートベルトを格納しておいてください。
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1

ハンドル

警告

■走行中の警告

走行中はハンドル位置の調整をしないでください。
運転を誤り、死亡や重大な傷害につながるような事故になるおそれがあります。

■ハンドル位置を調整したあとは

ハンドルが確実に固定されていることを確認してください。
固定が不十分だとハンドルの位置が突然かわり、死亡や重大な傷害につながる
ような事故になるおそれがあります。

ハンドル位置を運転しやすいように調整できます。

ハンドルを持ち、レバーを下げ
る。

ハンドルを上下・前後に動かし、
適切な位置にする。
位置が決定したら、レバーを上げ
てハンドルを固定してください。

手順 1

手順 2
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インナーミラー

上下調整のしかた

インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する。

防眩機能

手動防眩ミラー

レバーを操作することで、後続車のヘッドランプによる反射光を減少さ
せます。

通常使用時
防眩時

座った姿勢に合わせて、後方を十分に確認できるようにミラーの位置
を調整することができます。
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自動防眩ミラー

後続車のヘッドランプのまぶしさに応じて反射光を自動的に減少させま
す。

自動防眩機能の切りかえ
ＯＮ／ＯＦＦ
ＯＮ のときはインジケーターが点灯
します。
“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチをイグニッションONモード<
“ パワー ”スイッチを ON モード >
にしたときは、ミラーは常に自動防眩
機能がＯＮになっています。
ボタンを押すと ＯＦＦ になりインジ
ケーターが消灯します。

知識

■センサーの誤作動防止（自動防眩タイプ装着車）

警告

■運転中の警告

運転中はミラーの調整をしないでください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

センサーの誤作動を防ぐため、センサーに
ふれたりセンサーを覆ったりしないでくだ
さい。
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ドアミラー

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ <“ パワー ”スイッチ >
がアクセサリーモードまたはイグニッションONモード<ONモード
>のとき、スイッチで鏡面の角度調整をします。

ミラーを選ぶ
L：左

R：右

スイッチを操作してミラーを上
下左右方向に調整する

上

下

左

右
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1

ドアミラーを格納するときは

オート電動格納式ミラー装着車
格納する
もとの位置にもどす

スイッチを中立の位置（AUTO）にす
ると自動モードに切りかわり、ドアの
施錠・解錠と連動します。

オート電動格納式ミラー非装着車

ボタンを押してドアミラーを格納
する
もう一度押すと、もとの位置にもどり
ます。
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知識

■ミラーが曇ったときは（ミラーヒーター装着車）

リヤウインドウデフォッガーを作動させると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（�P. 340）

■ミラー角度の自動調整＊

お好みのミラー角度をドライビングポジションメモリーに登録すると、自動で
調整されます。（�P. 128）

■リバース連動機能＊

ミラー選択スイッチが Lまたは Rの位置になっているときは、後退時にミラー
の角度が下向きになり、下方が見やすくなります。この機能を使用しないとき
は、ミラー選択スイッチを中立の位置（L・Rの間）にしてください。

■レインクリアリングミラー

鏡面に付着した水滴を膜状に広げる親水効果を持つコーティングを施してお
り、雨天時における後方視認性を向上させます。

●鏡面に汚れなどが付着したときや、地下や屋内駐車場などの日のあたらない
場所に長時間駐車したときなどは親水効果が低下しますが、晴天時に 1・2
日間太陽光をあてることで親水効果は徐々に回復します。

●低下した親水効果を早く回復させたいときは回復作業（�P. 399）を行っ
てください。

■ワイドビューミラーについて

通常よりも広い視界が確保できるよう、ミラー下側の曲率が違うため、ミラー
下側に映るものは、実際よりも遠くにあるように見えます。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
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1

警告

■走行しているときは

走行中は次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、運転を誤り思わぬ事故の原因となって重大な傷害や死
亡につながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ミラーを格納したまま走らない
必ず走行前に運転席側および助手席側のミラーを復帰して、正しく調整する

■ミラーヒーターが作動しているときは（ミラーヒーター装着車）

鏡面が熱くなるのでふれないでください。

注意

■レインクリアリングミラーの取り扱いについて

親水効果には限りがあります。長持ちさせるためには次のことをお守りくださ
い。

●シリコーン入りの撥水剤や油膜取り剤、ワックス、その他のカーメンテナンス
商品を使用する場合は、鏡面に付着させないよう十分注意してください。

●砂の付いた布、油膜取り剤、研磨剤など、鏡面を傷付けるものでこすらないで
ください。

●鏡面が凍結したときは、温水をかけるか、ミラーヒーターを作動させる（ミ
ラーヒーター装着車のみ）などして解氷してください。
鏡面の凍結部分はプラスチックの板などで削り落とさないでください。

●撥水洗車を行ったときは、鏡面を大量の水で洗い、きれいなやわらかい布など
でふき取ってください。
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1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

補助確認装置＊

知識

■ミラーに映るおよその範囲

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

発進時またはごく低速時に、車両前方と助手席側車両側面を確認する
ときに役立ちます。

身長・シートの位置により、確認できる範
囲は異なります。

ミラーの鏡面は固定式ですので鏡面を動
かしてミラーの調整をすることはできま
せん。
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1-4. シート、ハンドル、ミラーの調整のしかた

運
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1

注意

■補助確認装置について

●補助確認装置の鏡面部に汚れが付着しているときは、やわらかい布などを使用
して汚れをふき取ってください。

●車両直前・直左部や後方の確認は直接確認するか、インナーミラー、ドアミ
ラーなども併用し十分注意してください。
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1-5. ドアガラス・ムーンルーフの開け方、閉め方

パワーウインドウ

ロックスイッチ

スイッチを押して運転席以外のド
アガラス、リヤムーンルーフ＊を作
動不可にする
お子さまが誤ってドアガラスやリヤ
ムーンルーフを開閉することを防止
できます。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

スイッチでドアガラスを開閉できます。

閉める
自動全閉※

開ける
自動全開※

※途中で停止するときは、スイッチを
反対側へ操作します。

知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>OFF後の作動

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>をアクセサ
リーモードまたはOFFにしたあとでも、約43秒間ドアガラスを開閉できます。
ただし、その間に運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。
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1-5. ドアガラス・ムーンルーフの開け方、閉め方

運
転
す
る
前
に

1

■ドアロック連動ドアガラス開閉機能＊

●ワイヤレスリモコンまたはメカニカルキーでドアガラスを開閉できるよう
に、トヨタ販売店で設定できます。（�P. 69, 521）

●スマートエントリー＆スタートシステムでドアガラスを閉めることができ
るように、トヨタ販売店で設定できます（�P. 59）

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠とドアガラスの間に異物が挟まると、作
動が停止し、少し開きます。また、故障などで挟み込み防止機能が作動してし
まい、ドアガラスを自動で閉めることができないときは、スイッチを引き続け
ると閉めることができます。ただし、挟み込み防止機能は作動しません。

■パワーウインドウを閉めることができないときは

挟み込み防止機能が異常に作動してしまい、ドアガラスを閉めることができな
いときは、閉めることができないドアのパワーウインドウスイッチで、下記の
操作を行ってください。

●車を停止し、“エンジン スタート ストップ”スイッチをイグニッションON
モード <“パワー”スイッチを ON モード > の状態で、パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で引き続けることでドアガラスを閉めること
ができます。

●上記の操作を行ってもドアガラスが閉まらない場合、挟み込み防止機能の初
期化を次の手順で実施してください。

パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、ドアガ
ラスを閉めたあと、さらにスイッチを6秒間引き続ける。
パワーウインドウスイッチを「自動全開」の位置で押し続け、ドアガ
ラスを全開にしたあと、さらにスイッチを2秒間押し続ける。
再度、パワーウインドウスイッチを「自動全閉」の位置で引き続け、
ドアガラスを閉めたあと、さらにスイッチを2秒間引き続ける。

ドアガラス作動途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。
以上の操作を行っても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受
けてください。

■カスタマイズ機能

ドアロック連動ドアガラス開閉機能などの設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧�P. 557）

手順 3手順 1

手順 4手順 2

手順 5手順 3

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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1-5. ドアガラス・ムーンルーフの開け方、閉め方

警告

■ドアガラスを開閉するときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●挟み込み防止機能は、ドアガラスが完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな
い場合があります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で
は作動しません。指などを挟まないように注意してください。重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

●ドアガラスを開閉するときは、乗員の手、
腕、頭、首などを挟んだり巻き込んだり
しないようにしてください。特にお子さ
まへは手などを出さないよう声かけをし
てください。

●お子さまには、ドアガラスの操作をさせ
ないでください。
ドアガラスに挟まれたり巻き込まれたり
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
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1-5. ドアガラス・ムーンルーフの開け方、閉め方

1

ツインムーンルーフ＊

知識

■リヤムーンルーフの作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき
ただし、パワーウインドウのロックスイッチがロック状態のときは作動しませ
ん。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

フロントムーンルーフのチルトアップ／ダウン、天井にあるスイッチ
でリヤムーンルーフを開閉できます。

フロントムーンルーフ

チルトアップ
ボタンを押しながらハンドルを押
し上げます。

閉めるときは“カチッ”と音がす
るまで引き下げます。

リヤムーンルーフ
開く

全開の少し手前で止まります。（風
切音の低減機能）さらに開く場合
は、スイッチをもう一度押してく
ださい。

閉まる

途中で止めるには、スイッチを軽
く押します。
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1-5. ドアガラス・ムーンルーフの開け方、閉め方

■挟み込み防止機能

リヤムーンルーフを閉めるときに、ムーンルーフが異物の挟み込みを感知する
と、作動が停止し少し開きます。

■リヤムーンルーフを閉めることができないとき

故障などで挟み込み防止機能が作動してしまい､リヤムーンルーフを自動で閉め
ることができないときは、スイッチを押し続けることで閉めることができます。

■リヤムーンルーフが反転して閉じ切らないときは

下記の操作を行ってください。

CLOSE側を押し続ける。※

･ スイッチを押し続けている間リヤムーンルーフが開閉作動を繰り返します。
･ リヤムーンルーフが全閉したら復帰操作が完了します。

※ 復帰操作作動中はスイッチを押し続けてください。途中でスイッチから手を
離すと最初からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受
けてください。

■サンシェード

手動で開閉できます。リヤサンシェードは、リヤムーンルーフを開けると連動
して開きます。

■ムーンルーフ開警告ブザー

リヤムーンルーフが閉まっていない状態で“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチ <“ パワー ”スイッチ>を OFF にし、運転席ドアを開けるとブザーが
鳴ります。
また、同時にメーター内のマルチインフォメーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。（�P. 478）

■風切音の低減機能

自動で開いたときに停止する位置（全開手前位置）で走行すると、風切音を低
減できます。
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1

警告

■ムーンルーフを開けているときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●走行中はルーフから手や顔を出さない

●開口部に腰かけない

■ムーンルーフを開閉するときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

■挟み込み防止機能（リヤムーンルーフ）

●挟み込み防止機能を故意に作動させるため、乗員の手、腕、頭、首などを挟ん
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●挟み込み防止機能は、リヤムーンルーフが完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた
状態では作動しない場合があります。指などを挟まないように注意してくださ
い。重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●リヤムーンルーフを開閉するときは、乗
員の手、腕、頭、首を挟んだり巻き込ん
だりしないように注意してください。

●お子さまには、ムーンルーフの操作をさ
せないでください。
ムーンルーフに挟まれたり巻き込まれた
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
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1-6. 給油のしかた

給油口の開け方

次の手順で給油口を開けてください。

■給油する前に
● ドアとドアガラスを閉め、“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチ<“ パワー ”スイッチ>をOFF にしてください。

● 燃料の種類を確認してください。（�P. 157）

■給油口の開け方

給油口を開ける。

キャップをゆっくりまわして開
ける。

キャップをハンガーにかける。

手順 1

手順 2

手順 3
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1

給油口のキャップを閉めるときは

キャップを“カチッ”と音がする
までまわして閉めます。
手を離すと、キャップが逆方向に少し
もどります。

知識

■燃料の種類
2GR-FE エンジン車：無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

無鉛レギュラーガソリンをお使いになることもできま
す。その場合エンジン本来の性能を発揮できません。

2AZ-FE エンジン車：無鉛レギュラーガソリン
2AZ-FXEエンジン車：無鉛レギュラーガソリン

■エタノール混合燃料について
エタノール混合燃料（エタノールの混合率 3％以下、含酸素化合物の含酸素率
1.3％以下）も使用することができます。

警告

■給油について
給油前には次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
●車体などの金属部分にふれて身体の静電気を除去する
放電による火花で燃料に引火するおそれがあります。

●キャップをゆるめたときに、“シュー”という音がする場合は、その音が止まっ
てからゆっくり開けてください。
キャップを開けるとき、キャップのツマミ部分を持ち、ゆっくりと開けます。
ゆっくりと開けないと気温が高いとき、給油口から燃料が吹き返してけがをす
るおそれがあります。
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1-6. 給油のしかた

警告

●給油口に、静電気を除去していない人を近づけない
●気化した燃料を吸わないようにする
燃料の成分には、有害物質を含んでいるものもあります。

●喫煙しない
引火して火災を引き起こすおそれがあります。

●車内にもどったり、帯電している人や物にふれない
再び帯電する可能性があります。

■給油時の注意
●ふきこぼれを防ぐため次の点に注意してください。
･ 給油口にノズルを確実に挿入する
･ 継ぎ足し給油をしない

●そのほか、ガソリンスタンド内に掲示されている注意事項を守ってください。正
常に給油できない場合は、スタンドの店員を呼んで指示に従ってください。

■キャップ交換時の警告
トヨタ純正以外のキャップを使用しないでください。
純正品を使わないと火災などを引き起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

■給油するときは
指定のガソリンを使用してください。
指定以外のガソリンや他の燃料（粗悪ガソリン、軽油、灯油、高濃度アルコー
ル含有燃料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。
次のような状態になるおそれがあります。
●エンジンの始動性が悪くなる
●エンジンからの異音や振動など（ノッキング）が発生する
●エンジン出力が低下する
●排気制御システムが正常に機能しない
●燃料系部品が損傷する
●塗装が損傷する
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1-7. 盗難防止システム

イモビライザーシステム

知識

■メンテナンスについて

イモビライザーシステムのメンテナンスは不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●電子キーが金属製のものに接したり、覆われているとき

●電子キーが他の車両のセキュリティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）
と重なっているときや接近しているとき

キーに信号発信機が内蔵してあり、あらかじめ登録されたキー以外で
はエンジン<ハイブリッドシステム>を始動できません。
車両から離れる場合は、車内にキーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止に寄与する機能であり、すべての車両
盗難に対する完全なセキュリティを保証するものではありません。

“ エンジン スタート ストップ ”
スイッチ <“ パワー ”スイッ
チ > を OFF にすると、システ
ムの作動を知らせるためにイン
ジケーターが点滅します。
登録されたキーを携帯し、“ エンジ
ン スタート ストップ ”スイッチ
<“ パワー ”スイッチ>をアクセ
サリーモードまたはイグニッショ
ンＯＮ モード<ＯＮ モード>に
するとシステムが解除され、イン
ジケーターが消灯します。
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1-7. 盗難防止システム

注意

■イモビライザーシステムを正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムが正常に作動しな
いおそれがあります。
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1-7. 盗難防止システム

1

オートアラーム＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

不正な侵入を検知した場合、音と光で警報します。

■オートアラームが作動するとき
オートアラームを設定すると、次のような状況でオートアラームが
作動します。

● 施錠されたドアがスマートエントリー＆スタートシステムやワ
イヤレスリモコン、メカニカルキーを使わずに解錠されたり、こ
じ開けられたとき

● ボンネットが開けられたとき

メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車で、G-
BOOK mX Pro をご利用のお客様は、オートアラームが作動した
場合、Eメールや電話でお知らせすることができます。
詳しくは、「ナビゲーションシステム取扱書 /G-Security」をご覧
ください。

■オートアラームを設定するには

ドア・バックドア・ボンネット
を閉めスマートエントリー＆ス
タートシステム、ワイヤレスリ
モコンを使って施錠します。
30 秒以上経過すると、自動的
に設定されます。
オートアラームが設定されるとイ
ンジケーターは点灯から点滅にか
わります。

■オートアラームの設定を解除および作動を停止するには
次のいずれかを行ってください。

● スマートエントリー＆スタートシステムやワイヤレスリモコン、
メカニカルキーを使ってドアまたはバックドアを解錠する

● エンジン<ハイブリッドシステム>を始動する（数秒後に解除、
停止します）
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知識

■メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンスは不要です。

■ドアを施錠する前の確認

オートアラームの思わぬ作動および盗難を防ぐため、次のことを必ず確認して
ください。

●車内に人が乗っていないか

●ドアガラスとムーンルーフ＊が閉じているか

●車内に貴重品などを放置していないか

■オートアラームの作動について

次のような場合オートアラームが作動することがあります。オートアラームの
設定を解除、作動を停止する操作を行ってください。

●キーを持たない人を車内に残して施錠し
たとき

車内の人がドア・ボンネットを開けると
オートアラームが作動することがありま
す。

ガソリン車

●施錠後、バッテリーあがりなどでバッテ
リーの充電や交換をしたとき

メカニカルキーを使用して解錠し、バッ
テリーの充電や交換後に再接続すると
オートアラームが作動して自動的に施錠
されることがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■オートアラーム作動によるドアロック機能について

●オートアラームが作動したときドアが解錠されていると車内への不正な侵
入を防止するため自動的に施錠されます。

●オートアラームが作動したときに車内でキーを閉じ込めないように、バッテ
リーあがり < 補機バッテリーあがり > などで充電・交換する場合は車内に
キーがないかを確認してください。

注意

■オートアラームを正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムが正常に作動しな
いおそれがあります。

ハイブリッド車

●施錠後、補機バッテリーあがりなどで補
機バッテリーの充電や交換をしたとき
メカニカルキーを使用して解錠し、補機
バッテリーの充電や交換後に再接続する
とオートアラームが作動して自動的に施
錠されることがあります。
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正しい運転姿勢

次の条件にあった正しい姿勢で運転してください。

まっすぐ座り、背もたれから
背を離さない（� P. 97）
シートをペダルが十分に踏み
込めるようなシート位置にす
る（� P. 97）
各装置が操作しやすい背もた
れの角度にする
SRS エアバッグが自分の胸
の方へ向くようなハンドルの
位置にする（� P. 141）
ヘッドレストの中央が耳の後
方になる（� P. 114）
シートベルトが正しく着用で
きる（� P. 133）
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警告

■走行中は

●走行中は運転席の調整をしないでください。
運転を誤るおそれがあり危険です。

●背もたれと背の間にクッションなどを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、衝突したとき、シートベルトやヘッドレ
ストなどの効果が十分に発揮されないおそれがあり危険です。

●フロントシートの下にものを置かないでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、思わぬ事故の原因となって、生命にかか
わる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。また、調整機構の故障の原因
になります。

■シートを調整するときは

●同乗者がシートにあたってけがをしないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手を近付けないでください。
指や手を挟み、けがをするおそれがあり危険です。
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SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受け
たときにふくらみ、シートベルトが身体を拘束する働きとあわせて乗
員への衝撃を緩和させます。

フロントSRSエアバッグ
運転席SRSエアバッグ／助手席SRSエアバッグ
（運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和）
SRSニーエアバッグ
（運転者の衝撃緩和を補助）

SRSサイド＆カーテンシールドエアバッグ
SRSサイドエアバッグ
（フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和）
SRSカーテンシールドエアバッグ
（フロント席とセカンドシート、サードシート外側席乗員の主に頭
部への衝撃を緩和）
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知識

■SRSエアバッグが作動すると

●SRS エアバッグとの接触により、打撲やすり傷などを受けることがありま
す。

●作動音とともに白いガスが発生します。

●フロント席、フロントピラーやルーフサイドレールの一部分などだけでなく
エアバッグ構成部品（ハンドルのハブ、エアバッグカバー、インフレーター）
も数分間熱くなることがあります。エアバッグそのものも熱くなります。

●フロントウインドウガラスが破損することがあります。

■SRSエアバッグが作動するとき（フロントSRSエアバッグ）

●フロントSRSエアバッグは、衝撃の強さが設定値（移動も変形もしない固定
された壁に、約20 ～ 30 km/h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに
相当する値）以上の場合に作動します。
ただし、次のような場合はエアバッグが作動する車速は設定値より高くなり
ます。

･ 駐車している車や標識のような衝撃によって移動や変形するものに衝突
した場合
･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、車両前部がもぐり込む、下に入り
込む、トラックの下敷きになるなど）

●衝突条件によってはシートベルトプリテンショナーのみ作動する場合があ
ります。

■SRSエアバッグが作動するとき
（SRSサイド＆カーテンシールドエアバッグ）

SRSサイド＆カーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さが設定値（約1.5ｔ
の車両が、約20 ～ 30ｋｍ/ｈ の速度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃の強
さに相当する値）以上の場合に作動します。



168

1-8. 安全にお使いいただくために

■衝突以外で作動するとき

次のような状況で、車両下部に強い衝撃を受けたときも、フロント SRS エア
バッグが作動する場合があります。

■SRSエアバッグが作動しないとき（フロントSRSエアバッグ）

フロントSRSエアバッグは、側面や後方からの衝撃・横転・または低速での前
方からの衝撃では、通常は作動しません。ただし、それらの衝撃が前方への減
速を十分に引き起こす場合には、フロントSRSエアバッグが作動することがあ
ります。

●縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

●深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたとき

●ジャンプして地面にぶつかったり、道路
から落下したとき

●側面からの衝突

●後方からの衝突

●横転
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■SRSエアバッグが作動しないとき
（SRSサイド＆カーテンシールドエアバッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRSサイド＆カーテンシールドエアバッグが作動しない場合があります。

SRS サイド＆カーテンシールドエアバッグは、前方や後方からの衝撃・横転・
または低速での側面からの衝撃では、通常は作動しません。

■トヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要になります。できるだけ早くトヨタ販
売店へご連絡ください。

●いずれかのSRSエアバッグがふくらんだとき

●客室部分以外の側面への衝撃

●斜めからの衝撃

●前方からの衝突

●後方からの衝突

●横転

●フロント SRS エアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部が衝突した
とき、または破損・変形などがあるとき
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●SRSサイド＆カーテンシールドエアバッ
グはふくらまなかったが、事故でドア部
分が衝突したとき、または破損・変形な
どがあるとき

●ハンドルのパッド部分やダッシュボード
の助手席SRSエアバッグ付近、インスト
ルメントパネル下部が傷付いたり、ひび
割れたり、その他の損傷を受けたとき

●SRS サイドエアバッグが内蔵されている
シート表面が、傷付いたり、ひび割れたり、
その他の損傷を受けたとき

●SRSカーテンシールドエアバッグが内蔵
されているフロントピラー・リヤピラー
部、ルーフサイド部が、傷付いたり、ひ
び割れたり、その他の損傷を受けたとき

BTO17CE008
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警告

■SRSエアバッグについて

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベルトを正しく着用してください。
SRSエアバッグはシートベルトを補助するためのものです。

●SRSエアバッグは強い力でふくらむため、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。乗員がSRSエアバッグのふくらむ場所
に近い場合は特に危険です。シートの背もたれを調整して、シートをできるだ
けSRSエアバッグから離し、まっすぐに座ってください。

●お子さまがシートにしっかり座っていないと、SRSエアバッグのふくらむ衝
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。お
子さまが小さくてシートベルトが使えないときは、チャイルドシートでしっか
り固定してください。
お子さまはセカンドシートまたはサードシートに乗せ、チャイルドシートまた
はシートベルトを着用させることをおすすめいたします。（�P. 187）

●シートの縁に座ったり、ダッシュボード
にもたれかかったりしない。

●お子さまを助手席SRSエアバッグの前に
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。

●運転者および助手席乗員は、ひざの上に
何も持たない。
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警告

■SRSエアバッグについて

●ドアやフロント・サイド・リヤピラー、
ルーフサイドレールへ寄りかからない。

●サイドガラスに向かってひざをついた
り、窓から顔や手を出したりしない。

●ダッシュボード、ステアリングパッド、イ
ンストルメントパネル下部などには何も
取り付けたり、置いたりしない。

●ドア、フロントウインドウガラス、サイ
ドガラス、フロント・センター・リヤピ
ラー、ルーフサイドレール、アシストグ
リップなどには何も取り付けない。（速度
制限ラベルを除く�P. 510）
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警告

■SRSエアバッグについて

●SRSニーエアバッグがふくらむ場所にビニールカバーが付いている場合は取
り除いてください。

●SRSサイドエアバッグがふくらむ場所を覆うようなシートアクセサリーを使
用しないでください。

●コートフックにハンガーなどの硬いものをかけないでください。
SRSカーテンシールドエアバッグが作動したときに投げ出されて重大な傷害
または死亡につながるおそれがあります。

●SRSエアバッグシステム構成部品の周辺は、強くたたくなど過度の力を加え
ないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているためふれな
いでください。

●SRSエアバッグがふくらんだ後にもし呼吸が苦しく感じたら、ドアやドアガ
ラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出てください。皮膚の炎
症を防ぐため残留物はできるだけ早く洗い流してください。

●SRS エアバッグが収納されているパッド部およびフロントピラーガーニッ
シュ部に傷が付いていたり、ひび割れがあるときはそのまま使用せず、トヨタ
販売店で交換してください。
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警告

■改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の改造・廃棄をしないでください。
SRSエアバッグが正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●SRSエアバッグの取りはずし・取り付け・分解・修理

●ハンドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、
フロントピラー・センターピラー・リヤピラー、ルーフサイドレール周辺の修
理、取りはずし、改造

●フロントフェンダー、フロントバンパー、車内側面部の修理、改造

●グリルガード（ブルバー・カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの
取り付け

●サスペンションの改造

●CDプレーヤー、無線機などの電化製品の取り付け
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1

子供専用シート

知っておいていただきたいこと

● お車の仕様やお子さまの年齢・体格に合わせて、適切な子供専用シー
トをお選びください。

● 子供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれの子
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。

● この車は2006年10月1日施行の保安基準に適合したISOFIX対応
チャイルドシート固定専用バーを標準装備しています。

子供専用シートの適合性一覧表について

■質量グループについて
ECE R44 ※の基準に適合する子供専用シートはお子さまの体重により
次の5種類に分類されます。

グループ0 ：10kg まで
グループ0+ ：13kg まで
グループⅠ ：9～18kg
グループⅡ ：15～ 25kg
グループⅢ ：22～ 36kg

この本では代表的な次の3種類の子供専用シートをシートベルトで固定
する方法を紹介します。

※ECE R44は、子供専用シートに関する国際法規です。

■サイズ等級、固定具について
子供専用シートに表示される分類記号と、それにともなう取り付け器具
の記号になります。

子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定するこ
とができます。
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ベビーシート

ECE R44基準のグループ0、0+
に相当

チャイルドシート

ECE R44基準のグループ0+、Ⅰ
に相当

ジュニアシート

ECE R44 基準のグループⅡ、Ⅲ
に相当
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シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け）
（ガソリン車）

質量グループ

着席位置（または他の場所）

フロントシート
セカンドシート

7人乗り車 8人乗り車

助手席 左右席 左右席 中央席

0
（10kgまで） × U＊4 U＊4 U＊4

0+
（13kgまで） × U＊4 U＊4 U＊4

Ⅰ
（9～18kg）

前向きUF＊1, 2
U＊ 2, 4 U＊2, 4 U＊ 2, 4

うしろ向き ×

Ⅱ
（15～ 25kg） UF＊1, 3 U＊ 3, 4 U＊3, 4 U＊ 3, 4

Ⅲ
（22～ 36kg） UF＊1, 3 U＊ 3, 4 U＊3, 4 U＊ 3, 4

質量グループ

着席位置（または他の場所）

サードシート

左右席 中央席

0
（10kgまで） U＊5 ×

0+
（13kgまで） U＊5 ×

Ⅰ
（9～18kg） U＊2, 5 ×

Ⅱ
（15～ 25kg） U＊3, 5 ×

Ⅲ
（22～ 36kg） U＊3, 5 ×
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　U：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの子供
専用シートに適しています。

  UF：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの前向
き子供専用シートに適しています。

  ×：子供専用シートを取り付けることはできません。
＊1：フロントシートの背もたれを直立状態（初段ロック状態）にする。

フロントシートをいちばんうしろに下げる。
＊2：子供専用シートを取り付ける際は、ヘッドレストを最上段に上げる。
＊3：子供専用シートを取り付ける際は、ヘッドレストをはずす。
＊4：セカンドシートの背もたれを直立状態（初段ロック状態）にする。

セカンドシートをいちばんうしろに下げる。
＊5：サードシートの背もたれを子供専用シートが搭載できるところまで倒す。倒した

状態で子供専用シートを搭載し、安定するところまで背もたれを起こす。

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また
は販売業者にご相談ください。

子供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取扱説明書もご確認ください。
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シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け）
（ハイブリッド車）

質量グループ

着席位置（または他の場所）

フロントシート セカンドシート

助手席 左右席

0
（10kgまで） × U＊4

0+
（13kgまで） × U＊4

Ⅰ
（9～18kg）

前向き L1＊1, 2
U＊ 2, 4

うしろ向き ×

Ⅱ
（15～ 25kg） L2＊1, 3 U＊ 3, 4

Ⅲ
（22～ 36kg） L2＊1, 3 U＊ 3, 4

質量グループ

着席位置（または他の場所）

サードシート

左右席 中央席

0
（10kgまで） U＊5 ×

0+
（13kgまで） U＊5 ×

Ⅰ
（9～18kg） U＊2, 5 ×

Ⅱ
（15～ 25kg） U＊3, 5 ×

Ⅲ
（22～ 36kg） U＊3, 5 ×
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● 左記の表に記入する文字の説明
   U：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの子供
専用シートに適しています。

L1： この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G-Child ISO
tether」、「トヨタ純正 NEO G-Child baby」に適しています。

L2： この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正ジュニアシート」に適して
います。

  ×：子供専用シートを取り付けることはできません。
＊1：フロントシートの背もたれを直立状態（初段ロック状態）にする。

フロントシートをいちばんうしろに下げる。
＊2：子供専用シートを取り付ける際は、ヘッドレストを最上段に上げる。
＊3：子供専用シートを取り付ける際は、ヘッドレストをはずす。
＊4：セカンドシートの背もたれを直立状態（初段ロック状態）にする。

セカンドシートをいちばんうしろに下げる。
＊5：サードシートの背もたれを子供専用シートが搭載できるところまで倒す。倒した

状態で子供専用シートを搭載し、安定するところまで背もたれを起こす。

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業者また
は販売業者にご相談ください。

子供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取扱説明書もご確認ください。

子供専用シートのリスト（ハイブリッド車）

助手席

質量グループ 子供専用シート カテゴリー

0 （10kgまで） トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether 汎用

0+ （13kgまで） トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether
トヨタ純正 NEO G-Child baby 汎用

Ⅰ（9～18kg） トヨタ純正 NEO G-Child ISO tether
トヨタ純正 NEO G-Child baby 汎用

Ⅱ（15～25kg） トヨタ純正 ジュニアシート 汎用

Ⅲ（22～36kg） トヨタ純正 ジュニアシート 汎用
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シート位置別子供専用シートの適合性一覧表
（ISOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け）

● 上表に記入する文字の説明
（1）：サイズ等級表示（A から G）のない子供専用シートの各シート位置での ISOFIX 対

応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業者または
販売業者にご相談ください。

IUF：この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの ISOFIX
対応の前向き子供専用シートに適しています。

IL：ISOFIX 子供専用シートのリストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準汎用」
カテゴリーの子供専用シートに適しています。

×：ISOFIX 子供専用シートを取り付けることはできません。

子供専用シートの装着に際しては子供専用シートの取扱い説明書もご確認ください。

質量グループ サイズ
等級 固定具

車両 ISOFIX 位置

セカンドシート左右席

キャリコット
F ISO/L1 ×

G ISO/L2 ×

0
（10kgまで） E ISO/R1 IL

0+
（13kgまで）

E ISO/R1 IL

D ISO/R2 ×

C ISO/R3 ×

Ⅰ
（9～18kg）

D ISO/R2 ×

C ISO/R3 ×

B ISO/F2 IUF

B1 ISO/F2X IUF

A ISO/F3 IUF

Ⅱ
（15～25kg） （1） ×

Ⅲ
（22～36kg） （1） ×
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ISOFIX 子供専用シートのリスト

質量グループ サイズ
等級 固定具 ISOFIX 子供専用シート カテゴリー

0 （10kgまで） E ISO/R1 トヨタ純正 NEO G-Child 
ISO BABY 準汎用

0+ （13kgまで） E ISO/R1 トヨタ純正 NEO G-Child 
ISO BABY 準汎用

知識

■ ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーについて

この車に標準装備されている ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーは、
ECE R44 に適合している子供専用シートの取り付け専用です。それ以外のも
のを使用することはできません。

■子供専用シートの選択、使用について

●お子さまに最適な子供専用シートについては、子供専用シート製造業者、ま
たは販売業者にご相談ください。

●お子さまが成長し、適切にシートベルトが着用できるようになるまでは、お
子さまに合った子供専用シートを使用してください。

●体が十分大きく、子供専用シートが不必要なお子さまは、セカンドシート、
またはサードシートに乗せて車のシートベルトを使用してください。
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1

■シートベルトで取り付けるタイプの子供専用シートの選択について

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（�P. 177、179）を参照し、子
供専用シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）
をご確認の上、適したものを選択してください。

■ECE R44適合の ISOFIX 対応子供専用シートの選択について

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」（�P. 181）を確認して、適切
なシートを選択してください。

お子さまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する。

（例1）：体重が12kg の場合、質量グループは「0+」になります。
（例2）：体重が15kg の場合、質量グループは「Ⅰ」になります。

サイズ等級を選択する。

で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認します。※

（例1）：質量グループが「0+」の場合、サイズ等級は「C」・「D」・「E」
が該当します。

（例2）：質量グループが「Ⅰ」の場合、サイズ等級は「A」・「B」・「B1」・
「C」・「D」が該当します。

※ただし、該当のサイズ等級でも適合性一覧表の「車両 ISOFIX 位置」に「×」と記
載されているものは選択できません。また、「IL」と記載されている場合は、「ISOFIX
子供専用シートのリスト」（�P. 182）で指定されている製品を使用してください。

手順 1

手順 2

手順 1

子供専用シートに表示されているマーク／
ラベルを確認して、基準に適合したシート
であることを確認する。

汎用（ユニバーサル）子供専用シートには、
次に示すマーク・ラベル類が表示されてい
ます。※

※表示されている位置・記号などは、商品に
より異なります。

手順 3
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■ ISOFIX 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別）

ISOFIX 対応子供専用シートであること
を示す表示

サイズ等級が示されています。（表示され
る文字は、製品により異なります）

 で確認したサイズ等級に適合し
ているものを選択してください。

汎用（ユニバーサル）子供専用シートの
認可マーク

UNIVERSALは汎用品の認可であること
をあらわし、併せて、対象となるお子さ
まの体重の範囲が記載されています。

トップテザー（�P. 187）を示すマーク

商品の取り付け装置の位置により、意匠
は異なります。

手順 2

A-ISO/F3 全高前向き幼児用チャイルドシート

B-ISO/F2 低型前向き幼児用チャイルドシート

B1-ISO/F2X
低型前向き幼児用チャイルドシート
（B-ISO/F2と別形状のもの）

C-ISO/R3 大型後向き幼児用チャイルドシート

D-ISO/R2 小型後向き幼児用チャイルドシート

E-ISO/R1 後向き乳児用チャイルドシート

F-ISO/L1 左向き位置用チャイルドシート（キャリコット）

G-ISO/L2 右向き位置用チャイルドシート（キャリコット）
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■助手席に子供専用シートを取り付けるとき

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートを次
のように調整し、子供専用シートを前向きに取り付けてください。

ガソリン車

ハイブリッド車

■キャリコットについて

キャリコットは横向きに取り付けることのできるベビーシートのことです。詳
しくは子供専用シート製造業者または販売業者におたずねください。

●背もたれを直立状態にする

●シートをいちばんうしろに下げる

●シートベルトの高さをいちばん低い位置
まで下げる

●ヘッドレストを取りはずす

●背もたれを直立状態にする

●シートをいちばんうしろに下げる

●シートベルトの高さをいちばん低い位置
まで下げる
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警告

■子供専用シートを使用しない場合

●子供専用シートを使用しないときであっても、シートに適切にしっかりと取り
付けた状態にしてください。シートにしっかりと固定されていない状態で客室
内に置くことは避けてください。固定されていないと、急ブレーキや衝突時な
どに子供専用シートが動いて乗員にあたるなどして、生命にかかわる重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。

●子供専用シートの取りはずしが必要な場合は、車両からはずして保管するか、
荷室内に収納し、しっかりと固定しておいてください。固定されていないと、
急ブレーキや衝突時などに子供専用シートが動いて乗員にあたるなどして、生
命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。
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1

チャイルドシートの取り付け

シートベルトを正しく着用できない小さなお子さまを乗せるときは、
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ
イルドシートはセカンドシート、またはサードシートに取り付けてく
ださい。
取り付け方法は、必ず商品付属の取扱説明書に従ってください。

シートベルトによる取り付け
（� P. 188）

ISOFIX 対応チャイルドシー
ト固定専用バー（� P. 190）

セカンドシートの外側の座席に装
備されています。（固定専用バーが
装備されていることを示すタグが
シートに付いています。）

トップテザーアンカー
（� P. 191）

テザーベルトを固定するときに使
います。
トップテザーアンカーはセカンド
シートの外側の座席に装備されて
います。

トップテザーアンカー

テザーベルト
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シートベルトで固定する

背もたれの角度を調整する。
●背もたれをいちばん前にします。（7 人乗りパワーシート装着
車）

●いったん背もたれを前に倒してから、一段目の固定位置まで起
こします。（7人乗りマニュアルシート装着車、8人乗り車）

ヘッドレストをいちばん上まで上
げる。

チャイルドシート本体をセカンド
シートに置く。
セカンドシートの背もたれとの間に
すき間ができないようにしてくださ
い。

シートベルトを引き出し、ねじれ
がないか確認しながら、シートベ
ルト通し位置に通す。
シートベルトの通し方は、商品によっ
て異なるため、必ず商品付属の取扱説
明書に従ってください。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで挿し
込む。ベルトがねじれていないよ
うにする。
チャイルドシートに付属の取扱書に
したがい、シートベルトをチャイルド
シートにしっかりと固定させてくだ
さい。

チャイルドシートにシートベルト
の固定装置が備わっていない場合
は、ロッキングクリップ（別売）を
使用して固定する。
ロッキングクリップの購入にあたっ
ては、トヨタ販売店にご相談くださ
い。（ロッキングクリップ 品番 : 
73119-22010）

取り付け後はチャイルドシートを前後左右にゆすり、しっかりと固定さ
れていることを確認してください。

手順 5
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ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バー＆トップテザーアンカーで固定する

背もたれの角度を調整する。
チャイルドシートが取り付けられる
角度まで倒します。

･マニュアルシートは、背もたれが固
定されていることを確認します。

ヘッドレストをいちばん上まで上
げる。

固定専用バーの位置を確認して、
チャイルドシートをシートに取り
付ける。
固定専用バーは、シートクッションと
背もたれの間にあります。

チャイルドシートの取り付け金具を
チャイルドシート固定専用バーに取
り付けます。
取り付け方法は、それぞれの商品付属
の取扱説明書に従ってください。

手順 1

手順 2

手順 3
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1

背もたれの角度を調整する。
チャイルドシートが安定するまで起
こします。

･マニュアルシートは、背もたれが固
定されていることを確認します。

トップテザーアンカーにフックを
固定し、テザーベルトを締める。
テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されているか確認しま
す。

ヘッドレストをいちばん下まで下
げる。

取り付けたチャイルドシートを前
後左右にゆすり、確実に取り付け
られていることを確認する。

手順 4

手順 5

トップテザーアンカー

手順 6

手順 7
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警告

■チャイルドシートについて

●事故や急停止の際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大き
さに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。お子さ
まを腕の中に抱くのはチャイルドシートの代わりにはなりません。事故の際、
お子さまがフロントウインドウガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれが
あります。

●お子さまの年齢や体の大きさに合ったチャイルドシートを使用してセカンド
シートまたはサードシートに取り付けてください。

●たとえチャイルドシートに座らせていても、ドアやシート、フロントピラー、
ルーフサイドレール付近にお子さまの頭や体のどの部分ももたれかけないよ
うにしてください。SRSエアバッグがふくらんだ場合、大変危険であり、重
大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●チャイルドシートによっては、取り付けができない、または取り付けが困難な
場合があります。必ずチャイルドシートに付属の取扱書をよくお読みのうえ、
確実に取り付け、使用方法を守ってください。使用方法を誤ったり、確実に固
定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

■チャイルドシートを取り付けるときは

●お子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一ベルトが首に巻き付い
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。
誤ってそのような状態になってしまい、バックルからシートベルトがはずせな
い場合は、ハサミなどでシートベルトを切断してください。

●シートベルトとバックルが固定されていて、ベルトがねじれていないか確認し
てください。

●チャイルドシートを前後左右にゆすって、しっかり固定されているかを確認し
てください。
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警告

■チャイルドシートを取り付けるときは

●運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付けられ
ない場合は、助手席側のセカンドシート
に取り付けてください。

●助手席にはチャイルドシートをうしろ向きに取り付けないでください。
うしろ向きに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグがふく
らんだとき、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。
助手席側のサンバイザーに、同内容の警告文が表示されています。あわせて
ご覧ください。
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警告

■チャイルドシートを取り付けるときは

●ジュニアシートを使用している場合は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の中心
にくるようにしてください。ベルトを首から離すとともに肩から落ちないよう
にしてください。お守りいただかないと事故や急ブレーキの際に重大な傷害や
死亡につながるおそれがあり危険です。

● ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するときは、周辺に障害物
が無いか、シートベルトが挟まっていないかなどを確認してください。

注意

■サイドリフトアップシート装着車のトップテザーアンカーについて

●やむを得ず助手席に前向きにチャイルド
シートを取り付ける場合には、助手席
シートをいちばんうしろに下げて取り付
けてください。
助手席SRSエアバッグはかなりの速度と
力でふくらむので、お守りいただかない
と、重大な傷害を受けたり、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

使用しないときはフタを確実に閉めてくだ
さい。開けたままにしておくとフタが破損
するおそれがあります。
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2-1. 運転のしかた

運転にあたって

2-1. 運転

安全運転を心がけて、次の手順で走行してください。

ガソリン車

■エンジンをかける（�P. 210）
ハイブリッド車

■ハイブリッドシステムを始動する（�P. 214）
■発進する

ブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーをDにする。
（�P. 223、228）

パーキングブレーキを解除する。 （�P. 232）

ブレーキペダルから徐々に足を離し、アクセルペダルをゆっ
くり踏み発進する。

■停車する
ガソリン車

シフトレバーはDのまま、ブレーキペダルを踏む。
必要に応じて、パーキングブレーキをかける。
長時間停車する場合は、シフトレバーをPまたはNにする。

（�P. 223、228）

ハイブリッド車
シフトレバーはDのまま、ブレーキペダルを踏む。
必要に応じて、パーキングブレーキをかける。
長時間停車する場合は、シフトレバーをPにします。（�P. 223、228）

■駐車する
シフトレバーはDのまま、ブレーキペダルを踏む。
パーキングブレーキをかける。 （�P. 232）
シフトレバーをPにする。 （�P. 223、228）

手順 1

手順 2

手順 3

手順 1

手順 2

手順 1

手順 2

手順 1

手順 2

手順 3
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上り坂の発進のしかた

パーキングブレーキをしっかりかけ、シフトレバーをDにする。
アクセルペダルをゆっくり踏む。
車が動き出す感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し発
進する。

ガソリン車
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをOFFにしてエン
ジンを停止する。
電子キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する。
坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め※を使用してく
ださい。
※輪止めはトヨタ販売店で購入することができます。

ハイブリッド車
“ パワー ”スイッチをOFFにしてハイブリッドシステムを停
止する。
電子キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠する。
坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止め※を使用してく
ださい。
※輪止めはトヨタ販売店で購入することができます。

手順 4

手順 5

手順 4

手順 5

手順 1

手順 2

手順 3
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知識

■ヒルスタートアシストコントロール（ガソリン車）＊について

ヒルスタートアシストコントロールにより、急な上り坂やすべりやすい上り坂
からの発進を容易に行うことができます。（�P. 311）

■燃費を良くする走り方（ハイブリッド車）

ハイブリッド車も急加速を控えるなど、通常のガソリン車と同様の心がけが必
要です。P. 55の　「ハイブリッド車運転のアドバイス」を参照してください。

■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラスが曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してください。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりやすいため、慎重に走行してください。

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと路面の間に水膜が発生し、ハンドルやブ
レーキが効かなくなるおそれがあるので、スピードは控えめにしてください。

■走行中のエンジン回転数について（ガソリン車）

以下の場合、走行中にエンジン回転数が高くなることがあります。これは走行
状況にあわせてシフトアップの制限、またはシフトダウンの実施を自動的に行
うためで、急加速を示すものではありません。

●車両が上り坂、または下り坂を走行していると判断したとき

●アクセルペダルを離したとき

■運転標識の取り付け

磁石式の初心者運転標識や高齢者運転標識などをアルミボデー部に取り付ける
ことはできません。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■環境に配慮した運転をするには（ガソリン車）

警告

■シフトレバーを操作するときは

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
シフトレバーが Ｐ または Ｎ 以外にあると、車が急発進して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

■発進するときは

車が動き出すことによる事故を防ぐため、エンジンがかかったまま<READYイ
ンジケーターが点灯している状態で > 停車しているときは、常にブレーキペダ
ルを踏んでいてください。
クリープ現象で車が動き出すのを防ぎます。

環境に配慮した運転をしているとき、エコド
ライブインジケーターランプが点灯します。
必要以上にアクセルペダルを踏んだときや
停車中は消灯します。
次の場合、エコドライブインジケーターラン
プは作動しません。

●シフトポジションがD以外のとき

●車速が約100km/h 以上のとき
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警告

■運転するときは

●踏み間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな
い状態で運転しないでください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車が急発進して思わ
ぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
･ 後退するときは体をひねった姿勢となるため、ペダルの操作がしにくくな
ります。ペダル操作が確実にできるよう注意してください。
･ 車を少し移動させるときも正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク
セルペダルが確実に踏めるようにしてください。
･ ブレーキペダルは右足で操作してください。左足でのブレーキ操作は緊急
時の反応が遅れるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●ハイブリッド車は電気モーターでの走行時にエンジン音がしないため、周囲の
人が車両の接近に気がつかない場合があります。車両接近通報装置をONにし
ても、周囲の騒音などが大きい場合は、車両の接近に気がつかない場合があり
ますので、十分注意して運転してください。

●燃えやすいものの上を走行したり、可燃物付近に車を停めたりしないでくだ
さい。
排気管や排気ガスは高温になり、可燃物が近くにあると火災につながるおそ
れがあり危険です。

●前進側のシフトレバーのまま惰性で後退したり、Rのまま惰性で前進すること
は絶対にやめてください。
思わぬ事故や故障につながるおそれがあります。

●車内で排気ガス臭に気づいたら、ドアガラスを開け、バックドアが閉まってい
ることを確認してください。多量の排気ガスが眠気を招き事故の原因になるほ
か、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けてください。
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警告

●車両が動いているあいだは、シフトレバーをPに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくな
るおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シフトレバーをRに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくな
るおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シフトレバーをＤに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与えたり、車両のコントロールができなくな
るおそれがあります。

●走行中にシフトレバーをNにすると、トランスミッションとエンジン<ハイブ
リッドシステム > の動力伝達が解除され、エンジンブレーキが効かなくなり
ます。

●通常走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン
を停止してもハンドルやブレーキの操作は可能ですが、操作力補助がなくな
り、ハンドルとブレーキの操作が困難になります。安全を確認した上で、すみ
やかに道路脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止することができないような緊急時は、P. 543
を参照してください。（ガソリン車）

●通常走行時は、走行中にハイブリッドシステムを停止しないでください。走行
中にハイブリッドシステムを停止してもハンドルやブレーキの操作は可能で
すが、ハンドルの補助力がなくなり、ハンドル操作が困難になります。安全を
確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止することができないような緊急時は、P. 543
を参照してください。（ハイブリッド車）

●急な下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。
フットブレーキを連続して使いすぎると、ブレーキがオーバーヒートして正常
に機能しなくなります。（�P. 222、228）

●すべての乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないようにしてくださ
い。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
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警告

●走行中はハンドル・シート・ドアミラー・インナーミラーの調整をしないでく
ださい。
運転を誤り、思わぬ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

●オフロード走行をしないでください。
やむを得ずオフロードを走行するときは、慎重に運転してください。

●渡河などの水中走行はしないでください。
電装品のショートやエンジン<ハイブリッドシステム>の破損など、重大な
車両故障の原因となるおそれがあります。

●シートの上や付近に荷物を置いて走行しないでください。
急ブレーキをかけたときや、旋回しているときなどに荷物が飛び出して乗員に
あたったり、荷物を破損したり、荷物に気をとられたりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

■すべりやすい路面を運転するときは

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルはタイヤがスリップし、車両の制御ができな
くなり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●急激なアクセル操作、シフトチェンジによるエンジンブレーキやエンジン回転
数の変化は、車が横すべりするなどして、思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

●水たまり走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキが正常に働くことを
確認してください。ブレーキパッドがぬれるとブレーキの効きが悪くなった
り、ぬれていない片方だけが効いたりしてハンドルをとられ、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

■シフトレバーを操作するときは

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
シフトレバーが Ｐ または Ｎ 以外にあると、車が急発進し、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。
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警告

■継続的にブレーキ付近から警告音（キーキー音）が発生したときは

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してくださ
い。必要なときにパッドの交換が行われないと、ローターの損傷につながる場
合があります。

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し
ていきます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引き起こすばかりでなく、事
故につながるおそれがあります。

■停車するときは

●空ぶかしをしないでください。（ガソリン車）
シフトレバーがPまたはN以外にあると、車が急発進して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●不必要にアクセルペダルを踏み込まないでください。（ハイブリッド車）
シフトレバーがＰまたはＮ以外にあると、車が急発進して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●長時間エンジンをかけたまま<長時間READYインジケーターが点灯したま
ま > にしないでください。どうしても必要な場合は、開かれた場所に車を停
め、排気ガスが車内に入ってこないことを確認してください。

●車が動き出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中 <READY インジ
ケーターが点灯しているとき > は常にブレーキペダルを踏み、必要に応じて
パーキングブレーキをかけてください。

●坂道で停車するときは、前後に動き出して事故につながるのを防ぐため、常に
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。

●停車中に空ぶかしをしないでください。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあると火災につながるおそれがあり危険です。
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警告

■駐車するときは

●必ずパーキングブレーキをしっかりとかけて、シフトレバーを P にしてくだ
さい。P にしておかないと、車が動き出したり、誤ってアクセルペダルを踏
んだときに急発進するおそれがあります。また、車から離れるときは、必ずエ
ンジン<ハイブリッドシステム>を停止し、施錠してください。
ハイブリッド車は走行できる状態（READY インジケーターが点灯している
状態）になっていても、音や振動がない場合があります。

●炎天下では、メガネ・ライター・スプレー缶・炭酸飲料の缶などを車内に放置
しないでください。
放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがもれたり、出火する
･ プラスチックレンズ・プラスチック素材のメガネが、変形またはひび割れ
を起こす
･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚したり、電気部品がショートする原因に
なる

●ライターを車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込
んだりシートを動かしたときにライターの操作部が誤作動し、火災につながる
おそれがあり危険です。

●ウインドウガラスなどには吸盤を取り付けないでください。また、インストルメ
ントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、車両火災につながるおそれがあり危険です。

●シルバー色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウ
インドウを開けたまま放置しないでください。直射日光が曲面ガラスの内側
に反射し、レンズの働きをして火災につながるおそれがあり危険です。

●エンジン回転中<READYインジケーターが点灯しているとき>またはエンジ
ン<ハイブリッドシステム>停止直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。

●降雪時や雪が積もった場所では、エンジンをかけたまま<ハイブリッドシステ
ムを作動させたまま > にしないでください。まわりに積もった雪で排気ガス
が滞留して車内に入り、重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。
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■排気ガスについて

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸化炭素（CO）が含まれているため、排気
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。

●排気が悪い場所ではエンジン<ハイブリッドシステム>を停止してください。
特に車庫内など囲まれた場所では排気ガスが充満し、重大な健康障害や死亡に
至るおそれがあり危険です。

●排気管はときどき点検してください。排気管の腐食などによる穴や亀裂、およ
び継ぎ手部の損傷、また、排気音の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売
店で点検整備を受けてください。そのまま使用すると排気ガスが車内に侵入
し、重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。

■仮眠するときは

必ずエンジン<ハイブリッドシステム>を停止してください。
エンジンをかけたまま<READY インジケーターが点灯した状態のまま>仮眠
すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アクセルペダルを踏み込んだり
して、事故やエンジン<ハイブリッドシステム>の異常過熱による火災が発生
するおそれがあります。さらに、風通しの悪い場所に止めると、排気ガスが車
内に侵入し、重大な健康障害や死亡に至るおそれがあり危険です。
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警告

■ブレーキをかけるときは

●ブレーキがぬれているときは、普段よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離が長くなり、ブレーキのかかりに、左右の
違いが出るおそれがあります。また、パーキングブレーキがしっかりとかから
ないおそれもあります。

●万一エンジンの停止などによりブレーキ倍力装置が機能しないときは、他の車
に近付いたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてください。
（ガソリン車）
この場合ブレーキは作動しますが、通常よりも強く踏む必要があります。また
制動距離も長くなります。ただちにブレーキの修理を受けてください。

●万一エンジンが停止したときは、ブレーキペダルをくり返し踏まないでくださ
い。（ガソリン車）
ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシスト力の蓄えを使い切ってしまいます。
この場合ブレーキは作動しますが、通常よりもブレーキペダルを強く踏む必要
があります。また制動距離も長くなります。

●電子制御ブレーキシステムが機能しないときは、他の車に近付いたりしないで
ください。また、下り坂や急カーブを避けてください。（ハイブリッド車）
この場合ブレーキは作動しますが、通常よりもブレーキペダルを強く踏む必要
があります。また制動距離も長くなります。ただちにブレーキの修理を受けて
ください。

●ブレーキシステムは2つの独立したシステムで構成されており、一方の油圧シ
ステムが故障しても、もう一方は作動します。この場合、ブレーキペダルを通
常より強く踏む必要があり、制動距離が長くなります。ただちにブレーキの修
理を受けてください。（ガソリン車）

●ブレーキシステムは2つ以上の独立したシステムで構成されており、1つの油
圧システムが故障しても、のこりは作動します。この場合、ブレーキペダルを
通常より強く踏む必要があり、制動距離が長くなります。ただちにブレーキの
修理を受けてください。（ハイブリッド車）



207

2-1. 運転のしかた

2

運
転
す
る
と
き
に

警告

■万一脱輪したときは（ガソリン車は4WDオートモード作動時）

いずれかのタイヤが宙に浮いているときは、むやみに空転させないでください。
駆動系部品の損傷や車両の飛び出しによる思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。
脱出できないときは、トヨタ販売店または専門業者へご連絡ください。

注意

■運転中は

●運転中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合が
あります。

●坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー
キペダルを同時に踏んだりしないでください。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングモーターの損傷を防ぐため、ハンドルをいっぱいにまわし
た状態を長く続けないでください。

●ディスクホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するときは、できる
だけゆっくり走行してください。
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注意

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損傷が考えられます。ハンドルをしっかり
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な音や振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法はP. 487を参照してください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のような重大な損傷を受けるおそれがあるた
め、走行しないでください。

●エンストする

●電装品がショートする

●水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったときは必ずトヨタ販売
店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●エンジン、トランスアクスル、トランスファー（4WD車）、ディファレンシャ
ルなどのオイルやフルードの量および質の変化（ガソリン車）

●エンジン・ハイブリッド用トランスミッションなどのオイルやフルードの量お
よび質の変化（ハイブリッド車）

●プロペラシャフト（ガソリン車の4WD車）、各ベアリング・各ジョイント部
などの潤滑不良
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エンジン（イグニッション）スイッチ（ガソリン車）

電子キーを携帯して次の操作を行うことで、エンジンの始動または
“エンジン スタート ストップ”スイッチのモードを切りかえることが
できます。

■エンジンの始動方法
パーキングブレーキがかかっていることを確認する。
シフトレバーがＰの位置にあることを確認する。
ブレーキペダルをしっかり踏む。
“エンジン スタート ストップ”スイッチ上のインジケーターが緑色に
点灯します。
緑色に点灯していないと、エンジンは始動しません。

“エンジン スタート ストップ”
スイッチを押す。
完全にエンジンが始動するまでブ
レーキペダルを踏み続けてくださ
い。

“エンジン スタート ストップ”ス
イッチのどのモードからでもエン
ジンを始動できます。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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■エンジンの停止方法
車両を停止させる。
シフトレバーをＰの位置にする。
パーキングブレーキをかける。（�P. 232）
“エンジン スタート ストップ”スイッチを押す。
ブレーキペダルからゆっくり足を離して“ エンジン スタート
ストップ ”スイッチ上のインジケーターが消灯していること
を確認する

■“エンジン スタート ストップ”スイッチ切りかえ
ブレーキペダルを踏まずに“エンジン スタート ストップ”スイッ
チを押すと、モードを切りかえることができます。（スイッチを押
すごとにモードが切りかわります）

OFF※

非常点滅灯が使用できます。

アクセサリーモード

アクセサリーソケットなどの電装
品が使用できます。

スイッチ上のインジケーターが橙
色に点灯します。

イグニッションONモード

すべての電装品が使用できます。

スイッチ上のインジケーターが橙
色に点灯します。
※シフトレバーが P 以外のときは
アクセサリーモードになり、
OFFになりません。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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シフトレバーがＰ以外でエンジンを停止したときは

シフトレバーがＰ以外でエンジンを停止させた場合、エンジンは停止し
ますが、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチのモードはOFFになりませ
ん。次の手順でOFFにしてください。

 パーキングブレーキがかかっていることを確認する。
 シフトレバーをＰの位置にする。
 “ エンジン スタート ストップ ”スイッチのインジケーターが橙色
に点灯していることを確認し、“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチを１回押す。

 “ エンジン スタート ストップ ”スイッチのインジケーターが消灯
していることを確認する。

知識

■ステアリングロックを解除するには

■エンジンが始動しないときは

イモビライザーシステムが解除されていない可能性があります。（�P. 159）
トヨタ販売店へご連絡ください。

■“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ上のインジケーターが橙色に点滅した
ときは

システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け
てください。

■自動電源OFF機能

シフトレバーがＰにあるとき1時間以上アクセサリーモードにしたままにして
おくと、“エンジン スタート ストップ ”スイッチが自動でOFFになります。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

ステアリングを左右に動かしながら、“ エン
ジン スタート ストップ ”スイッチを押し
てください。

ステアリングロックが解除されていないと
きは“ エンジン スタート ストップ ”スイッ
チのインジケーターが緑色に点滅します。
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■クランキングホールド機能

エンジン始動操作をしてすぐ手を離すと、エンジンが始動するまでスターター
の回転を最大25秒間保持します。
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチを押したままでも、スターターの回転
は最大で約25秒間です。約25秒経過してもエンジンが始動しない場合は、ス
ターターの回転を停止します。その場合は、もう一度エンジンの始動操作をし
てください。

■電子キーの電池の消耗について

�P. 63

■電子キーの電池が切れたときは

�P. 521

■スマートエントリー＆スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況

�P. 68

■ご留意いただきたいこと

�P. 64

警告

■エンジンを始動するときは

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな
いでください。思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

■緊急時のエンジン停止方法

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、“ エンジン スタート ストップ ”
スイッチを 3 秒以上押し続けるか、素早く 3 回以上連続で押してください。
（�P. 543）
ただし、緊急時以外は走行中に“ エンジン スタート ストップ ”スイッチにふ
れないでください。走行中にエンジンを停止してもハンドルやブレーキの操作
は可能ですが、操作力補助がなくなり、ハンドルとブレーキの操作が困難にな
ります。安全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。
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注意

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンがかかっていないときは、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチを
アクセサリーモードまたはイグニッション ON モードにしたまま長時間放置し
ないでください。

■エンジンを始動するとき

●エンジンが冷えた状態で空ぶかししないでください。

●もしエンジンが始動しにくかったり、頻繁にエンストする場合は、ただちにト
ヨタ販売店で点検を受けてください。 



214

2-1. 運転のしかた

パワー（イグニッション）スイッチ（ハイブリッド車）

電子キーを携帯して次の操作を行うことで、ハイブリッドシステムの
始動または“パワー”スイッチのモードを切りかえることができます。

■ハイブリッドシステムの始動方法
パーキングブレーキがかかっていることを確認する。
シフトレバーがＰの位置にあることを確認する。
ブレーキペダルをしっかり踏む。
“パワー”スイッチ上のインジケーターが緑色に点灯します。
緑色に点灯していないと、ハイブリッドシステムは始動しません。

“パワー”スイッチを押す。
READY インジケーターが点灯す
れば、ハイブリッドシステムは正
常に始動しています。

完全にハイブリッドシステムが始
動するまでブレーキペダルを踏み
続けてください。

“パワー”スイッチのどのモードか
らでもハイブリッドシステムを始
動できます。

READYインジケーターが点灯したことを確認する。
READYインジケーターが消灯している状態では走行できません。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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■ハイブリッドシステムの停止方法
車両を停止させる。
シフトレバーをＰの位置にする。
パーキングブレーキをかける。（�P. 232）
“パワー”スイッチを押す。
ブレーキペダルからゆっくり足を離して“パワー”スイッチ
上のインジケーターが消灯していることを確認する。

■“パワー”スイッチ切りかえ
ブレーキペダルを踏まずに“パワー”スイッチを押すと、モードを
切りかえることができます。（スイッチを押すごとにモードが切り
かわります）

OFF※

非常点滅灯が使用できます。

アクセサリーモード

アクセサリーソケットなどの電装
品が使用できます。

スイッチ上のインジケーターが橙
色に点灯します。

ONモード

すべての電装品が使用できます。

スイッチ上のインジケーターが橙
色に点灯します。
※：シフトレバーがP以外のときは
アクセサリーモードになり、
OFFになりません。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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シフトレバーがＰ以外でハイブリッドシステムを停止したときは

シフトレバーがＰ以外でハイブリッドシステムを停止させた場合、ハイ
ブリッドシステムは停止しますが、“ パワー ”スイッチのモードはOFF
になりません。次の手順でOFF にしてください。

 パーキングブレーキがかかっていることを確認する。
 シフトレバーをＰの位置にする。
 “ パワー ”スイッチのインジケーターが橙色に点灯しているこ
とを確認し、“ パワー ”スイッチを１回押す。
 “ パワー ”スイッチのインジケーターが消灯していることを確
認する。

知識

■ステアリングロックを解除するには

■自動電源OFF機能

シフトレバーが P にあるとき、1 時間以上アクセサリーモードか ON モード
（ハイブリッドシステムが始動していない状態）にしたままにしておくと、“パ
ワー”スイッチが自動でOFF になります。
ただし、自動電源 OFF 機能は、補機バッテリーあがりを完全に防ぐものでは
ありません。ハイブリッドシステムが始動していないときは、“パワー”スイッ
チをアクセサリーモードまたはONモードにしたまま長時間放置しないでくだ
さい。

■高電圧リレーの音について

ハイブリッドシステム始動時および停止時に、駆動用電池付近から“コトン”、
“カチッ”などの音が聞こえることがあります。これは高電圧リレーの音で、異
常ではありません。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

ステアリングを左右に動かしながら、“ パ
ワー ”スイッチを押してください。

ステアリングロックが解除されていないと
きは“ パワー ”スイッチのインジケーター
が緑色に点滅します。
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■電子キーの電池の消耗について

�P. 63

■外気温が低いときは

ハイブリッドシステム始動時に READY インジケーターの点滅時間が長くなる
ことがあります。READY インジケーターが点灯すれば走行可能になりますの
で点灯するまでそのままお待ちください。

■スマートエントリー＆スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況

�P. 68

■ご留意いただきたいこと

�P. 64

■ハイブリッドシステムが始動しないときは

イモビライザーシステムが解除されていない可能性があります。（�P. 159）
トヨタ販売店へご連絡ください。

■“パワー”スイッチ上のインジケーターが橙色に点滅したときは

システムに異常があるおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け
てください。

■万一、READYインジケーターが点灯しないときは

正しい手順で始動操作を行ってもREADYインジケーターが点灯しない場合は、
ただちにトヨタ販売店へご連絡ください。

■ハイブリッドシステムに異常があるときは

�P. 475

■電子キーの電池が切れたときは

�P. 521

■“パワー”スイッチの操作について

“パワー”スイッチを操作する際は、短く確実に押してください。確実に押せて
いない場合は、モードの切りかえやハイブリッドシステムの始動ができない場
合があります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。
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警告

■ハイブリッドシステムを始動するときは

必ず運転席に座って行ってください。このとき決してアクセルペダルは踏まな
いでください。思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

■緊急時のハイブリッドシステム停止方法

走行中にハイブリッドシステムを緊急停止したい場合には、“ パワー ”スイッ
チを3秒以上押し続けるか、素早く3回以上連続で押してください。（�P. 543）
ただし、緊急時以外は走行中に“ パワー ”スイッチにふれないでください。走
行中にハイブリッドシステムを停止してもハンドルやブレーキの操作は可能で
すが、ハンドルの操作力補助がなくなり、ハンドル操作が困難になります。安
全を確認した上で、すみやかに道路脇に停車してください。

注意

■補機バッテリーあがりを防止するために

●ハイブリッドシステム停止中は、“パワー”スイッチをアクセサリーモードま
たはONモードにしたまま長時間放置しないでください。

●ハイブリッドシステム停止中に、“パワー”スイッチのインジケーターが消灯
していない場合、“パワー”スイッチがOFFになっていません。“パワー”ス
イッチをOFFにしてから車両を離れてください。

■ハイブリッドシステムを始動するとき

もしハイブリッドシステムが始動しにくい場合は、ただちにトヨタ販売店で点
検を受けてください。
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EVドライブモード（ハイブリッド車）

知識

■ガソリンエンジンが冷えているときのEVドライブモードの切りかえについて

ガソリンエンジンが冷えているときにハイブリッドシステムを始動した場合、
しばらくすると暖機運転のためガソリンエンジンが自動的に始動し、EVドライ
ブモードに切りかえることができなくなります。
ハイブリッドシステム始動操作後、READY インジケーターが点灯したら、ガ
ソリンエンジンが始動する前にEVドライブモードスイッチを押してください。

EV ドライブモードは、駆動用電池を使い電気モーターを駆動して走
行するモードです。早朝、深夜の住宅街や屋内の駐車場などで、エン
ジン音や排気ガスを気にすることなく走行することができます。

通常は車両接近通報装置がONになっているため、静かに走行したい
場合はOFF にしてください。（�P. 32）

EVドライブモードのON・OFF
を切りかえる
EVドライブモードになると、EVド
ライブモード表示灯が点灯します。

もう一度スイッチを押すと通常走
行（ガソリンエンジンと電気モー
ターによる走行）にもどります。
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■EVドライブモードの切りかえについて

次のとき※は EVドライブモードに切りかわらない場合があります。EVドライ
ブモードに切りかわらないときは、ブザーが鳴り、EVドライブモード表示灯が
点滅したあと、消灯します。

●ハイブリッドシステムが高温のとき
炎天下に駐車したあとや登降坂、高速走行後など

●ハイブリッドシステムが低温のとき
約0℃を下まわるような低温下に長時間駐車したあとなど

●ガソリンエンジンが暖機運転中のとき

●駆動用電池の充電量が低いとき

●車速が高いとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだときや坂道など

●フロントデフロスターを使用しているとき
※状況により、上記の他にも EVドライブモードに切りかわらない場合があります。

■EVドライブモードの自動解除について

EVドライブモードで走行中、次のときは自動的に通常走行（ガソリンエンジン
と電気モーターによる走行）になることがあります。EVドライブモードが解除
されるときは、ブザーが鳴り、EVドライブモード表示灯が点滅したあと、消灯
します。

●駆動用電池の充電量が低下したとき

●車速が約25km/h を超えたとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだときや坂道など

■EVドライブモードの走行可能距離

EV ドライブモードの走行可能距離は、車速約 25km/h 以下で、数百 m から
1km 程度です。（走行可能距離は、駆動用電池の充電量やハイブリッドシステ
ムの状況によって異なります）

■走行モード（�P. 229）の切りかえについて

EVドライブモードとエコドライブモードは併用することができます。
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■燃費について

ヴェルファイアハイブリッドは、通常走行（ガソリンエンジンと電気モーターに
よる走行）において、最も燃費がよくなるように制御されています。EV ドライ
ブモードを多用すると、燃費が悪くなることがあります。

警告

■EVドライブモードについて

EVドライブモードではエンジン音がしないため、周囲の人が車両の発進や接近
に気がつかない場合があります。特に車両接近通報装置をOFFにしている場合
は、十分注意して運転してください。
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オートマチックトランスミッション（ガソリン車）

状況に応じてシフトポジションをお選びください。

■シフトレバーの動かし方
2AZ-FE エンジン搭載車

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションON
モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作します。

2GR-FE エンジン搭載車

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションON
モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作します。
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■シフトポジションの使用目的

※1 Dポジションを使用することで、その時の走行状況に最適な変速比・ギヤ段
が自動で選択されます。通常はDポジションを使用してください。

※2 Sモードはシフトレンジを選択することで、使用するギヤ段の上限を制限し、
エンジンブレーキ力を切りかえたり、高速ギヤ段への不要なシフトアップを
抑えた走行ができます。

■エコドライブモードの選択

エコドライブモード
車両駆動力とエアコンの作動を抑
え、燃費を向上させる走行に適し
ています。
ECO MODE表示灯が点灯します。

･もう一度スイッチを押すと、通常
走行モードにもどります。
･エコドライブモードがONの状
態は“ エンジン スタート ストッ
プ ”スイッチをOFFにしても記
憶されています。

シフトポジション
目的

2AZ-FE エンジン搭載車 2GR-FE エンジン搭載車

P 駐車またはエンジン始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

M

7速スポーツ
シーケンシャルシフト
マチックモード走行
(�P. 224)

S Sモード走行※2
(�P. 224)
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7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモードでの変速段切りかえ

シフトレバーをMの位置にして、シフトレバーを操作します。
（2AZ-FE エンジン搭載車）

シフトアップ
シフトダウン

シフトレバーを操作するごとに 1 段
ずつ変速します。
1 ～ 7 の間で選択されている変速段
がメーターに表示されます。

Sモードでのシフトレンジ切りかえ

シフトレバーをSの位置にして、シフトレバーを操作します。
（2GR-FE エンジン搭載車）

シフトレンジアップ
シフトレンジダウン

シフトレバーを操作するごとに 1 レ
ンジずつかわります。
シフトレバーをシフトレンジアップ
側へ保持すると 6 レンジに設定され
ます。
1 ～ 6 の間で選択されているシフト
レンジがメーターに表示されます。

Sポジションへ操作したときの初期シフトレンジは車速に応じて5レン
ジもしくは 4 レンジに設定されます。ただし、D ポジションにて AI-
SHIFT 制御中はそれに従い、初期のシフトレンジが 3 レンジになる場
合があります。(�P. 227)
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■シフトレンジ機能（2GR-FE エンジン搭載車）
● 車速や走行状況に応じて、1～6のシフトレンジを自動的に選択しま
す。ただし、選択したシフトレンジに応じて最高ギヤ段は制限されま
す。

● エンジンブレーキ力は、6段階から選択が可能です。

● より大きなエンジンブレーキ力を使用するときは、シフトレンジの数
字を小さくしてください。

知識

■7速スポーツシーケンシャルシフトマチックに関する自動変速について
（2AZ-FE エンジン搭載車）

●エンジン回転数が上がりすぎないように自動的に 1 段シフトアップされま
す。

●エンジン回転数が下がりすぎないように自動的に 1 段シフトダウンされま
す。

■Sモードに関する自動変速について（2GR-FE エンジン搭載車）

●エンジン回転数が上がりすぎないように自動的に1レンジずつシフトレンジ
アップされます。

●トランスミッションフルードの温度が高くなると、オートマチックトランス
ミッションの保護のため、自動的にシフトレンジアップされます。
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■シフトダウン制限警告ブザー
（7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード、またはSモード走行時）

安全や走行性能を確保するため、シフト操作には制限があり、シフトレバーを
操作してもシフトできない場合があります。シフト操作によるシフトダウン（Ｓ
モードはシフトレンジダウン）が行われない場合は警告ブザーが鳴ります。

■リバース警告ブザー

シフトレバーをRに入れるとブザーが鳴り、Ｒにあることを運転者に知らせま
す。

■シフトレバーをPからシフトできないときは

�P. 519

■レーダークルーズコントロール＊またはクルーズコントロール＊を使って走行
しているとき

2AZ-FE エンジン搭載車：
エンジンブレーキを目的に 7 速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード
走行中で M6 または M5、M4 へシフトダウンしてもクルーズコントロールが
解除されないためエンジンブレーキは効きません。（�P. 271）

2GR-FE エンジン搭載車：
エンジンブレーキを目的にSモードで走行中に5または4にシフトダウンして
もクルーズコントロールまたはレーダークルーズコントロールが解除されない
ためエンジンブレーキは効きません。（�P. 271, 281）

■シフトレバーをM、またはSにしても、シフトポジション・シフトレンジ表示部
にM、またはS表示灯が点灯しないときは 

システム異常のおそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。この場合、シフトレバーをDにしているときと同じ制御になります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■Ｍポジションで走行中に停車したときは
（7速スポーツシーケンシャルシフトマチックモード走行時）

･ 停車すると自動的にＭ1にシフトダウンされます。
･ 停止後走行するときはＭ1からの発進となります。
･ 停止後はＭ1に固定されます。

■NAVI・AI-SHIFT＊について

ナビゲーションシステムの機能を利用した、高度な自動変速制御の機能です。使
用方法は別冊「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

■AI-SHIFT について

●AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に適切な変速比・
ギヤ段切りかえを行います。

●AI-SHIFTは、シフトレバーをDにしているときに自動的に作動します。シフ
トレバーをM（2AZ-FE エンジン搭載車）、またはS（2GR-FE エンジン搭
載車）にすると、機能が解除されます。

警告

■すべりやすい路面では

急なアクセル操作や、エンジンブレーキ力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因となりますので注意してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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トランスミッション（ハイブリッド車）

状況に応じてシフトポジションをお選びください。

■シフトレバーの動かし方

“ パワー ”スイッチがONモードの状態で、ブレーキペダルを
踏んだまま操作します。
ＰとＤのあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全
に止めてから行ってください。

■シフトポジションの使用目的

※ 燃費向上や騒音の低減のために、通常はDポジションを使用してください。

シフトポジション 目的

P 駐車またはハイブリッドシステムの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※

S 坂道走行

B 急な下り坂走行
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知識

■エコドライブモードのエアコン作動について

エコドライブモードは暖房／冷房の作動や風量を抑制して、燃費向上を図って
います。
空調の効きをより良くしたいときは、風量の調整、またはエコドライブモード
の解除してください。

■リバース警告ブザー

シフトレバーをRに入れるとブザーが鳴り、Ｒにあることを運転者に知らせま
す。

■エコドライブモードの選択
エコドライブモードは車両駆動力とエアコン（暖房 /冷房）の作動を
抑え、燃費を向上させる走行に適しています。

エコドライブモードスイッチを
押す

通常にくらべてアクセルペダル
の踏み込みに対するトルクの発
生がゆるやかになり、またエア
コン（暖房／冷房）の作動を抑
え、燃費を向上させる走行に適
しています。
スイッチを押すと、メーター内の
ECO MODE表示灯が点灯します。

通常走行モードにもどすときは再度
スイッチを押します。
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■シフトレバーをPからシフトできないときは

�P. 519

■クルーズコントロール＊またはレーダークルーズコントロール＊を使用して走
行しているとき

エンジンブレーキを目的に Ｄ で走行中に Ｓ にしても、クルーズコントロール
またはレーダークルーズコントロールが解除されないためエンジンブレーキは
効きません。（�P. 271、281）

■EVドライブモード時の走行モードの切りかえについて

�P. 219

警告

■すべりやすい路面では

急なアクセル操作や、シフト操作を行わないでください。エンジンブレーキ力
の急激な変化が、横すべりやスピンの原因になりますので注意してください。

注意

■駆動用電池の充電について

シフトレバーがＮでは、ガソリンエンジンが回転していても駆動用電池は充電
されないため、Ｎ で長時間放置すると駆動用電池の残量が低下し、走行不能に
なるおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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方向指示レバー

知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったときは

方向指示灯の電球が切れていないか確認してください。

左折
右折
左側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで左側方向指示灯
が点滅します。

右側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで右側方向指示灯
が点滅します。
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パーキングブレーキ

知識

■パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー

 �P. 468

■冬季のパーキングブレーキの使用について

�P. 322

警告

■走行前の注意

パーキングブレーキを完全に解除してください。
パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブレー
キの効きが悪くなったり、早く摩耗したりするおそれがあります。

パーキングブレーキをかける

右足でブレーキペダルを踏みなが
ら、左足でパーキングブレーキペ
ダルをいっぱいまで踏み込みま
す。

パーキングブレーキを解除す
る

パーキングブレーキがかかってい
る状態で、再度パーキングブレー
キを踏み込みます。
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ホーン（警音器）

知識

■ハンドル位置を調整したあとは

ハンドルが確実に固定されていることを確認してください。
固定が不十分だとホーンが鳴らない場合があります。（�P. 141）

ハンドルの 周辺部を押
すとホーンが鳴ります。
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計器類

ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車
（ガソリン車）

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッション ON モードにすると
メーターが点灯します。

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ
走行に関する様々な情報を表示します。（�P. 245）
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オドメーター、トリップメーター
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーター
リセットしてからの走行距離を表示します。
区間距離は、トリップA、トリップBの2種類で使い分けることができます。

外気温表示
外気温度を表示します。

セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車
（ガソリン車）

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッション ON モードにすると
メーターが点灯します。

タコメーター
毎分のエンジン回転数を示します。

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。



236

2-2. メーターの見方

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ
走行に関する様々な情報を表示します。（�P. 245）

オドメーター、トリップメーター
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーター
リセットしてからの走行距離を表示します。
区間距離は、トリップA、トリップBの2種類で使い分けることができます。

ハイブリッド車

“ パワー ”スイッチをONモードにするとメーターが点灯します。

ハイブリッドシステムインジケーター
ハイブリッドシステムの出力や回生レベルを示します。

水温計
ガソリンエンジン冷却水の温度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。
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表示切りかえボタン

ボタンを押すごとに次のように切りかわります。

オドメーター
トリップメーターA※

トリップメーターB※

※ 長押しで0にもどります。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ
走行に関する様々な情報を表示します。（�P. 245）

外気温表示
外気温度を表示します。

オドメーター、トリップメーター
● オドメーター
走行した総距離を表示します。

● トリップメーター
リセットしてからの走行距離を表示します。
区間距離は、トリップA、トリップBの2種類で使い分けることができます。
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メーター照度調整スイッチ

メーター照明の明るさを調整できます。

暗くなる
明るくなる

スイッチを押すとマルチインフォ
メーションディスプレイの表示が切
りかわります。

･車幅灯消灯時と点灯時それぞれ8段
階に、明るさのレベルを調整するこ
とができます。

知識

■減光について

周囲が暗いときに車幅灯を点灯すると、メーター照明が減光されます。
周囲が明るいとき（昼間など）車幅灯を点灯しても、メータ照明は減光されま
せん。

■外気温表示について

●外気温の測定が正しく行われないときは「ーー℃」と表示されます。

●次の場合は、正しい外気温度が表示されなかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約20km/h 以下）のとき
･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫、トンネルの出入り口付近など）
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■ハイブリッドシステムインジケーターについて（ハイブリッド車）

●インジケーターの針をエコエリア（グリーンエリア）に保つことで、環境に
配慮した走行が可能です。

●チャージエリアは、回生※状態を示します。回生した電力は、駆動用電池を
充電します。

※ここでの「回生」の意味は、運動エネルギーを電気エネルギーに交換することです。

注意

■エンジンや構成部品への損傷を防ぐために

●タコメーターの針がレッドゾーン（エンジンの許容回転数をこえている範囲）
に入らないようにしてください。（ガソリン車）

●水温計の針がHのレッドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれがあ
るため、ただちに安全な場所に停車してください。（�P. 533、536）

■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面表示の切りかえが遅れる場合があります
ので、車内を暖めてください。

パワーエリア

全開走行時など、エコ運転の範囲を越えてい
る状態を示します。

エコエリア

環境に配慮した走行をしている状態を示し
ます。

ハイブリッドエコエリア

ガソリンエンジンの動力を使用しない状況
を多く含む状態を示します。
ガソリンエンジンは、各種の条件により自動
的に停止・再始動します。

チャージエリア

回生ブレーキ機能により、エネルギーを回収
している状態を示します。
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表示灯／警告灯

メーター・センターパネル内の表示灯／警告灯でお車の状況をお知ら
せします。
次のイラストは、説明のためすべての表示灯／警告灯を示していま
す。

ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車

セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車
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ハイブリッド車

センターパネル
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＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

■表示灯
システムの作動状況を表示します。

方向指示表示灯
（�P. 231）

4WDオートモード
表示灯＊（�P. 268）

尾灯表示灯（�P. 254）
（点滅）

スリップ表示灯
（�P. 305）

クリアランスソナー
表示灯（�P. 293）

VSC OFF表示灯＊

（�P. 307）

AFS OFF 表示灯＊

（�P. 255）
（緑色）

クルーズコントロール
表示灯＊（�P. 269）

ハイビーム表示灯
（�P. 254）

レーダークルーズ
コントロール表示灯＊

（�P. 273）
セキュリティ表示灯
（�P. 159、161）

フロントフォグランプ
表示灯（�P. 262）

READYインジケーター＊

（�P. 214）
ＥＶドライブモード
表示灯＊（�P. 219）

ECO MODE表示灯
（�P. 223、229）

（緑色）

オートマチックハイビーム
表示灯＊（�P. 257）

エコドライブ
インジケーターランプ＊

（�P. 199）

LKA表示灯＊

（�P. 287）

※

※

※

※
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＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

※作動確認のために“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッショ
ンONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にすると点灯し、数秒
後またはエンジン < ハイブリッドシステム > を始動すると消灯します。点
灯しない場合や点灯したままのとき、または点滅する場合はシステム異常の
おそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。

■警告灯
万一のシステム異常などを警告します。（�P. 468）

※作動確認のために“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッショ
ンONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にすると点灯し、数秒
後またはエンジン < ハイブリッドシステム > を始動すると消灯します。点
灯しない場合や点灯したままのときはシステム異常のおそれがあります。ト
ヨタ販売店で点検を受けてください。

TRC OFF表示灯＊

（�P. 306）

シフトポジション・シフトレンジ表示
（�P. 222、228）（点灯または

速い点滅）

PCS警告灯＊

（�P. 314）

ＥＶインジケーター＊

（�P. 32、251）

※

※

＊※ ※ ※ ※ ※ ※

※ ＊※ ＊ ＊※

(点滅)

※ ※

＊ ＊

※ ＊ ※ (点滅) (黄色)

(黄色)(黄色)
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警告

■安全装置の警告灯が点灯しないときは

ABS や SRS エアバッグなどの安全装置の警告灯が、“ エンジン スタート ス
トップ ”スイッチをイグニッション ON モード <“ パワー ”スイッチを ON
モード>  にしても点灯しない場合や点灯したままの場合は、事故にあったとき
に正しく作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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運
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2

マルチインフォメーションディスプレイ

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

マルチインフォメーションディスプレイは、次のような情報を表示し
ます。

● トリップインフォメーション
（�P. 246）
航続可能距離や燃費など走行に関
する情報を表示します。

● レーダークルーズコントロー
ル表示＊（�P. 273）
レーダークルーズコントロール使
用時に自動で表示されます。

● クリアランスソナー表示＊
（�P. 293）
クリアランスソナー使用時に、障
害物を感知すると自動で表示され
ます。

● レーンキーピングアシスト
表示＊（�P. 286）
レーンキーピングアシスト使用時
に自動で表示されます。

● 警告メッセージ＊
（�P. 475）
各システムに異常が発生すると自
動で表示されます。
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2-2. メーターの見方

表示切りかえ

表示を切りかえるには、ハンドル
にあるDISPボタンを押します。

トリップインフォメーション

● 瞬間燃費

現在の瞬間燃費を表示します。

（ドット表示式）

（セグメント表示式）
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● エネルギーモニター（ハイブリッド車）

車両駆動状況、ハイブリッド作動状況およびエネルギーの回収状況を
表示します。（�P. 50）

● 平均燃費・エコドライブインジケーターゾーン表示（ガソリン車）

リセットしてからの平均燃費とエコドライブインジケーターゾーン
表示を表示します。
･ リセットするには、平均燃費・エコドライブインジケーターゾーン
表示の表示中にDISPボタンを1秒以上押します。

･ 表示される平均燃費は、参考として利用してください。

● 平均燃費（ハイブリッド車）

リセットしてからの平均燃費を表示します。
･ リセットするには、平均燃費表示中にDISPボタンを1秒以上押し
ます。

･ 表示される平均燃費は、参考として利用してください。

（ドット表示式）

（セグメント表示式）
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2-2. メーターの見方

● 給油後平均燃費
燃料を補給してからの平均燃費を表示します。
表示される平均燃費は、参考として利用してください。

● 航続可能距離
現在の燃料残量で走行できるおよその距離を表示します。
･ 表示される距離は、過去の平均燃費をもとに算出されるため、表示
される距離を実際に走行できるとは限りません。

･ 燃料給油量が少量の場合、表示が更新されないことがあります。
給油の際は“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”
スイッチ > を OFF にしてください。万一“ エンジン スタート ス
トップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ >を OFF にせず給油し
た場合、表示が更新されないことがあります。

● 外気温

外気温を表示します。
ー40℃～50℃の間で表示します。

（ドット表示式）

（セグメント表示式）

（ドット表示式）

（セグメント表示式）

（セグメント表示式）
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エコドライブインジケーターランプの設定（ガソリン車）

ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車

停車中（車速 8km/h 未満）の状
態で、DISPボタンを押し、「設定」
画面を表示する。

DISPボタンを押し続け、ECOインジケーターを表示する。

DISP ボタンを押し、ON または
OFFを選択する。
設定後 DISP ボタンを長押しすると、
「設定」画面にもどります。

手順 1

手順 2

手順 3
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セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車

オドメーターが表示された状態
で、表示切りかえボタンを 5秒以
上長押しする。

表示切りかえボタンを押し、ONま
たはOFFを選択する。

手順 1

手順 2
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EVインジケーターの設定（ハイブリッド車）

停車中（車速 8km/h 未満）の状
態で、DISPボタンを押し、「設定」
画面を表示する。

DISPボタンを押し続け、EVインジケーターを表示する。

DISP ボタンを押し、ON または
OFFを選択する。
設定後 DISP ボタンを長押しすると、
「設定」画面にもどります。

手順 1

手順 2

手順 3
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知識

■システムチェック表示（ガソリン車）＊

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグニッションONモードにしたと
き、システムの作動確認のため次の表示になります。チェックが終わると通常
の画面表示にもどります。

●  4WDシステムチェック（4WD＜4輪駆動＞）

■外気温表示について

●外気温の測定が正しく行われないときは「ーー℃」と表示されます。

●次の場合は、正しい外気温度が表示されなかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約20km/h 以下）のとき
･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫、トンネルの出入り口付近など）

■バッテリー<補機バッテリー>端子の脱着をしたときは

バッテリー<補機バッテリー>端子の脱着を行うと、次のデータはリセットさ
れます。

･ 平均燃費
･ 航続可能距離

■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示されることあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用しても問題ありません。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■エコゾーン表示について (ガソリン車 )

ドット表示式 セグメント表示式

エコドライブインジケーターランプ
環境に配慮したアクセル操作（エコ運転）中は、エコドライブインジケー
ターランプが点灯します。

エコドライブインジケーターゾーン表示
エコ運転の範囲と現状のアクセル開度を表示します。

エコ運転の範囲

現状のアクセル開度
エコ運転の範囲をこえると、非エコ運転中と判断し、お客様に知らせるため、
エコドライブインジケーターが消灯し、エコドライブインジケーターゾーン
の右側が点滅します。

次の場合、エコドライブインジケーターランプは作動しません。

●シフトポジションがD以外のとき

●車速が約100km/h 以上のとき
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2-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

ランプスイッチ

ハイビームにする

ランプ点灯時、レバーを前方に
押しハイビームに切りかえ

オートマチックハイビーム装着車は、
ランプスイッチが AUTO のときは
オートマチックハイビームが作動し
ます。（�P. 257）
レバーをもとの位置へもどすとロー
ビームにもどります。

レバーを引いている間、ハイ
ビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビーム
が点灯します。レバーを離すと、ロー
ビームにもどるまたは消灯します。

自動または手動でヘッドランプなどを点灯できます。

車幅灯・尾灯・番号灯・イン
ストルメントパネルランプを
点灯
上記ランプとヘッドランプを
点灯
ヘッドランプ、車幅灯などを
自動点灯・消灯

“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチがイグニッション ON モー
ド <“ パワー ”スイッチが ON
モード>のとき
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AFS（アダプティブフロントライティングシステム）＊

AFS は交差点やカーブでの視認性を向上させるため、ハンドル操作に
よって変化するタイヤの角度や車速に応じてヘッドランプの光軸を自動
で調整します。

車速が10km/h 以上のときに作動します。

■ AFSをOFFにするには

スイッチを押してOFFにする
メーター内のAFS OFF表示灯が点灯
します。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

知識

■ライトセンサー

■ランプ消し忘れ防止機能

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>をアクセサ
リーモードまたはOFFにして運転席ドアを開けるとヘッドランプと尾灯が消灯
します。
再びランプを点灯する場合は、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをイグ
ニッションONモード<“ パワー ”スイッチをONモード>にするか、一度
ランプスイッチをOFFにもどし、再度 または の位置にします。

センサーの上にものを置いたり、センサー
をふさぐようなものをフロントウインドウ
ガラスに貼らないでください。周囲からの
光がさえぎられると、自動点灯・消灯機能
が正常に働かなくなります。
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■ランプ消し忘れ警告ブザー

ランプ消し忘れ防止機能が働かない場合に作動します。

●“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>がOFFの
ときに働きます。

●ランプスイッチが または の位置にあると、運転席ドアを開けた
とき警告音（ピーという連続音）が鳴ります。

■オートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、乗車人数、荷物の量などによる車の姿
勢の変化にあわせて、ヘッドランプの光軸を自動で調整します。

■AFS OFF 表示灯が点滅するときは

システムに異常があるおそれがあります。トヨタ販売店に連絡してください。

■カスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などをトヨタ販売店で変更できます。
（カスタマイズ一覧�P. 558）

注意

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防止するために

エンジン<ハイブリッドシステム>を停止した状態でランプを長時間点灯しな
いでください。
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オートマチックハイビーム＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

オートマチックハイビームは、インナーミラーに設置されたカメラセ
ンサーにより対向車または先行車のランプや街路灯などの明るさを
判定し、自動的にハイビームとロービームを切りかえます。

■オートマチックハイビームの使い方

ランプスイッチを AUTO にす
る。

レバーを前方に押す。
オートマチックハイビームが作動
すると、オートマチックハイビー
ム表示灯が緑色に点灯します。

カメラセンサーが遮断物などで状
況を検知できないときは、オート
マチックハイビーム表示灯は点灯
しません。

ハイビーム点灯中は、ハイビーム
表示灯も点灯します。

手順 1

手順 2
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■ハイビームとロービームの自動切りかえ条件
次の条件をすべて満たすと、ハイビームを点灯します。

● 車速が約30km/h 以上

● 車両前方が暗い

● 対向車または先行車が存在しない、またはランプを点灯していな
い

次の条件のいずれかのときはロービームが点灯します。

● 車速が約25km/h 以下

● 車両前方が明るい

● 対向車または先行車がランプを点灯している

■手動切りかえのしかた
ロービームへの切りかえ

レバーをもとの位置にもどす
オートマチックハイビーム表示灯
が消灯します。

ハイビームへの切りかえ

ランプスイッチを にする
オートマチックハイビーム表示灯
が消灯します。
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知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■オートマチックハイビームについて

●次の状況では、ハイビームが自動でロービームに切りかわらない場合があり
ます。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然すれ違ったとき
･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹などで対向車や先行車が見え隠れす
るとき

●対向車のフォグランプにより、ハイビームがロービームに切りかわる場合が
あります。

●街路灯や信号、広告などの照明、または標識、看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合や、ロービームが継続する場合があり
ます。

●次の要因により、ハイビームとロービームの切りかえのタイミングが変化す
る場合があります。

･ 対向車または先行車のランプの明るさ
･ 対向車または先行車の動きや向き
･ 対向車または先行車のランプの片側のみ点灯しているとき
･ 対向車または先行車が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況など）
･ 乗車人数や荷物の量

●オートマチックハイビームは、車両前方にあるランプの明るさなどで周囲の
状況を認識します。したがって、ハイビームとロービームが運転者の感覚に
合わず切りかわる場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合があります。
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●次の状況では、周囲の明るさが正確に検知されず、ハイビームが対向車や先
行車の迷惑になる場合や、ロービームが継続する場合があります。このよう
な場合は、手動でハイビームとロービームを切りかえてください。

･ 悪天候時（霧、雪、砂嵐、大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れているときや、曇っているとき
･ フロントウインドウガラスにひび割れや破損があるとき
･ インナーミラーやカメラセンサーが変形しているときや、汚れているとき
･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た光があるとき
･ 対向車または先行車のランプが無灯火のときや、ランプに汚れや変色が
あったり光軸がずれているとき
･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行しているとき
･ カーブが多い道路を走行しているとき
･ 車両前方に標識やミラーのように光を強く反射するものがあるとき
･ コンテナなど、先行車両の後部が光を強く反射するとき
･ 自車のヘッドランプが破損または汚れているとき
･ パンクやけん引などにより車両が傾いているとき
･ オートマチックハイビーム表示灯が黄色に点灯、または警告メッセージが
表示されているとき

■オートマチックハイビーム表示灯が黄色に点灯、または警告メッセージが表示
されたときは

システムに異常があるおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。（�P. 470、477）

■カスタマイズ機能

オートマチックハイビームを非作動にする変更を、トヨタ販売店で設定できま
す。（カスタマイズ一覧�P. 558）

警告

■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しないでください。運転者は常に自らの責任
で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけ、必要に応じて手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。
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注意

■オートマチックハイビームを正しく作動させるために

●カメラセンサーのレンズにふれない

●インナーミラーやカメラセンサーに強い衝撃を与えない

●カメラセンサーを分解しない

●インナーミラーやカメラセンサーに液体をかけない

●カメラセンサーの近くのフロントウインドウガラスにステッカーを貼らない

●ダッシュボードの上にものを置かない

●インナーミラーやカメラセンサー周囲にアクセサリーを取り付けない

●荷物を積みすぎない

●車両を改造しない

●トヨタ純正品以外のフロントウインドウガラスに交換しない

オートマチックハイビームを正しく作動さ
せるために次のことをお守りください。
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フロントフォグランプスイッチ

知識

■点灯条件

ヘッドランプまたは車幅灯が点灯しているときに使用できます。

注意

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防止するために

エンジン<ハイブリッドシステム>を停止した状態でランプを長時間点灯しな
いでください。

雨や霧などの悪天候下で視界を確保します。

消灯
フロントフォグランプ点灯
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ワイパー&ウォッシャー（フロント）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

雨滴感知式ワイパー＊

AUTO を選択しているとき、雨滴量と車速に応じてワイパーが作
動します。

間欠時間調整式ワイパー＊

INT を選択しているとき、間欠作動の頻度を調整することができま
す。

雨滴感知式ワイパー：
オート作動（AUTO）
間欠時間調整式ワイパー：
間欠作動（INT）
低速作動（LO）
高速作動（HI）
一時作動（MIST）

ウォッシャー液を出す

ワイパーが連動して作動します。
（雨滴感知式ワイパー装着車は、数
回作動したあと、液だれ防止とし
てさらに1回作動します）
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知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■AUTO作動について（雨滴感知式ワイパー装着車）

●“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“
パワー ”スイッチがONモード>のときにワイパースイッチをAUTOモー
ドにすると、作動確認のためワイパーが1回作動します。

●雨滴感知センサーの温度が90℃以上または－10℃以下のときは、AUTO作
動しないことがあります。その場合は、AUTOモード以外でワイパーを使用
してください。

■間欠作動（間欠時間調整式ワイパー装着車）

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が断
続的にあたるときや、虫などで汚れたと
きに正しく作動しないことがあります。

●ツマミをまわすとセンサーの感度が調整
できます。

雨滴センサーの感度調整（低）

雨滴センサーの感度調整（高）

間欠ワイパーの作動頻度（減）

間欠ワイパーの作動頻度（増）
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■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズ
ルのつまりを点検してください。

警告

■AUTOモード時のワイパー作動に関する警告（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTO モードでは、センサーにふれたり、フロントウインドウガラスに振動が
あるなどの要因で不意にワイパーが作動するおそれがあります。ワイパーで指
などを挟まないようにご注意ください。

■ウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが暖まるまでウォッシャー液を使用しない
でください。ウォッシャー液がフロントウインドウガラスに凍りつき、視界不
良を起こして思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

注意

■窓ガラスが乾いているときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。ノズルが損傷するおそれがあります。
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ワイパー&ウォッシャー（リヤ）

知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノズ
ルのつまりを点検してください。

間欠作動（LO）
通常作動（HI）
ウォッシャー液を出す

ワイパーが連動して作動します。

ウォッシャー液を出す

ワイパーが連動して作動します。
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注意

■窓ガラスが乾いているときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

■ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。ノズルが損傷するおそれがあります。
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4ＷＤオートモード（ガソリン車）＊

知識

■4WDオートモード表示灯について

●4WD オートモードで走行中、前後輪の回転速度の差が大きい状態が長時間
続いた場合などには、4WDオートモード表示灯が点滅します。
表示灯の点滅中は駆動系部品の保護のため、後輪への駆動力配分を休止し、
FFモードとなります。
この場合は、エンジンをかけたまま次の対応を行ってください。

･ 表示灯が点滅しなくなるまで車速を落とす。
･ 表示灯が点滅しなくなるまで停車する。（エンジンは停止しない）

●4WDシステムに異常が発生したときには、4WDオートモード表示灯が消灯
することがあります。この場合には、4WD オートモードスイッチの位置に
かかわらず FFモードとなります。

■4WDオートモードを使用しないときは

スイッチを押し、FF モードにしてください。FF モードにすることにより燃費
性能を高めます。

走行の安定性や運転性能を高めるため、走行状況に応じてＦＦ（前輪
駆動）走行と４ＷＤ（４輪駆動）走行を自動的に切りかえます。

4ＷＤ オートモードを使用す
る。
4ＷＤ オートモード表示灯が数回
点滅後点灯し、4WDオートモード
になります。

再度押すと表示灯が消灯し、FF
モードになります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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クルーズコントロール＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

アクセルペダルを踏まなくても一定の速度で走行できます。

クルーズコントロール表示灯
クルーズコントロールスイッ
チ

■速度を設定する

ON-OFF スイッチを押して、シ
ステムをONにする。
メーター内のクルーズコントロー
ル表示灯が点灯します。

OFF にするには、再度スイッチを
押します。

希望の速度まで加速／減速し、
レバーを下げて速度を設定す
る。
レバーを離したときの速度で定速
走行できます。

手順 1

手順 2
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■設定速度をかえる
設定速度をかえるには、希望の速度になるまでレバーを操作します。

速度を上げる
速度を落とす

微調整：レバーを上または下に軽
く操作して手を離す

調整：希望の車速になるまでレ
バーを保持する

設定速度は、次の通りに増減されます：
微調整：レバー操作するごとに約1.6 km/h
調整：レバーを保持する間

■定速走行を解除する・復帰させる
解除するには、レバーを手前
に引く

ブレーキを踏んだときも解除され
ます。

定速走行にもどすには、レ
バーを上げる

レバーを上げると、もとの定速走
行にもどります。ただし、実際の
速度が約 40 km/h 以下になると
設定速度が消去されるため、復帰
しません。



271

2-4. その他の走行装置の使い方

2

運
転
す
る
と
き
に

知識

■設定条件について

●シフトレバーがDまたはSの4レンジ以上のとき設定できます。
（2GR-FE エンジン搭載車）

●シフトレバーがDまたはMの4レンジ以上のとき設定できます。
（2AZ-FE エンジン搭載車）

●シフトレバーがDまたはSのとき設定できます。
（2AZ-FXEエンジン搭載車）

●車速は約40km/h ～約100km/h の範囲で設定できます。

■車速設定後の加速について

●通常走行と同様にアクセルで加速できます。加速後、設定車速にもどります。

●クルーズコントロールを解除しなくても、希望の速度まで加速して、レバー
を下げることにより設定車速を変更することができます。

■定速走行の自動解除

次のとき、自動的に定速走行が解除されます。

●設定速度より実際の速度が約16 km/h以上低下した

●実際の速度が約40 km/h以下になった

●VSCが作動した

■定速走行中に表示灯が黄色に点灯（セグメント表示式マルチインフォメーションディ
スプレイ装着車）し、警告メッセージが表示（ドット表示式マルチインフォメーショ
ンディスプレイ装着車）されたときは

ON-OFF スイッチでシステムを一度OFFにし、再度設定してください。
設定できないとき、またはすぐに解除されるときは、システム異常のおそれが
あります。トヨタ販売店で点検を受けてください。
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警告

■誤操作を防ぐために

クルーズコントロールを使用しないときはON-OFFスイッチでシステムをOFF
にしてください

■クルーズコントロールを使用してはいけない状況

次の状況では、クルーズコントロールを使用しないでください。
車のコントロールを失い、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路、積雪路などのすべりやすい路面

●急な下り坂
急な下り坂では設定車速以上になることがあります。

●車両けん引時
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レーダークルーズコントロール ＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

アクセルペダルを踏まなくても、車間制御モードで先行車の車速変化
に合わせた追従走行を行ったり、定速制御モードにより一定の速度で
走行できます。

先行車との車間距離が確保しやすい高速道路や自動車専用道路などで
使用してください。

表示灯
ディスプレイ
設定速度
車間距離切りかえスイッチ
レーダークルーズコントロー
ルスイッチ
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■車速を設定する（車間制御モード）

ON-OFF スイッチを押してシス
テムをONにする。
メーター内のレーダークルーズコン
トロール表示灯が点灯します。

OFF にするには再度 ON-OFF ス
イッチを押します。

希望の速度まで加速／減速し、レ
バーを下げて速度を設定する。
レバーを離したときの速度で定速走
行できます。

手順 1

手順 2
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■設定速度をかえるには
設定速度をかえるには、希望の速度が表示されるまでレバーを操作
します。

速度を上げる
速度を落とす

微調整：レバーを上または下に軽く
操作して手を離す

調整：希望の車速になるまでレバー
を保持する

車間制御モードでは、設定速度は、次の通りに増減されます：

レバーを保持する間
微調整で設定速度を変更することはできません。

定速制御モード（�P. 280）では、設定速度は、次の通りに増減されます：

微調整：レバー操作をするごとに約1.6 km/h

調整：レバーを保持する間
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■車間距離を変更するには（車間制御モード）

スイッチを押すごとに次のよう
に車間距離を切りかえます

長い
中間
短い

“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチがイグニッションONモード
<“ パワー ”スイッチが ON モー
ド > になるたびに に設定されま
す。

先行車がいる場合、先行車マークも
表示されます。

■車間距離選択の目安
次の目安を参考に車間距離を選択してください。
（車速80 km/h で走行している場合）
なお、車速に応じて車間距離は増減します。

先行車
マーク

車間距離選択 車間距離

長い 約50 m

中間 約40 m

短い 約30 m
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■制御を解除する・復帰させるには
解除するにはレバーを手前に
引く

ブレーキを踏んだときも解除されま
す。

もとの制御状態にもどすには、
レバーを上げる

レバーを上げると、もとの定速走行
にもどります。
ただし、実際の速度が約 40 km/h
以下のときは復帰しません。
また、定速制御モードで使用してい
るときは、約 40km/h 以下になる
と設定速度が消去されるため、復帰
しません。
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車間制御モードでの走行

このモードではレーダーセンサーにより、車両前方約100 m以内の先
行車の有無・先行車との車間距離を判定して先行車との適切な車間距離
を確保する制御をします。

長い下り坂を走行しているときは、車間距離が短めになります。

定速走行
先行車がいないとき
運転者が設定した車速で定速走行します。また、車間距離切りかえスイッチを操
作して、希望の車間距離に設定することもできます。

減速走行
設定した車速より遅い先行車が現れたとき
先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがか
かります。十分に減速できない状態で先行車に接近した場合は、接近警報を鳴ら
します。

追従走行
設定した車速より遅い先行車に追従するとき
先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した車間距離になるよう追従します。

加速走行
設定した車速より遅い先行車がいなくなったとき
設定車速まで加速し、定速走行にもどります。
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接近警報

追従走行中の他車の割り込みなど、十分な減速ができない状態で先行車
に接近したときは、表示の点滅とブザーで運転者に注意をうながします。
その場合は、ブレーキを踏むなど適切な車間距離を確保してください。

■警報されないとき
車間距離が短くても、次のような場合は警報されないことがありま
す。

● 先行車と自車の車速が同じか先行車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をしているとき

● 速度を設定した直後

● アクセルペダルが踏まれたとき
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定速制御モードを選択する

定速制御モードを選択したときは、車間制御モードと異なり、先行車の
有無に関わらず一定の速度で走行します。

ON-OFF スイッチを押して、シ
ステムをONにする

OFFにするには再度ON-OFFスイッ
チを押します。

定速制御モードに切りかえ
（約 1 秒間レバーを前方に押し
続ける）

定速制御モードに切りかえると、ク
ルーズコントロール表示灯が点灯し
ます。

定速制御モードから車間制御モード
にもどすには、再度レバーを前方に約
１秒間押し続けます。

希望の速度を設定したあとは車間制
御モードに切りかえることはできま
せん。

“エンジン スタート ストップ”スイッ
チ<“パワー”スイッチ>をOFF に
し、再度“エンジン スタート ストッ
プ”スイッチをイグニッション ON
モード <“パワー”スイッチを ON
モード > にした場合は、自動で車間
制御モードにもどります。

設定速度をかえるには
�P. 275

制御を解除する・復帰させるには
�P. 277
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知識

■設定条件について

●シフトレバーがDまたはSの4レンジ以上のとき設定できます。（ガソリン車）

●シフトレバーがDまたはSのとき設定できます。（ハイブリッド車）

●車速は約50 km/h～約 100 km/hの範囲で設定できます。

■車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセル操作で加速できます。加速後、設定車速にもどりま
す。ただし、車間制御モード時は先行車との距離を保持するため設定車速以下
になることもあります。

■車間制御走行の自動解除

次のとき、自動的に車間制御による走行が解除されます。

●車速が約40 km/h以下になった

●VSCが作動した

●センサーが何かでふさがれて適切に働かない

●ワイパーが高速で作動した（ワイパースイッチを“AUTO”モードまたは高
速作動の位置にしたとき）

その他の理由で車間制御走行が自動解除されるときは、システムが故障してい
る可能性があります。トヨタ販売店にご相談ください。

■定速制御走行の自動解除

次のとき、自動的に定速制御が解除されます。

●設定速度より実際の車速が約16 km/h以上低下した

●車速が約40 km/h以下になった

●VSCが作動した
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■レーダーセンサーとグリルカバーについて

車間制御を正しく働かせるためにセンサーとグリルカバーは常にきれいにして
おいてください。（ビニールやつららや雪など、汚れ検知機能で検知できないも
のもあります。）
汚れを検知したときは、レーダークルーズコントロールは解除されます。

■レーダークルーズコントロールの警告メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、システムに異常が発生したときには、警
告メッセージや警告ブザーで注意をうながします。（�P. 479）

警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあります。装置を過信せず、運転者は常に自ら
の責任で周囲の状況を把握し、安全運転を心がけてください。
レーダークルーズコントロールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽
減するためのシステムで、支援の範囲には限りがあります。
システムが正常に機能していても、運転者が認識している先行車の状況とシス
テムが検知している状況が異なる場合があります。従って注意義務・危険性の
判断・安全の確保は運転者が行う必要があります。なお、誤った使い方をした
り、操作慣れなどで注意を怠ったりすると、思わぬ危険を招くことがあります。

グリルカバー

レーダーセンサー



283

2-4. その他の走行装置の使い方

2

運
転
す
る
と
き
に

警告

■システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、次の点に注意してください。
システムを過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●運転者が見る過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離を検
知するのみであり、わき見やぼんやり運転を許容する装置でも、視界不良を補
助する装置でもありません。
運転者自らが周囲の状況に注意を払う必要があります。

●運転者が判断する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離が適
正かどうかを判断しており、それ以外の判断はしません。このため、危険性が
あるかどうかなど運転者は自ら安全の判断をする必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、先行車への追突を防止する機能はありませ
ん。このため、危険性があれば運転者自らが安全を確保する必要があります。

■誤操作を防ぐために

レーダークルーズコントロールを使わないときはON-OFFスイッチでシステム
をOFFにしてください。
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警告

■レーダークルーズコントロールを使用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコントロールを使用しないでください。
適切な制御が行われず、思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあります。

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのすべりやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激しい坂

●高速道路の出入り口

●レーダーセンサーが正しく働かないような悪天候時（霧・雪・砂嵐・激しい雨
など）

●接近警報がひんぱんに鳴るとき

●車両けん引時

■センサーが正しく検知しないおそれのある先行車

次のような場合は、必要に応じてブレーキで減速してください。
センサーが正しく車両を検知できず、接近警報（�P. 279）も作動しないため、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●先行車が急に割り込んできたとき

●先行車が低速で走行中のとき

●停車中の車がいるとき

●先行車の車両の後部が小さすぎるとき（荷物を積んでいないトレーラーなど）

●同じ車線を二輪車が走行中のとき
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警告

■車間制御が正しく働かないおそれのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキで減速してください。
レーダーセンサーが正常に車両を検知せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

●周囲の車より水や雪がまき散らされ、レーダーセンサーの作動のさまたげにな
る場合

●自車の車両姿勢が上向きになる場合（重い荷物を積んだときなど）

●カーブ路や車線幅が狭い道路などを走行する場合

●ハンドル操作が不安定な場合や車線内の自車の位置が一定でない場合

●先行車が急ブレーキをかけた場合

■レーダーセンサーの取り扱い

レーダークルーズコントロールが効果を発揮できるように次のことをお守りく
ださい。 お守りいただかないと、センサーが正しく作動せず、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●センサーとグリルカバーは常にきれいにしておく
お手入れをする際は、センサーやグリルカバーを傷付けないよう、やわらかい
布を使ってください。

●センサー周辺への強い衝撃を避ける
センサーの位置がずれると、システムに異常が起こるおそれがあります。セン
サー、または周辺に強い衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受
け、調整してください。

●センサーを分解しない

●センサーやグリルカバー周辺にアクセサリーを付けたり、ステッカーを貼った
りしない

●センサーやグリルカバーを改造したり塗装したりしない

●純正品以外の部品に交換しない

●センサーは電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ
ベルはその証明ですのではがさないでください。また、センサーを分解・改造
すると罰せられることがあります。
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LKA（レーンキーピングアシスト） ＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

白（黄）線の整備された高速道路や自動車専用道路を走行中に、白線
認識用カメラを利用して車線を認識させることにより、車線内の走行
を支援します。

■車線逸脱警報機能
車線から逸脱する可能性があるとシステムが判断した場合に、ピピ
ピピ・・・というブザーやマルチインフォメーションディスプレイ
表示、ハンドルの動きによる体感警報を用いて注意をうながしま
す。

■車線維持支援機能
車線の中央付近を走行する際に、小さい力の範囲で操舵力を付加す
ることによりドライバーのハンドル操作を支援します。
車線維持支援機能作動中は体感警報は作動しません。
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■設定のしかた
LKA スイッチを押すと、白（黄）線の認識状態、車速、レーダー
クルーズコントロール（車間制御モード）の設定状況に応じて車線
逸脱警報機能と車線維持支援機能が作動します。

設定

解除するには再度スイッチを押し
ます。



288

2-4. その他の走行装置の使い方

■各機能の作動条件

LKAスイッチ
設定

レーダークルーズ
コントロールの
システム設定

車線逸脱警報機能 車線維持支援機能

車速が約50～
120km/h

車速が約65～
100km/h

ON

OFF ○ ×

ON
設定車速が約
64km/h 以下で
車間制御走行して
いるとき

○ ×

ON
設定車速が約
65km/h 以上で
車間制御走行して
いるとき

○
（車速約50～
65km/h、

100km/h ～）

○
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マルチインフォメーションディスプレイ表示

LKA が制御中のとき、車線表示とハンドル表示によって、LKA が作動
していることを表示します。

ハンドル表示

ハンドル表示+READYという表示が
出ているとき：車線維持支援機能が開
始可能な状態
ハンドル表示のみのとき：車線維持支
援機能作動中

レーダークルーズコントロール
表示
車線表示

線が細いとき：白（黄）線が認識でき
ていないまたは、機能を一時解除して
いる（このときピピッというブザーが
鳴ります。）
線が太いとき：車線逸脱警報機能作動
中

車線維持支援機能作動中
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知識

■機能の一時解除

次のいずれかの場合、機能を一時的に解除します。解除されたときの状況が改
善されると、作動を再開します。

●方向指示レバーを操作したとき

●車線変更に相当する程度の操舵力でハンドルを操作したとき

●ブレーキペダルを踏んだとき
レーダークルーズコントロールが解除されるため、ブレーキ操作を止めても
車線維持支援機能は再開しません。

●作動条件以外の車速になったとき（車線維持支援機能の作動中はブザーあり）

●走行中の白（黄）線が認識できなくなったとき（車線維持支援機能の作動中はブザーあり）

●ワイパーが連続で作動したとき（車線維持支援機能の作動中はブザーあり）

■車線逸脱警報機能が作動したとき

車線逸脱警報機能が作動したあとは、機能を一時的に解除し、数秒間経過する
まで再開しません。

■手放し運転警告について

車線維持支援機能中に、直線路で約 15 秒、またはカーブで約 5 秒手放し運転
と判断された場合は、ピピッとブザー音が鳴り、マルチインフォメーションディ
スプレイの表示が点滅し、機能が一時的に解除されます。ただし、路面状況に
より、作動が中断しない場合があります。

■炎天下に駐車したとき

走行開始後、しばらく作動しないことがあります。室内温度が低下し、白線認
識用カメラ周辺（�P. 292）の温度が適温になると作動開始となるので、一旦
LKAスイッチをOFFにして、しばらくしてからONにしてください。

■LKA作動中について

LKA 作動中にドライバー操舵操作が加えられた場合は、作動を中断しその操作
を優先させます。
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警告

■LKAをお使いになる前に

LKA を過信しないでください。前方不注意を補助するものではないので、常に
ハンドル操作をして進路を修正し、安全運転に心がけてください。

■正しく作動させるには

次の場合に LKAを使用すると、システムが正しく機能しないため、LKAをOFF
にして走行してください。なお、手放し運転を行った場合は十分な性能が確保
できません。

●白（黄）線がかすれたり汚れたりして見えにくいとき

●雨、雪、霧、逆光などで白（黄）線が見えにくいとき

●ヘッドランプのレンズが汚れていたり、劣化などにより照射が弱いときや光軸
がずれているとき

●検札所や料金所手前など、白（黄）線が途切れるとき

●急激な明るさの変化が連続するとき

●道路補修の消し残り線・影・残雪・雨のたまったわだちなど、白（黄）線と紛
らわしい線が見えるとき

●高速道路などの本線（走行車線、追い越し車線）以外の車線を走行するとき

●工事による車線規制や仮設車線を走行するとき

●車線の幅が極端に狭いときや広いとき

●先行車との車間距離が極端に短くなったとき

●重い荷物の積載やタイヤ空気圧の調整不良などで、車両が著しく傾いていると
き

●反射ポール等の構造物がある場合

●うねった道路や荒れた道路を走行するとき

●対向車のヘッドランプ光がカメラに入射した場合

●雨天時や積雪・凍結などですべりやすい道路を走行しているとき

●タイヤ、サスペンションの改造など、指定された部品以外を装着した際は、十
分な性能を確保できません。
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注意

■白線認識用カメラ

●フロントウインドウガラスは、いつもきれいにしておく
雨滴、結露、氷雪などの付着によって性能が低下することがあります。

●カメラに強い衝撃や力を加えない、また分解しない

●カメラの向きは厳密に調整されているため、取り付けを変更したり、取りはず
したりしない

●インナーミラーの位置をカメラのレンズ前に調整しない

●寒冷時などにヒーターを足元モードで使用してると、フロントウインドウガラ
スの上部が曇り、映像に影響を与えるので、そのときはフロントデフロスター
（�P. 330）でガラスの曇りを取る

●ダッシュボードの上にものを置かない

●フロントウインドウガラスに映りこんだ映像を、白（黄）線と誤って認識する
場合があります。

●カメラのレンズを汚したり、傷を付けたりしない

●カメラのレンズ前のフロントウインドウガラスにシール等を貼らない

LKAの故障や誤操作を避けるために、次の
ことをお守りください。カメラ
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クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と障害物とのおおよその距離を超音波セ
ンサーによって感知して、メーター内の表示とブザー音で運転者にお
知らせします。
メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車は、モニター画
面でも距離を表示します。

■センサーの種類
フロントコーナーセンサー
リヤコーナーセンサー
バックセンサー

■クリアランスソナースイッチ

ON／ OFF
スイッチを押すとクリアランスソ
ナーは ON になり、表示灯が点灯
します。
OFF にするには再びスイッチを押
します。
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■メーターの表示
ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車

マルチインフォメーションディ
スプレイに表示されます。

フロントコーナーセンサー作
動表示
リヤコーナーセンサー作動表
示
バックセンサー作動表示

セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車

メーター内に表示されます。

フロントコーナーセンサー作
動表示
リヤコーナーセンサー作動表
示
バックセンサー作動表示
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■モニター画面の表示（メーカーオプションのナビゲーション
システム装着車）

障害物を感知すると自動的に表
示されます。

バックガイドモニター・パノ
ラミックビューモニター非表
示時

表示されないように設定すること
ができます。（�P. 300）

バックガイドモニター・パノ
ラミックビューモニター表示
時

画面上に簡略表示されます。
（左の画面はバックガイドモニ
ターの場合です。）
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距離表示の見方

■コーナーセンサー

障害物までの
おおよその
距離

メーター表示 モニター表示

ドット
表示式

セグメント
表示式 割り込み表示

約60～
45cm

（点灯） （点灯） （点灯） （点滅） （点滅）

約45～
30cm

（点灯） （点灯） （点灯） （速い点滅）（速い点滅）

約30cm
以下

（点滅） （点滅） （点灯） （点灯） （点灯）
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■バックセンサー

障害物までの
おおよその距離

メーター表示
モニター表示
（割り込み表示）ドット表示式 セグメント

表示式

約150～
60cm

（点灯） （点灯） （遅い点滅） （遅い点滅）

約60～
45cm

（点灯） （点灯） （点滅） （点滅）

約45～
35cm

（点灯） （点灯） （速い点滅） （速い点滅）

約35cm以下

（点滅） （点滅） （点灯） （点灯）
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音声案内とブザー音

障害物を感知すると、ブザーが鳴ります。

メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車は、ブザー音と同時に音声
案内を行います。

● 障害物との距離が近付くと、ブザーの断続時間が短くなります。障害
物との距離が次のとき、ブザーは断続音「ピピピ」から連続音「ピー」
になります。

･ フロントコーナーセンサーまたはリヤコーナーセンサーが感知し
た障害物との距離が30cm以下

･ バックセンサーが感知した障害物との距離が35cm以下
● 複数のセンサーが同時に障害物を感知しているときは、もっとも近い
障害物との距離に合わせたブザー音が鳴ります。
ただし、感知した障害物のどちらかが上記の距離より近付くと、ブ
ザーは断続音「ピピピピピピ」と連続音「ピー」をくり返します。ま
た、両方が上記の距離より近付くと、ブザーは断続音「ピピ」と連続
音「ピー」をくり返します。

● ブザーの音量と鳴るタイミングは、変更することができます。

･ メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車（�P. 299）
･ メーカーオプションのナビゲーションシステム非装着車
（�P. 559）
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障害物を感知できる範囲

約60cm（約0.6m）
約150cm（約 1.5m）

感知できる範囲は左図の通りです。た
だし、障害物がセンサーに近付きすぎ
ると感知できません。

障害物の形状・条件によっては感知で
きる距離が短くなることや、感知でき
ないことがあります。

音声案内・モニター画面表示・ブザーの設定（メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車）

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード
<“ パワー ”スイッチがONモード>のとき、クリアランスソナーの
設定をすることができます。

画面外の  を押す。

画面内の  にタッチする。

画面内の  にタッチする。

■ブザー音量設定

設定したい音量にタッチする
ブザー音量を調整することができます。

手順 1 設定・編集

手順 2 運転支援

手順 3 クリアランスソナー設定
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■ソナー表示のON・OFF
画面内の  にタッチする

●「ソナー表示なし」にすると、タッチスイッチの作動表示灯が点灯
します。
障害物が感知されたとき、自動的にクリアランスソナー画面が表示されるかどう
か設定することができます。

■画面表示・ブザータイミング
画面内の  にタッチする

● タッチするごとに、感知範囲が「遠」（約 150cm 以内）と「近」
（約60cm以内）に切りかわります。
バックセンサーの割り込み表示が表示される感知範囲と、ブザーが出力される感
知範囲を調整することができます。

知識

■作動条件

●フロントコーナーセンサー：

･“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<
“ パワー ”スイッチがONモード>のとき
･ シフトレバーがP以外にあるとき
･ 車両の速度が約10km/h 以下のとき

●リヤコーナーセンサー・バックセンサー：

･“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<
“ パワー ”スイッチがONモード>のとき
･ シフトレバーがRにあるとき

ソナー表示なし

切替え
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■センサーについて

●次のときクリアランスソナーが正常に作動しないことがあり、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。注意して運転してください。

･ センサーに氷、雪、泥などが付着したとき（取り除けば、正常に復帰します）
･ センサー部が凍結したとき（とければ、正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表示が出たり、障害物があっても感知
しないことがあります。
･ センサーを手などで覆ったとき
･ 炎天下や寒冷時
･ 凸凹道、坂道、砂利道、草むら走行時など
･ 他車のホーン、オートバイのエンジン音、大型車のエアブレーキ音、他車
のクリアランスソナーなどの超音波を発生するものが近付いたとき
･ どしゃぶりの雨や水しぶきがかかったとき
･ 車両姿勢が大きく傾いたとき
･ 市販のフェンダーポール、無線機アンテナを車に付けたとき
･ けん引フックを取り付けたとき
･ 標識などの物体によっては感知距離が短くなります
･ バンパー真下付近は感知しません
センサーより低い物体や細い杭などは、一度感知しても接近すると突然感
知しなくなることがあります。
･ ソナーに障害物が近付きすぎたとき
･ バンパーやセンサー部付近に物をぶつけたときや、たたくなどの強い衝撃
を与えたとき
･ トヨタ純正品以外のサスペンションを取り付けたとき
障害物の形状・条件によっては感知できる範囲が短くなることや、感知できな
いことがあります。
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■センサーについて

●正確に感知できないことがある障害物
次のような物は感知しないことがあります。注意して運転してください。

･ 針金、フェンス、ロープなどの細いもの
･ 綿、雪などの音波を吸収しやすいもの
･ 鋭角的なもの
･ 背の低いもの
･ 背が高く上部が張り出しているもの

■クリアランスソナーに異常があるときは

●マルチインフォメーションディスプレイに異常を知らせる画面が表示され
ます。（�P. 477）（ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ
装着車）

●ソナーに異常があるときは、異常のあるソナーの位置が点滅し、車両マーク
が点灯します。警告ブザーが鳴ります。（セグメント表示式マルチインフォ
メーションディスプレイ装着車）

●ソナー部に雪氷や泥などが付着しているときは、汚れが付着しているソナー
の位置と車両マークが点滅します。警告ブザーが鳴ります。（セグメント表
示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車）

■カスタマイズ機能

クリアランスソナーの設定などを変更できます。
（カスタマイズ一覧�P. 559）
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警告

■クリアランスソナーをお使いになる前に

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●車両の速度が10km/h をこえないようにしてください

●センサーの感知範囲、作動速度には限界があります。車を前進・後退するとき
は、必ず車両周辺（特に車両側面など）センサー感知範囲外の安全を確認し、
ブレーキで車速を十分に制御し、ゆっくり運転してください

●センサーが感知する範囲にはアクセサリー用品などを取り付けないでくださ
い

注意

■洗車時の注意

高圧洗車機を使用して洗車するときは、ソナー部に直接水をあてないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、正常に作動しなくなるおそれがあります。
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運転を補助する装置

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

走行の安全性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて次の装置が
自動で作動します。ただし、これらの装置は補助的なものなので、過
信せずに運転には十分に注意してください。

■ ABS（アンチロックブレーキシステム）
急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤのロックを防ぎ、ス
リップを抑制します。

■ブレーキアシスト
急ブレーキ時などにより大きなブレーキ力を発生させます。

■ VSC（ビークルスタビリティコントロール）
急なハンドル操作やすべりやすい路面で旋回するときに横すべりを抑え、車両
の姿勢維持に寄与します。

■ S-VSC（Steering-assisted Vehicle Stability Control）＊
ABS、TRC、VSCと EPSを協調して制御します。
すべりやすい路面などの走行で急なハンドル操作をした際に、ハンドル操作力
を制御することで車両の方向安定性確保に貢献します。

■ TRC（トラクションコントロール）
すべりやすい路面での発進時や加速時に駆動輪の空転を抑え、駆動力を確保し
ます。

■ヒルスタートアシストコントロール＊
上り坂やすべりやすい丘面で発進するときに、車が後退するのを緩和します。
�P. 311

■ VDIM（ビークルダイナミクスインテグレイテッドマネージ
メント）＊
ABS・ブレーキアシスト・TRC・VSC・EPSを総合的に制御します。
すべりやすい路面の走行などで急なハンドル操作をした際に、ブレーキ・ハイ
ブリッドシステム出力を制御することで、車両の安定性確保に貢献します。

■ EPS（エレクトリックパワーステアリング )
電気式モーターを利用して、ハンドル操作を補助します。

■ PCS（プリクラッシュセーフティシステム )＊
�P. 313
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VSC、 TRC、ヒルスタートアシストコントロールが作動しているとき
（ガソリン車）

車両が横すべりしそうになったと
き、前輪が空転したとき、ヒルス
タートアシストコントロールを作
動させ坂道発進をしたときは、
VSC、TRC、ヒルスタートアシス
トコントロールの作動を表示する
ためにスリップ表示灯が点滅しま
す。
ヒルスタートアシストコントロール
の作動時、制動灯とハイマウントス
トップランプが点灯します。

VSC、 TRC、ABSが作動しているとき（ハイブリッド車）

VSC・TRC・ABS が作動してい
るときは、スリップ表示灯が点滅
します。
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TRCや VSCを停止するには（ガソリン車）

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出するときに、TRC が作動している
と、アクセルペダルを踏み込んでもエンジンの出力が上がらず、脱出が

困難な場合があります。このようなときに、 を押すことにより脱

出しやすくなります。

■ TRCの停止方法

TRC を停止するには を押

します。
･TRC OFF 表示が表示されます。
（ドット表示式マルチインフォメー
ションディスプレイ装着車）
･TRC OFF 表示灯が点灯します。
（セグメント表示式マルチインフォ
メーションディスプレイ装着車）

もう一度 を押すと、システム

作動状態にもどります。
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■ TRCと VSCを停止するには

TRC と VSC を停止するには停車

時に を押し3秒以上保持し

ます。
VSC OFF 表示灯が点灯します。

･同時に TRC OFF 表示が表示されま
す。（ドット表示式マルチインフォ
メーションディスプレイ装着車）
･同時に TRC OFF 表示灯が点灯しま
す。（セグメント表示式マルチイン
フォメーションディスプレイ装着
車）

もう一度 を押すと、システム

作動状態にもどります。

知識

■TRCや VSCの自動復帰について（ガソリン車）

TRC や VSC を作動停止したあと、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ
をOFFにすると自動的に TRCと VSCは作動復帰状態にもどります。

■TRC OFF の作動制限（ガソリン車）

TRC のみ作動を停止している場合は、車速が高くなると TRC は作動を再開し
ます。

■TRCと VSC OFF の作動制限（ガソリン車）

TRCと VSCの作動を停止している場合は、車速による作動再開はありません。
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■ABS、ブレーキアシスト、VSC、TRCの作動音と振動

●エンジン<ハイブリッドシステム>始動時や発進直後や、ブレーキをくり返
し踏んだときに、エンジンルームから作動音が聞こえることがありますが、
異常ではありません。

●上記のシステムが作動すると、次のような現象が発生することがあります
が、異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる
･ ABSの作動時に、ブレーキペダルが小刻みに動く（ガソリン車）
･ ABSの作動終了後、ブレーキペダルが少し奥に入る（ガソリン車）

■EPSモーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーターの音 (“ウィーン”という音 )が聞こえる
ことがありますが、異常ではありません。

■EPSの効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドルを回し続けると、EPSシステムのオー
バーヒートを避けるため、EPSの効果が下がりハンドル操作が重く感じられる
ようになります。その場合は、ハンドル操作を控えるか、停車し、エンジンを
停止してください。10分程度でもとの状態にもどります。

警告

次の状況では、事故が起き、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■ABSの効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこえたとき

●雨でぬれた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、ハイドロプレーニング
現象が発生したとき
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警告

■ABSが作動することで、制動距離が通常よりも長くなる可能性があるとき

ABSは制動距離を短くする装置ではありません。特に次の状況では、常に速度
を控えめにして前車と安全な車間距離をとってください。

●泥、砂利の道路や積雪路を走行しているとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●道路のつなぎ目など、段差を越えたとき

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとき

■TRCの効果を発揮できないとき

すべりやすい路面では、TRCが作動していても、車両の方向安定性や駆動力が
得られないことがあります。車両の安定性や駆動力を失うような状況では、特
に慎重に運転してください。

■スリップ表示灯が点滅しているときは

VSCが作動中であることを知らせています。常に安全運転を心がけてください。
無謀な運転は思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。表示灯が点滅した
ときは特に慎重に運転してください。

■TRCや VSCをOFFにするときは（ガソリン車）

TRC や VSC は自動的にブレーキやエンジンの出力を制御して駆動力や車両の
方向安定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC 機能、VSC 機能を作動停止状態にしないで
ください。TRC 機能や VSC 機能を作動停止状態にしたときは、路面状況に応
じた速度で、特に慎重な運転を心がけてください。

■タイヤを交換するときは

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン（溝
模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（�P. 552）
異なったタイヤを装着すると、VSC、TRC、ABSが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。
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警告

■タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につながるおそれがあ
ります。
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ヒルスタートアシストコントロール（ガソリン車）＊

知識

■ヒルスタートアシストコントロールについて

●ヒルスタートアシストコントロールの作動時間は、ブレーキペダルから足を
離して約2秒間です。

●ヒルスタートアシストコントロールが作動しているときは、ブレーキペダル
を踏んでいなくても制動灯とハイマウントストップランプが点灯します。

●ブレーキペダルを踏み込んでもスリップ表示灯が点滅せず、ブザーが鳴らな
いときは、一度ブレーキペダルを踏む力を弱めてください。（車両が後退し
ない程度）その後もう一度ブレーキペダルを踏み込んでください。
それでも作動しないときは次の作動条件を確認してください。

■ヒルスタートアシストコントロールの作動条件について

●次の状態のときに、ヒルスタートアシストコントロールは作動します。

･ シフトレバーがＰ以外の位置のとき
･ パーキングブレーキがかかっていないとき
･ アクセルペダルを踏んでいないとき

●スリップ表示灯が点灯しているときは、ヒルスタートアシストコントロール
は作動しません。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

急な上り坂やすべりやすい丘面を発進するときに、車両の後退を緩和
し発進を容易に行うことができます。

車両が完全に停止している状態で、更にブレーキペダルを踏み込むと
“ピッ”とブザーが鳴り、スリップ表示灯が点滅します。
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■ヒルスタートアシストコントロール制御ブザーについて

●ヒルスタートアシストコントロールが制御可能状態になると“ピッ”とブ
ザーが1回鳴ります。

●ヒルスタートアシストコントロールが作動中に次の状態になると、制御終了
状態になり“ピッピッ”とブザーが2回鳴ります。

･ ブレーキペダルから足を離して、約2秒間運転操作を行わなかったとき
･ シフトレバーをＰの位置にしたとき
･ パーキングブレーキをかけたとき
･ ブレーキペダルを再度踏み込んだとき
･ ブレーキペダルから足を離さずに約3分以上経過したとき

警告

■ヒルスタートアシストコントロールについて

●ヒルスタートアシストコントロールを過信しないでください。急勾配の坂や、
凍った路面ではヒルスタートアシストコントロールが効かないことがありま
す。

●ヒルスタートアシストコントロールはパーキングブレーキのように車を長時
間駐停車するための機能ではありませんので、同機能を坂道での長時間の駐停
車のために使用しないでください。思わぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。
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PCS（プリクラッシュセーフティシステム）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

レーダーセンサーにより、前方の車両や障害物と衝突の可能性がある
と判断したときに、警報により運転者に対して回避操作をうながし、
衝突の防止に役立ちます。前方の障害物と衝突の可能性が高い、また
は前方の障害物と衝突が避けられないと検知したとき、自動的にシー
トベルトやブレーキなどに働きかけ、乗員や車両への衝撃の軽減に寄
与します。

■プリクラッシュシートベルト
プリクラッシュセンサーにより衝突物が検知され、衝突が避けられないと判断
したとき、衝突前にシートベルトを巻き取ります。
また、急ブレーキをかけたときや、車がコントロールを失ったときも同様に作
動します。（�P. 136）
ただし、VSC システムが作動していないときに、横すべりした場合は作動し
ません。

■プリクラッシュブレーキアシスト
衝突の可能性が高いときにブレーキペダルが踏まれる強さに反応してブレーキ
力を増強します。

■プリクラッシュブレーキ
前方の車両や障害物との衝突の可能性が高いときに警告灯、警告表示、ブザー
音で警報を行い、さらに衝突が避けられないと判断したときは、ブレーキをか
けて、衝突速度を低減します。スイッチを使って、プリクラッシュブレーキを
OFF にすることができます。（�P. 314）
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プリクラッシュブレーキの切りかえ

プリクラッシュブレーキON
プリクラッシュブレーキOFF

OFFにするとPCS警告灯が点灯しま
す。

プリクラッシュセンサー

レーダーセンサーにより、走行中
に路上またはその付近に車や障害
物があるかどうかを検知し、その
物の位置や車速、進路から衝突す
る可能性を事前に判断します。

グリルカバー
レーダーセンサー

知識

■センサーが検知しない場合

パイロンなどのプラスチック類は検知できません。人や動物、自転車、オート
バイ、木、雪の吹きだまりなどは検知しないおそれがあります。
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■システムの作動条件

●プリクラッシュシートベルトの作動条件①：

･ 車速が約30 km/h 以上
･ 緊急ブレーキや車両の横すべりを判断したとき
･ フロント席の乗員がシートベルトをつけている

●プリクラッシュシートベルトの作動条件②：

･ フロント席の乗員がシートベルトをつけている
･ 車速が約5 km/h以上
･ 自車からみた対向車か障害物の接近速度が約30～ 40 km/h 以上

●プリクラッシュブレーキアシストの作動条件：

･ 車速が約30 km/h 以上
･ 自車からみた先行車や障害物の接近速度が約30～ 40 km/h 以上
･ ブレーキペダルが踏まれているとき

●プリクラッシュブレーキの作動条件：

･ プリクラッシュブレーキOFFスイッチが押されていないとき
･ 自車速度が約15 km/h 以上
･ 自車からみた先行車や障害物との接近速度が約15 km/h 以上

■システムの作動しない環境

プリクラッシュセーフティシステムは、想定されてない状況では有効に作動し
ないこともあります。

●きついカーブや起伏がある場所

●交差点などで、自車の進行方向に急な飛び出しがある状況

●自車の進行方向に車の急な割り込みがある状況

●雨、霧、雪、砂嵐等の悪天候の状況

●VSCシステムが作動していないときに、車が横すべりしている状態

●車両姿勢が極端に変化している状態

●レーダーセンサー周辺への強い衝撃などにより、レーダーセンサーの向きが
ずれているとき
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■システムの自動解除

システムの異常が検知された場合やセンサーが障害物を検知できない状況（セ
ンサーの汚れなど）ではシステムの動作が自動的に解除されます。このような
場合には衝突の可能性があってもシステムは有効に作動しません。

■衝突の可能性がなくてもシステムが作動するとき

センサーの前方がさえぎられる次のような場合、システムが衝突の可能性があ
ると判断し、作動することがあります。

●カーブまたは右左折時に対向車とすれ違ったとき

●車両前方の障害物（前方車両・ETCゲートなど）に急速に接近したとき

●上り坂を走行中など進行方向の道路上方に構造物（看板・低い天井・蛍光灯
など）があるとき

●幅が狭い、または天井の低い場所（橋・トンネル・高架下など）を通過するとき

●凹凸のある路面を走行するとき

●路面上に金属物、段差または突起物があるとき

●車高が極端に変化しているとき

●センサー周辺への強い衝撃などにより、センサーの向きがずれているとき

●カーブの入り口の道路脇に障害物（ガードレールなど）があるとき

また、このとき、シートベルトがすばやく引きもどされたり、ブレーキをかけ
たときに通常よりブレーキが強くかかったりすることがあります。シートベル
トが巻き取られた状態でロックした場合は、安全な場所に停車してシートベル
トをはずし、再度装着してください。

■レーダーセンサーとグリルカバーについて

レーダーセンサーやフロントグリルのカバーの前後面が雪や氷などで汚れた場
合、PCS警告灯が点灯し、マルチインフォメーションディスプレイに「PCS現
在使用できません」と表示されます。雪や氷などの汚れを取りのぞき、走行す
ると警告灯は消灯します。

■システムに異常があるときは

警告灯が点灯、点滅または警告表示がされます。(�P. 469、476)
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警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあります。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。
プリクラッシュセーフティシステムは運転者が衝突の危険を見逃してしまった
場合に、警報やブレーキ制御により運転者を支援するものです。本システムだ
けで衝突を回避したり、安全に停止するというものではないため、システムを
過信すると思わぬ事故につながり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。また、状況によっては有効に機能しないことがあ
ります。

■システムの支援内容に関する注意点

プリクラッシュセーフティシステムは、警報やブレーキ制御により衝突回避支
援を行うために、運転者が「見る」、「判断する」、「操作する」過程で、支援を
行います。システムの支援には限界があるため、次の点に注意してください。

●運転者が見る過程での支援内容
プリクラッシュセーフティシステムは、前方の障害物を可能な範囲で検知する
のみであり、わき見やぼんやり運転を許容するシステムでも、視界不良を補助
するシステムでもありません。運転者自らが周囲の状況に注意を払う必要があ
ります。

●運転者が判断する過程での支援内容
プリクラッシュセーフティシステムは、検知しうる前方の障害物の情報のみか
ら衝突の可能性を判断するものです。安全の確保の判断は運転者自らが行う必
要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容
被害軽減制動制御は、衝突が避けられないと判断した段階で作動するもので、
単独で衝突を回避したり、安全に停止させるものではありません。このため、
危険性があれば自らが安全を確保する必要があります。
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警告

■レーダーセンサーの取り扱い

プリクラッシュセーフティシステムが効果を発揮できるように次のことをお守
りください。

●センサーとグリルカバーは常にきれいにしておく。
お手入れをする際は、センサーやグリルカバーを傷付けないよう、やわらかい
布を使ってください。

●レーダーセンサー周辺への強い衝撃を避ける。
センサーの位置がずれると、システムに誤作動または異常が起こるおそれがあ
ります。強い衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受け、調整して
もらってください。

●センサーを分解しない。

●センサーは電波法の基準に適合しています。センサーに貼り付けられているラ
ベルはその証明ですのではがさないでください。また、センサーを分解・改造
すると罰せられることがあります。

●センサーやグリルカバー周辺にアクセサリーを付けたり、ステッカーを貼った
りしない。

■プリクラッシュセーフティシステムの限界

プリクラッシュセーフティシステムを過信しないでください。運転するときは
常に周囲の状況に注意し、進行方向の障害物などを確認して安全運転に心がけ
てください。
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2

LEDイルミネーションビーム＊

知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモードのとき

注意

■バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でLEDイルミネーションビームを長時間点灯しないで
ください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

オン /オフ
オンにするとフロントバンパーの
LEDイルミネーションビームが点
灯します。
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荷物を積むときの注意

警告

■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそれがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むときは

●次の場所には荷物を積まないでください。
お守りいただかないと、ブレーキ・アクセルペダルを正しく操作できなかった
り、荷物が視界をさえぎったり、荷物が乗員に衝突したりして、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

･ 運転席足元
･ 助手席や後席（荷物を積み重ねる場合）
･ インストルメントパネル
･ ダッシュボード
･ フタのない小物入れ /トレイ

●車内に積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。
安定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、乗員を傷付けるおそ
れがあります。

安全で快適なドライブをするために、荷物を積むときは次のことをお
守りください。

● できるだけ荷物はラゲージルームに積む。

● 荷物が安全な位置に置かれているか確認する。

● 走行中のバランスを維持するために重さが偏らないように積む。

● 燃費が悪化しないようにするために、不要な荷物は積まないよう
にする。
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警告

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにしてください。
これはタイヤに負担をかけるだけでなく、ハンドル操作性やブレーキ制御の低
下により思わぬ事故につながり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
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寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切
に運転してください。

■冬の前の準備
● 次のものはそれぞれ外気温に適したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

● バッテリー<補機バッテリー>の点検を受けてください。

● 冬用タイヤ（4輪）やタイヤチェーン（前部タイヤ用）を使用し
てください。

タイヤは4輪とも指定サイズで同一銘柄のものを、タイヤチェー
ンはタイヤサイズに合ったものを使用してください。
（タイヤについて�P. 405）

■運転する前に
状況に応じて次のことを行ってください。

● ドアやワイパーが凍結したときは無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして氷を溶かし、すぐに水分を十分に
ふき取ってください。

● フロントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファンを正常に作動させるために、雪を
取り除いてください。

● 外装ランプ、車両の屋根、タイヤの周辺やブレーキ装置に雪や氷
が付いているときは、取り除いてください。

● 乗車する前に靴底についた雪をよく落としてください。

■運転するときは
ゆっくりスタートし、車間距離を十分にとって控えめな速度で走行
してください。

■駐車するときは
パーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置が凍結して解除でき
なくなるおそれがあります。パーキングブレーキはかけずに、シフ
トレバーをPに入れて駐車し、輪止めをしてください。
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知識

■タイヤチェーンについて

●取り付け・取りはずし・取り扱い方法については次の指示に従ってください。

･ 安全に作業できる場所で行う
･ 前 2輪に取り付ける
･ タイヤチェーンに付属の取扱書に従う
･ 取り付け後0.5～ 1.0km走行したら締めなおしを行う

●18インチおよび19インチのタイヤには、タイヤチェーンを装着することは
できません。

■寒冷地用ワイパーブレードについて

●降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブレードは雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを
お求めください。

●高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落としてください。

警告

■冬用タイヤ装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコントロールが不能となり、重大な傷害を受け
たり、最悪の場合死亡事故につながるおそれがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●お使いになる冬用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行しな
い
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警告

■タイヤチェーン装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運転することができずに、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡事故につながるおそれがあり
ます。

●装着したチェーンに定められた制限速度、もしくは30 km/h のどちらか低い
ほうをこえる速度で走行しない

●路面の凹凸や穴を避ける

●急加速、急ハンドル、急ブレーキやシフト操作による急激なエンジンブレーキ
の使用は避ける

●カーブの入り口手前で十分減速して車のコントロールを失うのを防ぐ

■駐車時の警告

パーキングブレーキをかけずに駐車するときは、必ず輪止めをしてください。輪
止めをしないと、車が動き思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

注意

■タイヤチェーンの使用について

●トヨタ純正タイヤチェーンのご使用をおすすめします。
トヨタ純正品以外のタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走
行のさまたげとなるおそれがあるものもあります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。

●アルミホイールにタイヤチェーンを取り付けると、ホイールに傷が付くことが
あります。

■フロントウインドウガラスについた氷を除去するときは

たたいて割らないでください。
ウインドウガラスの内側（車内側）が割れるおそれがあります。
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フロントエアコン

オート設定を使うとき

■連動モード
運転席と助手席の設定温度を同じにします。

  を押す。

吹き出し口と風量を自動で調整します。

設定温度を上げるときは の∧を、下げるときは∨を押す。

   を押す。

ボタンを押すたびにエアコンのON・OFF が切りかわります。

設定温度にあわせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

REARスイッチ

吹き出し口切りかえ

風量切りかえ

助手席温度表示

花粉除去
内外気切りかえ

フロント吹き出し口表示

送風停止
オート設定

独立 /連動モード切りかえ

助手席温度調整

エアコンのON・OFF

運転席温度調整

風量表示 リヤ吹き出し口
表示

フロントウインドウガラス
曇り取りスイッチ

REAR表示
運転席温度表示

「nanoe」表示＊

手順 1

手順 2

手順 3

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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■独立モード
運転席と助手席の設定温度を独立してかえることができます。

  を押す。

エアコンが作動し、吹き出し口と風量を自動で調整します。

  を押す。

 運転席側は 、助手席側は を押し、温度を調整する。

再び  を押すと、連動モードになります。

   を押す。

ボタンを押すたびにエアコンのON・OFF が切りかわります。

■オート設定時の作動表示灯について
風量や吹き出し口を切りかえると、AUTOスイッチの作動表示灯が消
灯しますが、操作した機能以外のオート設定は継続します。

お好みの設定で使うとき

■エアコンのON・OFF を切りかえるには

  を押す

ボタンを押すたびにエアコンのON・OFFが切りかわります。

■設定温度をかえるには

運転席側は 、助手席側は を押し、温度を調整する

連動モード使用時、助手席側の を押すと独立モードに切りかわります。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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■風量をかえるには

  の＞（増）か＜（減）を押す

風量は7段階に調整できます。

送風を停止するときは  を押します。

■吹き出し口を切りかえるには

  を押す

押すたびに吹き出し口が切りかわります。吹き出し口表示は次の状態を示してい
ます。

上半身に送風

上半身と足元に送風
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足元に送風
  ：AUTOモードのとき

足元に送風・ガラスの曇りを取る

■外気導入・内気循環を切りかえるには
AUTO内外気切りかえ装着車

  を押すごとに次のように切りかわります。

外気導入モード�内気循環モード�AUTOモード
フロントエアコンが作動しているときに AUTO モードにすると、車両外気（排
気ガスなど）の状態などにより、外気導入と内気循環を自動で切りかえます。

AUTO内外気切りかえ非装着車

  を押す

ボタンを押すたびに外気導入・内気循環が切りかわります。
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前席からリヤエアコンを操作するには

  を押す

表示部に「REAR」が表示され、前席からリヤエアコンが操作できます。

■設定温度をかえるには

設定温度を上げるときは の∧を、下げるときは∨を押す

■風量をかえるには

  の＞（増）か＜（減）を押す

風量は7段階に調整できます。

送風を停止するときは、  を押します。

■吹き出し口を切りかえるには

  を押す

押すたびに吹き出し口が切りかわります。（�P. 337）

フロントウインドウガラスの曇りを取るには

  を押す

エアコンが作動します。
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花粉除去機能を使うには

  を押す

内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除去します。通常約３分後に（外

気温が低いときは 約１分後に）  を押す前のモードにもどります。

途中で動作を止めるときは、再度  を押すと前のモードにもどります。

「ナノイー」を使うには＊

スイッチを押す
スイッチの表示灯が点灯します。

エアコンの送風時に「ナノイー」が作
動し、表示部に「nanoe」が表示され
ます。

リヤエアコンのみ送風時は、後席のみ
「ナノイー」が作動します。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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風向きの調整と吹き出し口の開閉

風向きの調整
吹き出し口の開閉

知識

■オート設定の作動について

次のような制御をする場合があります。

●   を押した直後しばらく送風が停止する

●暖房時、冷風を上半身に向けて送る

■内気循環について

内気循環を使うとガラスが曇る場合があります。

■内外気切りかえについて

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切りかわ
る場合があります。
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■外気温度が０℃以下のとき

  を押してもエアコンは作動しない場合があります。

■フロントウインドウガラスの曇りを取るとき

内外気の温度によって自動的に外気導入に切りかわる場合があります。

■AUTO内外気切りかえのセンサー感度調整＊

内外気切りかえのAUTOは、センサーにより外気導入と内気循環を自動で切り
かえます。センサーの感度は調整できます。

  を AUTOの表示灯が点滅するまで長押しします。

 を押して感度を調整します。

■花粉除去モードについて

外気温が低いときは、ガラスの曇り防止のために次のような作動をすることが
あります。

●内気循環に切りかわらない

●エアコンの電源が自動的に入る

湿度が非常に高いときに使うとガラスが曇る場合があります。

花粉除去モードがOFFのときも花粉はエアコンフィルターで取り除かれていま
す。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

手順 1

手順 2

スイッチ ∨ ∧
表示 －３　－2　－1　0　1　2　3

感度 低い 高い
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■「ナノイー」について（「ナノイー」装着車）

●水に包まれた微粒子イオン「ナノイー」を車内に放出します。

●「nanoe」、「ナノイー」および「nanoe」マークはパナソニック株式会社の
商標です。

●実際の効果は季節・車室内の環境（温度・湿度）・風量・風向き・使用時間
などにより異なります。

●運転席側吹き出し口付近で、小さな作動音が聞こえることがありますが異常
ではありません。

■エアコンの臭いについて

●エアコン使用中に、車室内のさまざまな臭いがエアコン装置内に取り込まれ
て混ざり合うことにより、吹き出し口からの風に臭いがすることがあります。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時は外気導入にしてお
くことをおすすめします。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく送風が停止する場合があります。

■エコドライブモード（�P. 223、229）を使用しているときは

燃費性能を優先させるため、空調システムが次のように制御されます。

●  が ＯＮのとき、内気循環に切りかわる場合があります。

●エンジン回転数やコンプレッサーを制御して、暖房／冷房の能力を抑制しま
す。

●オート設定での使用時、ファンの風量を抑制します。

上記のような制御により、暖房／冷房の効きが弱いと感じられることがありま
す。空調の効きをより良くしたいときは、設定温度や風量の調整、またはエコ
ドライブモードの解除をしてください。

●後席「ナノイー」装着車は後席の「ナノ
イー」吹き出し口付近で、小さな作動音
が聞こえることがありますが異常ではあ
りません。
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■リヤエアコンの操作について

  を押して約 10 秒間操作を行わないと、フロントエアコン操作にもど

ります。

■カスタマイズ機能

エアコンの設定を変更できます。（�P. 558）

警告

■フロントウインドウガラスの曇りを防止するために

湿度が非常に高いときにエアコンを低い設定温度で作動させているときは、

 を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスの外側が曇り、

視界をさまたげる場合があります。
■「ナノイー」について（「ナノイー」装着車）

「ナノイー」は、高電圧を利用しています。危険ですので、修理などは必ずトヨ
タ販売店にご相談ください。

注意

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防ぐために

エンジン<ハイブリッドシステム>停止中はエアコンを使用しないでください。

■「ナノイー」について（「ナノイー」装着車）

運転席側吹き出し口、後席の「ナノイー」吹き出し口付近にスプレーを噴霧し
たり、棒などの異物を挿入したり、ものを取り付けたりしないでください。シ
ステムが正常に働かないおそれがあります。
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リヤエアコン

オート設定を使うとき

 を押す。

エアコンが作動し、吹き出し口と風量が自動で調整されます。

設定温度を上げるときは の∧を、下げるときは∨を押す。

送風停止
オート設定

温度調整

温度表示
風量表示吹き出し口表示

風量切りかえ

吹き出し口切りかえ

手順 1

手順 2
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お好みの設定で使うとき

■設定温度をかえるには

温度を上げるときは を∧を、下げるときは∨を押す

■風量をかえるには

 の∧（増）か∨（減）を押す

風量は7段階に調整できます。

送風を停止するときは、 を押します。

■吹き出し口を切りかえるには

 を押す

押すたびに吹き出し口が切りかわります。吹き出し口表示は次の状態を示してい
ます。

上半身に送風

上半身と足元に送風
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足元に送風

「ナノイー」を使うには＊

�P. 331

風向きの調整と吹き出し口の開閉

風向きの調整と吹き出し口の開
閉
風向きの調整

知識

■オート設定の作動について

次のような制御をする場合があります。制御を解除したいときは、お好みの設
定で使用してください。

●  を押した直後しばらく送風が停止する

●暖房時、冷風を上半身に向けて送る

●フロントエアコンが停止しているときは、暖房と送風の制御のみとなりま
す。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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注意

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防ぐために

エンジン<ハイブリッドシステム>停止中はリヤエアコンを使用しないでくだ
さい。
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リヤウインドウデフォッガー（曇り取り）

知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■ミラーヒーターについて

ミラーヒーター装着車は、リヤウインドウデフォッガーを ON にするとミラー
ヒーターも同時に作動します。

警告

■ミラーヒーター作動中の警告

ドアミラーの表面が非常に熱くなります。やけどをするおそれがあるのでふれ
ないでください。

注意

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防ぐために

連続して長時間使用すると、バッテリー<補機バッテリー>あがりの原因とな
ります。

リヤウインドウの曇りを取るときにお使いください。

オン／オフ

押すごとにオン／オフに切りかわ
り、作動中はインジケーターが点
灯します。
リヤウインドウデフォッガーとミ
ラーヒーターは自動的にオフにな
ります。
作動時間は外気温度や車速によっ
てかわります。
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フロントワイパーデアイサー＊

知識

■作動条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

警告

■作動中の警告

フロントウインドウガラス下部および運転席側フロントピラー横の表面が熱く
なっており、やけどをするおそれがあるのでふれないでください。

フロントウインドウガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐために
お使いください。

オン／オフ

フロントワイパーデアイサーは、
約 15 分で自動的にオフになりま
す。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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室内灯一覧

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

マップランプ（�P. 344）
リヤルームランプ（�P. 345）
LED室内間接照明（�P. 347）
ダウンライト
ドアカーテシランプ＊

フロント足元照明＊

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ照明<“ パワー ”スイッ
チ照明>
読書灯＊（�P. 346）

BTO32DA001
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知識

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防ぐために

半ドア状態でマップランプのメインスイッチがドア連動のときに、各部照明が
点灯したままの場合、約20分後に自動消灯します。

■カスタマイズ機能

室内灯の消灯までの時間などの設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧�P. 559）

■イルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知、ドアの施錠・解錠／開閉、“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチ<“ パワー ”スイッチ>により、各部照明が自動的に点灯、消灯します。
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マップランプ

メインスイッチ
ドア連動
消灯
点灯

スポットランプスイッチ
点灯 /消灯

知識

■マップランプについて

メインスイッチがドア連動のとき、イルミネーテッドエントリーシステムによ
り自動的に点灯、消灯します。

マップランプ
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リヤルームランプ

点灯 /消灯

知識

■セカンドシート側のリヤルームランプについて

マップランプのメインスイッチがドア連動のとき、イルミネーテッドエント
リーシステムにより自動的に点灯、消灯します。

リヤルームランプ
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読書灯＊

点灯／消灯
明るくなる
暗くなる

スイッチ（  または ）を押すた
びに、明るさを 4 段階に切りかえる
ことができます。

知識

■照度メモリー機能

読書灯を消灯させたあとで再度点灯させたときは、消灯する前と同じ明るさに
なります。

■バッテリーあがりを防ぐために

読書灯を点灯させたまま”エンジンスタートストップ”スイッチをOFF
＜”パワー”スイッチをOFF＞にすると、約20分後に自動消灯します。

■照射角度

お好みの角度に調整できます。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

読書灯
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LED室内間接照明

フロントスイッチ
点灯 /消灯

リヤスイッチ
点灯 /消灯

押すたびに明るさを 4 段階に切りか
えることができます。

知識

■LED室内間接照明について

イルミネーテッドエントリーシステムにより自動的に点灯、消灯します。

注意

■LED室内間接照明について

天井と LED 室内間接照明のすき間（発光部分）にものを引っかけたり、強く
引っ張ったりしないでください。破損するおそれがあります。

LED室内間接照明
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収納装備一覧

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ガソリン車

グローブボックス
コンソールボックス
カップホルダー
ボトルホルダー
小物入れ＊

ドアポケット
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＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

ハイブリッド車

グローブボックス
コンソールボックス
カップホルダー
ボトルホルダー
小物入れ＊

ドアポケット
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グローブボックス

レバーを引き、開ける

警告

■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納装備内に放置したままにしないでくださ
い。放置したままでいると、次のようなことが起こるおそれがあり危険です。
●室温が高くなったときの熱や、他の収納物との接触などにより、メガネが変形
やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターやスプレー缶が爆発したり、他の収納物との
接触でライターが着火したりスプレー缶のガスがもれるなどして火災につな
がる

知識

■グローブボックスランプについて

車幅灯が点灯しているときにグローブボックスを開くとランプが点灯します。

警告

■走行中の警告

グローブボックスを必ず閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、開いたグローブボックスに体があたったり、収
納していたものが飛び出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

グローブボックス
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コンソールボックス

スライド式コンソールボックス
カップホルダーのフタを押して
開ける
中のレバーを引きスライドさせ
る

回転式コンソールボックス

フタを持ち上げる

コンソールボックス
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ハイブリッド車

ボタンを押して開ける
左右どちらからでも開けられます。

知識

■スライド式コンソールボックスの下段トレイについて

トレイ部分をスライドさせることもできま
す。

コンソールボックス
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警告

■走行中の警告

コンソールボックスを必ず閉じてください。
急ブレーキ時などに、開いたコンソールボックスに体があたったり、収納して
いたものが飛び出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■コンソールボックス下部について（ハイブリッド車）

コンソールボックス下部にサービスプラグ
があります。サービスプラグはトヨタ販売
店で車両の修理時などに、駆動用電池の高
電圧を遮断するためのものです。
取り扱いを誤ると感電のおそれがあるた
め、絶対にさわらないでください。

コンソールボックス
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カップホルダー

フロント（ガソリン車）（スライド式コンソールボックス）

フタを押して開ける

フロント（ガソリン車）（回転式コンソールボックス）

カップホルダーを回転させる
格納方法（�P. 357）

フロント（ハイブリッド車）

フタを押して開ける

カップホルダー
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セカンドシート（7人乗りセカンドシートパワーシート）

カップホルダーを回転させる

セカンドシート（7人乗り車）

センターテーブルを引き起こす

カップホルダー
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セカンドシート（8人乗り車）

センターアームレストを引き出す

サードシート

知識

■フロントカップホルダーの仕切りについて（ハイブリッド車）

仕切りをはずし、小物入れとして使用でき
ます。

カップホルダー
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■フロントカップホルダー（ガソリン車）（回転式コンソールボックス）について

警告

■収納してはいけない物

カップホルダーにはカップや飲料缶以外のものを置かないでください。
急ブレーキをかけたときや衝突時に収納していたものが飛び出し、けがをする
おそれがあります。やけどを防ぐために温かい飲み物にはフタをしておいてく
ださい。

■使わないときは

カップホルダーのフタを閉めておいてください。
急ブレーキをかけたときや衝突時に、開いたカップホルダーに体があたるなど
して、思わぬけがをするおそれがあり危険です。

格納するときは、カップホルダー下部のレ
バーを引きながら下に回転させます。

カップホルダー
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ボトルホルダー

フロントドア

スライドドア

知識

■ボトルホルダーについて

●ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。

●ペットボトルの大きさ、形によっては収納できないことがあります。

注意

■収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが入っている紙コップやガラス製のコップ
などを収納しないでください。ジュースなどがこぼれたり、ガラス製品が割れ
たりするおそれがあります。

ボトルホルダー
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小物入れ

オーバーヘッドコンソール＊

押して開ける

シークレットボックス

グローブボックスを開け、手前に
引き出す

オープントレイ（ハイブリッド車）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

小物入れ
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センターロアボックス（ガソリン車）

レバーを引いて開ける

センターアッパーボックス

フタを押して開ける

運転席ロアボックス

手前に引いて開ける

小物入れ
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センタートレイ＊

コンソールボックス後部小物入れ上（ハイブリッド車）

コンソールボックス後部小物入れ下（ハイブリッド車）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

小物入れ
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サードシートトレイ、ポケット

知識

■運転席ロアボックスについて

運転席ロアボックスの中に ETC ユニット＊、またはカードホルダー＊が装着さ
れています。

警告

■走行中の警告

小物入れを開けたままにしないでください。
急ブレーキ時などに、開いた小物入れに体があたったり、収納していたものが
飛び出したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■収納してはいけないもの（オーバーヘッドコンソールのみ）

200ｇ以上のものを入れないでください。200ｇ以上のものを入れると、オー
バーヘッドコンソールが開き収納されているものが飛び出したりして、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

小物入れ
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ドアポケット

フロントドア

スライドドア

注意

■スライドドアポケットに収納するときは

スライドドアのドアポケットには、雑誌な
どをドアポケットからはみ出した状態で収
納しないでください。また、ドアポケット
が変形するような大きいものを入れないで
ください。スライドドアの開閉のさまたげ
になるばかりでなく、開閉の際にボデーま
たはドアポケットに傷が付いたり、故障に
つながるおそれがあります。

ドアポケット
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サンバイザー

おろす
おろした状態でフックからは
ずし、横へまわす
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バニティミラー

カバーを開けるとランプが点灯
します。
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時計

知識

■時刻が表示されるとき

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>がアクセサ
リーモードまたはイグニッションONモード<ONモード>のとき

ボタンを押して時刻を調整することができます。

“ 時 ”を調整する（H）
“ 分 ”を調整する（M）
“ 分 ”を 00にする※（:00）

※（例）1:00～ 1:29�1:00
1:30 ～ 1:59�2:00
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コンビニフック

警告

■使用しないときは

格納しておいてください。
指を挟むなどして、けがをするおそれがあります。

注意

■破損を防ぐために

4kg 以上のものや大きいものをフックに吊り下げないでください。
フックが折れたり、走行中にはずれたりするおそれがあります。

フロントシートうしろ側

フックを引き起こします

スライド式コンソールボックス前側（ガソリン車）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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アシストグリップ

警告

■アシストグリップ（回転式）について

アシストグリップ（回転式）は、乗降時やシートから立ち上がるときなどに使
用しないでください。

注意

■破損を防ぐために

アシストグリップに重いものをかけたり、過度の負荷をかけないでください。

天井に取り付けられているアシストグリップ（回転式）は、走行中に
シートに座っている状態で体を支えるときにお使いください。
乗降時などでは、ピラーに取り付けられているアシストグリップ
（固定式）をお使いください。

アシストグリップ（回転式）
アシストグリップ（固定式）
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コートフック＊

警告

■コートフックへかけてはいけないもの

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なものをかけないでください。
SRSカーテンシールドエアバッグがふくらんだときにそれらのものが飛び、重
大な傷害または死亡につながるおそれがあります。

注意

■破損を防ぐために

●コートフックに重いものをかけたり、過度の負荷をかけないでください。

●セカンドシートにあるコートフックを使用するときは、スライドドアを開閉す
る際にドアへ引っかからないよう注意してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

リヤのアシストグリップにはコートフックが付いています。

BTO36DB002



370

3-4. その他の室内装備の使い方

アクセサリーソケット

知識

■使用条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>がアクセサ
リーモードまたはイグニッションONモード<ONモード>のとき

12 V 10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださ
い。

ガソリン車

フタを手前に引いて開ける

ハイブリッド車

コンソールボックス内にありま
す。
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注意

■ショートや故障を防ぐために

ソケットに異物が入ったり、飲料水などがかかったりしないように、使用しな
いときは、フタを閉めておいてください。

■ヒューズが切れるのを防ぐために

12Ｖ 10Ａを超えないようにしてください。

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防止するために

エンジン<ハイブリッドシステム>を停止した状態でアクセサリーソケットを
長時間使用しないでください。
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アクセサリーコンセント（100Wタイプ）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

AC100V で最大消費電力 100W 以下の電気製品を使うときの電源
としてお使いください。

ガソリン車

コンソールボックス内（ハイブリッド車）

コンソールボックス後部（ハイブリッド車）
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知識

■使用条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■アクセサリーコンセントについて

●AC100Vで最大消費電力100W以下の電気製品を使用してください。
最大消費電力が 100W をこえる電気製品を使用すると、保護回路が働き、
使用できなくなります。この場合、電気製品のプラグをアクセサリーコンセ
ントから抜いて消費電力が100W以下になれば使用することができます。

●消費電力が 100W 以下であっても次のような機器は正常に作動しない場合
があります。

･ 起動時の消費電力が大きい機器（ブラウン管式テレビ、コンプレッサー式
冷蔵庫、電気ポンプ、電動工具など）。
･ 電源周波数（50／ 60Hz）の切りかえのある機器（時計、オーディオなど）。
･ その他（マイコン制御式電気毛布、タッチセンサー付ランプなど）

●使用する電気製品によっては、ラジオやテレビに雑音が入ることがありま
す。

●アクセサリーコンセントの電圧は、市販のテスターでは正確な電圧を測定で
きません。

警告

■機器の誤作動を防ぐために

AC100Vで最大消費電力が100W以下であっても、次のような機器にはアク
セサリーコンセントを使用しないでください。機器が正常に作動しない場合が
あり、思わぬ故障や事故の原因となって、重大な傷害を受けるおそれがあり危
険です。

･ 医療機器（アクセサリーコンセント使用中、車両状態により一時的にAC電
源の出力が断たれることがあるため）
･ 計量器、計測器など（AC 電源電圧を基準にする機器の場合、計測精度が保
証できないため）
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注意

■ショートや故障を防ぐために

コンセントに異物が入ったり、飲料水などがかかったりしないように、使用し
ないときは、フタを閉めておいてください。

■ヒューズが切れるのを防ぐために

AC100Vで最大消費電力100Wをこえないようにしてください。

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防止するために

エンジン<ハイブリッドシステム>を停止した状態でアクセサリーコンセント
を長時間使用しないでください。
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アクセサリーコンセント（1500Wタイプ）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

AC100V で最大消費電力 1500W 以下の電気製品を使うときの電
源としてお使いください。

コンソールボックス内

コンソールボックス後部

ラゲージルーム（アース端子付き）

BTO34DC001

BTO34DC002

BTO34DC003
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メインスイッチ

メインスイッチをONにする。
ON にすると作動表示灯が点灯しま
す。

知識

■使用条件

READYインジケーターが点灯しているとき

■アクセサリーコンセントについて

●使用する電気製品は、必ずAC100Vで最大消費電力1500W以下の電気製
品を使用してください。規定容量をこえる電気製品を使用すると、AC 電源
装置の保護機能が働き、アクセサリーコンセントが使用できなくなります。

･ 保護機能が働いたときに作動音がすることがありますが、異常ではありま
せん。

●メインスイッチをONにした状態でアクセサリーコンセントに電気製品のプ
ラグを挿入した場合、電気製品側の回路構成によっては大きな電流が流れる
ことがあります。その場合、AC 電源装置の保護機能が働き、自動的にメイ
ンスイッチが OFF になることがありますが故障ではありません。電源プラ
グ挿入後、再度メインスイッチをONにして使用してください。

･ メインスイッチがOFFになる可能性がある電気製品：
IH調理器など
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●消費電力が1500W以下であっても、使用中に瞬間的に大きな電流が流れる
電気製品を使用した場合など、AC 電源装置の保護機能が働き、電気製品が
正常に起動しない場合があります。

･ 正常に起動しない可能性がある電気製品：
ブラウン管式テレビ・コンプレッサー式冷蔵庫・電気ポンプ・電動工具・
IH調理器・ 電子レンジなど

●次のような機器を使用の際は注意してください。

･ タイマー設定する機器などAC電源の出力が連続して必要な電気製品
（車両状態により一時的にAC電源の出力が断たれることがあるため）
･ 電気毛布
（冬期に車中に泊まるときなど電気毛布のみで暖を取る使用方法では、車
両状態により一時的にAC電源の出力が断たれ、電気毛布の電源が切れて
しまうことがあるため）
･ コーヒーメーカー・電子レンジなど
（水平に設置しないと正常に作動しない場合があるため）

●使用する電気製品によっては、ラジオやテレビに雑音が入ることがありま
す。

●アクセサリーコンセントの電圧は、市販のテスターでは正常な電圧を計測で
きません。電圧の確認が必要な場合は、トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

●アクセサリーコンセントを使用中、運転席の下から冷却用ファンの音がする
ことがありますが、異常ではありません。
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■使用できないときは

メインスイッチの作動表示灯が消灯して、コンセントから AC 電源が出力され
ないとき、再度メインスイッチを ON にしても復帰しない場合は、保護機能が
働いていることが考えられます。この場合は、まず次の処置を行ってください。

●電気製品のプラグを抜き、消費電力が1500W以下になっているかどうかを
確認し、再度 メインスイッチをONにする

●電気製品のプラグを抜き、製品自体が故障していないか確認して、再度メイ
ンスイッチをONにする

●マルチインフォメーションディスプレイの駆動用電池の残量を確認する
残量表示の点灯が 1 つになっているようであれば、シフトレバーを P にし
て、駆動用電池の残量を回復させ、再度メインスイッチをONにしてくださ
い。

●真夏の炎天下に放置した直後など、車内が高温になっている場合はエアコン
を使用するなどして、車内を十分に換気し、車内温度を下げ、しばらくして
から再度メインスイッチを ONにする

以上の操作をしても、復帰しない場合は、トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

■寒冷地で使用するときは

外気温が－ 15 ℃以下になるようなときは、駆動用電池を保護するため、数十
分間アクセサリーコンセントが使用できないことがあります。
この場合はエアコンを使用して車内を暖房し、駆動用電池を暖めてから使用し
てください。

■駐車中・停車中に使用するときは

駆動用電池の残量が少なくなると、自動的にエンジンが始動し充電を行います。
一部の自治体では、駐車中または停車中にエンジンが始動した場合、アイドリ
ングストップに関する条例にふれ罰則の適用を受けるおそれがあります。駐車
中または停車中のアクセサリーコンセントの使用については、関係する自治体
に確認した上で、適切に使用してください。

■アース線のある電気製品を使用するときは

ラゲージルームにあるコンセントを使用し、アース線を接続してください。
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■電源周波数について

警告

■機器の誤作動を防ぐために

AC100V で最大消費電力が 1500W 以下であっても、次のような機器にはア
クセサリーコンセントを使用しないでください。機器が正常に作動しない場合
があり、思わぬ故障や事故の原因となって、重大な傷害を受けるおそれがあり
危険です。

･ 医療機器（アクセサリーコンセント使用中、車両状態により一時的にAC電
源の出力が断たれることがあるため）
･ 計量器、計測器など（AC 電源電圧を基準にする機器の場合、計測精度が保
証できないため）

工場出荷時の車両側電源周波数は、50Hz
になっています。
電気製品によっては、電源周波数の切りか
え（50/60Hz）機能がありますので、車両
と電気製品の電源周波数を一致させておい
てください。
ラゲージルームにある 50/60Hz 切りかえ
コネクターを開放 / 結合状態にすることに
より、車両側電源周波数を切りかえること
ができます。車両側電源周波数の切りかえ
が必要な場合は、トヨタ販売店にご相談く
ださい。

BTO34DC004
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警告

■電気製品の使用について

●走行中、次のような場合は、絶対に電気製品を使用しないでください。
また、電気製品を確実に固定できない状態で使用しないでください。思わぬ事
故の原因となって重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

･ 脇見運転など安全運転のさまたげになる場合（テレビ、ビデオ、DVDなど）
･ 急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、固定の不完全な電気製品
の転倒、落下による事故や、発熱により火災、やけどなどのおそれがある
場合（トースター、電子レンジ、電熱器、ポット、コーヒーメーカーなど）
･ ペダルの下に電気製品が入り込み、ブレーキペダルが踏めなくなるおそれ
がある場合（ドライヤー、ACアダプター、マウスなど）

●窓を閉めたまま、蒸気が出る電気製品を使用しないでください。ガラスが曇っ
て視界が悪化し、運転に支障が出るなど、思わぬ事故の原因となって重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。
また、他の電装品に悪影響を与えるおそれがあります。やむを得ず使用すると
きは、窓を開けて使用してください。

●故障した電気製品は使用しないでください。アクセサリーコンセントが使用で
きなくなったり、感電するおそれがあります。

●ぬれた手で電気製品のプラグを抜き挿ししたり、ピンなどをアクセサリーコン
セントに挿したりしないでください。感電するおそれがあり危険です。
また、コンセントに雨水、飲料水などや雪が付着した場合は、乾燥させてから
使用してください。

●使用する電気製品に付属の取扱書や、製品に記載されている注意事項を必ずお
守りください。
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警告

■駐車中・停車中の使用について

災害時などやむを得ず駐車中または停車中に使用するときは、「駐車中・停車中
に使用するときは」（�P. 378）をお読みいただいた上で、次のことを必ずお
守りください。お守りいただかないと思わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

●パーキングブレーキをかけて、シフトレバーをPにしていることを確認してく
ださい。

●電気製品を使用中に READY インジケーターが点灯した状態のまま車両から
離れないでください。

●車庫内や雪が積もった場所などでは排気ガスが充満したり、滞留したりするお
それがあるため、絶対に使用しないでください。詳しくは、「駐車するときは」
（�P. 204）・「排気ガスについて」（�P. 205）を参照してください。

●状況によっては、自動的にエンジンが始動するため排気管付近に近付いたり、
荷物を置いたり、エンジンルーム内に顔や手などを近付けたりしないでくださ
い。

●車外に電源コードを引いて使用する場合は、雨水の浸入などに注意してくださ
い。アクセサリーコンセントに雨水などが付着した場合は、乾燥させてから使
用してください。また、電源コードをドアなどに挟まないよう注意してくださ
い。

●暖房機具などの電気製品を使用して、車中で泊まることはやめてください。

●アクセサリーコンセントは、照明機器などの電気製品と直接接続して使用する
ものであり、家屋などへ電気を供給する発電機として使用しないでください。
また、家屋などに設置されている非常時給電システム（外部電源と接続ができ
る専用設備、外部電源からの供給回路が電力会社からの電気配線と分離されて
いる設備など）に接続する場合は、当該システムの製造業者または販売業者に
ご相談ください。

■アクセサリーコンセントについて

アクセサリーコンセントの改造や分解、修理などは絶対にしないでください。ま
た、絶対に車両搭載の AC100V インバーターを市販の AC インバーターに組
みかえないでください。思わぬ故障や事故の原因となって、重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。修理については、トヨタ販売店にご相談ください。
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注意

■電気製品の使用について

電気製品を使用するときは、次の点に注意してください。

●車内のトリムの近くやシートの上などで、トースターなどの熱気を出す電気製
品を使用しないでください。熱により溶損したり、焼損するおそれがあります。

●振動や熱などに弱い電気製品を、車内で使用しないでください。走行時の振動
や炎天下での駐車時の熱などにより、電気製品が故障するおそれがあります。

●アクセサリーコンセントを使わないときは、フタを閉めてください。異物がコ
ンセントにはいったり、飲料水などがかかったりすると、故障したり、ショー
トするおそれがあります。

●ACアダプターを直接アクセサリーコンセントに接続しないでください。フタ
を損傷したり、ACアダプターが脱落するおそれがあります。

●お子さまには、アクセサリーコンセントをさわらせないでください。

●アクセサリーコンセントに、二股などの分岐用コンセントを接続してタコ足配
線しないでください。

●アクセサリーコンセントに、ほこりやゴミが付着しないようにしてください。
また、定期的にコンセントを掃除してください。

●電気製品のプラグをアクセサリーコンセントに挿し込んでもゆるいときは、コ
ンセントを交換してください。交換については、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

●駆動用電池の残量によってはアクセサリーコンセントが使用できない場合が
あります。できるだけ駆動用電池の残量が多い状態で使用してください。

■駐車中・停車中の使用について

災害時などやむを得ず駐車中または停車中に使用するときは、充電を行うため
にエンジンが回転し、ガソリンを消費するため、ガス欠に注意してください。
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センターテーブル＊

知識

■センターテーブルについて

●セカンドシートの左右位置が外側にあるときに使用できます。（マニュアル
シート装着車）

注意

■シートテーブルの破損を防ぐために

テーブルの上に乗ったり、重いものを置かないでください。

引き上げて使用します。

●もとにもどすときは、テーブル下部のレ
バーを引いておろします。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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アームレスト

フロントシート（ガソリン車）

アームレストを一度いちばん上
まで上げ、その後いちばん下ま
で下げる。
お好みの位置まで上げると、
アームレストが固定される。
アームレストが固定されると、下
げることはできなくなります。
下げたいときは一度いちばん上ま
で上げてください。

セカンドシート（７人乗りマニュアルシート車）

引き出して使用します。

セカンドシート（8人乗り車）

引き出して使用します。



385

3-4. その他の室内装備の使い方

3

室
内
装
備
の
使
い
方

注意

■アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

サードシート

引き出して使用します。
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シートヒーター（フロントシート）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

運転席用スイッチ（ガソリン車）
HI（強）
LO（弱）

シートヒーターが作動していると
きは、表示灯が点灯します。

助手席用スイッチ（ガソリン車）
HI（強）
LO（弱）

シートヒーターが作動していると
きは、表示灯が点灯します。
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知識

■使用条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■シートヒーターについて

●HI（強）にすると、シートの肩部分と背もたれ全体、およびクッション部を
暖めます。

●LO（弱）にすると、シートの肩部分と背もたれ中央部のみを暖めます。

ハイブリッド車
HI（強）
LO（弱）

シートヒーターが作動していると
きは、表示灯が点灯します。
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警告

■やけどを防ぐために

●低温やけどを負うおそれがあるため、次の方は特にご注意ください。

･ 乳幼児、お子さま、お年寄り、病人、体の不自由な方
･ 皮膚の弱い方
･ 疲労の激しい方
･ 深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用された方

●シートに毛布、クッションなどを使用しないでください。
シートヒーターの使用により保温性が高まり異常過熱の原因になります。

注意

■シートヒーターの故障を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なものを突き
刺したりしないでください。

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防止するために

エンジン<ハイブリッドシステム>を停止しているときはスイッチをオフ（中
立）にしてください。
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シートヒーター&ベンチレーター（セカンドシート）＊

知識

■使用条件

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがイグニッションONモード<“ パ
ワー ”スイッチがONモード>のとき

■使用しないときは

スイッチをオフにしてください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

シートを暖めたり、シート表皮から送風して通気をよくします。

カバーを開ける。

ツマミを押してONにし、ツ
マミをまわして温度を調整す
る

OFF にするにはもう一度ツマミを
押します。

送風

風量は 4 段階に切りかえることが
できます。

シートを暖める

温度は 3 段階に切りかえることが
できます。

BTO14DA003

手順 1

BTO33DA001

手順 2
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警告

■やけどを防ぐために

●低温やけどを負うおそれがあるため、次の方は特にご注意ください。

･ 乳幼児、お子さま、お年寄り、病人、体の不自由な方
･ 皮膚の弱い方
･ 疲労の激しい方
･ 深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用された方

●シートに毛布、クッションなどを使用しないでください。
シートヒーターの使用により保温性が高まり異常過熱の原因になります。

注意

■シートヒーター＆ベンチレーターの故障を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なものを突き
刺したりしないでください。

■バッテリー<補機バッテリー>あがりを防止するために

エンジン<ハイブリッドシステム>を停止しているときはスイッチをオフにし
てください。
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フロアマット

お車（年式）専用のフロアマットを、フロアカーペットの上にしっか
りと固定してお使いください。

固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込
む。

固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する。
※△マークを必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状はイラストと異なる場合があります。

手順 1

※
手順 2
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警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマットがずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ
ぬスピードが出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につながるおそれが
あります。

■運転席にフロアマットを敷くときは

●トヨタ純正品であっても、他車種および異なる年式のフロアマットは使用しな
い

●運転席専用のフロアマットを使用する

●固定フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用しない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない

■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フック（ク
リップ）で正しい位置にしっかりと固定
されていることを定期的に確認し、特に
洗車後は必ず確認を行う

●エンジン<ハイブリッドシステム>停止
およびシフトレバーが P の状態で、各ペ
ダルを奥まで踏み込み、フロアマットと
干渉しないことを確認する
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ラゲージルーム内装備

■ラゲージフック

■小物入れ（G's を除くガソリン車）

取っ手を引きカバーをはずす
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警告

■ラゲージフックを使用しないときは

けがをしないように、必ずもとの位置にもどしておいてください。

■小物入れについて（ガソリン車）

カバーを必ず閉めてください。
急ブレーキ時などに収納していたものが飛び出したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。
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ステアリングスイッチ

電源を入れる

  を押す

スイッチを長押しするとオーディオの電源がOFF になります。

･ 装着されたオーディオにより“ ピッ”と音が鳴ることがあります。

モードを切りかえる

電源がONのとき  を押す
押すごとにモード（CD、ラジオなど）が切りかわります。

トヨタ販売店で装着したナビゲーションシステムや、オーディオを操
作することができます。

モードの切りかえや CD、ラジオなどの操作については、装着された
オーディオにより異なる場合や、操作できない場合があります。

● メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの
かたは、別冊「ナビゲーションシステム取扱書」をご覧ください。

● 販売店オプションのナビゲーションシステムや、オーディオの操作
方法は、各取扱書をご覧ください。

音量を調節する
CD、ラジオなどの操作
電源を入れる、モードを切り
かえる
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音量を調節するには

  の + または－を押す

スイッチを押し続けると、音量を連続して調節できます。運転のさまたげになら
ない適度な音量でお聞きください。

選局または選曲するには

電源がONのとき  を押す
スイッチを押して、お聞きになりたい放送局やCDで再生したい曲を選択します。
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外装の手入れ

知識

■自動洗車機を使うときは

●ドアミラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず
ドアミラーを復帰状態にもどしてください。

●ブラシで車体に傷が付き、塗装を損なうことがあります。

●必ず洗車機の中央位置に停車してから洗車してください。停車位置が左右ど
ちらかに片寄ると、洗車機によってはバンパーやリヤスポイラーなどがひっ
かかり、洗車できない場合や傷が付いたりするおそれがあります。

●自動洗車機に入れる前に、車両の給油口がしっかり閉まっていることを確認
してください。

■高圧洗車機を使うときは

車内に水が入るおそれがあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア枠付近に
近付けすぎないでください。

■バンパーおよびサイドモールディング
研磨剤入りの洗剤でこすらないようにしてください。

お手入れは、次の項目を実施してください。

● 水を十分かけながら車体、足まわり、下まわりの順番に上から下
へ汚れを洗い落とす。

● 車体はスポンジやセーム皮のようなやわらかいもので洗う。
● 汚れがひどいときはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流
す。

● 水をふき取る。
● 水のはじきが悪くなったときは、ワックスがけを行う。
ボデーの表面の汚れを落としても水が玉状にならないときは、車体の温度が
冷えているとき（およそ体温以下を目安としてください。）にワックスをか
ける。

なお、ボディコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ
カル商品を施行された場合は、お手入れ方法が異なります。詳しくは
トヨタ販売店にお問い合わせください。
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■アルミホイール
●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落としてください。研磨剤の入った洗剤や
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。

●夏場の長距離走行後などでホイールが熱いときは、洗剤は使用しないでください。
●洗剤を使用した後は早めに十分洗い流してください。

■レインクリアリングミラーの親水効果回復作業について
鏡面の親水効果は、太陽光をあてることにより徐々に回復します（�P. 146）
が、早く回復させたいときは次の作業を行ってください。

 鏡面に水をかけ、泥汚れなどを洗い流す。
 水を含ませたきれいなやわらかい布などで汚れを落とす。
 ガラスクリーナーか中性洗剤で洗浄後、十分な水で洗剤を洗い流す。
 きれいなやわらかい布などで鏡面に付いた水をふき取る。
 屋外に車両を駐車し、鏡面に太陽光を5時間程度あてる。
（汚れの量や種類により、回復時間は異なります）

警告

■洗車をするときは
エンジンルーム内に水をかけないでください。
電気部品などに水がかかると車両火災につながるおそれがあり危険です。

■フロントウインドウガラスを清掃するときは（雨滴感知式ワイパー装着車）

●雨滴センサー上部のフロントウインドウガラスに手でふれたとき

●水分を含んだ布などを雨滴センサーに近付けたとき

●フロントウインドウガラスに衝撃を与えたとき

●車内からセンサー本体にふれるなどして衝撃を与えたとき

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

ワイパースイッチを OFF にしてください。
AUTO モードになっていると、次のような
ときにワイパーが不意に作動し、指などを
挟み重大な傷害を受けたり、ワイパーブ
レードなどを損傷するおそれがあります。

OFF
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警告

■排気管について
排気管は排気ガスにより熱くなりますので、エンジン<ハイブリッドシステム>
停止直後などにふれないでください。やけどをするおそれがあります。

注意

■塗装の劣化や車体・ 部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために

●次のような場合はただちに洗車してください。

･ 海岸地帯を走行したあと
･ 凍結防止剤を散布した道路を走行したあと
･ コールタール、花粉、樹液、鳥のふん、虫の死がいなどが付着したとき
･ ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下が多い場所を走行した
あと
･ ほこり、泥などで激しく汚れたとき
･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに補修してください。

●ホイール保管時は、腐食を防ぐために汚れを落とし、湿気の少ない場所へ保管
してください。

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。
ランプを損傷させるおそれがあります。

●ランプにワックスがけを行わないでください。
レンズを損傷するおそれがあります。

■ルーフの上を清掃するときは

ルーフの上に手をついたり、重いものをのせないでください。
ルーフがへこむなど損傷させるおそれがあります。 

■自動洗車機を使用するときは（雨滴感知式ワイパー装着車）

ワイパースイッチをOFFにしてください。
AUTO モードになっていると、不意にワイパーが作動してワイパーブレードな
どを損傷するおそれがあります。
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内装の手入れ

お手入れは、次の要領で実施してください。

■室内の手入れ
● カークリーナーや電気掃除機などでほこりを取り除き、水または
ぬるま湯を含ませた布で軽くふき取ります。

● リヤウインドウガラスの内側を清掃するときは、熱線を損傷する
おそれがあるため、ガラスクリーナーなどを使わず、熱線にそっ
て水またはぬるま湯を含ませた布で軽くふいてください。

■合成皮革部分の手入れ
● 掃除機をかけて、大まかな汚れを取る

● スポンジややわらかい布を使用して合成皮革部分に刺激の少な
い洗剤をつける

● 数分間そのままにしておいてから汚れを落とし、固く絞ったきれ
いな布で洗剤をふき取る

■本革部分の手入れ
● 掃除機などでほこりや砂を取り除く

● うすめた洗剤をやわらかい布に含ませ、汚れをふき取る
ウール用の中性洗剤を約 5％の水溶液までうすめたものを使用してくださ
い。

● 真水をひたした布を固くしぼり、表面に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水分をふき取り、風通しのよい日陰
で乾燥させる
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知識

■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。

■カーペットの洗浄

市販の泡タイプクリーナーがご利用になれます。
スポンジまたはブラシを使用して泡をカーペットに広げます。円を描くように
塗りこんでください。水はかけないでください。できるだけ乾いたままにして
おくのが最も効果的です。

■シートベルト

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布かスポンジを使って洗ってください。シー
トベルトの擦り切れ・ほつれ・傷などを定期的に点検してください。（�P. 133）

■スーパーUVカットガラスについて＊

●ドアガラスが汚れているときは、早めに水またはぬるま湯を含ませた布で軽
くふいて清掃してください。

●ドアガラスの汚れがひどいときは、ドアガラスの開閉をくり返さないでくだ
さい。

■ドアの植毛部分について＊

表面をこすったときに植毛部分が立ち、跡が残ることがありますが、異常では
ありません。布用のやわらかいブラシを前からうしろへかけてください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告

■車両への水の浸入

●車内に水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。
電気部品などに水がかかると、故障や車両火災につながるおそれがあり危険で
す。

●床・ラゲージルーム内・駆動用電池冷却用吸入口など車内に水をかけたり液体
をこぼしたりしないでください。（�P. 37）
駆動用電池や電気部品などに水がかかると、故障や車両火災につながるおそれ
があり危険です。（ハイブリッド車）

●SRSエアバッグの構成部品やワイヤーをぬらさないでください。（�P. 166）
電気の不具合により、SRSエアバッグが作動したり、正常に機能しなくなり、
死亡事故や重傷につながるおそれがあります。

■内装の手入れをするときは（特にインストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメン
トパネルがフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思
わぬ事故につながり、重大な傷害もしくは死亡におよぶおそれがあります。

■シート周辺の注意

車内を清掃するときや、シートの下に落としたものを拾うときなど、シートの
下に手を入れるときは十分注意してください。シートレール、シートの土台部
分などにあたり、けがをするおそれがあります。
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注意

■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・シミ・塗装はがれの原因になるため、次の溶剤は使用しないでください。

･ シート以外の部分：ベンジン、ガソリンなどの有機溶剤や酸またはアルカ
リ性の溶剤、染色剤、漂白剤
･ シート部分：シンナー、ベンジン、アルコール、その他の揮発性の溶剤

●艶出しワックスや艶出しクリーナーを使用しないでください。インストルメン
トパネルやその他内装の塗装のはがれ・溶解・変形の原因になるおそれがあり
ます。

■革の傷みを避けるために

革の部分の損傷・消耗を避けるために、次のことをお守りください。

●革についたほこりや砂はすぐに取り除く。

●直射日光に長時間さらさないようにする。特に夏場は日陰で車を保管する。

●ビニール製・プラスチック製・ワックス含有のものは、車内が高温になると革
に貼り付くおそれがあるため、革張りの上に置かない。

■床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にある電気部品に水がかかると、車の故障の
原因となったり、ボデーが錆びるおそれがあります。

■リヤウインドウガラスの内側を掃除するときは

●熱線を損傷するおそれがあるため、ガラスクリーナーなどを使わず、熱線に
そって水またはぬるま湯を含ませた布で軽くふいてください。

●熱線を引っかいたり、損傷させないように気を付けてください。

■スーパーUVカットガラス＊を清掃するときは

ドアガラスを清掃するときは、コンパウンドまたは研磨剤入り用品（ガラスク
リーナー・洗剤・ワックスなど）を使用しないでください。コーティングを損
傷させるおそれがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付けられています。日常点検として必ず
タイヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命を延ばすために、タイヤローテーション
（タイヤ位置交換）を5,000 kmごとに行ってください。

■タイヤの点検項目
タイヤは次の項目を点検してください。
点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。

● タイヤ空気圧
空気圧の点検は、タイヤが冷えているときに行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無

● タイヤの溝の深さ

● タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく異なるなど）の有無

■タイヤローテーションのしかた

図で示す順にタイヤをローテー
ションしてください。
タイヤの摩耗状態を均一にし、寿
命を延ばすために、トヨタは定期
点検ごとのタイヤローテーション
を推奨します。

前側
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知識

■タイヤ空気圧の数値

■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り付けナットを交換するときは、トヨ
タ販売店にご相談ください。

■低偏平タイヤについて（235/50R18 97V＊または245/40R19 94W＊）

雪道や凍結路では、普通のタイヤとくらべてグリップ力が低下します。冬用タ
イヤを使用し、道路状態に応じた速度で注意深く運転するようにしてください。

■低偏平タイヤの空気圧点検
（235/50R18 97V＊または245/40R19 94W＊）

低扁平タイヤは、走行性能を優先したタイヤです。特に空気圧は定期的に点検
してください。2 週間に 1 回（最低でも 1ヶ月に 1 回）、または長距離ドライ
ブの前には、必ず空気圧を点検してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ
空気圧ラベルで確認することができます。

応急用タイヤ：420 kPa (4.2 kg/cm2)
※：タイヤが冷えているときの空気圧

タイヤサイズ
空気圧※ [kPa(kg/cm2)]

前後輪

235/50R18 97V 240
（2.4）

215/60R17 96H 240
（2.4）

215/65R16 98H

ガソリン車：
240（2.4）

ハイブリッド車：
250（2.5）

245/40R19 94W 240
（2.4）



407

4-1. お手入れのしかた

4

お
手
入
れ
の
し
か
た

警告

■日常点検について

●日常点検として必ずタイヤを点検してください。

●タイヤの点検は法律で義務付けられています。
タイヤは次の点について点検してください。

･ タイヤの空気圧
･ タイヤの亀裂・損傷の有無
･ タイヤの溝の深さ
･ タイヤの異常な摩耗（極端にタイヤの片側のみが摩耗している・摩耗程度
が他のタイヤと著しく異なるなど）

タイヤの点検方法は、「メンテナンスノート」をお読みください。

■指定空気圧について

指定空気圧は、運転席ドアを開けたボデー側に貼られている「タイヤ空気圧」の
表、またはP. 552で正しい空気圧を確認のうえ調整してください。
指定空気圧より低いと車両の安定性を損なうばかりでなく、タイヤが偏摩耗し
たりします。高速走行時にスタンディングウェーブ現象※によりタイヤがバース
ト（破裂）したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
日常点検で、応急用タイヤも含め、必ずタイヤ空気圧が指定空気圧になってい
ることを点検してください。
※高速で走行しているときに、タイヤが波うつ現象。
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警告

■異常があるタイヤの使用禁止

●異常があるタイヤを装着していると、走行時にハンドルがとられたり、異常な
振動を感じることがあります。また、バースト（破裂）など修理できないよう
な損傷をタイヤに与えたり、タイヤが横すべりするなど、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。走行中、異常な振動を感じた場合は、すみやかにト
ヨタ販売店で点検を受け、正常なタイヤに交換してください。

●異常があるタイヤを装着していると、車の性能（燃費・車両の安定性・制動距離
など）が十分に発揮できないばかりでなく、思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。また、部品に悪影響を与えるなど故障の原因になることがあります。

■タイヤ交換時の注意

●ねじ部にオイルやグリースをぬらないでください。
ナットを締めるときに必要以上に締め付けられ、ボルトが破損したり、ディス
クホイールが損傷するおそれがあります。
また、ナットがゆるみホイールが落下して、重大な事故につながるおそれがあ
ります。オイルやグリースがねじ部に付いている場合はふき取ってください。

■タイヤのサイズ、種類について

●タイヤはすべて指定サイズで、同一のサイズ・同一メーカー・同一銘柄および
同一トレッドパターン（溝模様）のタイヤを装着してください。また、摩耗差
の著しいタイヤを混ぜて装着しないでください。

●タイヤを混在使用すると、前後左右のタイヤで常時異常な回転差が発生し、駆
動系部品（ディファレンシャルギヤ）に無理な力がかかり、オイルの温度が上
昇するなどしてオイルもれや焼き付きなどにより、最悪の場合、車両火災につ
ながるおそれがあり危険です。

●必ずナットのテーパー部を内側にして取
り付けてください。テーパー部を外側に
して取り付けると、ホイールが破損しは
ずれてしまい、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがありま
す。

テーパー部
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警告

■タイヤのサイズ、種類について

●次の場合もタイヤの混在使用と同様、駆動系部品に悪影響を与えるのでタイヤ
空気圧の点検は必ず行ってください。

･ 4輪の空気圧の差が著しいとき
･ 空気圧が指定値からはずれているとき

●タイヤの摩耗を4輪とも均等にし、寿命を延ばすためにタイヤのローテーショ
ンを行ってください（�P. 405）

●ディスクホイールを交換するときも指定以外のディスクホイールを装着しな
いでください。

●指定以外のタイヤおよび 4 輪とも同一でないタイヤを装着すると、車の性能
（燃費・車両の安定性・制動距離など）が十分に発揮できないばかりでなく、
前後左右のタイヤに回転差が発生するなどして正確な車両速度が検出できな
くなる場合があり、下記のシステムが正常に作動しなくなるおそれがありま
す。

また、下記のシステムは、性能が十分に発揮できないばかりでなく、駆動系部
品に悪影響を与えるおそれがあります。

･ 4WDシステム（ガソリン車）＊

･ 電気式4WDシステム（ハイブリッド車）

■冬用タイヤについて

冬用タイヤ装着時も、必ず標準タイヤと同じサイズで同一種類のタイヤを装着
し、指定空気圧で走行してください。

･ ABS＆ブレーキアシスト ・TRC
･ VSC ・VDIM＊

･ クルーズコントロール＊ ・レーダークルーズコントロール＊

･ AFS＊ ・オートマチックハイビーム＊

･ PCS＊ ・ナビゲーションシステム＊

･ バックガイドモニター＊ ・パノラミックビューモニター＊

･ LKA（レーンキーピングアシスト）＊

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備



410

4-1. お手入れのしかた

警告

■摩耗限度について

タイヤの溝の深さが少ないタイヤやスリップサイン（摩耗限度表示）が出てい
るタイヤをそのまま使用すると、雨の日に制動距離が長くなったり、ハイドロ
プレーニング現象※により、ハンドルが操作できなくなったり、タイヤがバース
ト（破裂）したりして、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。スリッ
プサインが現れたら、すみやかに正常なタイヤと交換してください。
※水のたまった道路を高速で走行すると、タイヤと路面の間に水が入り込み、タイ
ヤが路面から浮いてしまい、ハンドルやブレーキが効かなくなる現象。

■タイヤサイズの変更について

新車時に装着されているタイヤサイズによってホイールサイズやステアリング
ギヤの設定※が異なるため、装着されているタイヤサイズ以外のタイヤを装着し
ないでください。サイズの異なるタイヤやホイールを装着した場合に車両の安
定性が十分に確保できなくなるおそれがあり危険です。
例えば 215/65R16 タイヤ装着時に 235/50R18 タイヤを装着することは
できません。

※ハンドルを操作した量に対してタイヤが切れる角度

■異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用しないでください。
走行中にタイヤの空気が抜けて、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。
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注意

■タイヤ空気圧が低いとき

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷することがあります。

■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するときは注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッション作用が低下します。また、タイヤ、
ホイール、車体などの部品も損傷するおそれがあります。

■低偏平タイヤ（235/50R18 97V＊または245/40R19 94W＊）について

低偏平タイヤのホイールは、路面から衝撃を受けたとき、ホイールに通常より
大きなダメージを与えることがあります。そのため次のことにご注意ください。

●適切なタイヤ空気圧で使用する
空気圧が低すぎると簡単に損傷することがあります。

●段差や凹凸のある路面、路上に開いた穴、平らでない舗道・縁石や他の障害物
を避けてください。タイヤおよびホイールがひどく損傷することがあります。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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ボンネット

車内からロックを解除して、ボンネットを開けます。

ボンネットオープナーを引く。
ボンネットが少し浮き上がりま
す。

レバーを引き上げてボンネット
を開ける。

ボンネットステーをステー穴に
挿し込む。

手順 1

手順 2

手順 3
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知識

■バッテリー端子をはずすときは（ガソリン車）

バッテリー端子をはずすとコンピューターに記憶されている情報が消去されま
す。バッテリー端子をはずすときはトヨタ販売店にご相談ください。

■補機バッテリーについて（ハイブリッド車）

●この車両の補機バッテリーは、ラゲージ
ルーム（助手席側）の小物入れにあり、エ
ンジンルームには搭載されていません。
（補機バッテリーはバッテリー液の補充が
必要ないタイプのため、バッテリー液量等
の点検は不要です）

●補機バッテリーがあがってしまったとき
は、エンジンルーム内にある救援用端子
を使用して、処置を行います。
（�P. 527）
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警告

■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされていることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボンネットが突然開いて、生命にかかわる
重大な傷害につながるおそれがあります。

■修理・車検・整備点検をする場合は（ハイブリッド車）

整備モードに切りかえる必要がありますので、必ずトヨタ販売店にご相談くだ
さい。高電圧システムを使用しているため、取り扱いを誤ると、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■エンジンルームを点検したあとは

エンジンルーム内に工具や布を置き忘れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などをエンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

■ボンネットを閉めるときは

■補機バッテリーの交換について（ハイブリッド車）

交換する際はヴェルファイアハイブリッド専用品を使用してください。専用品
以外を使用すると、ガス（水素）が車内に侵入したり、引火して爆発するおそ
れがあり危険です。
補機バッテリーの交換については、トヨタ販売店にご相談ください。

■ボンネットステーをステー穴に挿し込んだあとは

ボンネットが頭や体の上に落ちてこないように、正しく挿し込まれているか確
認してください。

ボンネットを閉めるときは、手などを挟ま
ないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険で
す。



415

4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
手
入
れ
の
し
か
た

警告

■けがを防ぐために

●走行後のエンジンルーム内は高温になっています。熱くなった部品にさわると
やけどなどの重大な傷害を受けるおそれがあります。

●ボンネットを開ける前に“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ <“ パ
ワー”スイッチ>をOFFにしてください。作動中の部品に巻き込まれてけが
などの重大な傷害を受けるおそれがあります。特にガソリン車の電動ファンは
エンジン停止後も最大 8 分間作動しますので、しばらくたってからボンネッ
トを開けてください。

注意

■ボンネットへの損傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重をかけるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

■ボンネットを閉めるときは

ボンネットステーをステー穴から取りはずし、クリップに正しくもどしてくだ
さい。
ステーを正しくもどさない状態でボンネットを閉めると、ボンネットやステー
が損傷するおそれがあります。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるときは、正しい位置に
ガレージジャッキを取り付けてください。正しい位置に取り付けない
と、車両が損傷したり、けがをするおそれがあります。

■フロント側

■リヤ側
FF 車（前輪駆動）（ガソリン車）
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4
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4WD車（4輪駆動）（ガソリン車）

ハイブリッド車
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4-2. 簡単な点検・部品交換

警告

■車両を持ち上げるときは

次のことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●ガレージジャッキを使用するときは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書
を十分に確認の上、使用する

●車に搭載されているジャッキを使用しない
車両が落下するおそれがあります。

●ガレージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、もぐり込
んだりしない

●ガレージジャッキおよび自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾きの
ない平坦な床面で使用する

●車両がジャッキアップされた状態でエンジン<ハイブリッドシステム>を始
動しない

●平らで硬い地面に停車させ、パーキングブレーキをかけ、シフトレバーをPに
する

●ガレージジャッキは、必ずジャッキアップポイントに正しくセットする
ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両が損傷しま
す。また車両がガレージジャッキから落下するおそれがあります。

●車内に乗員がいるときは車両を持ち上げない

●車両を持ち上げるときは、ガレージジャッキの上または下にものを置かない

●図のようなガレージジャッキを使用して
車両を持ち上げる
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4-2. 簡単な点検・部品交換

お
手
入
れ
の
し
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た

4

エンジンルームカバー（ハイブリッド車）

ヒューズや電球（バルブ）の点検・交換などを行うときに取りはずし
ます。

■エンジンルームカバーの取りはずしかた
手順 1

手順 2
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4-2. 簡単な点検・部品交換

警告

■けがを防ぐために

エンジンルームカバーを取りはずす前に、“ パワー ”スイッチをOFFにしてく
ださい。熱くなった部品でやけどをしたり、作動中の部品に巻き込まれてけが
をするおそれがあります。

■エンジンルームカバーを取りはずしたときは

高電圧部位・高電圧の配線（オレンジ色）などには、絶対にさわらないでくだ
さい。
感電など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

■クリップの取り付けかた
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
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れ
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た

注意

■エンジンルームカバーを取りはずすときは

クリップをエンジンルームの中に落とさないよう注意してください。

■エンジンルームカバーを取り付けたあとは

もとの場所に確実に取り付けられていることを確認してください。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で交換できます。詳細が不明な場合やそ
の他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。

■電球の用意
切れた電球のW数を確かめてください。（�P. 553）

■フロントのバルブ位置（G's を除く）

■フロントのバルブ位置（G's）

フロントフォグランプ

車幅灯

ヘッドランプ
（ハイビーム）

フロント方向指示灯／
非常点滅灯

フロントフォグランプ

車幅灯

ヘッドランプ
（ハイビーム）

フロント方向指示灯／
非常点滅灯
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
手
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た

■リヤのバルブ位置

番号灯

後退灯

リヤ方向指示灯
／非常点滅灯
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4-2. 簡単な点検・部品交換

電球交換のしかた

■ヘッドランプ（ ハイビーム）

ソケットを取りはずす。

電球を取りはずす。

電球を交換し、ソケットを取り付
ける
取り付け部と電球のツメ（3か所）を
あわせて挿し込みます。

手順 1

手順 2

手順 3
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
手
入
れ
の
し
か
た

ソケットをまわして固定する。
ソケットを取り付けたあとは、いった
んヘッドランプ（ハイビーム）を点灯
させ、バルブの取り付け部からランプ
の光がもれていないことを目視確認
してください。

手順 4
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■フロントフォグランプ
クリップの中心を引き出し、ク
リップを引き抜く
フェンダーライナーをめくる

コネクターを引き抜く。

電球を取りはずす。

手順 1

手順 2

手順 3
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
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た

電球を交換し、取り付ける。
取り付け部と電球のツメ（3か所）を
あわせて挿し込みます。

電球をまわして固定し、コネク
ターを取り付ける。
電球を軽くゆさぶって、ぐらつきがな
いことを確認し、いったんフロント
フォグランプを点灯させ、電球の取り
付け部からランプの光がもれていな
いことを目視確認してください。

フェンダーライナーをもとにもどしクリップを取り付ける。

手順 4

手順 5

手順 6
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■車幅灯
ソケットを取りはずす
電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。

手順 1

手順 2
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4
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■フロント方向指示灯／非常点滅灯

ソケットを取りはずす
電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。

手順 1

手順 2
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■リヤ方向指示灯／非常点滅灯

バックドアを開け、ボルト 2本を
はずす。

ランプ本体を取りはずす。

コネクターのツメを押し、コネク
ターをはずす。

手順 1

手順 2

手順 3
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4
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ソケットを引き抜く
電球を取りはずす

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。

手順 4

手順 5
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■後退灯・番号灯

バックドアを開け、交換したい電
球のカバーをはずす。

後退灯
番号灯

ソケットを取りはずし、電球を取りはずす。
後退灯

後退灯

手順 1

手順 2
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4

お
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れ
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番号灯
番号灯

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける。

■その他の電球
次の電球が切れたときは、トヨタ販売店で交換してください。

● ヘッドランプ（ロービーム）

● サイド方向指示灯／非常点滅灯

● 制動灯

● 尾灯

● ハイマウントストップランプ

● LEDイルミネーションビーム＊

知識

■LED ランプについて

サイド方向指示灯／非常点滅灯・制動灯・尾灯・ハイマウントストップランプ・
LEDイルミネーションビームは数個の LEDで構成されています。もし LEDが
ひとつでも点灯しないときは、トヨタ販売店で交換してください。

■レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題ありません。ただし、次のようなとき
は、トヨタ販売店にご相談ください。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ランプ内に水がたまっている

手順 3

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■ディスチャージヘッドランプの作動

作動電圧範囲をはずれると、ランプが消灯したり、点灯しなくなります。
電圧が正常にもどると再点灯します。

警告

■電球を交換するときは

●ランプは消灯してください。消灯直後は熱いため、交換しないでください。
やけどをすることがあります。

●電球のガラス部を素手でふれないでください。
やむを得ずガラス部を持つ場合は、電球に油脂や水分を付着させないために、
乾いた清潔な布などを介して持ってください。
また、電球を傷付けたり、落下させたりすると球切れや破裂することがありま
す。

●電球や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けが
不十分な場合、発熱や発火、もしくはヘッドランプ内部への浸水による故障
や、レンズ内に曇りが発生することがあります。

●電球、ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ
さい。
感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

■ディスチャージヘッドランプについて

●交換するとき（電球交換含む）は、必ずトヨタ販売店にご相談ください。

●点灯中は、高電圧ソケットにふれないでください。
瞬間的に 2 万ボルトの電圧が発生するため、感電して、生命にかかわる重大
な傷害を受けるおそれがあり危険です。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4
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注意

■お車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

ヒューズの点検、交換

ランプがつかないときや電気系統の装置が働かないときは、ヒューズ
切れが考えられます。ヒューズの点検を行ってください。

“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ <“ パワー ”ス
イッチ>をOFFにする。
エンジンルーム（ヒューズボックス Ｃ）のヒューズボックス
を開けるときは、エンジンルームカバーをはずす。
（ハイブリッド車）（�P. 419）
ヒューズボックスを開ける。

エンジンルーム（ヒューズボックスA）
（ガソリン車／ハイブリッド車）

ツメを押しながら、カバーを持
ち上げる。

エンジンルーム（ヒューズボックスB）
（ガソリン車／ハイブリッド車）

ツメを押しながら、カバーを持
ち上げる。

手順 1

手順 2

手順 3
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4
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エンジンルーム（ヒューズボックスＣ）（ハイブリッド車のみ）

ツメを押しながら、カバーを持
ち上げる。

運転席足元（ガソリン車／ハイブリッド車）

カバーを取りはずす。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

助手席足元（ガソリン車／ハイブリッド車）

カバーを取りはずす。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

4
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故障の状況から、点検すべきヒューズを「ヒューズの配置と
負荷」（�P. 440）で確認する。

ヒューズはずしでヒューズを引
き抜く。

ヒューズを引き抜き、ヒューズが切れていないか点検する。

正常
ヒューズ切れ

ヒューズボックスの表示に従い、
規定容量のヒューズに交換しま
す。

手順 4

手順 5

手順 6
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4-2. 簡単な点検・部品交換

ヒューズの配置と負荷

■エンジンルーム（ヒューズボックスA）

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
1 HORN 10 A ホーン
2 STRG LCK 20 A ステアリングロック
3 AMP NO.2 30 A オーディオアンプ
4 AMP NO.1 30 A オーディオアンプ
5 ECU-B3 7.5 A スマート ECU
6 ECU-B2 7.5 A エアコン
7 S/HORN 10 A S/HORN
8 DEICER 20 A フロントワイパーデアイサー
9 FOG 20 A フロントフォグランプ

10
H-LP RH※1 15 A 右側ヘッドランプ（ハイビーム）

H-LP RL※2 15 A 右側ヘッドランプ（ロービーム）

11
H-LP LH※1 15 A 左側ヘッドランプ（ハイビーム）

H-LP LL※2 15 A 左側ヘッドランプ（ロービーム）
12 H-LP RL※1 15 A 右側ヘッドランプ（ロービーム）
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※1：オートマチックハイビーム装着車

※2：オートマチックハイビーム非装着車

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称

13
H-LP LL※1 15 A 左側ヘッドランプ（ロービーム）

H-LP RH※2 15 A 右側ヘッドランプ（ハイビーム）

14
H-LP HI NO.2※1 20 A オートマチックハイビーム

H-LP LH※2 15 A 左側ヘッドランプ（ハイビーム）
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■エンジンルーム（ヒューズボックスB）

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
1 ABS NO.2※1 30 A VSCアクチュエーター
2 DEF 30 A リヤウインドウデフォッガー
3 EFI 20 A EFI
4 CAPACITOR※2 15 A ハイブリッドシステム
5 ECU-B 10 A パワースライドドア
6 DOME 7.5 A 室内灯
7 RAD NO.1 15 A ナビゲーションシステム
8 MIR HTR 10 A ミラーヒーター

9
SLOPE NO.2※1 30 A スロープ

ABS MAIN1※2 10 A ブレーキシステム
10 ABS MAIN2※2 10 A ブレーキシステム
11 ETC-S 10 A EFI
12 AM2 NO.2 7.5 A ボデー ECU
13 TRN HAZ 15 A 方向指示灯／非常点滅灯
14 IG2 15 A インジェクション
15 ABS MAIN3※2 15 A ブレーキシステム
16 FR DOOR 30 A ボデー ECU
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4
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※1：ガソリン車

※2：ハイブリッド車

17
A/F※1 30 A EFI

A/C W/P※2 10 A エアコン

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■エンジンルーム（ヒューズボックスＣ）（ハイブリッド車）

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
1 EFI NO.1 7.5 A ハイブリッドシステム
2 OIL PMP 10 A ハイブリッドシステム
3 PCU 10 A ハイブリッドシステム
4 IGCT NO.1 7.5 A ハイブリッドシステム
5 INV W/P 10 A ハイブリッドシステム
6 IGCT NO.2 7.5 A ハイブリッドシステム
7 BATT FAN 10 A ハイブリッドシステム
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4
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■運転席足元

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
1 FR WIP 30 A フロントワイパー
2 SEAT HTR RH 10 A シートヒーター（運転席側）
3 RH ECU-IG 10 A エアコン
4 P/SEAT RL 25 A 助手席側セカンドシート
5 P/SEAT RR 25 A 運転席側セカンドシート
6 ECU-IG3 15 A シートヒーター（運転席側セカンドシート）
7 P/POINT 15 A アクセサリーソケット
8 CIG 15 A アクセサリーソケット
9 RAD NO.2 7.5 A ナビゲーションシステム
10 ECU-ACC 7.5 A ドアミラー
11 IGN 10 A イグニッション
12 MET 7.5 A メーター
13 PSB 30  A プリクラッシュシートベルト
14 RR FOG 7.5 A リヤフォグランプ
15 P/W FR 20 A パワーウインドウ
16 P/SEAT RH 30 A 運転席シート
17 AM1 7.5 A ドライビングポジションメモリー
18 STOP 15 A 制動灯
19 OBD 7.5 A ダイアグノーシスコネクター
20 PSD RH 30 A パワースライドドア
21 P/W RR 20 A パワーウインドウ
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4-2. 簡単な点検・部品交換

■助手席足元

ヒューズ名称 アンペア数 ヒューズの受け持つ主な装置名称
1 LH ECU-IG 10 A ボデー ECU、パワースライドドア
2 SEAT HTR LH 10 A シートヒーター
3 GAUGE NO.2 10 A 後退灯
4 STP RR 7.5 A 制動灯
5 STP HI MT 7.5 A ハイマウントストップランプ
6 STP RL 7.5 A 制動灯
7 RR WIP 15 A リヤワイパー

8 GAUGE NO.1 10 A
メーター、
フロントワイパーデアイサー

9 PANEL 10 A スイッチ照明
10 TAIL2 10 A 尾灯
11 TAIL 10 A 尾灯
12 P/SEAT LH 30 A 助手席シート
13 4WD 7.5 A 4WDシステム
14 AC INV 15 A アクセサリーコンセント
15 DR LOCK 30 A ボデー ECU
16 P/W FL 20 A パワーウインドウ
17 S/R 20 A ムーンルーフ
18 PSD LH 30 A パワースライドドア
19 P/W RL 20 A パワーウインドウ
20 PBD 30 A パワーバックドア
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知識

■ヒューズを交換したあと

●交換してもランプ類が点灯しないときは、電球を交換してください。
（�P. 422）

●交換しても再度ヒューズが切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

■バッテリー<補機バッテリー>からの回路に過剰な負荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れるように設計されています。

警告

■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しないでください。

●必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。

注意

■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負荷だと判明したときは、トヨタ販売店で
点検を受けてください。
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キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新しい電池に交換してください。

■用意するもの
● テープを巻いたマイナスドライバー

● リチウム電池CR1632

■電池交換のしかた

メカニカルキーを抜く。

カバーをはずす。

消耗した電池を取り出す。
新しい電池は + 極を上にして取り
付けます。

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付け
る。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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知識

■電池が消耗していると

次のような状態が起こります。

●スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

■リチウム電池CR1632の入手

電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入できます。

■キーの電池を交換したときは

キーのスイッチを押し、本体の LEDが点灯することを確認します。

警告

■取りはずした電池と部品について

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かしたりしない

●電極を曲げない

●ドライバーにテーピングをしたり布きれをあててからはずしてください。
カバーに傷が付くおそれがあります。
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4-2. 簡単な点検・部品交換

ウォッシャー液の補給

知識

■ゲージの使い方

警告

■ウォッシャー液を補給するときは
エンジン<ハイブリッドシステム>が熱いときやエンジン<ハイブリッドシス
テム > が始動中は、ウォッシャー液を補給しないでください。ウォッシャー液
にはアルコール成分が含まれているため、エンジン <ハイブリッドシステム >
などにかかると出火するおそれがあり危険です。

液面がLOWの位置に近付いたら
ウォッシャー液を補給してくだ
さい。

ウォッシャー液の膜が張っているゲージの
穴部の位置を確認して、ウォッシャー液の
残量を判断します。
残量がゲージの先端から 2 つめの穴部より
下回った（LOW の位置まで低下した）ら、
ウォッシャー液を補給してください。

現在の液量
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注意

■ウォッシャー液について
ウォッシャー液のかわりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく
ださい。車体の塗装にしみが付くおそれがあります。

■ウォッシャー液のうすめ方
必要に応じて水でうすめてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温度を参考にしてください。
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エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただくために、エアコンフィルターを定期
的に交換してください。

■交換のしかた
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ <“ パワー ”ス
イッチ>をOFFにする。

グローブボックスを開きダン
パーステーのピンをはずす。

グローブボックス側面を押して
ツメを片側ずつはずし、下部の
ツメをはずして取りはずす。
下部のツメを取りはずすときは、
グローブボックスを水平に引き出
して取りはずします。

フィルターカバーを取りはず
す。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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知識

■エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは次の時期を目安に交換してください。

花粉除去タイプ：20,000km [10,000km※ ] ごと

花粉除去タイプ（脱臭機能付き）：15,000km [7,500km※ ] ごと

※大都市や寒冷地など、交通量や粉じんの多い地区

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますので、フィルターを交換してください。

注意

■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることがあり
ます。必ずフィルターを装着してください。

●フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はしないでください。

フィルターを取りはずし、新し
いフィルターと交換する。
「��UP」マークの矢印が上を向く
ように取り付けます。

取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付け
る。

手順 5

手順 6
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5-1. まず初めに

故障したときは

知識

■停止表示板・停止表示灯について

故障のときはすみやかに次の指示に従ってください。

非常点滅灯（�P. 457）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車する
非常点滅灯は、故障などでやむを
得ず路上駐車する場合、他車に知
らせるため使用します。

高速道路や自動車専用道路で
は、次のことに従う
● 同乗者を避難させる

● 車両の50m以上後方に発炎筒
（�P. 458）と停止表示板を
置くか、停止表示灯を使用する
･ 見通しが悪い場合はさらに後
方に置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくだ
さい。

● その後、ガードレールの外側
などに避難する

50ｍ 以上
後方に置く

●高速道路や自動車専用道路でやむを得ず
駐停車する場合は、停止表示板または停
止表示灯の表示が、法律で義務付けられ
ています。

●停止表示板・停止表示灯のご購入について
は、トヨタ販売店にお問い合わせくださ
い。

停止表示板 停止表示灯
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非常点滅灯（ハザードランプ）

知識

■非常点滅灯について

エンジン停止中 < ハイブリッドシステム停止中（READY インジケーターが点
灯していないとき）> に、非常点滅灯を長時間使用すると、バッテリー< 補機
バッテリー>があがるおそれがあります。

故障などでやむを得ず路上駐車する場合、他車に知らせるために使用
してください。

スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅しま
す。
もう一度押すと消灯します。
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5-1. まず初めに

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・事故時に非常信号用として使用しま
す。（トンネル内や可燃物の近くでは使用しないでください。）
発炎時間は約５分です。非常点滅灯と併用してください。

助手席足元の発炎筒を取り出
す。

本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む。

先端のフタをとり、すり薬で発
炎筒の先端をこすり、着火させ
る。
必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に
向けないでください。

手順 1

手順 2

手順 3

すり薬
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知識

■発炎筒の有効期限

本体に表示してある有効期間が切れる前に、トヨタ販売店でお求めください。
有効期限が切れると、着火しなかったり、炎が小さくなる場合があります。

警告

■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないでください。
煙で視界が悪くなったり、引火するおそれがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない
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5-1. まず初めに

けん引について

けん引の前に販売店への連絡が必要な状況

次の場合は、駆動系の故障が考えられるため、トヨタ販売店へご連絡く
ださい。

● エンジンはかかるが車が動かない（ガソリン車）

● ハイブリッドシステム異常の警告表示が表示され、車が動かない（ハ
イブリッド車）

● 異常な音がする

レッカー車でけん引するとき

前向きにけん引するときは（ガソリン車の FF車）

パーキングブレーキを解除する

けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業者にご依頼ください。
その場合は、レッカー車または、車両運搬車を使用することをお勧め
します。
やむを得ず他車にロープでけん引してもらう場合は、車両積載車まで
の移動など、できるだけ短距離にとどめてください。（ハイブリッド
車）
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前向きにけん引するときは（ガソリン車の4WD車、ハイブリッド車）

台車を使用して後輪を持ち上げる

うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる
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5-1. まず初めに

車両運搬車を使用するとき

車両運搬車で輸送されていると息
は、図の場所にフックを取り付け
る

鎖やケーブルなどを使用して車両
を固縛する場合は図に黒く示す角
度が45°になるように固縛する

けん引フックの取り付け方

けん引フックを取り出す（�P. 487, 501）手順 1
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運転席側のフタをはずす

（G's 以外）

（G's）

けん引フックを穴に挿し込んでま
わし、軽く締める

ホイールナットレンチや金属の固
い棒などを使い確実に取り付ける

手順 2

手順 3

手順 4
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5-1. まず初めに

車体に傷が付かないようにロープ
をけん引フックにかける
車体に傷が付かないように注意して
ください。また、前進方向でけん引し
てください。

ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：
0.3 m平方（30 cm× 30 cm）以上

運転者はけん引される車両に乗り、エンジンをかける（ガソリン
車）
エンジンがかからないときは“ エンジン スタート ストップ ”スイッチを
イグニッションONモードにしてください。

運転者はけん引される車両に乗り、ハイブリッドシステムを始動
する（ハイブリッド車）

ハイブリッドシステムが始動しないときは“ パワー ”スイッチをONモー
ドにしてください。

けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキング
ブレーキを解除する
牽引中は、ロープがたるまないよう、減速時なども前の車の速度にあわせて
ください。
シフトレバーがシフトできないときは：�P. 519

手順 5

手順 6

白い布
けん引方向

5m以内

25m以内

手順 7

手順 8
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知識

■けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引されるときに使うものであり、他車をけん引するための
ものではありません

■けん引されるときに

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が停止しているとブレーキの効きが悪く
なったり、ハンドル操作が通常より重くなったりします。

■ホイールナットレンチについて

工具袋に搭載されています（�P. 487, 501）

■リヤ側フックについて

警告

次のことを必ずお守りください
お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

■車両を運搬するときは

FF 車（前輪駆動車）（ガソリン車）

このフックは、自車より軽い車をやむを得
ず一般路上でロープによりけん引するとき
に使用することができます。（助手席側）

必ず前輪を持ち上げるか、4 輪とも持ち上
げた状態で運搬してください。前輪が地面
に着いた状態でけん引すると、駆動系部品
が破損するおそれがあります。
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5-1. まず初めに

警告

4WD車（ガソリン車）、ハイブリッド車

■けん引中の運転について

●ロープによるけん引を行うときは、けん引フックやロープに過剰な負荷をかけ
る急発進などを避けてください。
けん引フックやロープが破損し、その破片が周囲の人などにあたり、重大な傷
害を与えるおそれがあり危険です。

●“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>をOFFに
しないでください。
ハンドルがロックされハンドル操作ができなくなるおそれがあります。

■けん引フックを車両に取り付けるとき

指定の位置にしっかりと取り付けください。
指定の位置にしっかり取り付けていないとけん引時にフックがはずれるおそれ
があります。

ガソリン車：4 輪とも持ち上げた状態で運
搬してください。タイヤが地面に着いた状
態でけん引すると、駆動系部品が破損した
り車が台車から飛び出したりするおそれが
あります。

ハイブリッド車：4 輪とも持ち上げた状態
で運搬してください。タイヤが地面に着い
た状態でけん引すると、駆動系部品の破損
や車が台車から飛び出したり、モーターが
回転することにより発電され、故障や破損
の状態によっては火災が発生するおそれが
ります。
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注意

■レッカー車でけん引するとき

■車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎないでください。車両の損傷につながるおそ
れがあります。

■駆動系部品の損傷を防ぐために

●ロープでけん引されるときは次のことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない
･ 速度30km/h 以下、距離80km以内でけん引する（ガソリン車）
･ 速度 30km/h 以下、距離は車両積載車までの移動など、できるだけ短距
離にとどめる（ハイブリッド車）
･ 前進方向でけん引する
･ サスペンション部などにロープをかけない

●この車両で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。

■長い下り坂でけん引するときは

レッカー車で前輪を持ち上げるか、4 輪とも持ち上げた状態でけん引してくだ
さい。
レッカー車でけん引しないと、ブレーキが過熱し効きが悪くなるおそれがあり
ます。

■リヤ側フックについて

やむを得ない場合以外は使用しないでください。装置の変形や車両の損傷など
につながるおそれがあります。

車両の損傷を防ぐために図のようなレッ
カー車ではけん引しないでください。
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警告灯がついたときは

ただちに停車してください。走行を続けると危険です。

次の警告はブレーキの故障のおそれがあることを意味します。ただちに
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

※パーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー：
パーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、車速が 5km/h 以上になると、
警告ブザーが鳴ります。
警告ブザーが鳴ったときは、パーキングブレーキを解除してください。

ただちに停車してください。

次の警告は、お車へのダメージや思わぬ危険を招くおそれがあることを
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。

警告灯 警告灯名・警告内容

(赤色）

ブレーキ警告灯（警告ブザー）※
･ブレーキ液の不足
･ブレーキ系統の異常
パーキングブレーキが解除されていないときも点灯します。解
除後、消灯すれば正常です。

警告灯 警告灯名・警告内容

充電警告灯
充電系統の異常

油圧警告灯
エンジンオイルの圧力異常

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対
処してください。点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあり
ません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。
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ただちに点検を受けてください。

次の警告は、放置すると、システムが正しく働かず、思わぬ危険や故障
を招くおそれがあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容

エンジン警告灯
･ハイブリッドシステムの異常（ハイブリッド車）
･エンジン電子制御システムの異常
･電子制御スロットルの異常
･トランスミッション電子制御システムの異常

SRSエアバッグ／プリテンショナー警告灯
･SRSエアバッグシステムの異常
･プリテンショナー付シートベルトシステムの異常

ABS＆ブレーキアシスト警告灯
･ABSの異常
･ブレーキアシストの異常

パワーステアリング警告灯（警告ブザー）
･EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

4WD警告灯（ガソリン車）＊

4WDシステムの異常

ディスチャージヘッドランプ
オートレベリング警告灯＊

･自動光軸調整システムの異常

( 点滅）

PCS警告灯＊

プリクラッシュセーフティシステムの異常
システムの異常以外にも、警告灯が次のように作動します。
･システム作動中は、速い点滅でお知らせします。（�P. 313）
･プリクラッシュブレーキをOFFにしたときは点灯します。
（�P. 314）
･システムが一時的に使用できないときに点灯します。
（�P. 479）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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( 点滅）

AFS OFF 表示灯＊

･AFS（アダプティブフロントライティングシステム）の異常
（�P. 256）

( 黄色）

ブレーキ警告灯（ハイブリッド車）
･回生ブレーキシステムの異常
･電子制御ブレーキシステムの異常

( 点灯）

スリップ表示灯
･VSCシステムの異常
･TRCシステムの異常
･ヒルスタートアシストコントロールの異常（ガソリン車）＊

上記のシステムの作動時には点滅します。（�P. 305）

( 黄色）

クルーズコントロール表示灯＊

クルーズコントロールシステムの異常
（�P. 271）

( 黄色）

オートマチックハイビーム表示灯＊

オートマチックハイビームシステムの異常（�P. 260）

知識

■パワーステアリング警告灯について

バッテリー<補機バッテリー>の充電が不十分な場合、または一時的に電圧が
下がった場合に警告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ることがあります。

警告

■パワーステアリング警告灯が点灯したときは

ハンドル操作が非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、ハンドルをしっかりと持ち、通常より強
く操作してください。

警告灯 警告灯名・警告内容

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備



5

471

5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

注意

■充電警告灯の点滅がひんぱんに発生するときは（ハイブリッド車）

補機バッテリーが劣化している可能性があります。その状態で放置しておくと、
補機バッテリーあがりを起こすおそれがあるため、トヨタ販売店で補機バッテ
リーの点検を受けてください。
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ただちに処置してください。

次の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告灯が消灯するのを
確認してください。

※1半ドア走行時警告ブザー：
車速が5km/h を超えると警告ブザーが鳴ります。

※2運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が約 20 km/h 以上になると警
告ブザーが 30 秒間断続的に鳴ります。その後も運転席・助手席シートベルト
非着用のままだと、ブザーの音がかわり90秒間鳴ります。

警告灯 警告灯名・警告内容 対処方法

半ドア警告灯／半ドア警告表示＊

（警告ブザー）※1
いずれかのドアが確実に閉
まっていない

開いているドアを閉める

運転席シートベルト
非着用警告灯（警告ブザー）※2
運転席シートベルトの非着用

シートベルトを着用

助手席シートベルト
非着用警告灯（警告ブザー）※2
助手席シートベルトの非着用

シートベルトを着用

燃料残量警告灯
燃料の残量
（約10L以下）

燃料を補給

マスターウォーニング
システムの異常時にブザーと
ともに点灯・点滅しマルチイ
ンフォメーションディスプレ
イ上に警告メッセージを表示
します。

�P. 475

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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知識

■助手席シートベルト非着用警告灯の乗員検知センサーの作動について

●乗員がいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーが重量を検知して
警告灯が点滅することがあります。

●座布団などを敷くと、センサーが乗員を検知せず警告灯が作動しないことが
あります。
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ただちに処置してください。＊

それぞれの対処方法に従って処置し、警告灯が消灯するのを確認してく
ださい。

警告ブザー スマートエント
リー＆スタート
システム警告灯

警告内容 対処方法
車内 車外

1回 なし
（８秒間点灯）

電子キーを携帯していな
い状態でエンジンをかけ
ようとした

電子キーを携帯する

1回 ３回

電子キーを携帯していな
い状態かつ“ エンジン 
スタート ストップ ”ス
イッチがOFF以外の状
態で運転席以外のドアが
開閉された

電子キーを携帯する

電子キーを携帯していな
い状態かつシフトレバー
がPの状態で、“エンジ
ン スタート ストップ ”
スイッチをOFFにせず
に運転席ドアが開閉され
た

“ エンジン スタート 
ストップ ”スイッチ
をOFFにする
または電子キーを携
帯する

連続 連続

電子キーを携帯していな
い状態かつシフトレバー
がP以外の状態で“エン
ジン スタート ストップ ”
スイッチをOFFにせず
に運転席ドアが開閉され
た

･シフトレバーをP
にする
･電子キーを携帯する

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告メッセージが表示されたときは＊

ただちに停車してください。走行を続けると危険です。（ハイブリッド車）

次の警告はハイブリッドシステムの故障のおそれがあることを意味しま
す。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。

警告メッセージ 警告内容

ハイブリッドシステムの異常
警告ブザーが鳴ります。

マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示さ
れた場合は、落ち着いて次のように対処してください。

マスターウォーニング

マルチインフォメーションディス
プレイに警告メッセージが表示さ
れているとき点灯・点滅します。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

処置後に再度メッセージが表示されたときは、トヨタ販売店へご連絡
ください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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ただちに点検を受けてください。

次の警告は、放置すると、システムが正しく働かず、思わぬ危険や故障
を招くおそれがあることを意味します。ただちにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

警告メッセージ 警告内容

4WDシステム＊<電気式4WDシステム>の異常
警告ブザーが鳴ります。

ステアリングロックシステムの異常
警告ブザーが鳴ります。

　　　 （点滅）
PCS（プリクラッシュセーフティシステム）＊の異常
警告ブザーが鳴ります。

クルーズコントロールシステム＊、レーダークルーズコン
トロールシステム＊の異常
警告ブザーが鳴ります。
･メインスイッチを一度OFFにし、再度設定してくださ
い。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告メッセージ 警告内容

クリアランスソナーの異常
異常のあるソナーの位置が点滅し、警告ブザーが鳴りま
す。

オートマチックハイビームシステム＊の異常
警告ブザーが鳴ります。

LKA（レーンキーピングアシスト）＊の異常
警告ブザーが鳴ります。
エンジン<ハイブリッドシステム>を再始動後、
LKAを再起動してください。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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ただちに処置してください。

次の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告メッセージが消灯
するのを確認してください。

ガソリン車／ハイブリッド車の警告メッセージ

警告メッセージ 警告内容 対処方法

各ドアが確実に閉まってい
ない
開いてるドアが表示され

ます。

各ドアが確実にしまって

いない状態のまま、車速

が5km/h をこえたときに

は  が点滅し、

警告ブザーが鳴ります。

各ドアを閉める

　　　 （点滅）

パーキングブレーキをかけ
たまま、車速が5 km/h を
こえた
警告ブザーが鳴ります。

パーキングブレーキを解除
する

　　　 （点滅）

ムーンルーフ＊が確実に閉
まっていない状態で“ エン
ジン スタート ストップ ”
スイッチ<“ パワー ”ス
イッチ>をOFFにして運
転席ドアを開けた
警告ブザーが鳴ります。

ムーンルーフを閉める

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告メッセージ 警告内容 対処方法

燃料の不足
燃料残量を点検し、燃料を
補給する。

PCS（プリクラッシュセー
フティシステム）＊が現在
機能していない
警告ブザーが鳴ります。

･グリルまたはセンサーの
汚れを取り除く
･プリクラッシュセーフ
ティシステムが熱くなる
とPCS警告灯は点灯しま
す。この場合はシステム
が通常温度になるまでし
ばらくお待ちください。

レーダークルーズコント
ロール＊のセンサー部分の
汚れ、氷などの付着
警告ブザーが鳴ります。

汚れおよび氷などを取り除
く

レーダークルーズコント
ロール＊の車間制御の測定
不可
警告ブザーが鳴ります。

システムが悪天候と判断し
たため、使用できません。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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警告メッセージ 警告内容 対処方法

（点滅）

（レーダークルーズコント
ロール＊の車間制御中）衝
突の危険性がある
警告ブザーが鳴ります。

ブレーキペダルを踏む

　　　 （点滅）

衝突の可能性が高い、
またはプリクラッシュブ
レーキ＊が作動しているこ
とを示す
警告ブザーが鳴ります。

ブレーキペダルを踏む

･白線認識用カメラの異常
高温
･EPSの作動制限中
警告ブザーが鳴ります。

しばらく走行してから
LKA＊を再起動する

ソナー部に雪氷や泥などの
付着＊
汚れが付着しているソ
ナー部が点滅し、警告ブ
ザーが鳴ります。

汚れを取り除く。
ソナー部が汚れていないの
に表示が出るときは、トヨ
タ販売店で点検を受けてく
ださい。

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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ハイブリッド車のみの警告メッセージ

警告メッセージ 警告内容 対処方法

ハイブリッドシステムの過
熱
警告ブザーが鳴ります。
負荷の高い走行状況（例
えば、長い上り坂を走行）
のときにメッセージが表
示される場合があります。

停車して点検する
（�P. 536）

　　 （点滅）

駆動用電池の残量が低下
警告ブザーが断続して鳴
ります。

シフトレバーがＮ の状態
では充電できないため、長
時間停車するときはシフト
レバーをＰ にする

　　 （点滅）

長時間シフトレバーがＮ に
なっているため駆動用電池
の残量が低下
警告ブザーが連続して鳴
ります。

車両を動かす場合は、ハイ
ブリッドシステムを再始動
する

　　 （点滅）

ハイブリッドシステムが始
動している状態でシフトレ
バーがＰ 以外のとき、運転
席ドアを開けた
警告ブザーが連続して鳴
ります。

シフトレバーをＰにする

EV ドライブモードに切りか
えできない状況にいる
警告ブザーが鳴ります。

EV ドライブモードが使用
できる状況になってから使
用する
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警告メッセージ 警告内容 対処方法

　　 （点滅）

シフトレバーがN のとき、
アクセルペダルを踏んだ
警告ブザーが鳴ります。

アクセルペダルから足を離
し、シフトレバーをＤ、
Ｓ、Ｂ またはＲ にする

知識

■レーダークルーズコントロールの車間制御中の警告表示について

車間距離が短くても、次のような場合は警告メッセージが表示されないおそれ
があります。

●先行車と自車の速度が同じか先行車の方が速いとき

●先行車が非常にゆっくりした車のとき

●速度を設定した直後

●アクセルが踏まれたとき
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ただちに処置してください

それぞれの対処方法に従って処置し、警告メッセージが消灯するのを確
認してください。

車内
警告
ブザー

車外
警告
ブザー

警告メッセージ 警告内容 対処方法

1回 なし

　　　 （点滅）

電子キーを携帯し
ていない状態でエ
ンジン<ハイブ
リッドシステム>
を始動しようとし
た

電子キーを携帯す
る

1回 3回

　　　 （点滅）

電子キーを携帯し
ていない状態かつ、
“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
がOFF以外の状
態で運転席以外の
ドアが開閉された

電子キーを携帯す
る

電子キーを携帯し
ていない状態かつ、
シフトレバーがP
の状態で、“ エン
ジン スタート ス
トップ ”スイッチ
<“ パワー ”ス
イッチ>をOFF
にせずに運転席ド
アが開閉された

“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
をOFFにする
または電子キーを
携帯する
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車内
警告
ブザー

車外
警告
ブザー

警告メッセージ 警告内容 対処方法

連続音 なし

　　　 （点滅）

シフトレバーがP
以外の状態で、
“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
をOFFにせずに
運転席ドアが開閉
された

シフトレバーをP
にする

連続音 連続音

（交互に表示）

　　　 （点滅）

電子キーを携帯し
ていない状態かつ、
シフトレバーがP
以外の状態で、
“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
をOFFにせずに
運転席ドアが開閉
された

･シフトレバーを
Pにする
･電子キーを携帯
する

1回 なし
電子キーの電池残
量が少ない

新しい電池と交換
する。
（�P. 448）
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

※ 電子キーが車内にあってもエンジン<ハイブリッドシステム>が始動しない場合
は、電池が切れているか電波の状況が悪い可能性があります。（�P. 68）

車内
警告
ブザー

車外
警告
ブザー

警告メッセージ 警告内容 対処方法

1回 なし

<ガソリン車>

<ハイブリッド車>

“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
がOFF の状態で
いずれかのドアを
開閉してからエン
ジン<ハイブリッ
ドシステム>を始
動せずに
“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
をアクセサリー
モードに2 回した

ブレーキを踏んで
“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
を押す

1回 なし

“ エンジン スター
ト ストップ ”ス
イッチ<“ パ
ワー ”スイッチ>
を押してから約3
秒以内にステアリ
ングロックが解除
できなかった

ブレーキを踏んで
ハンドルを左右に
まわしながら“ エ
ンジン スタート 
ストップ ”スイッ
チ<“ パワー ”
スイッチ>を押す
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5-2. 緊急時の対処法

※ 電子キーが車内にあってもエンジン<ハイブリッドシステム>が始動しない場合
は、電池が切れているか電波の状況が悪い可能性があります。（�P. 68）

車内
警告
ブザー

車外
警告
ブザー

警告メッセージ 警告内容 対処方法

1回 なし

<ガソリン車>

<ハイブリッド車>

電子キーが正常に
作動していない

�P. 521

1回 なし

<ガソリン車>

<ハイブリッド車>

1回 なし

　　　 （点滅）

シフトレバーがN
の状態でハイブ
リッドシステムを
始動しようとして
いる（ハイブリッ
ド車）

シフトレバーをP
にしてからハイブ
リッドシステムを
始動させる
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

パンクしたときは（応急用タイヤ装着車）

この車両には応急用タイヤが搭載されています。
パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。
(タイヤについての詳しい説明は、P. 405をご覧ください。）

■ジャッキで車体を持ち上げる前に
● 地面が固く平らな場所に移動する

● パーキングブレーキをかける

● シフトレバーをPに入れる

● エンジン<ハイブリッドシステム>を停止する

● 非常点滅灯を点滅させる

■工具とジャッキ位置

応急用タイヤジャッキ
ジャッキ
ハンドル

ホイールナット
レンチ

けん引フック

工具袋

工具袋

汚れ防止
シート
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5-2. 緊急時の対処法

工具袋、ジャッキの取り出しかた

カバーをはずす。

ジャッキを取り出す。

締める
ゆるめる

固定バンドをはずし、工具袋を取
り出す。

手順 1

手順 2

手順 3
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

応急用タイヤの取り出し方

ラゲージルーム後部床上にある
マットの切り欠き部分をめくり、
キャップをはずす。

ホイールナットレンチを使用し、
ボルトを応急用タイヤ格納具が
フックから取りはずせるぐらいま
でゆるめる。

格納具をフックからはずす。

格納具を少し持ち上げる
フックをはずす

格納具を地面におろし、応急用タイヤを両側から持ち、手前に引
き出す。
応急用タイヤを少し引き出すと、応急用タイヤが格納具から落下します。そ
のまま引き出してください。

格納具をもとにもどす。
格納具をフックにかけ、ボルトを十分に締め付けて、もとにもどします。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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5-2. 緊急時の対処法

パンクしたタイヤの交換

輪止め※をする。

※ 輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

ナットを少し（約1回転）ゆるめる。

ジャッキの A 部を手でまわして、
ジャッキ溝をジャッキセット位置
にしっかりかける。

手順 1

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

前輪
左側

右側後輪
うしろ

右側
左側後輪
うしろ

後輪
左側 右側前輪前

右側 左側前輪前

手順 2

A

手順 3
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる。

ナットすべてを取りはずし、タイ
ヤを取りはずす。
タイヤを直接地面に置くときは、ホ
イールの意匠面に傷が付かないよう
意匠面を上にする。

手順 4

手順 5
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5-2. 緊急時の対処法

タイヤの取り付け

ホイール接触面の汚れをふき取
る。
ホイール接触面が汚れていると、走行
中にナットがゆるみ、タイヤがはずれ
るおそれがあります。

タイヤを取り付け、タイヤががたつかない程度まで手でナットを
仮締めする。

アルミホイールから応急用タイヤにかえるとき

ナットのテーパー部がホイールの
シート部に軽くあたるまでまわ
す。

アルミホイールからアルミホイールにかえるとき

ナットの座金がホイールにあたる
までまわす。

手順 1

手順 2

シート部

テーパー部

ホイール

座金
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

車体を下げる。

図の番号順でナットを2、3度しっ
かり締め付ける。
締め付けトルク：
103 N・m (1050 kgf・cm)

すべての工具・ジャッキ・パンクしたタイヤを収納する。

手順 3

手順 4

手順 5
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5-2. 緊急時の対処法

応急用タイヤの格納

タイヤを格納具にのせる。
ホイールの意匠面を上にしてタイヤ
を格納具の奥（A部）にあたるまで押
し込みます。

格納具を持ち上げてフックをか
け、ボルトを締め付ける。

格納具を少し持ち上げる
フックをかける
ボルトを締め付ける

格納具を持ち上げて、タイヤがボデー
側に収まっていることを確認してか
らフックをかけてください。

手順 1
A

A

手順 2
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

知識

■応急用タイヤについて

●タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLYと書かれています。応急用にの
みお使いください。

●空気圧を必ず点検してください。（�P. 552）

■スペアタイヤ格納具のフックについて

■標準タイヤの格納について

スペアタイヤ格納具をおろす際に、ボルト
をゆるめすぎてフックが脱落した場合は、
図のようにパイプを入れてからフックを取
り付けてください。

フック

パイプ

標準タイヤは、応急用タイヤ格納具に格納
できません。パンクなどではずした標準タ
イヤは、汚れ防止シートにつつんでラゲー
ジルームに格納してください。
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5-2. 緊急時の対処法

警告

■ジャッキの使用について

ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落下して死亡またはけがにつながるおそれ
があります。
次のことをお守りください。

●ジャッキはタイヤ交換・タイヤチェーン取り付け・取りはずし以外の目的で使
用しない

●備え付けのジャッキは、お客様の車にしか使うことができないため他の車両に
使ったり、他の車両のジャッキをお客様の車に使わない

●ジャッキセット位置に正しくジャッキがかかっていることを確かめる

●ジャッキで支えられている車両の下に体を入れない

●ジャッキで支えられている状態で、エンジン<ハイブリッドシステム>を始動
したり走らせない

●車内に人を乗せたまま車両を持ち上げない

●車両を持ち上げるときは、ジャッキの上または下にものをのせない

●車両を持ち上げるときは、タイヤ交換できる高さ以上に上げない

●車両の下にもぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人がけがをしないよう注意してくださ
い。
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

警告

■タイヤ交換について

●走行直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ
ヤ交換などで手や足などがふれると、やけどをするおそれがあります。

●次のことをお守りいただかないとナットがゆるみ、ホイールがはずれ落ち、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります

･ ホイールの交換後はすぐに103 N・m（1050 kgf・cm）の力でナット
を締める
･ タイヤの取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する
･ ボルトやナットのねじ部や、ホイールのボルト穴につぶれや亀裂などの異
常がある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける
･ ナットを取り付けるときは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける
（�P. 408）

■パワースライドドア・パワーバックドア装着車のタイヤ交換について

タイヤ交換などをする際は、パワースライドドアメインスイッチ（�P. 77）・
パワーバックドアメインスイッチ（�P. 89）をOFFにしてください。OFFに
しないと、誤ってパワースライドドアスイッチ・パワーバックドアスイッチを
操作したときにスライドドア・バックドアが動き、指や手などを挟んでけがを
するおそれがあります。
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5-2. 緊急時の対処法

警告

■応急用タイヤを取り出すときは

●格納具からタイヤを落とすなどして手や腕、足を挟まないように注意してくだ
さい。

●格納具のボルトをゆるめるときは、20回転程度にしてください。50回転以
上まわすとフックがはずれてタイヤが落下し、思わぬけがをするおそれがあり
ます。

●応急用タイヤはジャッキアップする前に必ず取り出してください。ジャッキ
アップしたあとに応急用タイヤを取り出すと、作業中にジャッキがはずれるな
どして思わぬけがをするおそれがあります。

●格納具のボルトをホイールナットレンチでまわすときは、ゆっくりとまわして
てください。勢いでホイールナットレンチが車体にあたり傷付いたり、手や指
を挟むなどして思わぬけがをするおそれがあります。

●応急用タイヤを取り出すときは、応急用タイヤ上面とボデーの間に手を入れな
いでください。思わぬけがをするおそれがあります。

■応急用タイヤを使用するときは

●お客様のお車専用になっているため、他の車には使用しないでください。

●同時に２つ以上の応急用タイヤを使用しないでください。

●できるだけ早く通常のタイヤと交換してください。

●急加速・急ブレーキ・急減速・急旋回は避けてください。

■応急用タイヤ使用時の速度制限

応急用タイヤを装着しているときは、100 km/h 以上の速度で走行しないでく
ださい。
応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わぬ事故につながるおそれ
があります。



5

499

5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

警告

■応急用タイヤ装着中は

正確な車両速度が検出できない場合があり、次のシステムが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●ABS＆ブレーキアシスト

●TRC

●VSC

●VDIM＊

●クルーズコントロール＊

●レーダクルーズコントロール＊

●LKA（レーンキーピングアシスト）＊

●AFS＊

●PCS＊

●オートマチックハイビーム＊

●ナビゲーションシステム＊

●バックガイドモニター＊

●パノラミックビューモニター＊

また、次のシステムは、性能が十分に発揮できないばかりでなく、駆動系部品
に悪影響を与えるおそれがあります。

●4WDシステム（ガソリン車）＊

●電気式4WDシステム（ハイブリッド車）

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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5-2. 緊急時の対処法

注意

■パンクしたままの走行について

タイヤがパンクした状態で走行を続けないでください。
短い距離の運転でも、タイヤとホイールが修理できないほどの損傷になります。

■応急用タイヤ装着中は段差に注意

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時にくらべ車高が低くなっています。
段差を乗りこえるときは注意してください。

■応急用タイヤ使用時のタイヤチェーン装着

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。
タイヤチェーンが車体側にあたり、走行に悪影響をおよぼすおそれがあります。
雪道、凍結路で前輪がパンクした場合は、応急用タイヤを前輪として使用せず、
後輪に使用し、はずした後輪を前輪に付けてからタイヤチェーンを装着してく
ださい。

■応急用タイヤの格納について

応急用タイヤを格納したあとは、確実に固定されていることを確認してくださ
い。
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

パンクしたときは（タイヤパンク応急修理キット装着車）

タイヤパンク応急修理キット装着車には、スペアタイヤが搭載されて
いません。
タイヤがパンクしたときにタイヤパンク応急修理キットで応急修理
することができます。釘やねじなどが刺さった程度の軽度なパンクを
応急修理できます。（パンク補修液 1 本につき、応急修理できるタイ
ヤは 1 本です。）パンクしたタイヤの損傷状況により、応急修理キッ
トでは応急修理できない場合があります。（�P. 504）
タイヤパンク応急修理キットで応急修理したタイヤの修理・交換につ
いては、トヨタ販売店にご相談ください。タイヤパンク応急修理キッ
トによる応急修理は、一時的な処置です。できるだけ早くタイヤを修
理・交換してください。

■応急修理する前に
● 地面が固く平らな場所に移動する

● パーキングブレーキをしっかりかける

● シフトレバーをPに入れる

● エンジンを停止する

● 非常点滅灯を点滅させる

■タイヤパンク応急修理キット・工具・ジャッキの位置

ジャッキ
ジャッキ
ハンドル

ホイールナット
レンチ

けん引フック

タイヤパンク
応急修理キット

工具袋

汚れ防止
シート
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5-2. 緊急時の対処法

■タイヤパンク応急修理キットの内容、各部名称

※：ジャッキの使い方（�P. 490）

挿し込みパーツ
空 気 逃 が し
キャップ

空気圧計

パンク補修液ボトル

スイッチ

ホース

パンク補修液注入済みラベル

速度制限ラベル電源プラグ
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

タイヤパンク応急修理キットの取り出しかた

カバーをはずす。

固定バンドをはずし、応急修理
キットを取り出す。

手順 1

手順 2
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5-2. 緊急時の対処法

応急修理する前に

釘やネジなどが刺さった場合のみ
タイヤを応急修理してください。
･タイヤに刺さっている釘やネジなど
は抜かないでください。抜いてしま
うと穴が大きくなりすぎ応急修理が
出来なくなることがあります。
･パンク補修液が漏れないようにする
ため、パンク箇所が分かっている場
合は、パンク箇所が上になるように
車両を移動してください。

注意

■応急修理キットによる応急処置が不可能な場合

次のときは、応急修理キットでは応急処置できません。トヨタ販売店にご連絡
ください。

●タイヤ空気圧が不十分な状態で走行してタイヤが損傷しているとき

●タイヤ側面など、接地面以外に穴や損傷があるとき

●タイヤがホイールから明らかにはずれているとき

●タイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷があるとき

●ホイールが破損しているとき

●2本以上のタイヤがパンクしているとき

●1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺し傷があるとき

●補修液の有効期限が切れているとき
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

応急修理するときは

応急修理キットをビニール袋から取り出す。

応急修理キットから挿し込みパー
ツを引き抜く。

応急修理キット底面を上に向けて
置く。
シールをはがし、挿し込みパーツを
”パチッ”と音がするまでしっかりと
奥まで押し込んでください。

応急修理キットの向きをもとにも
どし、スイッチがOFF であること
を確認する。
応急修理キットは、スイッチがある面
を上にしてご使用ください。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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5-2. 緊急時の対処法

応急修理キットの電源プラグをア
クセサリーソケットに挿し込む。

パンクしたタイヤのバルブから、
バルブキャップを取りはずす。

ホースから空気逃がしキャップを
取りはずす。

ホースをパンクしたタイヤのバル
ブに接続する。
ホース先端を時計まわりにまわして、
しっかりと奥までねじ込みます。

手順 5

手順 6

手順 7

手順 8
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

    
タイヤの指定空気圧を確認する。
運転席側の空気圧ラベルで確認する
ことができます。（�P. 406）

        
エンジンを始動する。
（�P. 209）

        
応急修理キットのスイッチを ON
にし、パンク補修液と空気を充填
する。

手順 9

手順 10

手順 11
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空気圧が指定空気圧になるまで空
気を充填する。

一時的に空気圧計が 300 ～
450kpa まで上昇し、徐々に減
少します。
1 分程度で実際の空気圧表示に
なります。

応急修理キットのスイッチを OFF に
して空気圧を確認してください。空気
の入れすぎに注意して、指定空気圧に
なるまで充填・確認をくり返してくだ
さい。

空気圧の針が赤いゾーン（450kPa
以上）に達した場合、タイヤまたは応
急修理キットに異常がある可能性が
あります。ただちに修理を中止して、
トヨタ販売店にご連絡ください。

10分以上充填しても指定空気圧にな
らない場合は、応急修理できません。
応急修理キットのスイッチを OFF に
して、トヨタ販売店にご連絡くださ
い。

空気圧を入れすぎたときは、指定空気
圧になるまで空気を抜いてください。
（�P. 511）

応急修理キットのスイッチが OFF であることを確認した上で、
アクセサリーソケットから電源プラグを抜き、タイヤのバルブか
ら応急修理キットのホースを取りはずす。
バルブキャップを応急修理したタイヤのバルブに取り付ける。
いったん応急修理キットを収納する。
タイヤ内のパンク補修液を均等に広げるために、すみやかに約
5kmの距離を低速で慎重に走行する。

手順 12

手順 13

手順 14

手順 15

手順 16
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ト
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走行後、平坦で安全な場所に停車
し、再度応急修理キットを接続す
る。

応急修理キットのスイッチを ON
にして数秒間経過後、スイッチを
OFFにして空気圧を確認する。

空気圧が130kpa 未満の場合：
応急修理できません。トヨタ販
売店にご連絡ください。
空気圧が130kpa 以上、指定空
気圧未満の場合： へ
空気圧が指定空気圧（�P.
406、552）の場合： へ

応急修理キットのスイッチをONにして指定空気圧まで空気を充
填し、再度、約5km走行後にあらためて から実施する。
応急修理キットをビニール袋に入れて、所定の位置に収納する。
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付属のラベル 2枚を図のようにそ
れぞれ貼り付ける。
ホイールの汚れや水分を十分にふき
取ってからラベルを貼り付けてくだ
さい。ラベルを貼り付けることができ
ない場合は、トヨタ販売店にてタイヤ
を修理・交換するときにパンク補修液
注入済であることを必ずお伝えくだ
さい。

急ブレーキや急ハンドルを避け、
80km/h 以下で最寄のトヨタ販売店
まで慎重に走行してください。
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ト
ラ
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知識

■応急修理キットについて

●応急修理キットは自動車タイヤの空気充填用です。

●パンク補修液には有効期限があります。有効期限はボトルに表示されていま
す。有効期限が切れる前に新しいボトルに交換してください。交換について
はトヨタ販売店にご相談ください。

●パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を1回応急修理できます。使用したパン
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご相談ください。

●外気温度が -30℃～60℃のときに使用できます。

●応急修理キット搭載車両の装着タイヤ専用です。指定タイヤサイズ以外のタ
イヤや他の用途には使用しないでください。

●パンク補修液が衣服に付着するとシミになる場合があります。

●パンク補修液がホイールやボデーに付着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などで速やかにふき取ってください。

●応急修理キット作動中は大きな音がしますが故障ではありません。

●タイヤ空気圧の点検や調整には使用しないでください。

■空気を入れすぎてしまったときは

タイヤからホースを取りはずす

ホースから空気逃がしキャップを取りはずし、ホースを再接続する

応急修理キットのスイッチをONにして数秒間経過後、スイッチをOFF
にしてから空気圧計を確認する
指定空気圧より低いときは、再度応急修理キットのスイッチをONにし、
指定空気圧になるまで空気を充填してください。

手順 1

ホース先端に空気逃がしキャップをかぶ
せ、キャップの突起部をタイヤのバルブに
押しあて、空気を抜く

手順 2

手順 3

手順 4
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■応急修理後のタイヤのバルブについて

応急修理キットを使用したときは、タイヤのバルブを新品に交換してください。

■応急修理キットの点検について

パンク補修液の有効期限の確認は定期的に行ってください。
有効期限はボトルに表示されています。

警告

■タイヤがパンクしているときは

タイヤがパンクした状態で走行を続けないでください。
短い距離でもパンクしたタイヤで走行すると、タイヤ・ホイールが損傷して修
理できなくなります。パンクした状態で走行を続けると、タイヤ側面に円周状
の溝ができる場合があります。この状態で応急修理キットを使用すると、タイ
ヤが破裂する危険があります。

■応急修理キットについて

●応急修理キットは指定の位置に収納してください。
急ブレーキ時などに応急修理キットが飛び出したりして破損したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●応急修理キットはお客様の車専用です。他の車には使わないでください。他の
車に使うと思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●指定タイヤサイズ以外のタイヤや他の用途には使用しないでください。パンク
修理が完全に行われず、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

■パンク補修液について

●誤って飲み込むと健康に害があります。その場合はできるだけたくさんの水を
飲み、ただちに医師の診察を受けてください。

●もし目に入ったり、皮膚に付いたりした場合には、水でよく洗い流してくださ
い。それでも異常を感じたときは、医師の診察を受けてください。
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ト
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警告

■パンクしたタイヤを応急修理するときは

●車両を安全で平坦な場所に停止させてください。

●走行直後、ホイールやブレーキまわりなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわりは高温になっている可能性があるため
手や足などがふれると、やけどをするおそれがあります。

●タイヤを車両に取り付けた状態で、バルブとボトルのホースをしっかりと接続
してください。ホースの接続が不十分な場合、空気が漏れたり、パンク補修液
が飛散したりするおそれがあります。

●充填中にホースがはずれると、圧力でホースが暴れ、大変危険です。

●充填後は、ホースを取りはずすときや空気を抜くときにパンク補修液が飛散す
る場合があります。

●破裂の危険があるので応急修理キット作動中は補修中のタイヤから離れてく
ださい。タイヤに亀裂や変形が発生している場合、ただちに応急修理キットの
スイッチをOFFにし、修理を中止してください。

●応急修理キットは長時間作動させると過熱する可能性があります。10分以上
連続で作動させないでください。

●応急修理キットが作動すると部分的に熱くなります。使用中、または使用後の
取り扱いには注意してください。

●速度制限シールは指定位置以外に貼らないでください。ハンドルのパッド部分
などの SRS エアバッグ展開部に速度制限シールを貼ると、SRS エアバッグ
が正常に作動しなくなるおそれがあります。
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警告

■補修液を均等に広げるための運転について

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコントロールが不能となり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●低速で慎重に運転してください。特にカーブや旋回時には注意してください。

●車がまっすぐ走行しなかったり、ハンドルをとられたりする場合は、停車し、
次のことを確認してください。

･ タイヤを確認してください。タイヤがホイールからはずれている可能性が
あります。
･ 再度空気圧を確認してください。130kpa 未満の場合はタイヤが大きなダ
メージを受けている可能性があります。

注意

■応急修理するときは

●タイヤに刺さった釘やネジを取り除かずに応急修理を行ってください。取り除
いてしまうと、応急修理キットでは応急修理ができなくなる場合があります。

●応急修理キットには防水機能はありません。降雨時などは、水がかからないよ
うにして使用してください。

●砂地などの砂埃の多い場所に直接置いて使用しないでください。砂埃などを吸
い込むと、故障の原因となるおそれがあります。

●応急修理キットが倒れた状態では正常に作動しません。必ず立てて使用してく
ださい。

■応急修理キットについて

●応急修理キットはDC12V専用です。ほかの電源での使用はできません。

●応急修理キットにガソリンがかかると劣化するおそれがあります。ガソリンが
かからないようにしてください。

●応急修理キットはビニール袋に入れて砂埃や水を避けて収納してください。

●応急修理キットは指定の位置に収納し、お子さまが誤って手をふれないようご
注意ください。

●分解、改造などは絶対にしないでください。また、空気圧計などに衝撃を与え
ないでください。故障の原因となるおそれがあります。
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エンジンがかからないときは（ガソリン車）

正しいエンジンの始動方法（�P. 209）に従っても、またステアリ
ングロックを解除（�P. 211）してもエンジンがかからないときは、
次のことをご確認ください。

■スターターは正常にまわっているのにエンジンがかからない
場合
次の原因が考えられます。

● 燃料が入っていない可能性があります。
給油してください。

● 燃料を吸い込みすぎている可能性があります。
再度、正しい手順（�P. 196）に従って、エンジンをかけてく
ださい。

● イモビライザーシステムに異常がある可能性があります。
（�P. 159）

■スターターがゆっくりまわる／室内灯・ヘッドランプが暗い
／ホーンの音が小さい、または鳴らない場合
次の原因が考えられます。

● バッテリーあがりの可能性があります。（�P. 523）

● バッテリーのターミナルがゆるんでいる可能性があります。

■スターターがまわらない／室内灯・ヘッドランプが点灯しな
い／ホーンが鳴らない場合
次の原因が考えられます。

● バッテリーのターミナルがはずれている可能性があります。

● バッテリーあがりの可能性があります。（�P. 523）

● ステアリングロックシステムに異常がある可能性があります。
処置のしかたがわからないとき、あるいは処置をしてもエンジンがかからな
いときは、トヨタ販売店にご連絡ください。
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緊急時エンジン始動

通常のエンジン始動操作でエンジンが始動しないときは、次の手順でエ
ンジンが始動する場合があります。緊急時以外は、この方法で始動させ
ないでください。

パーキングブレーキがかかっていることを確認する。
シフトレバーがPの位置にあることを確認する。
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをアクセサリーモード
にする。
ブレーキペダルをしっかり踏んで“ エンジン スタート ストッ
プ ”スイッチを約15秒以上押し続ける。

上記の方法でエンジンが始動しても、システムの故障が考えられます。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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ハイブリッドシステムが始動できないときは（ハイブリッド車）

ハイブリッドシステムが始動できない原因は状況によって異なりま
す。次のことをご確認いただき、適切に対処してください。

■正しいハイブリッドシステムの始動方法（→P. 214）に従っ
ても始動できない場合
次の原因が考えられます。

● 電子キーが正常に働いていない可能性があります。
（�P. 68）

● 燃料が入っていない可能性があります。給油してください。

● イモビライザーシステムに異常がある可能性があります。
（�P. 159）

■室内灯・ヘッドランプが暗い／ホーンの音が小さい、または
鳴らない場合
次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーあがりの可能性があります。（�P. 527）

● 補機バッテリーのターミナルがゆるんでいる可能性があります。

■室内灯・ヘッドランプが点灯しない／ホーンが鳴らない場合
次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーのターミナルがはずれている可能性があります。

● 補機バッテリーあがりの可能性があります。（�P. 527）
処置のしかたがわからないとき、あるいは処置をしてもハイブリッドシステ
ムが始動できないときは、トヨタ販売店にご連絡ください。



518

5-2. 緊急時の対処法

緊急時始動機能

通常のハイブリッドシステム始動操作でハイブリッドシステムが始動し
ないときは、次の手順でハイブリッドシステムが始動する場合がありま
す。緊急時以外は、この方法で始動させないでください。

パーキングブレーキがかかっていることを確認する。
シフトレバーがPの位置にあることを確認する。
“ パワー ”スイッチをアクセサリーモードにする。
ブレーキペダルをしっかり踏んで“ パワー”スイッチを約 15
秒以上押し続ける。

上記の方法でハイブリッドシステムが始動しても、システムの故障が考
えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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シフトレバーがシフトできないときは

ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレバーがシフトできない場合、
シフトロックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故
障が考えられます。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
ただし一時的な処置として、次の方法でシフトレバーをシフトするこ
とができます。

パーキングブレーキをかける。
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ <“ パワー ”ス
イッチ>をアクセサリーモードにする。
ブレーキペダルを踏む。

シフトロック解除ボタンを押
す。
ボタンを押している間はレバーを
シフトできます。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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キーを無くしたときは

キーナンバープレートに打刻されたキーナンバーと残りのキーから、
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることができます。
（�P. 57）
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電子キーが正常に働かないときは

ドアの解錠・施錠

メカニカルキー（�P. 57）を使っ
てドアを解錠・施錠する
全ドア施錠
ドアガラスが閉まる
（まわし続ける）
販売店で設定することにより、作動さ
せることができます。（�P. 557）

全ドア解錠
ドアガラスが開く
（まわし続ける）
販売店で設定することにより、作動さ
せることができます。（�P. 557）

エンジン<ハイブリッドシステム>始動の方法

シフトレバーがPの状態でブレーキを踏む。

電子キーのトヨタエンブレム面で
“ エンジン スタート ストップ ”ス
イッチ <“ パワー ”スイッチ >
にふれる。
この操作中にいずれかのドアが開閉
されると、スマートエントリー＆ス
タートシステムが“ エンジン スター
ト ストップ ”スイッチ<“ パワー ”
スイッチ > にふれた電子キーを正し
く検知できず警告音が鳴ります。

電子キーと車両間の通信がさまたげられたり（�P. 68）、電子キーの
電池が切れたときは、スマートエントリー＆スタートシステムとワイ
ヤレスリモコンが使用できなくなります。このような場合、次の手順
でドアの解錠・施錠、エンジン < ハイブリッドシステム > を始動す
ることができます。

手順 1

手順 2
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ブザーが鳴ってから5秒以内に、ブレーキペダルをしっかり踏み
込んで“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”
スイッチ>を押す。

処置をしても作動しないときは、トヨタ販売店に連絡してください。

知識

■エンジン<ハイブリッドシステム>の停止のしかた

通常のエンジン<ハイブリッドシステム>停止のしかたと同様、シフトレバー
をＰにして“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ
>を押します。

■電池交換について

前ページのエンジン<ハイブリッドシステム>の始動の方法は一時的な処置で
す。電池が切れたときは、ただちに電池を交換することをおすすめします。（�P.
448）

■“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>のモード切
りかえについて

ブザーが鳴ってから5秒以内に、ブレーキペダルから足を離して“ エンジン ス
タート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>を押すと、エンジン<ハ
イブリッドシステム>が始動せず“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<
“ パワー ”スイッチ>を押すごとにモードが切りかわります。（�P. 210、215）

手順 3
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バッテリーがあがったときは（ガソリン車）

バッテリーがあがった場合、次の手順でエンジンを始動することがで
きます。

ブースターケーブルと 12V のバッテリー付き救援車があれば、次の
手順に従って、エンジンを始動させることができます。

2GR-FE エンジン搭載車
エンジンカバーをはずす。

ブースターケーブルを次の順につなぐ。
赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子につなぐ
赤色のブースターケーブルのもう一方の端を救援車のバッテリー
の＋端子につなぐ
黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子につなぐ
黒色のブースターケーブルのもう一方の端をバッテリーから離れ
た、未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）につなぐ
2GR-FE エンジン搭載車

手順 1

手順 2
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2AZ-FE エンジン搭載車

救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約 5 分間
自車のバッテリーを充電する。
“ エンジン スタート ストップ ”スイッチがOFFの状態でい
ずれかのドアを開閉する。
救援車のエンジン回転を維持したまま、“ エンジン スタート
ストップ ”スイッチをいったんイグニッションONモードに
してから自車のエンジンをかける。
自車のエンジンが始動したら、ブースターケーブルをつない
だときと逆の順ではずす。

エンジンがかかっても、早めにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

手順 3

手順 4

手順 5

手順 6
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

知識

■バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はできません。

■バッテリーあがりを防ぐために

●エンジンがかかっていないときは、ランプやオーディオの電源を切ってくだ
さい。

●渋滞などで長時間止まっているときは、不必要な電装品の電源を切ってくだ
さい。

■バッテリーがあがったときは

コンピューターに記憶されている情報が消去されます。バッテリーがあがった
ときはトヨタ販売店で点検を受けてください。

■バッテリーあがり時や取りはずし時は

バッテリーを充電・交換する場合は、車内にキーがないことを確認してくださ
い。オートアラームが作動するとキーが車内に閉じ込められるおそれがありま
す。（�P. 162）

■バッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用していないあいだも、一部の電装品による消
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間
放置すると、バッテリーがあがってエンジンを始動できなくなるおそれがあり
ます。（バッテリーは走行中に自動で充電されます）

警告

■バッテリーの引火または爆発を防ぐために

バッテリーから発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれがあり危険です
ので、火や火花が発生しないよう次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子以外に接続しない

●ブースターケーブルは＋側と－側の端子を絶対に接触させない

●バッテリー付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない
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警告

■バッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある酸性の電解液が入っており、また関連部
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、次のことを必
ずお守りください。

●バッテリーを取り扱うときは保護メガネを着用し、液 (酸 ) が皮膚・衣服・車体
につかないようにする

●バッテリーに寄りかかったりしない

●必要以上に、顔や頭などをバッテリーに近付けない

●誤ってバッテリー液が体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大量の
水で洗い、すぐに医師の診察を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあててお
く

●誤ってバッテリー液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察
を受ける

●バッテリーの支柱・ターミナル・その他の関連部品の取り扱い後は手を洗う

●お子さまをバッテリーに近付けない

注意

■ブースターケーブルの取り扱いについて

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まれないように十分注意してください。
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

補機バッテリーがあがったときは（ハイブリッド車）

補機バッテリーがあがった場合、次の手順でハイブリッドシステムを
始動することができます。

ブースターケーブルと12V のバッテリー付き救援車があれば、次の
手順に従って、ハイブリッドシステムを始動させることができます。

ボンネットを開け、エンジンルームカバーを取りはずす。
（�P. 419）

ヒューズボックスのカバーをは
ずす。
ツメを押しながら、フタを持ち上
げてはずします。

ヒューズボックス内の救援用端
子カバーを開ける。
ツメを軽く引きながら、カバーを
開けます。

手順 1

手順 2 ツメ

手順 3
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ブースターケーブルを次の順につなぐ。

赤色のブースターケーブルを自車の救援用端子につなぐ

赤色のブースターケーブルのもう一方の端を救援車のバッテ
リーの＋端子につなぐ

黒色のブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子につ
なぐ

黒色のブースターケーブルのもう一方の端を未塗装の金属部（図
に示すような固定された部分）につなぐ

救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約 5 分間
自車の補機バッテリーを充電する。
“ パワー ”スイッチがOFF の状態で、いずれかのドアを開閉
する。
救援車のエンジン回転を維持したまま、“ パワー ”スイッチ
をいったん ON モードにしてからハイブリッドシステムを始
動する。
READYインジケーターが点灯したことを確認する。
点灯しない場合は、トヨタ販売店にご連絡ください。

手順 4

手順 5

手順 6

手順 7

手順 8
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

知識

■補機バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はできません。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

●ハイブリッドシステムが停止しているときは、ランプやエアコンの電源を
切ってください。

●渋滞などで長時間止まっているときは、不必要な電装品の電源を切ってくだ
さい。

■補機バッテリーをはずしたり、あがってしまった場合は

“パワー”スイッチをOFFにしてすぐにバッテリーターミナルを取りはずすと、
ディスプレイ（ナビゲーションなど）に関連する一部のデータがハードディス
クに正常に保存されないことがあります。詳しくはトヨタ販売店にお問い合わ
せください。

■補機バッテリーあがり時や取りはずし時は

補機バッテリーを充電・交換する場合は、車内にキーがないことを確認してく
ださい。オートアラームが作動するとキーが車内に閉じ込められるおそれがあ
ります。（�P. 163）

ハイブリッドシステムが始動したら、ブースターケーブルを
つないだときと逆の順ではずす。
救援用端子カバーを閉じ、ヒューズボックスのカバーを取り
付け、エンジンルームカバーをもとどおりに取り付ける。

ハイブリッドシステムが始動しても、早めにトヨタ販売店で点検を受
けてください。

手順 9

手順 10
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■ハイブリッドシステムの始動について

補機バッテリーあがり発生後や、脱着後は次の操作を行ってください。それで
も始動しない場合はトヨタ販売店にご連絡ください。

●補機バッテリーあがり発生後は、補機バッテリーが復帰してもハイブリッド
システムが始動しないことがあります。その場合は、シフトレバーをP、“パ
ワー”スイッチをOFFにしていずれかのドアを開閉し、再度始動操作を行っ
てください。

●補機バッテリー脱着後は、運転席ドアを開閉して10秒以上待ってから始動
操作を行ってください。その際、１度目の操作では始動しませんが異常では
ありません。再度始動操作を行ってください。

■補機バッテリーについて

�P. 413

■補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用していないあいだも、一部の電装品によ
る消費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長
期間放置すると、補機バッテリーがあがってハイブリッドシステムを始動でき
なくなるおそれがあります。（補機バッテリーはハイブリッドシステムの作動中
に自動で充電されます）

■補機バッテリーのマイナス端子を脱着するときは

車体側のアース部分（マイナスケーブルの
根元）ではなく、必ず補機バッテリー側の
端子をはずしてください。
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ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

警告

■補機バッテリーの引火または爆発を防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれがあり危険
ですので、火や火花が発生しないよう次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子以外に接続しない

●＋端子に接続したブースターケーブルの先を付近のブラケットや未塗装の金
属部に接触させない

●ブースターケーブルは＋側と－側の端子を絶対に接触させない

●バッテリー付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない

■補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性のある酸性の電解液が入っており、また関
連部品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

●補機バッテリーを取り扱うときは保護メガネを着用し、液 (酸 ) が皮膚・衣服・
車体に付着しないようにする

●必要以上に、顔や頭などを補機バッテリーに近付けない

●誤って補機バッテリー液が体に付着したり目に入ったりした場合、ただちに大
量の水で洗い、すぐに医師の診察を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや布を患部にあてて
おく

●誤ってバッテリー液を飲み込んだ場合、多量の水を飲んで、すぐに医師の診察
を受ける

●補機バッテリーの支柱・ターミナル・その他の関連部品の取り扱い後は手を洗う

●お子さまを補機バッテリーに近付けない

■補機バッテリーあがりの処置をしたあとは

早めにトヨタ販売店で補機バッテリーの点検を受けてください。
補機バッテリーが劣化している場合、そのまま使い続けると補機バッテリーか
ら異臭ガスが発生し、乗員に健康障害をおよぼすおそれがあり危険です。
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警告

■補機バッテリーの交換について

�P. 413、414

注意

■救援用端子について

この車の救援用端子は、他の車から応急的に補機バッテリーを充電するための
ものです。この救援用端子を使用して、他の車のバッテリーあがりを救援する
ことはできません。
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

オーバーヒートしたときは（ガソリン車）

対処方法

安全な場所に停車し、エアコンを OFF にしてから、エンジンを
停止する。
蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認してから、注意してボンネッ
トを開ける。

蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける。

エンジンが十分に冷えてから、ラ
ジエーターコア部（放熱部）やホー
スなどからの冷却水もれを点検す
る。

ラジエーター
ファン
多量の冷却水もれがある場合は、ただ
ちにトヨタ販売店に連絡してくださ
い。

冷却水の量がリザーバータンクの
“FULL”（上限）と“LOW”（下限）
のあいだにあるかを点検する。

リザーバータンク
“FULL”（上限）
“LOW”（下限）

次のような場合は、オーバーヒートの可能性があります。

● 水温計（�P. 234、235）の針が上端まで達したり、エンジン
出力が低下する（スピードが出ないなど）

● エンジンルームから蒸気が出る

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4
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冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する。
冷却水がない場合は、応急措置として
水を補給してください。

エンジンを始動し、エアコンを作動させてラジエーター冷却用の
ファンが作動しているか、およびラジエーターコアやホースなど
から冷却水もれがないことを再度確認する。
エンジンが冷えた状態での始動直後は、エアコンをONにすることでファン
が作動します。ファンの音や風で確認してください。わかりにくいときは、
エアコンのON・OFF をくり返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが作動しないことがあります）

ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、トヨタ販売店に連絡する。

ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を受ける。

手順 5

手順 6

手順 7
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

警告

■エンジンルーム点検中の事故やけがを防ぐために

●エンジンルームから蒸気が出ている場合は、蒸気が出なくなるまでボンネット
を開けないでください。ボンネットやエンジンルーム内が高温になっているた
め、やけどなどの重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●冷却ファンが回転しているときはエンジンルーム内にふれたり、近付いたりし
ないでください。手や衣服などが巻き込まれたりして、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。
冷却ファンはエアコンが作動しているときや、冷却水の温度が高いときに自動
で作動します。また、“ エンジン スタート ストップ ”スイッチをOFFにし
ても最大8分間作動することがあります。（2GR-FE エンジン搭載車）

●手や着衣（特にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）を冷却ファンやベルトか
ら離してください。手や着衣が巻き込まれ、重大な傷害を受けるおそれがあり
危険です。

●エンジンおよびラジエーターが熱い場合は、冷却水リザーバータンクのキャッ
プを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって噴き出し、やけどなどの重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。

注意

■冷却水を入れるときの注意

冷却水は、エンジンが十分に冷えてからゆっくり入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却水を入れると、エンジンが損傷するおそ
れがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に混入させない

●市販の冷却水添加剤を使用しない
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オーバーヒートしたときは（ハイブリッド車）

対処方法

■水温計の針がＨ の位置にあるとき
安全な場所に停車し、エアコンを OFF にしてから、ハイブリッ
ドシステムを停止する。
蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認してから、注意してボンネッ
トを開ける。

蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける。

ハイブリッドシステムが十分に冷
えてから、ラジエーターコア部（放
熱部）やホースなどからの冷却水
もれを点検する。

ラジエーター
ファン
多量の冷却水もれがある場合は、ただ
ちにトヨタ販売店に連絡してくださ
い。

次のようなとき、オーバーヒートの可能性があります。

● 水温計（�P. 236）の針がＨ の位置にある：ガソリンエンジンが
オーバーヒートしている可能性があります。

● マルチインフォメーションディスプレイに「ハイブリッドシステム
過熱出力制限中です」（�P. 481）が表示される

● エンジンルームから蒸気が出る

手順 1

手順 2

手順 3
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ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

冷却水の量がリザーバータンクの
“FULL”（上限）と“LOW”（下限）
のあいだにあるかを点検する。

リザーバータンク
“FULL”（上限）
“LOW”（下限）

冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する。
冷却水がない場合は、応急措置として
水を補給してください。

ハイブリッドシステムを始動し、エアコンを作動させてラジエー
ター冷却用のファンが作動しているか、およびラジエーターコア
やホースなどから冷却水もれがないことを再度確認する。
ハイブリッドシステムが冷えた状態での始動直後は、エアコンをONにする
ことでファンが作動します。ファンの音や風で確認してください。わかりに
くいときは、エアコンのON・OFF をくり返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが作動しないことがあります）

ファンが作動していない場合：
すぐにハイブリッドシステムを停止し、トヨタ販売店に連絡
する。

ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を受ける。

手順 4

手順 5

手順 6

手順 7
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■マルチインフォメーションディスプレイに「ハイブリッドシス
テム過熱出力制限中です」が表示されたとき

安全な場所に停車する。
ハイブリッドシステムを停止し、注意してボンネットを開ける。

ハイブリッドシステムが十分に冷
えてから、ラジエーターコア部（放
熱部）やホースなどからの冷却水
もれを点検する。

ラジエーター
ファン
多量の冷却水もれがある場合は、ただ
ちにトヨタ販売店に連絡してくださ
い。

冷却水の量がリザーバータンクの
“FULL”（上限）と“LOW”（下限）
のあいだにあるかを点検する。

リザーバータンク
“FULL”（上限）
“LOW”（下限）

冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する。
冷却水がない場合は、応急措置として
水を補給してください。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

ハイブリッドシステムを始動し、マルチインフォメーションディ
スプレイを確認する。
表示が消えない場合：
ハイブリッドシステムを停止してトヨタ販売店に連絡する。

表示が消えている場合：
最寄のトヨタ販売店で点検を受ける。

警告

■エンジンルーム点検中の事故やけがを防ぐために

●エンジンルームから蒸気が出ている場合は、蒸気が出なくなるまでボンネット
を開けないでください。ボンネットやエンジンルーム内が高温になっているた
め、やけどなどの重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●ハイブリッドシステムの停止後は、“パワー”スイッチ上のインジケーターと
READYインジケーターが消灯していることを確認してください。ハイブリッ
ドシステムが作動していると、ガソリンエンジンが自動的に動き出したり、ガ
ソリンエンジンが停止していても、冷却ファンが急にまわり出すことがありま
す。冷却ファンやベルトなどの回転部分にふれたり、近付いたりすると、手や
着衣（特にネクタイ・スカーフ・マフラーなど）が巻き込まれたりして、重大
な傷害を受けるおそれがあり危険です。

●ハイブリッドシステムおよびラジエーターが熱い場合は、冷却水リザーバータ
ンクのキャップを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって噴き出し、やけどなどの重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。

手順 6
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5-2. 緊急時の対処法

注意

■冷却水を入れるときの注意

冷却水は、ハイブリッドシステムが十分に冷えてからゆっくり入れてください。
ハイブリッドシステムが熱いときに急に冷たい冷却水を入れると、エンジンが
損傷するおそれがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に混入させない

●市販の冷却水添加剤を使用しない
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

スタックしたときは

ぬかるみや砂地、雪道などでタイヤが空転したり埋まり込んで動けな
くなったときは次の方法で脱出してください。

ハイブリッド車／ FF車（前輪駆動）（ガソリン車）
パーキングブレーキをかけシフトレバーを P に入れ、エンジ
ン<ハイブリッドシステム>を停止する。
前輪周辺の土や雪を取り除く。
前輪の下に木や石をあてがう。
エンジン<ハイブリッドシステム>を再始動する。
シフトレバーをDまたはRに確実に入れ、パーキングブレー
キを解除して注意しながらアクセルペダルを踏む。

4WD車（4輪駆動）（ガソリン車）
パーキングブレーキをかけシフトレバーを P に入れ、エンジ
ンを停止する。
前輪前後の土や雪を取り除く。
前輪の下に木や石をあてがう。
エンジンを再始動し、4WDオートモードになっていることを
確認する。（�P. 268）
シフトレバーをDまたはRに確実に入れ、パーキングブレー
キを解除して注意しながらアクセルペダルを踏む。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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5-2. 緊急時の対処法

知識

■脱出しにくいときは（ガソリン車）

警告

■脱出するときの警告

前進と後退をくり返してスタックから脱出する場合、他の車、ものまたは人と
の衝突を避けるため周囲に何もないことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方または後方に飛び出すおそれがあります
ので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するときは

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

注意

■トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために

●タイヤが空転するのを避け、必要以上にアクセルペダルを踏まないでくださ
い。

●この方法で脱出できなかった場合、けん引による救援が必要です。

を押して TRC を OFF にしてくだ

さい。
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5-2. 緊急時の対処法

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったときの非常時のみ、次の手順で車両を停
止させてください。

ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける。
ブレーキペダルをくり返し踏まないでください。通常より強い力が必要
となり、制動距離も長くなります。

シフトレバーをＮに入れる。

シフトレバーがＮに入った場合
減速後、車を安全な道路脇に停める。
エンジン<ハイブリッドシステム>を停止する。

シフトレバーがＮに入らない場合
ブレーキペダルを両足で踏み続け、可能な限り減速させる。

ガソリン車：

“ エンジン スタート ストップ ”
スイッチを3秒以上押し続ける
か、素早く3回以上連続で押し
てエンジンを停止する。

ハイブリッド車：

“ パワー ”スイッチを3秒以上
押し続けるか、素早く3回以上
連続で押してハイブリッドシス
テムを停止する。

車を安全な道路脇に停める。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 3

手順 4

3秒以上押すまたは
3回以上連続で押す

手順 4

3秒以上押すまたは
3回以上連続で押す

手順 5
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5-2. 緊急時の対処法

警告

■走行中にやむを得ずエンジン<ハイブリッドシステム>を停止するときは

●ブレーキの効きが悪くなると共にハンドル操作が重くなるため、車のコント
ロールがしにくくなり危険です。エンジンを停止する前に、十分に減速するよ
うにしてください。（ガソリン車）

●ハンドル操作が重くなるため、車のコントロールがしにくくなり危険です。エ
ンジンを停止する前に、十分に減速するようにしてください。（ハイブリッド
車）



6車両の仕様

545

6-1. 仕様一覧
メンテナンスデータ
(油脂類の容量と銘柄）.......  546

6-2 カスタマイズ機能
ユーザーカスタマイズ
機能一覧...............................  556

6-3 初期設定
初期設定が必要な項目........... 562



546

6-1. 仕様一覧

メンテナンスデータ (油脂類の容量と銘柄）

燃料

※ 無鉛レギュラーガソリンをお使いになることもできます。その場合エンジン本来
の性能を発揮できません。

指定燃料 エンジン 容量 [L]（参考値）

無鉛プレミアムガソリン※

（無鉛ハイオク）
2GR-FE

65
無鉛レギュラーガソリン

2AZ-FE

2AZ-FXE

使用するオイルや液類の品質により、自動車の寿命は著しく左右され
ます。トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル・液類（以下、「指
定銘柄」といいます）のご使用をおすすめします。指定銘柄以外を使
用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご使用ください。
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6-1. 仕様一覧

6

車
両
の
仕
様

エンジンオイル

※ 1 ガソリン車：エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを
暖機後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。
ハイブリッド車：エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジ
ンを暖機後にハイブリッドシステムを停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってく
ださい。

※2：0W-20は上記表の指定銘柄の中では、最も省燃費性に優れるオイルです。

指定銘柄 エンジン

容量 [L]
（参考値※1）

オイル
のみ
交換

オイルと
オイル
フィル
ター交換

トヨタキヤッスルモーターオイル SN 0W-20※2

�API SN, RC/ILSAC　GF-5, 
SAE 0W-20

トヨタキヤッスルモーターオイル SN 5W-20
�API SN, RC/ILSAC　GF-5, 
SAE 5W-20

トヨタキヤッスルモーターオイル SN 5W-30
�API SN, RC/ILSAC　GF-5, 
SAE 5W-30

トヨタキヤッスルモーターオイル SN 10W-30
�API SN, RC/ILSAC　GF-5, 
SAE 10W-30

2GR-FE 5.7 6.1

2AZ-FE ／
2AZ-FXE

4.1 4.3
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6-1. 仕様一覧

■指定エンジンオイル
API 規格 SN/RC、SM/EC か、ILSAC 規格合格油をおすすめします。
なお、ILSAC規格合格油の缶には ILSAC CERTIFICATION（イルサッ
クサーティフィケーション）マークが付いています。

API マーク
ILSAC CERTIFICATION マー
ク

■エンジンオイル推奨粘度
下記表に基づき、外気温に適した粘度のものをご使用ください。

※：0W-20は新車時に充填されており、上記表に示す中では、最も省燃費性に優れるオイルです。

オイル粘度について（例として0W-20 で説明します）：

● 0W-20の0Wは、低温時のエンジン始動特性を示しています。Wの前
の数値が小さいほど冬場や寒冷時のエンジン始動が容易になります。

● 0W-20の 20は、高温時の粘度特性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オイルは高速または重負荷走行に適して
います。
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6-1. 仕様一覧

6

車
両
の
仕
様

冷却水

ガソリン車

ハイブリッド車

オートマチックトランスミッション（ガソリン車）

※容量は参考値です。交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

指定銘柄 エンジン 容量 [L]
（参考値）

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント
凍結保証温度
濃度30％　　-12℃
濃度50％　　-35℃

2GR-FE 10.6

2AZ-FE 8.4

指定銘柄 項目 容量 [L]
（参考値）

トヨタ純正スーパーロング
ライフクーラント
凍結保証温度
濃度30％　　-12℃
濃度50％　　-35℃

ガソリンエンジン用 9.1

電気モーターおよび
インバーター用

3.3

指定銘柄 エンジン 容量 [L]
（参考値※）

トヨタ純正オートフルード　WS

2GR-FE
（FF車）

6.5

2GR-FE
（4WD車）

6.7

トヨタ純正CVTフルード　TC　または　FE 2AZ-FE 8.7
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6-1. 仕様一覧

ハイブリッド用トランスアクスルフルード（ハイブリッド車）

※容量は参考値です。交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

リヤモーター用トランスアクスルフルード（ハイブリッド車）

リヤディファレンシャル（ガソリン車の4WD車）

トランスファー（ガソリン車の4WD車）

指定銘柄 容量 [L]（参考値※）

トヨタ純正オートフルード　WS 4.2

指定銘柄（推奨粘度） 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正オートフルード　WS 1.8

指定銘柄（推奨粘度） 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正ディファレンシャルギヤオイル LT
（API GL-5 SAE 75W-85） 0.5

指定銘柄（推奨粘度） 容量 [L]（参考値）

トヨタ純正ハイポイドギヤオイル SX 
(API GL-5 SAE 85W-90)

0.45
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6-1. 仕様一覧

6

車
両
の
仕
様

ブレーキ

■ブレーキフルード

■ブレーキペダル

※エンジン回転時<ハイブリッドシステム作動時>に490 N (50 kgf) の踏力をかけ
たときの床板とのすき間の最小値

■パーキングブレーキ

※ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（“カチッ”という音）のことです。

ウォッシャー

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A

項目 基準値 [mm]

遊び 1～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※
ガソリン車：124以上

ハイブリッド車：160

項目 基準値（回数）

踏みしろ
操作力300N (30.6 kgf) のときのノッチ※数

4～ 6

容量 [L]（参考値） 2.5
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6-1. 仕様一覧

タイヤ

標準タイヤ

※G's 用 19インチホイール装着時のタイヤです。

スペアタイヤ

タイヤサイズ ホイールサイズ
タイヤが冷えているときの空気圧 

kPa (kg/cm2)

前輪 後輪

235/50R18 97V 18× 7 1/2J 240（2.4）

215/60R17 96H 17× 7 J 240（2.4）

215/65R16 98H 16× 6 1/2J
ガソリン車：240（2.4）

ハイブリッド車：250（2.5）

245/40R19 94W
※ 19× 8 1/2J 240（2.4）

タイヤサイズ ホイールサイズ タイヤが冷えているときの空気圧 
kPa (kg/cm2)

T165/80Ｒ17 104M 17× 4T 420 (4.2）
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6-1. 仕様一覧

6

車
両
の
仕
様

電球（バルブ）

※LEDは、Light Emitting Diodes（発光ダイオード）の略で、半導体発光電子素子です。

電球 W（ワット）数

車外

ヘッドランプ
ハイビーム（バルブタイプ：HB3）
ロービーム（ディスチャージヘッドランプ）

60
35

車幅灯 5

フロントフォグランプ（バルブタイプ：H11） 55

フロント方向指示灯 /非常点滅灯 21

サイド方向指示灯 /非常点滅灯 LED※

リヤ方向指示灯 /非常点滅灯 21

制動灯 LED※

尾灯 LED※

後退灯 16

ハイマウントストップランプ LED※

番号灯 5

LEDイルミネーションビーム＊ LED※

車内

フロントパーソナルランプ 8

リヤパーソナルランプ 8

LED室内間接照明 LED※

ダウンライト LED※

ラゲージルームランプ 5

フロント足元照明＊ LED※

ドアカーテシランプ＊ 5

グローブボックスランプ LED※

バニティランプ 8

読書灯＊ LED※

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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6-1. 仕様一覧

車両仕様

ガソリン車

ハイブリッド車

型式 エンジン 駆動方式

GGH20W 2GR-FE
（3.5L ガソリン）

FF（前輪駆動）

GGH25W 4WD（4輪駆動）

ANH20W 2AZ-FE
（2.4L ガソリン）

FF（前輪駆動）

ANH25W 4WD（4輪駆動）

型式 ガソリンエンジン モーター 駆動方式

ATH20W
2AZ-FXE
（2.4L ガソリン）

2JM
（前輪用）

4WD（4輪駆動）
2FM

（後輪用）
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6-1. 仕様一覧

6

車
両
の
仕
様
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6-2 カスタマイズ機能

ユーザーカスタマイズ機能一覧

車両カスタマイズ設定一覧

メーカーオプションのナビゲーションシステムの画面操作で設定変
更可能
車両側のスイッチ操作などで設定変更可能
トヨタ販売店で設定変更可能

項目 機能の内容 初期設定 変更後

スマート
エントリー＆
スタート
システム
（�P. 59）

スマートエントリー
＆スタートシステム

する しない ○ ー ○

スマート
エントリー＆
スタート
システム
（�P. 59）
とワイヤレス
ドアロック
（�P. 69）
共通

作動の合図
（非常点滅灯）

する しない ○ ー ○

作動の合図
（ブザー）

する しない ー ー ○

解錠後、ドアを開け
なかったときの自動
施錠までの時間

30秒
60秒

ー ー ○
120秒

半ドア警告ブザー する しない ー ー ○

お車には、設定を変更することが可能な数多くの装備が付いていま
す。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更することができま
す。
また、メーカーオプションナビゲーションシステムの画面操作により
設定を変更することができる機能もあります。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳しくはト
ヨタ販売店へお問い合わせください。
※メーカーオプションナビゲーション画面でのカスタマイズ設定の操作は、別冊
「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。
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6-2 カスタマイズ機能

6

車
両
の
仕
様

※1 ナビゲーションシステム装着車を除く

ワイヤレスド
アロック
（�P. 69）

ワイヤレス機能 する しない ー ー ○

パワーバックドアの
作動

長押し

短押し

ー ー ○2回押し

なし

施錠時のパワーバッ
クドア開機能

なし あり ー ー ○

ドアロック
（�P. 72）

車速感応式
ドアロック

する しない ○ ○※1 ○

運転席を開けたとき
の全ドア解錠

しない する ○ ○※1 ○

シフトレバーをPに
したときの全ドア解
錠

する しない ○ ○※1 ○

シフトレバーをP以
外にしたときの全ド
ア施錠

しない する ○ ○※1 ○

パワーウインド
ウ
（�P. 150）

ドアキー連動開閉
機能

なし あり ー ー ○

ワイヤレスリモコン
連動開閉機能

なし あり ー ー ○

スマートエントリー
＆スタートシステム
連動閉機能

なし あり ー ー ○

パワーバック
ドア＊

（�P. 87）

パワーバックドア
スイッチの作動

長押し 短押し ー ー ○

作動中のブザー音 する しない ー ー ○

項目 機能の内容 初期設定 変更後

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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6-2 カスタマイズ機能

項目 機能の内容 初期設定 変更後

パワー
スライドドア
（�P. 76）

パワースライドドア
スイッチの作動

長押し 短押し ー ー ○

作動中のブザー音 する しない ー ー ○

ライト自動点
灯・消灯シス
テム
（�P. 254）

ライトセンサーの感
度調整

0 ー2～
+2 ○ ー ○

ランプを点灯するま
での時間

標準 長め ー ー ○

オートマチックハイ
ビーム

作動 非作動 ー ー ○

エコドライブ
インジケー
ターランプ
（ガソリン車）
（�P. 249）

エコドライブインジ
ケーターランプ

ON OFF ー ○ ○

ＥＶインジ
ケーター
（ハイブリッ
ド車）
（�P. 251）

ＥＶインジケー
ター

ON OFF ー ○ ○

エアコン
（�P. 326）

外気導入と内気循環
の切りかえが
AUTOモード時の
排ガスセンサーの感
度の調節＊

0 ー 3～
+3 ○ ○ ○

AUTOスイッチが
ONのとき、連動し
て外気導入と内気循
環を自動的に切りか
える

する しない ○ ー ○

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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6

車
両
の
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※2 メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車�P. 299

項目 機能の内容 初期設定 変更後

イルミネー
ション
（�P. 342）

消灯までの時間 15秒

7.5 秒

○ ー ○30秒

OFF

解錠時の作動 あり なし ー ー ○

“ エンジン スタート 
ストップ ”スイッ
チ<“ パワー ”ス
イッチ>OFF後の
作動

あり なし ー ー ○

その他

周囲の明るさによ
り、メーターなどの
照度を自動減光する
ためのセンサーの感
度調節

0 ー2～
+2 ー ー ○

周囲の明るさによ
り、減光したメー
ターなどの照度をも
とにもどすためのセ
ンサーの感度調節

0 ー2～
+2 ー ー ○

オートシートスライ
ドアウェイ＆リター
ン機能での運転席
シートの移動量調節＊

少なめ

OFF

○ ー ○
標準

クリアランス
ソナー
（�P. 293）

バックソナーの
検知開始距離

約
150cm 約 60cm ○※2 ー ○

ブザー音量 3 １～５ ○※2 ー ○

画面表示 する しない ○※2 ー ○

車両接近通報
装置＊

（�P. 32）
音量調整 レベル1

レベル2
ー ー ○

レベル3

＊ : 車両型式などで異なる装備やオプション装備
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知識

■車両カスタマイズについて

●「車速感応式ドアロック」と「シフトレバーをＰ以外にしたときの全ドア施
錠」を両方とも「あり」にした場合、次のように作動します。

･ シフトレバーをＰ以外にすると全ドア施錠されます。
･ 全ドア施錠された状態で発進した場合、車速感応式ドアロックは作動しま
せん。
･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠してから発進した場合は、車速感応
式ドアロックが作動します。

●解錠後、ドアを開けなかったときの自動施錠が作動したときの合図は、「作
動の合図（非常点滅灯）」・「作動の合図（ブザー）」の設定に依存します。

■車両側のスイッチで設定を行った場合

メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車で、ナビゲーション画面
で設定できる項目を、車両側のスイッチで設定した場合、ナビゲーション画面
の項目表示は、すぐに切りかわりません。
いったん“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”スイッチ>を
OFFにしてから、 再度“ エンジン スタート ストップ ”スイッチ<“ パワー ”ス
イッチ>をイグニッションＯＮモード<ＯＮモード>にすると画面表示が切り
かわります。

警告

■メーカーオプションのナビゲーション画面でカスタマイズを行うときは

エンジン<ハイブリッドシステム>を始動した状態で操作を行うため、車庫内
など囲まれた場所では、十分に換気をしてください。換気をしないと、排気ガ
スが充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭素（CO）により、重大な健康障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。
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注意

■カスタマイズを行うときは

バッテリー<補機バッテリー>あがりを起こす可能性がありますので、確実に
エンジン<ハイブリッドシステム>が始動している状態で実施してください。
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6-3 初期設定

初期設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照

パワースライドドア
･バッテリー<補機バッテリー>の充
電・交換後の再接続時
･ヒューズ交換後

P. 80

バックドア
･バッテリー<補機バッテリー>の充
電・交換後の再接続時
･ヒューズ交換後

P. 91

パワーバックドア
･バッテリー<補機バッテリー>の充
電・交換後の再接続時
･ヒューズ交換後

P. 91

次の項目はバッテリー< 補機バッテリー> を再接続したり、メンテ
ナンスを行ったあとなどに、システムを正しく働かせるために初期設
定が必要です。
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略語一覧....................................  564

五十音順さくいん .................... 565

症状別さくいん ........................ 574

ハイブリッド
さくいん（ハイブリッド車） 578
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アルファベット略語一覧

アルファベット略語 カタカナ表記

ABS アンチロックブレーキシステム

ACC アクセサリー

AFS アダプティブフロントライティングシステム

AHB オートマチックハイビーム

DISP ディスプレイ

ECO エコノミー /エコロジー

ECU エレクトリックコントロールユニット

EDR イベントデータレコーダー

EPS エレクトリックパワーステアリング

EV エレクトリックビークル

LED ライトエミッティングダイオード

LKA レーンキーピングアシスト

PCS プリクラッシュセーフティシステム

S-VSC
ステアリングアシステッドビークルスタビリティ
コントロール

SRS サプリメンタルレストレイントシステム

TRC トラクションコントロール

VSC ビークルスタビリティコントロール

VDIM
ビークルダイナミクスインテグレイテッドマネージメ
ント

略語一覧
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五十音順さくいん

五十音順さくいん

アームレスト
フロントシートアームレスト 384
セカンドシートアームレスト 384
サードシートアームレスト.... 385

アクセサリーコンセント（100Ｗ）
使用方法................................... 372
警告 .......................................... 379

アクセサリーコンセント（1500Ｗ）
使用方法................................... 375
警告 .......................................... 379

アクセサリーソケット................. 370
アクティブヘッドレスト................ 98
アシストグリップ......................... 368
足元照明........................................ 342
アダプティブフロント
ライティングシステム .............. 255
アンチロックブレーキシステム.. 304

EVドライブモード...................... 219
イグニッションスイッチ
エンジン（イグニッション）
スイッチ................................ 209
パワー（イグニッション）
スイッチ................................ 214

イベントデータレコーダー ............ 24
イモビライザーシステム............. 159
イルミネーテッドエントリー
システム ..................................... 343
インナーミラー............................. 142

ウインカー
W数 ......................................... 553
スイッチ................................... 231
電球の交換...................429、430

ウインドウ
ウォッシャー...............263、266
パワーウインドウ ................... 150

リヤウインドウ
デフォッガー.........................340

ウインドウロックスイッチ..........150
ウォーニングランプ .....................468
ウォッシャー
液の補給...................................450
スイッチ ...................... 263、266
タンク容量 ...............................551
冬の前の準備・点検................322

運転
寒冷時の運転 ...........................322
正しい姿勢 ...............................164
手順...........................................196

運転席シートベルト
非着用警告灯 ..............................472

エアコン
フロントエアコン....................326
フィルターの交換....................452
リヤエアコン ...........................336

エアバッグ
SRSエアバッグ......................166
一般的な警告 ...........................171
お子さまのための注意............171
カーテンシールドエアバッグに
関する警告.............................172
カーテンシールドエアバッグの
作動条件 ................................167
改造・廃棄 ...............................174
警告灯.......................................469
サイドエアバッグに
関する警告.............................172
サイドエアバッグの作動条件 167
作動条件 ...................................167
正しい姿勢 ...............................164
配置...........................................166

あ

い

う

え
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エコドライブインジケーター
ランプ ......................................... 199
エコドライブモード.........223、229
ESPO............................................... 47
LED室内間接照明 ....................... 347
LEDイルミネーションビーム.... 319
エレクトリックパワー
ステアリング.............................. 304
エンジン（ガソリン車）
イグニッションスイッチ........ 209
エンジン回転計...........234、235
エンジンがかからない............ 515
エンジン警告灯....................... 469
エンジンスイッチ ................... 209
オーバーヒート....................... 533
かけ方....................................... 209
ボンネット............................... 412

エンジンオイル
冬の前の準備・点検 ............... 322
容量 .......................................... 547

“ エンジン スタート ストップ ”
スイッチ ..................................... 209

応急用タイヤ
空気圧....................................... 552
スペアタイヤ........................... 487

オートアラーム............................. 161
オートシートスライドアウェイ
＆リターン機能............................. 99
オートレベリングシステム ......... 256
オートマチックハイビーム ......... 257
オーバーヒート（ガソリン車）... 533
オーバーヒート
（ハイブリッド車）...................... 536
オーバーヘッドコンソール ......... 359
オープナー
給油口....................................... 156

ボンネット ...............................412
お子さまの安全のために
ウインドウロックスイッチ ....150
エアバッグに関する警告........171
お子さまのシートベルト着用 137
シートベルトに関する警告 ....138
チャイルドシート....................175
チャイルドシートの固定........187
チャイルドプロテクター...........78
電子キーの電池に関する
警告........................................449
バッテリーに関する警告
................................... 526、531
パワーウインドウに
関する警告.............................152

オドメーター....... 235、236、237

カーテンシールドエアバッグ......166
外気温表示........... 235、237、248
カスタマイズ機能 .........................556
ガソリンスタンドでの情報..........580
カップホルダー.............................354
ガレージジャッキ .........................416

キー
イグニッションスイッチ
................................... 209、214
エンジンスイッチ....................209
キー..............................................57
キーナンバープレート...............57
キーレスエントリー...................69
キーを無くした........................520
電子キー ......................................57
電子キーが正常に働かない ....521
電子キーの電池が切れた........521
パワースイッチ........................214
メカニカルキー...........................57
ワイヤレスドアロック...............69

お

か

き
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給油口............................................ 156
緊急時の対処
エンジンがかからない
（ガソリン車）........................ 515
オーバーヒートした
（ガソリン車）........................ 533
オーバーヒートした
（ハイブリッド車）................. 536
キーを無くした....................... 520
警告灯がついた....................... 468
警告メッセージが
表示された............................ 475
けん引....................................... 460
故障したときは....................... 456
シフトレバーが
シフトできない .................... 519
スタックした........................... 541
車両を緊急停止する ..............  543
電子キーの電池が切れた........ 521
発炎筒....................................... 458
ハイブリッドシステムが
始動できない
（ハイブリッド車）................. 517
バッテリーがあがった
（ガソリン車）........................ 523
パンクしたときは .......487、501
補機バッテリーがあがった
（ハイブリッド車）................. 527
非常点滅灯
（ハザードランプ）................. 457

空気圧（タイヤ）........................... 552
空調
フロントエアコン ................... 326
フィルターの交換 ................... 452
リヤエアコン........................... 336

区間距離計 ...........235、236、237

曇り取り
フロントガラス........................330
リヤウインドウデフォッガー .....340

クリアランスソナー .....................293
クルーズコントロール
クルーズコントロール............269
レーダークルーズ
コントロール.........................273

グローブボックス .........................350

計器
メーター......... 234、235、236
メーター照度調整....................238

警告灯
ABS＆ブレーキアシスト......469
PCS警告灯 .............................469
SRSエアバッグ......................469
4ＷＤ........................................469
エンジン ...................................469
エンジンオイル圧力................468
シートベルト非着用................472
充電...........................................468
ディスチャージヘッドランプ
オートレベリング.................469
燃料残量 ...................................472
パワーステアリング................469
半ドア.......................................472
プリテンショナー....................469
ブレーキ ...................... 468、470
マスターウォーニング............475

く

け
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警告表示
4WD ........................................ 476
オートマチックハイビーム.... 477
クリアランスソナー ...477、480
クルーズコントロール............ 476
ステアリングロック ............... 476
スマートエントリー＆
スタートシステム................. 483
ドア .......................................... 478
燃料残量................................... 479
パーキングブレーキ ............... 478
ハイブリッドシステム
......................475、481、482
プリクラッシュセーフティ
システム...... 476、479、480
ムーンルーフ........................... 478
レーンキーピングアシスト
...................................477、480
レーダークルーズコントロール
......................476、479、480

警告ブザー
シートベルト非着用 ............... 472
スマートエントリー＆
スタートシステム.....474、483
ブレーキ................................... 468
ムーンルーフ閉め忘れ...75、154
ランプ消し忘れ....................... 256

化粧用ミラー ................................ 365
けん引............................................ 460

交換
タイヤ....................................... 487
電球 .......................................... 422
電子キーの電池....................... 448
ヒューズ................................... 436

工具................................................ 487

後退灯
W数..........................................553
電球の交換 ...............................432

小物入れ............................ 359、393
子供専用シート.............................175
コートフック.................................369
コンソールボックス .....................351
コンビニフック.............................367
コンライト
（自動点灯・消灯装置）...............254

サードシート.................................112
サイドエアバッグ .........................166
サンバイザー.................................364

シート
サードシート ...........................112
シートヒーター
（フロントシート）.................386
シートヒーター＆ベンチレーター
（セカンドシート）.................389
セカンドシート........................103
セカンドシートポジション
メモリー ................................131
正しい運転姿勢........................164
チャイルドシートの取り付け 187
調整に関する
警告.............. 101、110、113
手入れ.......................................401
ドライビングポジション
メモリー ................................128
フロントシート...........................97
ヘッドレスト ...........................114

シートアレンジ.............................117
シートベルト
お子さまの着用........................137

こ

さ

し
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緊急時シートベルト
固定機構................................ 137
シートベルト警告灯 ............... 472
シートベルト
プリテンショナー................. 136
清掃・手入れ........................... 402
正しい着用............................... 133
チャイルドシートの固定........ 187
調整 .......................................... 136
妊娠中のかたの着用 ............... 139

自動防眩インナーミラー............. 143
室内灯
W数 ......................................... 553
スイッチ.......................344、345

シフトレバー
オートマチック
トランスミッション
（ガソリン車）........................ 222
トランスミッション
（ハイブリッド車）................. 228
シフトレバーが
シフトできない .................... 519

シフトロックシステム................. 519
ジャッキ
ガレージジャッキ ................... 416
車載ジャッキ...............487、501

ジャッキハンドル.............487、501
車幅灯
Ｗ数 ......................................... 553
電球の交換............................... 428
ランプスイッチ....................... 254

車両型式........................................ 554
車両仕様........................................ 554
車両接近通報装置............................ 32
車両データの記録............................ 23
収納装備........................................ 348

助手席シートベルト
非着用警告灯 ..............................472
助手席側面スイッチ ........................99

水温計................... 234、235、236
スイッチ
4WDオートモード
スイッチ ................................268
AFS OFF スイッチ.................255
VSC OFF スイッチ................306
ウインドウロックスイッチ ....150
エンジンスイッチ....................209
クリアランスソナースイッチ...293
ドアロックスイッチ...................72
ハザードランプスイッチ........457
パワーウインドウスイッチ ....150
パワースイッチ........................214
非常点滅灯スイッチ................457
フォグランプスイッチ............262
プリクラッシュブレーキ
OFFスイッチ........................314
ランプスイッチ........................254
ワイパー＆ウォッシャー
スイッチ ...................263、266

スタック
スタックした ...........................541

ステアリングアシステッド
ビークルスタビリティコントロール....304
ステアリングホイール
オーディオスイッチ................395
位置調整 ...................................141

スピードメーター....234、236、237
スペアタイヤ
空気圧.......................................552
収納場所 ...................................487

スペック.........................................546

す
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スポーツシーケンシャル
シフトマチックモード .............. 224
スマートエントリー＆
スタートシステム
エンジンの始動....................... 209
ドアの解錠・施錠 ...................... 60
ハイブリッドシステムの始動 214

スライドドア ................................... 76

清掃
外装 .......................................... 398
シートベルト........................... 402
内装 .......................................... 401

セカンドシート
調整 .......................................... 103
サードシートへの乗り降り.... 107
シートヒーター＆ベンチレーター
（セカンドシート）................. 389
セカンドシートポジション
メモリー................................ 131
読書灯....................................... 346

積算距離計 ...........235、236、237
洗車................................................ 398
前照灯
W数 ......................................... 553
スイッチ................................... 254
ディスチャージヘッドランプに
関する警告............................ 434
電球の交換............................... 424

センターアームレスト................. 384
センターテーブル......................... 383

速度計...................234、236、237

タイヤ
空気圧....................................... 552
交換 .......................................... 487

スペアタイヤ ...........................487
チェーン ...................................322
点検...........................................405
パンクした ...............................487
冬用タイヤ ...............................322
ローテーション........................405

タコメーター.................... 234、235

チェーン（タイヤチェーン）........322
チャイルドシート
ISOFIX バーでの固定.............190
シートベルトでの固定............188

チャイルドプロテクター.................78
駐車ブレーキ.................................232

ツインムーンルーフ .....................153
ツール.............................................487

ディスプレイ
警告メッセージ........................475
トリップ
インフォメーション.............246

手入れ
外装...........................................398
シートベルト ...........................402
内装...........................................401

テールランプ
Ｗ数..........................................553
スイッチ ...................................254

電球
Ｗ数..........................................553
交換...........................................422

電子キー
電池が切れた ...........................521

せ

そ

た

ち

つ

て
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ドア
ドアガラス............................... 150
ドアミラー............................... 144
ドアロック.................................. 72

ドアガラス .................................... 150
ドアポケット ................................ 363
ドアミラー
調整 .......................................... 144

盗難防止システム
イモビライザー
システム................................ 159
オートアラーム....................... 161

時計................................................ 366
ドライビングポジション
メモリー ..................................... 128
トランスミッション
オートマチック
トランスミッション
（ガソリン車）........................ 222
トランスミッション
（ハイブリッド車）................. 228
シフトレバーが
シフトできない .................... 519

トラクションコントロール ......... 304
トリップメーター
............................235、236、237

ナノイー........................................ 331

ニーエアバッグ............................. 166
荷物
積むときの注意....................... 320

燃料
ガソリンスタンドでの情報.... 580
給油 .......................................... 156
種類 .......................................... 546

燃料計............. 234、235、236
容量...........................................546

パーキングブレーキ .....................232
ハイブリッドシステム
パワースイッチ........................214
ハイブリッドシステムが
始動しない.............................517
ハイブリッドシステム
警告表示 ...................475、481
オーバーヒート........................536
始動方法 ...................................214
ボンネット ...............................412

ハイブリッドシステム
インジケーター ..........................239
ハザードランプ
スイッチ...................................457
電球の交換 .................. 429、430
W数..........................................553

発炎筒.............................................458
バックアップランプ
W数..........................................553
電球の交換 ...............................432

バックドア ........................................87
バッテリー
バッテリーがあがった
（ガソリン車）.........................523
補機バッテリーがあがった
（ハイブリッド車）.................527
冬の前の準備点検....................322

バニティミラー.............................365
バニティランプ
W数..........................................553
バニティランプ........................365

バルブ
W数..........................................553
交換...........................................422

と

な

に

ね

は
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五十音順さくいん

“ パワー ”スイッチ .................... 214
パワーウインドウ......................... 150
パワースライドドア........................ 76
パワーバックドア............................ 87
パンク
パンクした............................... 487
パンク修理キット ................... 501

番号灯
Ｗ数 ......................................... 553
スイッチ................................... 254
電球の交換............................... 432

ハンドル
調整 .......................................... 141

ビークルスタビリティ
コントロール.............................. 304
ヒーター
シートヒーター....................... 386
フロントエアコン ................... 326
ミラーヒーター....................... 146
リヤエアコン........................... 336

非常点滅灯（ハザードランプ）
スイッチ................................... 457
電球の交換...................429、430
W数 ......................................... 553

尾灯
W数 ......................................... 553
スイッチ................................... 254

ヒューズ........................................ 436
表示灯............................................ 240
ヒルスタートアシスト
コントロール.............................. 311

フック
けん引フック ...........................460
ラゲージフック........................393

冬用タイヤ.....................................322
プリクラッシュシートベルト......136
プリクラッシュセーフティ
システム......................................313
ブレーキ
パーキングブレーキ................232
ブレーキ付近からキーキー
音が聞こえる.........................203

ブレーキアシスト .........................304
フロアマット.................................391
フロントシート
調整..............................................97

フロントターンシグナルランプ
Ｗ数..........................................553
電球の交換 ...............................429
レバー.......................................231

フロントフォグランプ
Ｗ数..........................................553
スイッチ ...................................262
電球の交換 ...............................426

フロントワイパーデアイサー......341

ヘッドランプ
Ｗ数..........................................553
スイッチ ...................................254
ディスチャージヘッドランプに
関する警告.............................434
電球の交換 ...............................422

ヘッドレスト
調整...........................................114

ひ

ふ

へ
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五十音順さくいん

ホイール........................................ 405
方向指示灯（ハザードランプ）
Ｗ数 ......................................... 553
スイッチ................................... 231
電球の交換...................429、430

補助確認装置 ................................ 148
ホーン...........................................  233
ボトルホルダー............................. 358
ボンネット .................................... 412

マップランプ
Ｗ数 ......................................... 553
スイッチ................................... 344

マルチインフォメーション
ディスプレイ.............................. 245

ミラー
インナーミラー....................... 142
ドアミラー............................... 144
バニティミラー....................... 365
補助確認装置........................... 148

ムーンルーフ ................................ 153

メーター
メーター..........234、235、236
メーター照度調整 ................... 238

メンテナンス
メンテナンスデータ ............... 546

4WDオートモードスイッチ...... 268

ランプ
Ｗ数 ......................................... 553
室内灯....................................... 342
電球の交換............................... 422
LED室内間接照明.................. 347

ハザードランプスイッチ........457
バニティランプ........................365
非常点滅灯スイッチ................457
フォグランプ ...........................262
ヘッドランプ ...........................254
方向指示灯 ...............................231
マップランプ ...........................344
リヤルームランプ....................345

リヤウインドウデフォッガー......340
リヤエアコン.................................336
リヤターンシグナルランプ
Ｗ数..........................................553
電球の交換 ...............................430

リヤルームランプ
W数..........................................553
スイッチ ...................................345

ルームランプ
W数..........................................553
スイッチ ...................... 344、345

冷却水
冬の前の準備・点検................322
容量...........................................549

冷却装置
エンジンオーバーヒート........533
ハイブリッドシステム
オーバーヒート.....................536

レーダークルーズコントロール..273
レーンキーピングアシスト..........286

ワイパースイッチ ............ 263、266
ワイパーデアイサー .....................341
ワイヤレスドアロック
電池交換...................................448
リモコン ......................................69

ほ

ま

み
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症状別さくいん
症状別さくいん

タイヤがパンクした P. 487
P. 501 パンクしたときは

エンジンがかからない
（ガソリン車）

P. 515 エンジンがかからないときは

P. 159 イモビライザーシステム

P. 523 バッテリーがあがったときは

ハイブリッドシステムが始
動しない（ハイブリッド車）

P. 517 ハイブリッドシステムが
始動できないときは

P. 159 イモビライザーシステム

P. 527 補機バッテリーがあがったときは

シフトレバーが動かない P. 519 シフトレバーがシフトできないとき
は

水温計の針が
赤いゾーンに入った

エンジンルームから
蒸気が立ちのぼった

P. 533
P. 536 オーバーヒートしたときは

キーを無くした P. 520 キーを無くしたときは

バッテリーがあがった
（ガソリン車）

P. 523 バッテリーがあがったときは

補機バッテリーがあがった
（ハイブリッド車）

P. 527 補機バッテリーがあがったときは
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症状別さくいん

ドアが施錠できない
P. 59
P. 69
P. 72

ドア

ぬかるみや砂地などで
動けなくなった

P. 541 スタックしたときは

警告灯が点灯、点滅した P. 468 警告灯がついたときは

ドット表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車
（ガソリン車）

セグメント表示式マルチインフォメーションディスプレイ装着車
（ガソリン車）
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症状別さくいん

ハイブリッド車

■警告灯一覧
BTO83CF001

P. 472 P. 468

P. 469 P. 468

P. 469 P. 470

P. 468 P. 469

P. 469 P. 469

P. 472 P. 472

P. 472 P. 472

P. 470 P. 469

マスターウォーニン
グ

充電警告灯

エンジン警告灯 ブレーキ警告灯
（赤色）

SRSエアバッグ／プリテン
ショナー警告灯

ブレーキ警告灯
（黄色）

油圧警告灯 ABS&ブレーキアシ
スト警告灯

パワーステアリング
警告灯

ディスチャージヘッドランプオート
レベリング警告灯

半ドア警告灯 燃料残量警告灯

運転席シートベルト非
着用警告灯

助手席シートベルト非
着用警告灯

AFS OFF 表示灯
（点滅）

PCS警告灯
（点滅）
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症状別さくいん

P. 470 P. 470

P. 469 P. 470

P. 474

オートマチックハイビーム
表示灯（黄色）

スリップ表示灯

4WD警告灯 クルーズコントロールシステム
表示灯（黄色）

スマートエントリー＆スタート
システム警告灯

警告メッセージが表示された P. 475 警告メッセージが表示されたときは

警告音が鳴った

■警告灯の点灯、点滅、またはマルチインフォメーションディス
プレイの警告メッセージを確認してください。

● 警告灯が点灯、点滅している（�P. 468）

● 警告メッセージが表示されている（�P. 475）

■警告灯の点灯、点滅や、マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージの表示がないとき、または車外で警告音が
鳴ったときは、次のことを確認してください。

お車の状況 鳴ったときの状況 参照ページ

停車／駐車中

ドアを開けたとき

P. 65
車外に出たとき

スマートエントリ＆スタートシ
ステムでロックスイッチを押し
たとき

走行中
シフトレバーをRにしたとき P. 226

、229

ブレーキを踏んだとき P. 203
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ハイブリッドさくいん
ハイブリッドさくいん（ハイブリッド車）

ハイブリッドシステムについての解説

■ハイブリッドシステムの特徴 - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 30

ハイブリッドシステムについての注意事項

■ご使用になるにあたって
高電圧部位- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P. 36
駆動用電池冷却用吸入口  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P. 37

運転のしかた

■運転にあたって- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 196
■ハイブリッドシステムの始動方法 - - - - - - - - - - - - -  P. 214
■トランスミッション  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 228

環境に配慮した経済的な運転

■ハイブリッド車運転のアドバイス - - - - - - - - - - - - - -  P. 55

事故が起きたときは

■事故が発生したときの警告- - - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 40
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ハイブリッドさくいん

ハイブリッド車特有の説明がある項目

■車両接近通報装置 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P. 32
■ EVドライブモード - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - P. 219
■計器類- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 234
■表示灯／警告灯- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 240
■ハイブリッドシステムインジケーター - - - - - - - - - - P. 239
■ボンネット- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 412
■けん引について- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 460
■ハイブリッドシステムが始動できないときは  - - - - -  P. 517
■補機バッテリーがあがったときは - - - - - - - - - - - - -  P. 527
■オーバーヒートしたときは- - - - - - - - - - - - - - - - - -  P. 536
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ガソリンスタンドでの情報
給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック
P. 412

ボンネットオープナー
P. 412

給油口オープナー
P. 156

タイヤ空気圧
P. 552

燃料の容量
（参考値） 65L

燃料の種類

無鉛プレミアムガソリン（2GR-FE エンジン車）
無鉛レギュラーガソリン（2AZ-FE エンジン車

／2AZ-FXE エンジン車）
P. 157、P. 546

タイヤが冷えている
ときの空気圧 P. 406、P. 552

エンジンオイル容量
（参考値）

オイルのみ交換時
2GR-FE エンジン車：5.7L
2AZ-FE エンジン車
／2AZ-FXE エンジン車：4.1L
オイルとフィルター交換時
2GR-FE エンジン車：6.1L
2AZ-FE エンジン車
／2AZ-FXE エンジン車：4.3L

エンジンオイルの
種類 P. 547

給油口
P. 156
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